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例　言

１．本書は、鷺山仙道遺跡に所在する埋蔵文化財の発掘調査報告書で、鷺山遺跡群発掘調

査報告書全５分冊の内、第３分冊鷺山仙道遺跡編である。

２．調査は、岐阜市都市計画事業鷺山・下土居土地区画整理事業における区画道路建設に

伴う緊急発掘調査として、業務委託契約に基づき、委託者・岐阜市鷺山・下土居土地区画

整理組合の調査経費負担により、受託者・( 公財 ) 岐阜市教育文化振興事業団（平成 23 年

４月１日に移行）が実施した。

３．本書の編集・執筆は梅村大輔・高木晃・業天唯正が行った。

凡　例
１．図中の方位は真北を示し、座標は日本測地系国家座標第Ⅶ座標系に準拠した。

２．遺構の略号は下記のとおり用いた。

　　竪穴住居・掘立柱建物；ＳＢ　井戸；ＳＥ　溝；ＳＤ　土坑；ＳＫ　

　　土塁状遺構・柵列；ＳＡ　石垣；ＳＶ　柱穴・小穴・ピット；Ｐ　その他；ＳＸ

３．遺物実測図の縮尺は１／３を基本とし、１／４・１／２を使用した。

４．遺物実測図中の一点鎖線は施釉範囲を示す。

５．土師器皿の実測図中、外面の横ナデ調整の範囲は実線で示し、断面図のみのものは引

出線で範囲を示した。また黒く塗った部分はタール痕である。
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第１節　Ⅰ期の遺構と遺物

ＳＸ39（第１図）

　Ｄ２区南端部に位置し、地山上面で確認した。調査区南端部に淡黄褐色細砂が堆積する

範囲があり、その部分を掘り下げたところ、弥生土器が集中して出土した。調査区西壁で

第１節　１期の遺構と遺物
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＜ＳＸ 39 土層名＞
　１　黒褐色粘質土
　２　褐灰色シルト質細砂　　　　　　　　　　マンガン多量に含む
　３　灰黄褐色砂質土　　　やや黄色強い　　　マンガン、鉄分含む
　４　灰黄褐色土　　　　　　　　　　　　　　マンガン、鉄分含む
　５　黄灰色シルト質細砂　　　　　　　　　　マンガン、鉄分多量に含む
　６　黄灰色細砂質シルト　　　　　　　　　　マンガン、鉄分まばらに含む
　７　淡い黄褐色細砂質土　やや橙色味帯びる　マンガン、鉄分含む
　８　淡い黄褐色細砂質土　やや橙色味帯びる　マンガン、鉄分含む
　９　淡い黄橙色シルト　　　　　　　　　　　マンガン、炭多量に含む

　10　淡い黄橙色シルト　　　　　　　　　　マンガン多量に、炭少量、鉄分含む
　11　淡い黄橙色シルト　　　　　　　　　　マンガン多量に、炭少量、鉄分含む
　12　淡い黄褐色シルト質細砂　　　　　　　マンガン、鉄分含む
　13　黄褐色シルト　　　　　　　　　　　　マンガン多量に含む
　14　黄褐色シルト　　　　　　　　　　　　マンガン多量に含む
　15　茶褐色シルト　　　　　　やや細砂質　マンガン多量に混じる
　16　黄褐色細砂　　　　　　　　　　　　　鉄分、マンガン含む
　　　７,８：遺構？　９：Ｐ 1680　10 ～ 12：ＳＸ 39　14 ～ 16：地山
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第１図　ＳＸ 39 実測図
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

断面観察を行ったところ、地山と酷似するが炭をわずかに含む淡い黄褐色シルトの堆積

（Ａ－Ａ’セクション10 ～ 12層）があり、本遺構の埋土と判断してプランの検出を行った。

Ｐ1677など数基のピットに切られる。北側と南側の掘り方から不整形であると思われるが、

西側と東側は調査区外に延びるため詳細は不明である。底部にはやや平らな部分がある。

上述の弥生土器は10、11層と14層（地山）の境界付近の掘り方底部に集中していた。

　以上のことから、本遺構を４期に比定した。

第２節　Ⅱ期の遺構と遺物

ＳＢ２（第２図　第128図）

　Ｈ３区中央部に位置し、地山上

面で確認した。ＳＫ６、26、27な

どに切られる。平面形は方形を呈

するが、東辺は調査区外である。

南北方向は3.42ｍ、深さは0.26ｍ

を測る。床面は平らだが、貼り床

や硬化面は認められなかった。埋

土は粘質土が主で、炭を含む。

　出土遺物は土師器がほとんど

で、灰釉陶器、山茶碗、土師器皿

もあるが混入と思われる。須恵器

についても、土師器の様相を見る

と混入の可能性が高い。1 ～ 3は

土師器のＳ字甕ＢＣ類である。

　以上のことから、本遺構を７～

８期に比定した。

ＳＢ３（第３図　第128図）

　Ｈ３区中央部に位置し、地山上

面で確認した。ＳＢ４、ＳＫ６、

27、32などに切られる。平面形は

方形を呈すると思われるが、南西

部が削平されているため詳細は不

明である。北西－南東方向は4.43

ｍ、深さ0.12ｍを測る。床面はや
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＜ＳＢ２周辺土層名＞ 
　１　灰色土　　　　　　　　　　　　　しまる　小石混じる
　２　灰色砂質土　　　　　　　　　　　しまる　茶褐色砂質土まだらに混じる
　３　暗茶褐色粘質土　　　　　　　　　しまる　小石、炭、焼土混じる
　４　灰黄褐色シルト　　　　　　　　　しまる　灰色シルトまだらに混じる　
　５　茶褐色弱粘質土　やや赤味帯びる　しまる　灰色砂質土まだらに混じる　鉄分沈着
　６　灰黄褐色シルト　　　　　　　　　しまる　灰色シルトまだらに混じる　
　７　茶褐色粘質土　　やや赤味帯びる　しまる　灰色粘質土まだらに混じる
　　　５：ＳＢ２　７：地山 

＜ＳＢ２土層名＞
　１　茶褐色弱粘質土　　非常に硬くしまる　炭含む
　２　茶褐色弱粘砂質土　非常に硬くしまる　炭含む
　３　淡茶褐色砂質土　　灰色砂質土まだらに混じる
　　　１：ＳＢ２ 
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第２図　ＳＢ２実測図
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や平らだが、貼り床や硬化面は認められなかった。埋土は砂質土が主で、炭を含む。

　出土遺物は土師器がほとんどで、山茶碗、土師器皿もあるが混入と思われる。４は土師

器のＳ字甕ＢＣ類で、ＳＢ５及びＰ11の遺物と接合した。

　以上のことから、本遺構を７～８期に比定した。

ＳＢ４（第３図　第128図）

　Ｈ３区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ３を切り、ＳＫ26、27などに切られる。

平面形は方形を呈すると思われるが、西側が調査区外であるため詳細は不明である。床面

は平らであるが、貼り床や硬化面は認められなかった。深さは0.25ｍを測る。

　出土遺物は土師器がほとんどで、灰釉陶器、山茶碗もあるが混入と思われる。５は滑石

製の石製品で、石棒か。

　以上のことから、本遺構を５～８期に比定した。

ＳＢ５（第４図　第128図）

　Ｈ３区北部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ３、ＳＫ９、11、42などに切られる。

第２節　Ⅱ期の遺構と遺物

第３図　ＳＢ３，４実測図      
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

平面形は不整正方形を呈し、北西－南東方向は3.96ｍ、北東－南西方向は4.17ｍ、深さは

0.50ｍを測る。床面はほぼ平らで、中央～北東部分で硬化面を確認した。また南東壁の一

部には周溝がある。埋土は砂質シルトと砂質土が主で、炭を含む。床面で数基のピットを

検出したが、位置から考えて、Ｐ127は住居の柱穴になるか。深さは0.46ｍを測る。

　出土遺物はほとんどが土師器で、山茶碗が数点あるが混入と思われる。６と７は甕で、

口縁部内外面にナデ調整が施され、口縁部外面には突帯がある。両者は同一個体か。８～

17はＳ字甕ＢＣ類である。13は14と同一個体か。18は柳ヶ坪型壺で、口縁部外面に列点文

がある。19と20は二重口縁壺で、19は口縁部をつまみ上げて外反させている。また口縁部

外面に横ナデ調整、内面にミガキ調整を施している。21 ～ 25は壺で、21は頸部外面にハ

ケ調整、内面に横ナデ調整が施される。24は外面にヘラミガキ調整が施される。25は壺と

思われ、内外面にミガキ調整が施される。26は有段高杯で、脚部の外面にはミガキ調整が

施される。27と28は有段高杯と思われ、内外面にミガキ調整が施される。29は器台、30と
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＜ＳＢ５他土層名＞
　１　灰褐色シルト　炭含む
　２　茶褐色シルト
　３　淡茶褐色砂質シルト
　４　茶褐色砂質土
　５　灰褐色砂質シルト
　６　茶灰色砂質シルト
　７　茶褐色シルト
　８　茶褐色砂質シルト
　９　茶灰色砂質土　　　　炭含む
　10　淡茶褐色砂質シルト　炭含む
　11　観察なし
　12　観察なし
　13　暗茶褐色土　　　　　ややしまりなし
　14　淡茶褐色砂質シルト
　15　茶灰色砂質シルト
　16　淡茶灰色砂質シルト　15 より粒子粗い

　１,２：Ｐ 157　 ３, ４：Ｐ 156
　５,６：Ｐ 155　 ７：Ｐ 257　
　８～ 10：ＳＢ５ 12：ＳＤ６
　13：Ｐ 260　 14 ～ 16：地山
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第４図　ＳＢ５実測図
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31は小型器台で、30は脚部に３方向１段の穿

孔がある。32と33は鉢のミニチュアである。

　以上のことから、本遺構を６～７期に比定

した。

ＳＢ61（第５図　第129図）

　Ｄ２区中央部に位置し、地山上面で確認し

た。ＳＤ64、ＳＫ257などに切られる。平面

形は方形を呈し、東西3.09ｍ以上、南北2.60

ｍ、深さ0.46ｍを測る。床面は平らだが、貼

り床や硬化面は見られなかった。

　34 ～ 38は土師器である。34は加飾壺で、

体部外面に波状沈線がある。35は有段口縁壺

で、口縁部内外面に横ナデ調整が施される。

36は屈折脚高杯である。37と38は鉢で、37は

口縁部外面～内面体部まで、38は口縁部外面

に横ナデ調整が施される。

　以上のことから、本遺構を８～９期に比定

した。

ＳＢ６（第６図　第129図）

　Ｈ２区北部に位置し、地山上面で確認した。方形を呈すると思われるが、東側は調査区

外であるため詳細は不明である。北西－南東方向は3.53ｍ、深さは0.17ｍを測る。床面は

平らだが、貼り床や硬化面は認められなかった。埋土は黒褐色弱粘質土で、炭を含む。ま

た住居中央部で炭が密集し、付近からは40cm大の石が１点出土している。

　出土遺物はほとんどが土師器で、瀬戸美濃産陶器や土師器皿が数点あるが混入と思われ

る。39は土師器の宇田型甕である。

　以上のことから、本遺構を10期に比定した。

ＳＢ39（第７図　第129図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。西側の掘り方のみ確認し、残りはＳＢ24、

27、32、ＳＤ24に切られ、北側はトレンチに削平されるため、平面形は不明である。底部

がやや平らになることから竪穴住居と判断したが、床面に貼り床や硬化面は認められなか

った。

　出土遺物は土師器と須恵器がほとんどである。40は土師器の宇田型甕である。

第２節　Ⅱ期の遺構と遺物
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＜ＳＢ 61 土層名＞
　１　にぶい黄褐色シルト質細砂　鉄分、マンガン多量に含む
　２　黄褐色粘質土　　　　　　　やや砂質
　３　黄褐色シルト質細砂　　　　地山ブロック混じる　マンガン多量に含む
　　　１：ＳＢ 61 

第５図　ＳＢ 61 実測図
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

　以上のことから、本遺構を10期に

比定した。

ＳＤ83（第８図　第129図）

　Ｃ３区東部に位置する。旧地形の

影響と考えられるが、Ｃ３区東部で

はⅳ～ⅵ層の堆積を確認できなかっ

たことから、調査区中央～西部との

掘り込み面の対応ができない。ＳＸ

46、ＳＫ288、294、Ｐ1706などに切

られる。北西－南東方向に軸があ

り、北西側は閉じる。南東側も閉じ

るか、もしくは南側に曲がる可能性

がある。断面形は緩いＶ字形を呈し、

深さは0.17ｍを測る。

　出土遺物は土師器のみである。41

はくの字台付甕の脚台か。外面にハ

ケ調整が施される。42はＳ字甕ＢＣ

類、43は有段高杯脚部で、２方向２

列に穿孔がある。44は器台である。
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第７図　ＳＢ 39 実測図

第６図　ＳＢ６実測図

＜ＳＢ 39 土層名＞
　１　淡灰色土　　　　　　　粘性あり
　２　暗灰黄褐色砂質シルト　粘性あり　炭、焼土まばらに含む
　３　黄茶灰色土　　　　　　粘性あり　砂混じる
　４　暗茶灰色砂質シルト
　５　黄灰色砂質シルト
　　　１：Ｐ 1282　２：ＳＢ 24　３：ＳＢ 32 
　　　４：ＳＢ 39　５：地山 

＜ＳＢ 39,43 土層名＞
　１　黄灰茶色砂質シルト　炭、焼土少量含む
　２　暗茶灰色砂質土
　　　１：ＳＢ 43　２：ＳＢ 39
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　以上のことから、本遺構を７～８期に比定した。

ＳＤ86、87、89 ～ 92、ＳＫ321 ～ 323（別添図７・８、第129図）

　Ｃ３区中央部に位置し、ＳＸ55の底部で確認した遺構である。

ＳＤ86はＳＤ87を切る。ＳＤ89はＳＤ86、87、90、91、ＳＫ322に

切られる。ＳＤ92はＳＫ323を切り、Ｐ1857 ～ 1859に切られる。

ＳＤ86、87、90、91は南北方向に軸があり、若干東に振る。ＳＤ

89は北西－南東方向に軸があり、方向はＳＸ55とほぼ同じである。

ＳＫ321 ～ 323の平面形は不整形を呈する。

　出土遺物は、ＳＤ87に少量の須恵器がある以外は土師器のみで

ある。

　45はＳＤ86出土の宇田型甕の脚台で、外面にヘラケズリ調整が

認められる。

　46 ～ 48はＳＤ89から出土した遺物である。46はＳ字甕Ｄ１類、

47はくの字甕脚台、48は山陰系の甕で、口縁部内外面に横ナデ調

整が施される。

　49と50はＳＤ90から出土した遺物である。49は有段高杯、50は

屈折脚高杯である。

　以上のことと切り合い関係から、ＳＤ89は９期に、ＳＤ90は８

～９期に比定でき、その他の遺構はⅡ期に比定した。

ＳＤ６（別添図９、第129図）

　Ｈ３区北部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ５などに切ら

れる。平面形は不整形で、北西－南東方向に軸がある土坑状を呈

する。

　51は砥石で、使用面が３面認められる。他の出土遺物はすべて

土師器である。以上のことから、本遺構の５～８期に比定した。

ＳＤ47（別添図６）

　Ｃ１中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ53に切られる。

北西－南東方向に軸があり、断面形は不整形を呈する。深さは0.18

ｍを測る。

　出土遺物は土師器のみで、図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構の時期は５～８期と考えたいが、ＳＢ

53で出土した７世紀前半の須恵器は、本遺構に帰属できる可能性

第２節　Ⅱ期の遺構と遺物
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

があることから、その場合は11期になる。

ＳＫ９（別添図９　第129図）

　Ｈ３区北部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ３を切り、ＳＢ１－Ｐ２に切られる。

平面形は不整楕円形を呈し、深さは0.23ｍを測る。出土遺物は土師器のみである。52はＳ

字甕ＢＣ類である。

　以上のことから、本遺構を７～８期に比

定した。

ＳＫ47（第９図　第129図）

　Ｈ２区中央部に位置し、地山上面で確認

した。Ｐ242、246などに切られる。平面形は、

西側が調査区外であるため不明である。底

部はやや平らで、深さは0.50ｍを測る。埋

土は粘質土が主で、炭と礫を含む。

　出土遺物は土師器がほとんどで、土師器

皿Ｍ類は混入と思われる。53はＳ字甕ＢＣ

類、54は壺である。

　以上のことから、本遺構を７～８期に比

定した。

ＳＫ252（別添図４　第129図）

　Ｄ２区北部に位置し、地山上面で確認し

た。ＳＫ253、265などを切る。平面形は不

整形を呈し、深さは0.24ｍを測る。

　出土遺物は土師器のみである。55はＳ字

甕、56は有段高杯である。以上のことから、

本遺構を７～８期に比定した。

ＳＫ256（別添図４　第129図）

　Ｄ２区北部に位置し、地山上面で確認し

た。Ｐ1650を切る。平面形は不整形を呈し、

深さはO.10ｍを測る。

　出土遺物は土師器のみである。57と58は

二重口縁壺、59は壺の底部である。
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＜ＳＫ 47 土層名＞
　１　灰色土　　　　　　　しまる　　　　　小石多く混じる
　２　灰色砂質土　　　　　　　　　　　　　茶褐色砂質土混じる
　３　茶褐色弱粘性砂質土　　　　　　　　　灰色砂質土部分的に混じる　炭、焼土やや多量に混じる
　４　暗茶褐色粘質土　　　しまる　　　　　灰色粘質土まだらに混じる　礫多量に混じる　炭含む
　５　淡茶褐色粘質土　　　しまる　　　　　灰色粘質土まだらに混じる　礫多量に混じる
　６　茶褐色弱粘性砂質土　やや赤味帯びる　灰色砂質土部分的に混じる　炭、焼土やや多量に混じる
　７　暗茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　礫、小石混じる　　　　　　炭、焼土多量に含む
　　　４,５：ＳＫ 47　６,７：地山 
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第９図　ＳＫ 47 実測図

第 10 図　ＳＫ 139，147，190 実測図
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　以上のことから、本遺構を７～８期に比定した。

ＳＫ190（第10図）

　Ｇ区南端部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ33などに切られる。平面形は不整形を

呈し、底部は平らではない。深さは0.32ｍを測る。

　出土遺物は土師器のみである。図示できるものはなかった。

　以上のことと切り合い関係から、本遺構を５～８期に比定した。

ＳＸ36（別添図４・５）

　Ｄ２区北半部に位置する。地形の落ち込みもしくは流路と考えられる。調査区が狭小で

あることから、全体のプランや軸などを把握することはできなかった。断面形はかなり緩

いＶ字形を呈すると思われ、底部に平らな面は認められなかった。深さは1.82ｍを測る。

埋土は砂質土が主である。

　出土遺物は土師器のみ17点である。図示できるものはなかった。

　以上のことと切り合い関係などから、本遺構は９期以前に比定できると考えられるが、

詳細な時期は特定できない。

Ｐ53（第11図　第129図）

　Ｈ３区中央部に位置し、地山上面で確認した。平面形は不明で、深

さは0.17ｍを測る。埋土中からはＳ字甕の破片が多量に出土したが、

特に脚台付近の破片が多いことが特徴的である。

　60 ～ 65はＳ字甕ＢＣ類である。

　以上のことから、本遺構を７～８期に比定した。

Ⅱ期のピットから出土した遺物

　66と67はＰ96の土師器である。66はＳ字甕、67は加飾壺で、体部外面に羽状刺突文がある。

第３節　Ⅲ期の遺構と遺物

ＳＢ10（第12図　第129図）

　Ｇ区北部に位置する。Ｇ区北部では遺構検出面を２面のみ確認した。第１遺構検出面の

基盤層と、Ｇ区中央～南部のⅲ～ⅴ層の対応について、調査区壁面での検討ができなかっ

たことから掘り込み面の対応ができない。以下、Ｇ区北部の遺構の記述する際、確認面に

ついては、「第１遺構検出面（ⅲ～ⅴ層のいずれかに対応）」と「地山上面」という用語を

第２節　Ⅱ期の遺構と遺物
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第 11図　P53 実測図

X：－61325
Y：－36839

P53

X：－61326
Y：－36839

0 1m



－ 10 －

第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

使用する。

　Ｇ区北部に位置する。地山上面で

確認した。ＳＢ13、ＳＸ７に切られ

る。平面形は方形を呈すると思われ

るが、南側が削平されているため詳

細は不明である。床面は平らだが、

貼り床や硬化面は認められなかっ

た。西辺に、土坑状に突出した部分

があり、埋土に焼土が多量に混じる

ことからカマドと判断した。しかし、

土坑の埋土は住居の埋土を掘り込む

ように見えることから、誤認の可能

性も考えられる。

　出土遺物は土師器がほとんどで、

他は須恵器と鋳造作業に関連する土

師器皿が数点ずつあるのみである。

68は美濃須衛窯須恵器の杯である。

　以上のことから、本遺構を12期に比定した。

ＳＢ20（第13図　第129図）

　Ｇ区南端部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ19、21、ＳＫ138、147に切られ、ＳＢ

33、42を切る。平面形は方形を呈し、東西方向は3.12ｍを測る。床面は平らだが、貼り床

や硬化面は認められなかった。埋土は黄灰色砂質シルトである。

　69は土師器の伊勢型甕Ａ１類である。70は畿内系須恵器の杯である。71と72は美濃須衛

窯須恵器の高杯である。

　以上のことから、本遺構を11期（７世紀前半）に比定した。

ＳＢ23（第14図　第130図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ22に切られる。平面形は正方形を呈し、

一辺は4.20 ～ 4.30ｍを測る。西側のコーナー部分は調査区外である。床面は平らで、直

上に硬くしまる砂質土が薄く堆積することから貼り床と判断した。埋土は砂質シルトが主

で、炭と焼土を含む。

　73 ～ 75は土師器の伊勢型甕で、73はＡ１類、74と75はＡ２類である。76 ～ 78は美濃須

衛窯須恵器で、76は高杯脚部、77は壺、78は杯である。79は産地不明の須恵器で、器種も

不明である。80、81は美濃式１類の焼塩土器である。
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　１　暗褐灰色土　粘性あり　砂混じる
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＜ＳＢ 10 カマド土層名＞
　１　灰茶褐色土　粘性あり
　２　暗灰茶色土　粘性あり
　３　茶褐色土　　焼土多量に含む
　４　暗茶褐色土　焼土多量に含む
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　　　７：地山
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　以上のことから、本遺構を12期（７世紀後半）に比定した。

ＳＢ25（第15図　第130図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ27に切られ、ＳＢ30を切る。平面形は方

形を呈すると思われるが、東辺の掘り方の方向が、他の方向と違うため詳細は不明である。

床面は平らだが、貼り床や硬化面は認められなかった。また床面でＰ1263を確認した。

　出土遺物は土師器と須恵器がほとんどである。82はＳＢ25出土の土師器の伊勢型甕Ａ２

類である。Ａ２類に分類できるものはほぼ在地産であるが、82はＡ１類と同じ三重県のも

のである可能性がある。

　以上のことから、本遺構を12期（７世紀中葉）に比定した。

第３節　Ⅲ期の遺構と遺物
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

ＳＢ28（第16図　第130図）

　Ｇ区南端部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ19、20、ＳＤ36などに切られ、ＳＢ42

を切る。平面形は方形を呈すると思われるが、西側と南側は調査区外であるため詳細は不

明である。床面は平らだが、貼り床や硬化面は認められなかった。埋土は褐灰茶色砂質シ

ルトである。

　出土遺物は土師器と須恵器のみである。83は土師器の伊勢型甕Ａ１類である。

　以上のことから、本遺構を11期に比定した。

ＳＢ31（第17図　第130図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ32に切られる。方形を呈すると思われる

が、北側はトレンチに削平されるため詳細は不明である。床面は平らだが、貼り床や硬化

面は認められなかった。発掘作業時、西辺で確認した土坑をカマドと判断したが、住居の

埋土が土坑埋土の下部にもあるため、誤認の可能性が高い（Ｂ－Ｂ’セクション）。

＜ＳＢ 22,23 土層名＞
　１　灰茶褐色砂質土　硬くしまる　炭まばらに含む
　２　灰黄褐色砂質土　　　　　　　灰褐色土、灰茶褐色土、灰色土まだらに混じる
　３　灰茶褐色土　　　硬くしまる　灰黄褐色砂質土まだらに混じる　炭まばらに混じる
　４　灰黄褐色砂質土
　５　灰褐色砂質土
　　　１：ＳＢ 22 硬化面　２：ＳＢ 23　３：ＳＢ 23 硬化面 
　　　４,５：地山 

＜ＳＢ 23 土層名＞
　１　暗黄茶褐色砂質シルト　やや粘性あり　炭、焼土少量含む
　２　黄褐色砂質シルト　　　粘性あり　　　炭、焼土少量含む
　３　褐茶灰色砂質土　　　　粘性あり
　４　茶灰色砂質土
　５　黄褐色シルト　　　　　黄色砂混じる
　　　１：Ｐ 1218　２～４：ＳＢ 23　５：地山 
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　出土遺物は土師器と須恵器のみである。84は土師器の伊勢型甕Ａ１類である。

　以上のことから、本遺構を11 ～ 12期に比定した。

ＳＢ33（第18図　第130図）

　Ｇ区南端部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ42、ＳＫ138、147などに切られ、ＳＫ

152を切る。平面形は方形を呈すると思われるが、プランのほとんどを削平されているた

め詳細は不明である。底部は平らだが、貼り床や硬化面は認められなかった。

　出土遺物は土師器と須恵器のみである。85は土師器の平底甕Ｂ３類である。本遺構の時

期は、図示した遺物で考えると13期になるが、ＳＢ20との切り合い関係と時期に矛盾が生

じる。85以外の様相はＳＢ20の様相と似ていることから、85は混入と考えられる。以上の

ことから、本遺構の時期は11期以前で考えたい。

第３節　Ⅲ期の遺構と遺物

第 15 図　ＳＢ 25，30 実測図

＜ＳＢ 25,30 土層名＞
　１　灰黄褐色土　　　　　粘性あり　砂混じる　炭、焼土少量含む
　２　灰褐色砂質シルト
　３　灰黄褐色砂質シルト　淡灰色土まだらに混じる
　　　１：Ｐ 1226　２：ＳＢ 25　３：ＳＢ 30 
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物
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　　　　１：ＳＢ 32　２,３：ＳＢ 31　
　　　　４：ＳＢ 39　５：地山
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＜ＳＢ 28 土層名＞
　１　灰茶色土　砂混じる
　２　褐灰茶色砂質シルト

＜ＳＢ 28 土層名＞
　１　茶褐色土　　　　　　　　　灰色土混じる
　２　淡茶褐色砂質土　　　　　　灰白色砂質土まだらに混じる　　　　　　炭、焼土少量含む
　３　暗茶褐色砂質土　　　　　　黄褐色、灰白色、灰色砂質土混じる　　　炭、焼土多量に含む
　４　観察なし
　５　暗茶褐色砂質土　　しまる　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　６　暗茶褐色砂質土　　しまる　炭、焼土多量に含む
　７　観察なし
　８　灰白色粘性砂質土　しまる　鉄分混じる　小石、炭、焼土多量に含む
　９　暗茶褐色砂質土　　しまる　茶褐色土、灰白色砂質土混じる　　　　　炭わずかに含む
　10　観察なし
　11　暗灰色砂質土　　　しまる　茶褐色土、灰白色砂質土まだらに混じる　炭わずかに含む
　12　暗灰褐色砂質土　　しまる
　13　暗灰色砂質土　　　しまる　灰白色砂質土混じる　　　　　　　　　　炭わずかに含む
　14　黄褐色シルト　　　　　　　鉄分、灰色シルト混じる
　　　11：ＳＢ 28　14：地山 
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第 16 図　ＳＢ 28 実測図

第 17 図　ＳＢ 31，32 実測図
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ＳＢ38（第19図　第138図）

　Ｇ区中央部に位置し、地山上面で確認

した。ＳＢ17、37、ＳＤ24に切られる。

掘り方の西辺を確認しているが、平面形

は不明である。床面は平らで、貼り床や

硬化面は認められなかった。床面直上に

は暗灰黄色砂質土が薄く堆積しているが、

貼り床か住居使用時もしくは廃棄時の堆

積かは判断できなかった。

　出土遺物は土師器と須恵器のみである。

86は土師器の伊勢型甕Ａ１類である。

　以上のことから、本遺構を11 ～ 12期に

比定した。

第３節　Ⅲ期の遺構と遺物
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　１　灰黄褐色砂質シルト　粘性あり
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

ＳＢ42（第20図）

　Ｇ区南端部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ20、28、ＳＤ36、ＳＫ138に切られる。

平面形は方形を呈し、東西は4.02ｍを測る。床面は平らであるが、貼り床や硬化面は認め
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＜ＳＢ 42 土層名＞
　１　灰黄色砂質土
　２　灰茶褐色砂質土
　　　黄色砂ブロック状に混じる
　３　灰茶褐色シルト
　４　観察なし
　　　１～３：ＳＢ 42　４：地山

＜ＳＢ 42 土層名＞
　１　茶褐色土　　　　　　　　　　　　　　灰色土混じる
　２　淡茶褐色砂質土　　　やや黄味帯びる　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　　　　焼土少量含む
　３　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　黄褐色砂質土多量に混じる　　　　　　　　　　炭、焼土まばらに混じる
　４　暗茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　小石多く混じる　　　　　　　　　　　　　　　焼土極少量含む
　５　暗茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　灰白色粘質土ブロック混じる
　６　灰白色砂質土　　　　しまる　　　　　淡茶褐色砂質土少量混じる
　７　淡茶褐色砂質土　　　　　　　　　　　黄褐色砂質土多量に混じる　　　　　　　　　　炭、焼土含む
　８　暗灰色砂質土　　　　しまりなし　　　灰白色砂質土ブロック混じる　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　９　暗灰色砂質土　　　　しまりなし　　　灰白色砂質土ブロック、暗茶褐色砂質土混じる　炭、焼土多量に含む
　10　暗灰色砂質土　　　　ややしまりなし
　11　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　灰白色砂質土まだらに細かく混じる　　　　　　炭、焼土少量含む
　12　暗灰白色砂質土　　　しまる　　　　　淡茶褐色砂質土混じる　　　　　　　　　　　　炭、焼土極少量含む
　13　茶褐色砂質シルト
　14　灰色砂質土　　　　　しまる　　　　　淡茶褐色砂質土混じる　　　　　　　　　　　　炭、焼土極少量含む
　15　茶褐色砂質土混じる　しまる　　　　　淡茶褐色砂質土混じる　　　　　　　　　　　　炭、焼土極少量含む
　16　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　灰白色砂質土ブロック混じる　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　17　灰白色粘質土　　　　硬くしまる　　　茶褐色砂質土、鉄分混じる　
　18　灰白色粘質土　　　　硬くしまる　　　鉄分混じる
　19　暗茶褐色砂質土　　　　　　　　　　　灰色、黄褐色砂質土混じる
　20　灰白色粘質土　　　　硬くしまる　　　やや茶褐色砂質土多量に混じる　　　　　　　　鉄分含む
　21　暗褐灰色砂質シルト　粘性あり
　22　淡茶褐色砂質土
　　　３：Ｐ 918　４～６：Ｐ 1053　８,９：Ｐ 924　12：ＳＤ 33　20：ＳＢ 28　21：ＳＢ 42　22：地山
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られなかった。北西コーナー、北東コーナーと東辺に周溝を確認した。また掘り方の西辺

に突出すると見られる部分があり、ここにカマドがあった可能性がある。深さは0.22ｍを

測る。

　出土遺物は周溝から土師器が２点出土したのみである。図示できるものはなかった。

　本遺構の時期は、切り合い関係から考えると12期以前であるが、詳細な時期は特定でき

ない。

ＳＢ44（第21図　第130図）

　Ｇ区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ37、38、ＳＫ130、144などに囲まれる

範囲を本遺構の埋土としたため、平面形は不明である。深さは0.16ｍを測る。

　出土遺物は土師器と須恵器のみである。87は美濃須衛窯須恵器の杯である。

　以上のことから、本遺構を11 ～ 12期に比定した。

ＳＢ19（第13図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ20を切り、ＳＢ21に切られる。平面形は

方形を呈すると思われるが、北側が削平されているため詳細は不明である。床面は平らだ

が、貼り床や硬化面は認められなかった。

　出土遺物は土師器と須恵器がほとんどである。図示できるものはなかった。

　以上のことと切り合い関係から、本遺構を12 ～ 15期に比定した。

第３節　Ⅲ期の遺構と遺物

＜ＳＢ 44 土層名＞
　１　暗褐灰色砂質シルト
　２　淡灰黄色粘質土　ややしまる　砂混じる
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

ＳＢ21（第13図　第130図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ19を切り、Ｐ1157などに切られる。平面

形は不整方形を呈すると思われるが、西側が調査区外であるため詳細は不明である。床面

は平らだが、貼り床や硬化面は確認できなかった。

　出土遺物は土師器と須恵器のみである。88は美濃須衛窯須恵器の有台盤である。

　以上のことから、本遺構を15期（９世紀前葉）に比定した。

ＳＢ22（第22図　第130図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認し

た。ＳＢ23を切り、Ｐ1102などに切られ

る。平面形は正方形を呈し、一辺は2.75

～ 3.30ｍを測る。床面は平らで、直上に

硬くしまる灰茶褐色砂質土が薄く堆積す

ることから貼り床と判断した。また床面

でＰ1304、1324を確認したが、位置から考

えて住居の柱穴になる可能性がある。深

さはそれぞれ0.10ｍ、0.04ｍと浅い。

　出土遺物は土師器と須恵器がほとんど

で、鉄製品が数点ある。89と90は土師器で、

89は伊勢型甕Ａ１類、90は平底甕Ｂ３類

である。

　以上のことから、本遺構を13 ～ 14期に

比定した。

ＳＢ27（第23図　第130図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ24、ＳＫ135、140などに切られ、ＳＢ

25、30などを切る。平面形は正方形を呈し、一辺は3.45 ～ 3.49ｍを測る。底部は平らだが、

貼り床や硬化面は認められなかった。埋土は砂質シルトに炭と焼土を少量含む。

　出土遺物は土師器と須恵器がほとんどであるが、灰釉陶器、山茶碗、土師器皿などが少

量ある。ＳＤ24とＳＢ24の切り合い関係を考えると、これらは混入の可能性が高い。91は

畿内系須恵器の蓋、92は美濃須衛窯須恵器の鉢である。

　以上のことから、本遺構を15期（９世紀前葉）に比定した。

ＳＢ30（第15図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ23、25、27などに切られる。平面形は方
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　４　灰褐色砂質土
　　　１：ＳＢ 22　２：ＳＢ 22 硬化面　３：ＳＢ 23　４：地山
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形を呈するが、南側は削平されるため詳細は不明である。床面は平らだが、貼り床や硬化

面は認められなかった。深さは0.19ｍを測る。

　出土遺物は土師器と須恵器がほとんどである。図示できるものはなかった。

　本遺構の時期について、切り合い関係と須恵器が一定量出土していることから、10 ～

12期と考えたい。

ＳＢ32（第17図　第130図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ31を切る。平面形は方形を呈するが、北

側がトレンチに削平されるため詳細は不明である。床面は平らであるが、貼り床や硬化面

第３節　Ⅲ期の遺構と遺物
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　１　黄灰茶色砂質シルト　炭、焼土少量混じる
　２　暗灰褐色砂質シルト　炭、焼土少量含む
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　１　暗灰褐色砂質シルト　炭、焼土少量含む
　２　灰黄褐色砂質シルト　淡灰色土まだらに混じる
　３　黄灰褐色砂質シルト　粘性あり　しまる
　　　１：ＳＢ 27　２：ＳＢ 30　３：地山 
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は認められなかった。埋土は黄茶褐色土で、炭を少量含む。

　93は美濃須衛窯須恵器の無台杯である。このほかの出土遺物は土師器のみである。

　以上のことから、本遺構を13 ～ 15期に比定した。

ＳＢ35（第130図）

　Ｇ区南部に位置するが、平面と断面の十分な記録がないため詳細は不明である。

　出土遺物は土師器と須恵器がほとんどである。94は土師器の伊勢型甕Ａ１類、95は美濃

須衛窯須恵器の無台杯である。

　以上のことから、本遺構を12 ～ 15期に比定した。

ＳＢ43（第130図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ27に切られる。ＳＢ39を切るが、平面の

十分な記録をとっていないため詳細は不明である。床面は平らだが、貼り床や硬化面は認

められなかった。埋土は砂質シルトに炭と焼土を少量含む。深さは0.15ｍを測る。

　出土遺物は土師器と須恵器がほとんどである。96は畿内系須恵器の杯である。

　以上のことから、本遺構を12 ～ 15期に比定した。
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＜ＳＢ 51 土層名＞
　１　暗褐色シルト混細砂
　２　暗褐色シルト混極細砂　　　　炭わずかに含む
　３　暗褐色シルト混細砂　　　　　炭含む
　４　暗オリーブ灰色シルト混細砂　炭、焼土わずかに含む

　
　５　暗褐色シルト混細砂　　　　炭、焼土含む
　６　灰褐色シルト混じる極細砂
　　　１：Ｐ 1426　 ２～４：ＳＢ 51
　　　５：ＳＫ 189　６：地山
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＜ＳＫ 188 土層名＞
　１　暗黄褐色シルト混細砂　炭わずかに含む
　２　暗褐色シルト混細砂　　炭わずかに含む
　３　黄灰色細砂
　　　１,２：ＳＫ 188　３：地山
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ＳＢ51（第24図　第130図）

　Ｃ１区中央部に位置し、地山上面で確認した。Ｐ1426に切られる。平面形は不整方形を

呈し、北側は調査区外である。長軸3.03ｍ、短軸2.79ｍを測る。底部はほぼ平らであるが、

貼り床や硬化面は認められなかった。埋土は、炭と焼土をわずかに含むシルト混じりの細

砂が主で、深さは0.28ｍを測る。床面でＳＫ188、189を確認したが、住居に伴う遺構かど

うかは判断できなかった。

　97 ～ 99は土師器である。97は屈折脚高杯の脚部、98と99は平底甕Ｂ３類である。100 ～

114は美濃須衛窯須恵器である。100 ～ 104は蓋で、100は内面天部に使用痕が認められ、

内外面と割れ口に墨と思われるものが付着している。105は無台杯である。106 ～ 111は有

台杯で、107は外面底部に墨と思われるものが付着している。108は内面底部に使用痕が認

められ、内外面と割れ口に煤が付着している。二次被熱か。110は内面に煤が付着している。

112は有台盤で、内面に煤が付着している。113は甕の口縁部と思われる。114は金属器を

写した椀である。115と116は美濃式２類の焼塩土器である。117は土錘である。

　118と119は埋土の下部から出土した美濃須衛窯須恵器で、118は蓋、119は有台杯である。

118は内面天部に使用痕があり、118は天部に、119は底部に墨と思われるものが付着して

いる。

　以上のことから、本遺構を15期（８世紀後葉～９世紀前葉）に比定した。

ＳＢ53（第25図　第131図）

　Ｃ１区中央部に位置し、地山上面で確認した。平面形は、ＳＸ12に削平されることと南

側が調査区外であるため不明である。また降雨により調査途中でプランが若干変形してい

る。底部に平らな面はなく、また掘り方も安定していない（Ｂ－Ｂ’、Ｃ－Ｃ’セクション）。

遺構の北東隅で遺物が集中して出土した部分があるが、北側のＳＤ47に帰属する可能性も

考えられる。

　120は畿内系須恵器の𤭯で、体部には櫛状工具による刺突文がある。121 ～ 123は美濃須

衛窯須恵器で、121は甕、122は有台杯で内面底部に使用痕が認められる。123は有台甕で

ある。

　以上のことから、本遺構を15期（８世紀後葉）に比定した。７世紀前半のものはＳＤ47

に帰属するものか。

ＳＢ56（第26図　第131図）

　Ｂ１区東部に位置し、地山上面で確認した。ＳＫ215、219などに切られ、ＳＢ57を切る。

平面形は方形を呈するが、南側が調査区外であるため詳細は不明である。底部は平らであ

るが、貼り床や硬化面は認められなかった。埋土はシルトが主で、炭と焼土が混じる部分

がある。北西壁にカマドがあり、中央で40㎝大の礫が出土した。支脚の可能性がある。

第３節　Ⅲ期の遺構と遺物
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　124と125は土師器の有段高杯である。125の脚部には２方向２列の穿孔がある。126 ～

129は美濃須衛窯須恵器である。126 ～ 128は有台杯で、128は双耳有台杯である。126の内

面底部には使用痕が認められる。129は蓋である。130は美濃式２類の焼塩土器である。
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＜ＳＢ 53 土層名＞
　１　黄灰色細砂　　　　　炭わずかに含む
　２　暗褐色シルト混細砂　炭わずかに含む
　３　黄褐色シルト混細砂
　４　黄灰色極細砂混シルト

　
　５　黄灰色細砂
　６　灰褐色シルト混細砂
　７　観察なし
　　　１：ＳＸ 12　２：ＳＢ 53　３：ＳＤ 47
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＜ＳＢ 56 カマド土層名＞
　１　黄褐色シルト
　２　茶褐色シルト　　炭若干含む
　３　黄褐色シルト
　４　黄茶褐色シルト
　５　褐色砂質シルト　しまる　砂粒やや粗い

＜ＳＢ 56 土層名＞
　１　茶褐色シルト　　　炭若干含む
　２　褐色シルト　　　　炭、焼土含む
　３　褐色砂質シルト　　砂粒細かい
　４　黄褐色シルト
　５　茶色砂質シルト
　６　褐色砂質シルト

　７　黄褐色シルト
　８　灰褐色シルト
　９　暗灰色粘質シルト　炭多量に混じる
　10　暗灰褐色シルト
　11　暗褐色砂質シルト　しまる　砂粒細かい
　　　１～９：ＳＢ 56　10：別遺構　11：地山
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第 26 図　ＳＢ 56 実測図

第 25 図　ＳＢ 53 実測図
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　以上のことから、本遺構を15期（８世紀後

葉）に比定した。

ＳＢ57（第27図　第131図）

　Ｂ１区東部に位置し、地山上面で確認した。

ＳＢ56、ＳＤ53、ＳＫ221、222などに切られ

る。平面形は方形を呈すると思われるが、削

平と南側が調査区外であるため詳細は不明で

ある。底部はほぼ平らであるが、貼り床や硬

化面は認められなかった。

　出土遺物は少量で、土師器、須恵器、焼塩

土器などがあり、様相はＳＢ56と似ている。

131は土師器の有段高杯である。遺構の時期

を反映するものではない。

　以上のことから、本遺構を15期（８世紀後

葉）に比定した。

ＳＢ37（第28図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。

ＳＢ38を切る。平面形は不整方形を呈すると

思われるが、トレンチにより削平されるため

詳細は不明である。床面は平らだが、貼り床

や硬化面は認められなかった。

　出土遺物は土師器と須恵器がほとんどで、

他に土師器皿が少量ある。図示できるものは

なかった。

　以上のことと切り合い関係から、本遺構を

12 ～ 14期に比定した。

ＳＤ65（Ｄ１区について）（第29図　第131図）

　Ｄ１区は鷺山仙道遺跡の範囲内では北端に

位置する調査区である。本調査区で検出した

遺構の平面形は不整形のものが多く、それぞ

れが密に切り合っている。またそれらの埋土

は粘質土や粘質シルトのものが多く、地山と

第３節　Ⅲ期の遺構と遺物
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第 27 図　ＳＢ 57 実測図
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

考えている粘質土との識別がかなり困難であった。また、

遺物の様相と遺構の切り合い関係が整合しない箇所もあ

る。

　以上のことから考えると、本調査区で確認した粘質土は、

低湿地の堆積である可能性があり、その場合、遺構と認識

したものも埋土の違いであると考えられる。また遺物の様

相から、低湿地はⅤ期（20期以前）まで存在していたと考

えられる。以下、Ｄ１区で確認した遺構については、この

ことをふまえて記述する。

　ＳＤ65は、Ｄ１区南部に位置し、地山上面で確認した。

ＳＤ67、ＳＫ264などを切り、Ｐ1687などに切られる。東

西方向に軸があり、やや南に振る。深さは0.15ｍと浅く、

断面形は不明である。

　出土遺物は土師器がほとんどで、他は須恵器２点、尾張

型山茶碗が１点あるのみである。132は美濃須衛窯須恵器

の長頸瓶で、脚部には二段透かしがある型式である。体部

外面には沈線と列点文が施される。

　図示した須恵器から、本遺構を11期（７世紀前半）に比

定したいが、低湿地の堆積の一部である可能性もあるため、その場合、尾張型山茶碗の出

土が矛盾しないことになり、この部分の堆積は20期になる。

ＳＤ24（別添図２、第131図）

　Ｇ区中央～南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ17、24、38などを切る。北西－南

東方向に軸があり、北西側は閉じ、南東側は調査区外に延びる。断面形は逆台形を呈し、

深さは0.33ｍを測る。

　133は土師器の伊勢型甕Ａ１類である。134 ～ 138は美濃須衛窯須恵器である。134は蓋、

135と136は甕、137は無台杯、138は有台杯で内面底部に使用痕が認められる。

　以上のことから、本遺構を13 ～ 15期に比定した。

ＳＤ78（第30図　第131図）

　Ｃ３区西部に位置し、ⅴ層上面で確認した。本遺構の埋土とⅳ層が酷似していたことか

ら、ⅳ層上面からの掘り込まれる可能性もある。北西－南東方向に軸があり、断面形は緩

い不整Ｖ字形を呈する。埋土は灰色粘砂質土で、深さは0.70ｍを測る。埋土は灰色粘砂質

土である。

　139と140は美濃須衛窯須恵器である。139は蓋、140は無台杯である。
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(SK264)

X：－61056
Y：－36887

A

A
A’

13.4m
2 1

3

0 1m

(P1693)
(P1687)

(P1688)

(P1689)

A’

X：－61058
Y：－36887SD65

(SK264)

X：－61056
Y：－36887

A

A
A’

13.4m
2 1

3

0 1m

(P1693)
(P1687)

(P1688)

(P1689)

A’

X：－61058
Y：－36887SD65

第 29 図　ＳＤ 65 実測図
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　以上のことから、本遺構を15期に比定した。

ＳＤ79（第30図）

　Ｃ３区西部に位置し、ⅴ層上面で確認した。本遺構の埋土とⅳ層が酷似していたことか

ら、ⅳ層上面からの掘り込まれる可能性もある。北西－南東方向に軸があり、ＳＤ78、80

と同じ方向である。断面形は逆台形を呈し、深さは0.17ｍを測る。埋土は灰色粘砂質土で

ある。出土遺物は須恵器１点のみである。

　遺構の方向や掘り込み面、遺構埋土などを考えると、ＳＤ78、80と同時期か。

第３節　Ⅲ期の遺構と遺物
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　１　礫
　２　暗青灰色粘質土
　３　灰色シルト質細砂　硬くしまる
　４　灰色粘砂質土　　　しまる
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　　　23,24：地山

A’

A’

A

X：－61195
Y：－36894

X：－61195
Y：－36898

SD81

SD
78

SD
79

SD
80

A
13.6m

1

2
3

4
8

810

10

10 7
6

15

24 23
2323

1321
21 11
20

12

5 9

19
22

22

14 19
18

16
17

1m0
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ＳＤ80（第30図　第131図）

　Ｃ３区中央部に位置し、ⅴ層上面で確認した。本遺構の埋土とⅳ層が酷似していたこと

から、ⅳ層上面からの掘り込まれる可能性もある。ＳＸ53を切る。南北方向に軸があり、

やや西に振る。断面形は緩いＶ字形を呈し、不明瞭であるが二段掘りになる。深さは0.48

ｍを測る。埋土は上半は粘砂質土、下半は粘土が堆積する。

　出土遺物は少量で、土師器と須恵器のみである。141は美濃須衛窯須恵器の無台杯である。

以上のことから、本遺構を13 ～ 15期に比定した。

ＳＤ84（別添図７　第131図）

　Ｃ３区中央部に位置し、ⅵ層上面で確認した。ＳＸ55を切る。

南北方向に軸があり、断面形は逆台形を呈する。深さは0.32ｍ

を測る。

　出土遺物は土師器と須恵器のみである。142は美濃須衛窯須

恵器の無台杯とみられる。

　以上のことから、本遺構を15期に比定した。

ＳＫ121（第31図　第132図）

　Ｇ区北部に位置する。地山上面で確認した。ＳＢ13を切る。

平面形は不整形を呈し、東側は調査区外に延びる。底部はやや

平らで、深さは0.18ｍを測る。出土遺物は土師器と須恵器のみ

である。143は土師器の伊勢型甕Ａ１類である。

　以上のことから、本遺構を11 ～ 12期（古墳時代末）に比定

した。

ＳＫ128（第32図　第132図）

　Ｇ区中央部に位置する。ＳＤ31、Ｐ

1025に切られるが、遺物出土状況以外の

記録をとっていないため、詳細は不明で

ある。

　144と145は猿投窯須恵器で、144は杯、

145は高杯である。

　以上のことから、本遺構を12期（７世

紀中葉）に比定した。
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第 31 図　ＳＫ 121 実測図

第 32 図　ＳＫ 128 実測図
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ＳＫ133（第33図　第132図）

　Ｇ区中央部に位置し、地山上面で確認した。Ｐ1001に切られる。平面形は、東側が調査

区外であるため不明である。底部は平らで、深さは0.09ｍを測る。

　出土遺物は土師器と須恵器のみである。146は土師器の伊勢型甕Ａ１類である。

　以上のことから、本遺構を11 ～ 12期（古墳時代末）に比定した。

ＳＫ150（第33図　第132図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ27、39を切り、Ｐ1321に切られる。平面

形は不整形を呈し、底部は平らではない。深さは0.21ｍを測る。埋土は砂質シルトに炭と

焼土が混じる。出土遺物は土師器と須恵器のみである。147と148は須恵器である。147は

畿内系の蓋で、148は猿投窯の杯である。以上のことから、本遺構を11期に比定した。

ＳＫ187（別添図６　第132図）

　Ｃ１区東部に位置し、地山上面で確認した。ＳＤ41、46に切られる。平面形は不整形を

呈し、深さは0.24ｍを測る。埋土はシルト混細砂に焼土を含む。

　150と151は土師器である。150は伊勢型甕Ａ１類、151は甑で、伊勢型甕と同じ胎土である。

　以上のことから、本遺構を11期に比定した。

ＳＫ169（第33図　第132図）

　Ｃ１区東部に位置し、Ｐ1425に切られる。平面形は不整形を呈し、底部は平らである。

埋土はシルト混じり極細砂で、炭と焼土わずかに含む。

第３節　Ⅲ期の遺構と遺物
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　１　茶褐灰色砂質シルト
　　　炭、焼土含む
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　４　青灰色細砂
　　　１：Ｐ 1425　２,３：ＳＫ 169　４：地山 
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　出土遺物は土師器と須恵器のみである。152と153は土師器の平底甕Ｂ３類である。

　以上のことから、本遺構を13期に比定した。

ＳＫ172（別添図６　第132図）

　Ｃ１区東部に位置する。平面形は、南側が調査区外であるため不明である。深さは0.25

ｍを測る。

　出土遺物は土師器と須恵器がほとんどで、瀬戸美濃産陶器が１点ある。154は美濃須衛

窯須恵器の蓋である。

　以上のことから、本遺構を13 ～ 14期に比定した。

ＳＫ134（第34図　第132図）

　Ｇ区中央部に位置し、地山上面で確認した。平

面形は不整形を呈し、底部は平らである。深さは

0.32ｍを測る。

　出土遺物は土師器と須恵器がほとんどである。

155は美濃須衛窯須恵器の蓋である。

　以上のことから、本遺構を15期（９世紀前葉）

に比定した。

ＳＫ188（別添図６　第132図）

　Ｃ１区中央部に位置し、ＳＢ51の床面で確認し

た。平面形は不整形を呈し、底部は平らではない。

埋土はシルト混細砂で、炭をわずかに含む。深さ

は0.17ｍを測る。

　156 ～ 158は美濃須衛窯須恵器で、156は蓋、

157と158は有台杯である。156と157は内外面にタ

ールが付着し、158は内面底部に使用痕が認められる。159は不明の土塊である。洗浄後も

形状を保つが、焼成されたものかは不明である。

　以上のことから、本遺構を15期（８世紀後葉）に比定した。

ＳＫ189（別添図６　第132図）

　Ｃ１区中央部に位置し、ＳＢ51の床面で確認した。平面形は不整形を呈し、底部はやや

平らである。埋土はシルト混細砂で、炭と焼土塊を含む。深さは0.19ｍを測る。

　160 ～ 164は美濃須衛窯須恵器で、160 ～ 162は蓋、163と164は有台杯である。160は金属

器を写したもので、内面天部に墨が付着することから転用硯である。163と164の内面底部
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には使用痕が認められる。164は内面底部にヘラ記号があり、内外面に煤が付着している。

　以上のことから、本遺構を15期（８世紀後葉～９世紀前葉）に比定した。

ＳＫ215（別添図１　第132図）

　Ｂ１区東部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ56、57を切る。ＳＤ53は24期に比定で

きることから、切り合い関係を誤認した可能性が高い。平面形は不整形を呈し、深さは0.08

ｍを測る。

　165は土師器のくの字甕、166は美濃須衛窯須恵器の蓋で、内面天部に使用痕が認められ

る。

　以上のことから、本遺構を15期に比定した。

ＳＫ216（別添図１　第132図）

　Ｂ１区東部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ56を切る。平面形は、南側が調査区

外であるため不明である。深さは0.04ｍを測る。出土遺物は土師器と須恵器のみである。

167は美濃須衛窯須恵器の無台杯である。

　以上のことから、本遺構を15期に比定した。

ＳＫ219（別添図１　第132図）

　Ｂ１区東部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ56、57を切る。平面形は不整楕円形を

呈し、深さは0.18ｍを測る。

　168は土師器の壺である。169と170は美濃須衛窯須恵器で、169は無台杯、170は蓋である。

171 ～ 173は美濃式２類の焼塩土器である。

　以上のことから、本遺構を15期（８世紀後葉～９世紀前葉）に比定した。

ＳＫ220（別添図１　第132図）

　Ｂ１東部に位置し、地山上面で確認した。Ｐ1506を切る。平面形は不整形を呈し、掘り

方は南側にテラスがある。深さは0.57ｍを測る。

　174は土師器の平底甕Ｂ３類である。175 ～ 183は美濃須衛窯須恵器である。175 ～ 178は

蓋で、177は内面天部に使用痕が認められる。179と180は無台杯で、179は内外面に、180は

口縁部にタールが付着している。181は有台杯、182と183は器種不明である。184は美濃式

２類の焼塩土器である。

　以上のことから、本遺構を15期（８世紀後葉～９世紀前葉）に比定した。

ＳＸ55（別添図７・８　第133図）

　Ｃ３区中央部に位置し、ⅵ層上面で確認した。ＳＤ84、88に切られる。底部で前述の多

第３節　Ⅲ期の遺構と遺物
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くの遺構を確認した。自然の落ち込みもしくは流路と考えられ、北西－南東方向に軸があ

る。幅は推定で12.30ｍを測る。断面形は不整形で、深さは0.38ｍとやや浅い。埋土は暗

灰色粘土が主である。

　出土遺物はほとんどが土師器で、須恵器が少量ある。185 ～ 197は土師器で、185はくの

字甕、186は甕の脚台である。187 ～ 190はＳ字甕で、188は外面に煤が付着している。190

はＳ字甕Ｄ１類、191と192は伊勢型甕Ａ１類である。193は柳ヶ坪型壺で、口縁部外面に

羽状沈線がある。194は加飾壺で、口縁部外面に沈線、口縁部内面に羽状刺突文がある。

195は器台で、脚部には２方向２列に穿孔があるか。196は鉢である。197 ～ 199は須恵器で、

197は猿投窯の蓋、198は産地不明の高杯で、脚部には２方向２段の透かしがある。199は

美濃須衛窯の壺である。

　200 ～ 214は埋土の下部出土遺物である。200 ～ 206は土師器で、200 ～ 202はＳ字甕であ

る。200はＢＣ類、201はＤ１類、202はＤ３類である。203は伊勢型甕Ａ１類、204は壺である。

205は屈折脚高杯で、外面にミガキ調整が施される。206は器台の脚部で、３方向に穿孔が

ある。207は美濃須衛窯須恵器の甕である。

　208 ～ 214は埋土の上部出土遺物である。208 ～ 211は土師器で、208と209はＳ字甕ＢＣ

類とＤ１類である。210は有段高杯の脚部で、外面にミガキ調整、内面に横ハケ調整が施

される。211は小型丸底壺で、底部のみを故意に打ち欠いて皿状にしたか。212と213は美

濃須衛窯須恵器で、212は杯、213は壺である。214は東濃型山茶碗の碗で、内面底部に使

用痕が認められる。

　以上のことから、本遺構を11 ～ 12期に比定したが、９～ 10期頃まで遡る可能性もある。

Ⅲ期のピットから出土した遺物（第133図）

　215と216はＰ1082とＰ1329から出土した土師器の伊勢型甕Ａ２類である。

Ｃ３区ⅵ層（第133図）

　Ｃ３区西～中央部で確認した。ＳＸ55などの基盤となる層（第４遺構検出面の基盤層）で、

灰色シルト質細砂や灰黄色粘土が不規則に堆積していることから、自然流路もしくは低湿

地などの埋土の可能性がある。ＳＸ55やＳＸ55の底部で確認した不整形の遺構群は、本層

の一部になる可能性も考えられる。

　遺物は、土師器と須恵器が少量出土している。217と218は土師器で、217はＳ字甕、218

は宇田型甕である。219 ～ 221は美濃須衛窯須恵器の高杯である。

　以上のことから、本層の形成は７～ 12期で考えたい。

Ｃ３区ⅴ層（第133図）

　Ｃ３区西～中央部で確認した。第３遺構検出面の基盤層である。ⅵ層の上面に堆積する
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褐色粗砂で、厚さは0.10 ～ 0.25ｍを測る。本層上面では15期以降の遺構を確認している。

本層が人工の整地層か自然堆積であるかの判断は難しい。

　出土遺物は土師器と須恵器のみである。222は土師器の蓋である。223と224は美濃須衛

窯須恵器で、223は蓋、224は無台杯である。

　以上のことから、本層の形成は12 ～ 15期で考えたい。

第４節　Ⅳ期の遺構と遺物

ＳＢ26（第35図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＤ35を切る。平面形は不整長方形を呈し、

底部は平らだが、貼り床や硬化面は認められなかった。深さは0.14ｍを測る。

　出土遺物は土師器と須恵器がほとんどで、他に灰釉陶器と山茶碗が数点ある。図示でき

るものはなかった。

　以上のことから、本遺構をⅣ期で考えたい。

ＳＤ35（第36図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ25を切り、ＳＢ26に切られる。南北に軸

第４節　Ⅳ期の遺構と遺物
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があり、やや東に振る。両側はそれぞれ閉じ、溝というよりは土坑状を呈する。底部は平

らではなく、深さは0.24ｍを測る。

　出土遺物は土師器、須恵器、灰釉陶器がほとんどで、他に尾張型山茶碗、土師器皿、中

国製白磁などが数点ある。図示できるものはなかった。

　以上のことと切り合い関係から、本遺構をⅣ期で考えたい。

Ｐ1269（別添図２　第133図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ23を切る。平面形は不整円形を呈し、長

軸0.20ｍ、深さ0.21ｍを測る。断面の記録がないため、埋土の状況は不明である。埋土中

からは多量のロクロ土師器が出土し、埋納遺構の可能性も考えられる。

　225は灰釉陶器の椀である。226～228は椀形のロクロ土師器である。底部の形状について、

226と227は平底を呈し、228と229は輪高台が付く。いずれも外面底部に回転糸切り痕が認

められる。

　以上のことから、本遺構を17期（10世紀中葉～ 11世紀初め）に比定した。

Ｐ1719（別添図７　第134図）

　Ｃ３区東部に位置する。旧地形の影響と考えられるが、Ｃ３区東部ではⅳ～ⅵ層の堆積

を確認できなかったことから、調査区中央～西部との掘り込み面の対応ができない。Ｐ

1718に切られる。平面形は不整形を呈し、深さは0.16ｍを測る。埋土中からは多量のロク

ロ土師器が出土し、埋納遺構の可能性も考えられる。

　230 ～ 241はロクロ土師器である。230と231は皿形で、底部が残存していないため形状

は不明である。232 ～ 240は椀形である。231 ～ 236は底部が残存していないため形状は不

明である。237 ～ 240は平底で、外面底部に回転糸切り痕が認められる。241は平底を呈し、

底部のみの残存であるため杯部の形状は不明である。

　以上のことから、本遺構を16 ～ 17期に比定した。

Ⅳ期のピットから出土した遺物（第134図）

　242はＰ1832のロクロ土師器である。椀形を呈すると思われ、底部は残存していないた

め不明である。

第５節　Ⅴ期の遺構と遺物

ＳＢ１（第37図　第134図）

　Ｈ１区北部に位置し、地山上面で確認した。掘立柱建物で、軸は北と東にやや振る。後



第37図　ＳＢ１実測図

－ 33 ～ 34 －

A
1

1

1

5 8 8
10

13

12

14 15
1179 94 5

6
16

2

3

2

5 4 67 7
8

910
10

11
12 13

14 14

15

2

3

4

5

6 6

7
8
92

3

A

B

C

B

C

A’

A’
14.2m

B’
14.2m

C’
14.2m

B’

C’

X：－61310
Y：－36840

X：－61320
Y：－36840

SB1-P4

SB1-P10

SB1-P15

SB1-P3

SB1-P9

SB1-P14

SB1-P2

SB1-P8

SB1-P13

SB1-P1

SB1-P7

P1384

P1374

SB1-P6

SB1-P12

SB1-P5

SB1-P11

0 1m

A
1

1

1

5 8 8
10

13

12

14 15
1179 94 5

6
16

2

3

2

5 4 67 7
8

910
10

11
12 13

14 14

15

2

3

4

5

6 6

7
8
92

3

A

B

C

B

C

A’

A’
14.2m

B’
14.2m

C’
14.2m

B’

C’

X：－61310
Y：－36840

X：－61320
Y：－36840

SB1-P4

SB1-P10

SB1-P15

SB1-P3

SB1-P9

SB1-P14

SB1-P2

SB1-P8

SB1-P13

SB1-P1

SB1-P7

P1384

P1374

SB1-P6

SB1-P12

SB1-P5

SB1-P11

0 1m

A
1

1

1

5 8 8
10

13

12

14 15
1179 94 5

6
16

2

3

2

5 4 67 7
8

910
10

11
12 13

14 14

15

2

3

4

5

6 6

7
8
92

3

A

B

C

B

C

A’

A’
14.2m

B’
14.2m

C’
14.2m

B’

C’

X：－61310
Y：－36840

X：－61320
Y：－36840

SB1-P4

SB1-P10

SB1-P15

SB1-P3

SB1-P9

SB1-P14

SB1-P2

SB1-P8

SB1-P13

SB1-P1

SB1-P7

P1384

P1374

SB1-P6

SB1-P12

SB1-P5

SB1-P11

0 1m

A
1

1

1

5 8 8
10

13

12

14 15
1179 94 5

6
16

2

3

2

5 4 67 7
8

910
10

11
12 13

14 14

15

2

3

4

5

6 6

7
8
92

3

A

B

C

B

C

A’

A’
14.2m

B’
14.2m

C’
14.2m

B’

C’

X：－61310
Y：－36840

X：－61320
Y：－36840

SB1-P4

SB1-P10

SB1-P15

SB1-P3

SB1-P9

SB1-P14

SB1-P2

SB1-P8

SB1-P13

SB1-P1

SB1-P7

P1384

P1374

SB1-P6

SB1-P12

SB1-P5

SB1-P11

0 1m

A
1

1

1

5 8 8
10

13

12

14 15
1179 94 5

6
16

2

3

2

5 4 67 7
8

910
10

11
12 13

14 14

15

2

3

4

5

6 6

7
8
92

3

A

B

C

B

C

A’

A’
14.2m

B’
14.2m

C’
14.2m

B’

C’

X：－61310
Y：－36840

X：－61320
Y：－36840

SB1-P4

SB1-P10

SB1-P15

SB1-P3

SB1-P9

SB1-P14

SB1-P2

SB1-P8

SB1-P13

SB1-P1

SB1-P7

P1384

P1374

SB1-P6

SB1-P12

SB1-P5

SB1-P11

0 1m

＜ＳＢ１－Ｐ 11 ～ 15 土層名＞
　１　茶褐色土　　　　　しまる　炭、焼土多量に含む
　２　茶褐色土　　　　　しまる
　３　茶褐色砂質シルト　しまる
　４　茶褐色砂質シルト　しまる　焼土微量含む
　５　茶褐色シルト　　　しまる
　６　茶褐色シルト　　　しまる

　７　茶褐色土　　　　　しまる
　８　茶褐色土　　　　　しまる
　９　茶褐色砂質シルト　しまる
　10　茶褐色土　　　　　しまる　炭、焼土多量に含む
　11　茶褐色シルト　　　しまる
　12　茶褐色土　　　　　しまる　炭、焼土多量に含む

　13　茶褐色土　　　　　しまる　炭わずかに含む
　14　茶褐色砂質シルト　しまる
　15　茶褐色砂質シルト　しまる
　16　茶褐色シルト　　　ややしまる
　　　１～３：Ｐ 15　	 ４～６	 ：Ｐ 14　８～ 10：Ｐ 13
　　　11：Ｐ 12　	 14 ～ 16	：Ｐ 11		７

＜ＳＢ１－Ｐ５～１０土層名＞
　１　暗茶褐色砂質シルト　しまる
　２　茶褐色砂質シルト　　しまる
　３　茶褐色シルト　　　　しまる　やや粘性強い
　４　暗茶褐色砂質シルト　しまる
　５　茶褐色シルト　　　　しまる
　６　茶褐色土　　　　　　しまる　炭、焼土含む

　
　７　茶褐色土　　　　　　しまる
　８　黒褐色土　　　　　　しまる
　９　暗茶褐色シルト　　　しまる
　10　茶褐色シルト　　　　しまる
　11　茶褐色シルト　　　　しまる
　12　茶灰色砂質シルト　　ややしまる

　13　暗茶褐色土　　　　　ややしまりなし
　14　茶褐色砂質シルト　　しまる
　15　茶褐色シルト　　　　しまる
　　　１～３	：Ｐ 10　	４, ５	：Ｐ９　	６,７	：Ｐ８
　　　８～ 10	：Ｐ７　	 11,12	：Ｐ６　	13,14	：Ｐ５

＜ＳＢ１－Ｐ１～４土層名＞
　１　暗灰褐色土　　　　　しまる　炭、焼土多量に含む
　２　茶褐色砂質シルト　　しまる　炭わずかに含む
　３　淡茶褐色砂質シルト　しまる
　４　暗灰褐色土　　　　　しまる

　
　５　淡茶褐色砂質シルト　しまる
　６　茶褐色土　　　　　　しまる　炭わずかに含む
　７　淡茶褐色砂質シルト　しまる
　８　茶褐色土　　　　　　しまる

　
　９　茶褐色シルト　　　　しまる
　　　１～３：Ｐ４　	 ４,５：Ｐ３
　　　６,７：Ｐ２	　	８,９：Ｐ１
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述するＳＤ２の方向と同じである。ピット列について、西の列は北からＰ1384、ＳＢ１－

Ｐ１～４、中の列は北からＳＢ１－Ｐ５～ 10、東の列は北からＳＢ１－Ｐ11 ～ 15で構成

される。南北の５間は確定であるが、東西は対応するピット列が存在する可能性がある。

ピット底部（もしくは柱の下部）に石が入るものはＰ２、３、５、８、11、12、13である。

柱の存在を示す堆積が認められたものはＰ５、７、８、11、13、15があり、ほとんどのピ

ットは柱部分に炭を多量に含み、掘り方埋土にはわずかに入る程度である。柱を抜き取っ

た後に炭を含む土で埋められたと考えられる。

　遺構番号についてＳＢ１－Ｐ１～ 15とＰ１～ 15があったため、整理時に両方の遺物を

一部混同してしまった。以下、これをふまえて記述する。

　243はＳＢ１－Ｐ１もしくはＰ１出土の土師器の小型丸底壺で、内外面にミガキ調整が

施される。

第５節　Ⅴ期の遺構と遺物
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＜ＳＤ８,９土層名＞
　１　灰色土　　　　　　　しまる　小石多く混じる
　２　灰色砂質土　　　　　　　　　茶褐色砂質土混じる
　３　茶褐色弱粘性砂質土　　　　　灰色砂質土部分的に混じる　炭、焼土やや多量に混じる
　４　淡茶褐色弱粘質土　　しまる　灰色砂質土まだらに混じる
　５　淡茶褐色弱粘質土　　しまる　青味帯びる　　　　　　　　礫、小石含む
　６　観察なし
　７　茶褐色弱粘性砂質土　　　　　やや赤味帯びる
　　　　　　　　　　　　　　　　　灰色砂質土部分的に混じる　炭、焼土やや多量に混じる
　８　茶褐色弱粘性砂質土　　　　　やや赤味帯びる　　　　　　部分的に礫含む
　　　４,５：ＳＤ９　６：ＳＤ８　７,８：地山
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第 38 図　ＳＤ８，９実測図
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

　244と245はＳＢ１－Ｐ３もしくはＰ３出土遺物で、244は灰釉陶器の椀、245は土師器皿

Ｍ３類である。

　246 ～ 249はＳＢ１－Ｐ４もしくはＰ４出土遺物で、246は尾張型山茶碗の碗である。

247 ～ 250は土師器皿で、247はＭ２類、248と249はＭ３類である。

　250と251はＳＢ１－Ｐ５もしくはＰ５出土の土師器皿で、250はＭ３類で、251はＢ１類

と思われる。

　252はＳＢ１－Ｐ７もしくはＰ７出土の東濃型山茶碗の碗である。

　253と254はＳＢ１－Ｐ11もしくはＰ11出土遺物で、253は尾張型山茶碗の碗、254は土錘

である。

　255はＳＢ１－Ｐ12もしくはＰ12出土の土師器皿Ｍ４類である。

　この他に混同しなかったＳＢ１のピットの遺物の様相は、尾張型山茶碗や土師器皿Ｍ類

などがあることから、この様相の上限19 ～ 22期を本遺構の上限と考えたい。このことは

各ピットにおける切り合い関係とも矛盾しない。

ＳＤ９（第38図　第134図）

　Ｈ２区北部に位置し、地山上面で確認した。東西方向に軸があり、北に振る。断面形は

緩いＶ字形を呈し、深さは0.47ｍを測る。256は尾張型山茶碗の碗である。257は古瀬戸後

Ⅳ期古段階の縁釉小皿である。258と259は土師器皿で、258はＭ３類、259はＣ２類である。

図示した257と259の２点以外は19期以前の遺物である。混入の可能性も考えられる。以上
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＜ＳＫ１土層名＞
　１　灰色土　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小石混じる
　２　灰色砂質土　　　　　　しまる　茶褐色砂質土まだらに混じる
　３　灰黄褐色シルト　　　　しまる　灰色シルトまだらに混じる　
　４　暗茶褐色粘質土　　　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土混じる
　５　暗茶褐色粘質土　　　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量混じる
　６　観察なし
　７　灰色砂質土　　　　　　しまる　茶褐色砂質土まだらに混じる
　８　茶褐色砂質土　　　　　しまる　灰黄褐色砂質土まだらに混じる　炭含む
　９　暗茶褐色弱粘性砂質土　しまる　灰黄褐色砂質土まだらに混じる
　10　茶褐色粘質土　　　　　しまる　灰色粘質土まだらに混じる　　　やや赤味帯びる
　11　灰黄褐色シルト　　　　しまる　灰色シルトまだらに混じる　
　　　６：ＳＤ２　７～９：ＳＫ１　10,11：地山

＜ＳＫ１土層名＞
　１　暗茶褐色砂質シルト　炭含む
　２　暗茶灰色砂質シルト　炭含む
　３　淡茶褐色シルト
　　　１,２：ＳＫ１　３：地山
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第 39 図　ＳＫ１実測図
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のことから、本遺構を19期に比定した。

ＳＫ１（第39図　第134図）

　Ｈ３区北部に位置し、地山上面で確認

した。平面形は、東側が調査区外である

ため不明である。底部は平らである。埋

土は砂質シルトが主で、炭を含む。

　260 ～ 262は尾張型山茶碗で、260は皿、

261と262は碗である。261は内面にター

ルが付着している。261は内面が暗黒灰

色になることから、付着物があると見て、

分析を行った。しかし有機物は検出されず、暗黒灰色になる原因も不明という結果であっ

た。

　以上のことから、本遺構を19期（山茶碗５、６型式）に比定した。

第５節　Ⅴ期の遺構と遺物
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　第 41 図　ＳＫ４実測図

第 40 図　ＳＫ２実測図

＜ＳＫ 19 土層名＞
　１　茶褐色シルト　炭多量に含む
　２　茶褐色シルト
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＜ＳＫ５土層名＞
　１　暗茶灰色シルト
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＜ＳＫ 41 土層名＞
　１　暗褐色砂質土
　２　灰褐色砂質シルト　　　　　　　　　　　炭、焼土含む
　３　灰褐色砂質シルト　　　ややしまりなし　炭含む
　４　茶褐色砂質シルト　　　ややしまりなし　炭含む
　５　茶褐色砂質シルト　　　ややしまりなし　炭微量含む
　６　茶褐色砂質シルト少量　　　　　　　　　炭微量含む
　７　茶褐色砂質土
　８　砂礫
　　　７,８：地山
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＜ＳＫ 18 土層名＞
　１　茶灰色砂質シルト　炭含む
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＜ＳＫ７土層名＞
　１　茶褐色砂質シルト　　炭含む
　２　淡茶褐色砂質シルト　焼土微量含む
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＜ＳＫ 17 土層名＞
　１　茶褐色砂質シルト
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＜ＳＫ 12 土層名＞
　１　茶褐色シルト　粘性あり

＜ＳＫ 20 土層名＞
　１　茶褐色砂質シルト　炭含む
　２　茶褐色シルト　　　ややしまりなし
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　１　暗茶褐色シルト
　２　茶灰色砂質シルト
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第 42 図　ＳＫ５，７，12，14，17，18，19，20，41 実測図
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

ＳＫ２（第40図　第134図）

　Ｈ３区北部に位置し、地山上面で確認した。Ｐ76、169に切られる。平面形は、東側が

調査区外であるため不明である。底部は平らで、深さは0.06ｍを測る。

　出土遺物は土師器と土師器皿のみで、土師器皿Ｍ類がやや多い。266は土師器皿Ｍ２類

である。

 以上のことから、本遺構を19 ～ 20期に比定した。

ＳＫ４（第41図　第134図）

　Ｈ３区北部に位置し、地山上面で確認した。試掘坑に削平されるため、平面形は不明で

ある。深さは0.51ｍを測る。

　出土遺物は山茶碗、土師器皿などがある。267は土師器皿Ｍ３類である。

　以上のことから、本遺構を19 ～ 20期に比定した。

ＳＫ12（第42図　第134図）

　Ｅ区東部に位置し、地山上面で確認した。ＳＫ17を切る。平面形は隅丸長方形を呈し、

底部はやや平らである。深さは0.12ｍを測る。

　268は東濃型山茶碗の皿、269は中国製染付皿、270は土師器皿Ｍ３類である。

　以上のことから、本遺構を19 ～ 20期に比定

した。

ＳＫ14（第42図　第134図）

　Ｅ１区東部に位置し、地山上面で確認した。

ＳＫ７に切られ、ＳＫ20を切る。平面形は不整

長方形を呈し、底部はやや平らである。深さは

0.28ｍを測る。

　271と272は土師器皿で、271はＭ３類、272は

Ｍ４類である。

　以上のことから、本遺構を19 ～ 20期に比定

した。

ＳＫ20（第42図　第134図）

　Ｅ１区東部に位置し、地山上面で確認した。

ＳＫ７、14に切られる。平面形は不明で、底部

は平らである。埋土は砂質シルトとシルトが主

で、炭を含む。深さは0.15ｍを測る。
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＜ＳＫ 27 土層名＞
　１　灰茶褐色粘質土
　２　灰茶褐色粘質土
　３　黄褐色砂質土
　　　１,２：ＳＫ 27　３：地山

＜ＳＫ 26 土層名＞
　１　灰茶褐色粘質土
　２　暗茶褐色弱粘質土　炭含む
　３　黄褐色砂質土
　　　１,２：ＳＫ 26　３：地山
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　第 43 図　ＳＫ 26，27 実測図
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　273は東濃型山茶碗の皿、274は土

師器皿Ｍ３類である。

　以上のことから、本遺構を20期に

比定した。

ＳＫ27（第43図　第134図）

　Ｈ３区中央部に位置し、地山上面

で確認した。ＳＢ２、ＳＫ26を切り、

ＳＫ６に切られる。平面形は不整形

を呈し、深さは0.32ｍを測る。

　275は東濃型山茶碗の皿、276と

277は土師器皿Ｍ３類である。278は

鉄釘である。

　以上のことから、本遺構を20期に

比定したが、ＳＫ26との切り合い関

係と矛盾が生じる。ＳＫ26、27の時

期が間違っているか、切り合い関係

を誤認したかの２つの可能性が考え

られる。

ＳＫ29（第44図　第134図）

　Ｈ３区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＫ30を切り、Ｐ102に切られる。平面

形は不整円形を呈し、底部は平らである。埋土は粘質土に炭を含み、深さは0.34ｍを測る。

　出土遺物は土師器がほとんどであるが、Ⅴ期の遺物では尾張型山茶碗がやや多く、他は

東濃型山茶碗、常滑産陶器、土師器皿などがある。279は尾張

型山茶碗の片口鉢である。

　以上のことから、本遺構を19 ～ 20期に比定した。

ＳＫ30（第44図　第134図）

　Ｈ３区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＫ29に切ら

れる。平面形は不整形を呈し、深さは0.23ｍを測る。埋土は砂

質土で炭を含む。

　280は尾張型山茶碗の碗、281は土師器皿Ｍ３類である。

　以上のことから、本遺構を19期に比定した。

第５節　Ⅴ期の遺構と遺物
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＜ＳＫ 21 土層名＞
　１　黒褐色粘質土　　しまる　炭含む
　２　黒褐色砂質土　　しまる　やや粘性あり
　３　暗茶褐色砂質土　灰色砂質土まだらに混じる

＜ＳＫ 29,30 土層名＞
　１　茶褐色粘質土　しまる　やや粘性弱い　炭含む
　２　茶褐色粘質土　しまる　炭含む
　３　茶褐色砂質土　　　　　灰白色砂質土ブロック含む
　４　茶褐色砂質土　しまる　炭含む
　　　１,２：ＳＫ 29　３,４：ＳＫ 30 

　　第 44 図　ＳＫ 21，29，30 実測図
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　１　観察なし
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　第 45 図　ＳＫ 33 実測図
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

ＳＫ31（第134図）

　Ｈ３区に位置し、地山上面で確認した。十分に記録をとっていないため詳細不明である。

　282は尾張型山茶碗の碗、283は土師器皿Ｍ３類である。

　以上のことから、本遺構を19期に比定した。

ＳＫ33（第45図　第134図）

　Ｈ３区北部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ３、ＳＫ43を切る。平面形は不整楕円

形を呈し、底部に平らな面はほとんどない。深さは0.20ｍを測る。

　284は土師器皿Ｍ３類である。他に尾張型山茶碗などがある。以上のことから、本遺構

を19 ～ 20期に比定した。

ＳＫ209（第46図　第134図）

　Ｂ１区西部に位置し、地山上面で確認した。Ｐ1450に切られる。平面形は不整形を呈し、

底部はやや平らである。埋土はシルトが主で、炭と焼土が混じる。深さは0.19ｍを測る。

　285は美濃須衛窯須恵器の横瓶である。286と287は尾張型山茶碗で、286は皿、287は碗

である。288は産地不明で、陶器の甕である。289 ～ 291は土師器皿である。289はＭ１類、

290と291はＭ３類である。

　以上のことから、本遺構を19期に比定した。

＜ＳＫ 209 土層名＞
　１　灰褐色シルト　　しまる　炭、焼土含む
　２　灰色砂質土　　　黄色シルトブロック混じる
　３　灰褐色シルト　　１より暗い
　４　暗青灰色シルト　炭少量混じる
　５　黄褐色シルト
　６　茶褐色砂質土
　　　１～４：ＳＫ 209　５,６：地山
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　第 46 図　ＳＫ 209 実測図
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＜ＳＫ６土層名＞
　１　淡茶灰色シルト　しまる　粘性弱い
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＜ＳＫ 32,44 土層名＞
　１　灰褐色シルト　　　　炭、焼土含む
　２　淡茶褐色砂質シルト
　　　１：ＳＫ 32　２：ＳＫ 44

　第 47 図　ＳＫ６，32，44 実測図
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ＳＫ７（第42図　第134図）

　Ｅ１区東部に位置し、地山上面で確認した。ＳＫ14、20を切る。平面形は不整形を呈し、

深さは0.21ｍを測る。埋土は砂質シルトに炭と焼土を含む。

　292は東濃型山茶碗の皿、293は土師器皿Ｍ４類で、製作時の接合痕が認められる。

　以上のことから、本遺構を21 ～ 22期に比定した。

ＳＫ26（第43図　第134図）

　Ｈ３区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ２を切り、ＳＫ27に切られる。平面

形は不整楕円形を呈し、底部は平らである。埋土は粘質土に炭を含み、深さは0.30ｍを測る。

　294は中国製白磁皿、295は土師器皿Ｃ１類と思われる。

　以上のことから、本遺構を21 ～ 22期に比定したが、ＳＫ27との切り合い関係と矛盾が

生じる。ＳＫ26、27の時期が間違っているか、切り合い関係を誤認したかの２つの可能性

が考えられる。

ＳＫ18（第42図　第134図）

　Ｅ１区東部に位置し、地山上面で確認した。平面形は長方形を呈し、底部はやや平らで

ある。埋土は茶灰色砂質シルトに炭を含んでいる。深さは0.13ｍを測る。

　296は土師器皿Ｍ４類である。他の出土遺物は山茶碗などがある。

　以上のことから、本遺構を19 ～ 22期に比定した。

ＳＫ44（第47図）

　Ｈ３区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ３を切り、ＳＫ32に切られる。平面

形は不整形を呈し、底部は平らである。深さは0.30ｍを測る。

　出土遺物は少量だが、山茶碗、土師器皿Ｍ類などがある。図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構をⅤ期に比定した。

Ⅴ期のピットから出土した遺物（第134・135図）

　297はＰ73の古瀬戸中Ⅳ期の折縁深皿である。298 ～ 300は土師器皿で、298はＰ79のＭ４

類、299はＰ120のＭ２類、300はＰ121のＭ３類である。301と302はＰ133のもので、301は

尾張型山茶碗の片口鉢で内面に使用痕が認められる。302は東濃型山茶碗の碗である。303

と304はＰ150のもので、303は尾張型山茶碗の皿、304は中国製青磁碗である。305はＰ1209

の土師器皿Ｍ１類、306はＰ1457の土師器皿Ｍ３類である。307と308はＰ1562のもので、

307は東濃型山茶碗の碗で内面底部に使用痕が認められ、308は土師器皿Ｃ１類である。

第５節　Ⅴ期の遺構と遺物
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第６節　Ⅵ期の遺構と遺物

ＳＤ１（第48図　第135図）

　Ｈ３区南端部に位置し、ⅱ層と本遺構埋土の識別が困難であるが、ⅲ層上面から掘り込

むと考えられる。東西方向に軸があり、やや北に振る。方向はＳＤ３と同じである。ＳＤ

３との距離は3.90ｍを測る。断面形は不整形を呈し、深さは0.68ｍを測る。埋土は弱粘質

土が主で、礫が多く混じる。

　309と310は瀬戸美濃産陶器の擂鉢で

ある。309は古瀬戸後Ⅳ期新段階、310

は古瀬戸後Ⅳ期新段階～大窯第１段階

である。311 ～ 317は土師器皿である。

311はＢ１類、312 ～ 315はＢ２－ａ類、

316はＢ２－ｂ類、317はＣ２類である。

318は瀬戸美濃産陶器の陶錘で、時期

は不明である。319は滑石製の石製品

である。円形を呈し、中央に穿孔があ

ることから紡錘車か。

　以上のことから、本遺構を24期に比

定した。

ＳＤ２（第49図　第135図）

　Ｅ１、Ｈ３区に位置し、地山上面で

確認した。ＳＫ13に切られる。東西方

向に軸があり、やや北に振る。ＳＤ１、

３と同じ方向である。ＳＤ３との距離

は31.30ｍを測る。断面形はＶ字形を

呈し、深さは1.00ｍを測る。埋土はシ

ルトや粘質土が主で、多量の礫を含む。

　320は土師器の小型器台で、内外面

にミガキ調整が施される。321は灰釉

陶器の椀で、内面底部に使用痕が認め

られる。322は皿形のロクロ土師器で、

底部は柱状高台を呈する。323と324

は東濃型山茶碗の碗、325と326は中国

製青磁碗で、325は外面に線描蓮弁文

A
13.8m A’

A’A

0

1

2
9

5
6 5

4 3

7

8

11

10

1m

X：－61344
Y：－36842

X：－61344
Y：－36846

( 撹乱 )

SD1

＜ＳＤ１土層名＞
　１　灰色土　　　　　しまる　　　小石混じる
　２　灰色砂質土　　　しまる　　　茶褐色砂質土まだらに混じる
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　第 48 図　ＳＤ１実測図
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＜ＳＤ２土層名＞
　１　灰色土　　　　　　　　しまりなし　　　　小石多量に混じる
　２　黒褐色砂質土　　　　　しまりなし　　　　小石多量に混じる
　３　茶褐色砂質土　　　　　　　　　　　　　　黄褐色砂質土少量混じる
　４　茶褐色砂質土　　　　　　　　　　　　　　黄褐色砂質土少量混じる
　５　茶褐色砂質土　　　　　やや粘質　　　　　黄褐色砂質土少量混じる
　６　灰色砂質土　　　　　　しまる　　　　　　茶褐色砂質土まだらに混じる　　小石含む
　７　茶褐色粘質土　　　　　非常に硬くしまる　　　　　　　　　　　　　　　　小石多量に混じる
　８　暗茶褐色粘質土　　　　しまる　　　　　　黄褐色砂質土混じる　　　　　　礫多量に含む
　９　黒褐色粘質土　　　　　非常に硬くしまる　黄褐色砂質土部分的に混じる
　10　黒褐色粘質土　　　　　非常に硬くしまる　　　　　　　　　　　　　　　　礫、小石混じる
　11　暗茶褐色弱粘性砂質土　しまる　　　　　　灰黄褐色砂質土まだらに混じる
　12　淡茶褐色砂質土　　　　硬くしまる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小石、炭含む
　13　茶褐色砂質土　　　　　しまる　　　　　　灰色砂質土まだらに混じるやや　赤味帯びる
　14　砂礫
　　　７～ 10：ＳＤ２　11 ～ 14：地山 
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　　　茶褐色砂質土まだらに混じる
　３　暗茶褐色弱粘質土　しまる　
　　　灰色粘質土まだらに混じる
　４　暗茶褐色弱粘質土　しまる　
　　　やや青灰色　
　５　暗茶褐色粘質土　　しまる　
　　　炭、焼土少量混じる
　６　灰黄褐色シルト　　しまる　
　　　灰色シルトまだらに混じる　
　　　３,４：ＳＤ３　
　　　５,６：地山
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がある。327 ～ 338は古瀬戸期の瀬戸美濃産陶器である。327は前Ⅲ～Ⅳ期の四耳壺、328

と329は後Ⅳ期古段階の平碗で、329は加工円盤である。330 ～ 338は後Ⅳ期新段階である。

334は天目茶碗の加工円盤、331 ～ 333は平碗、334は腰折皿の加工円盤、335は卸皿、336と

337は卸目付大皿、338は擂鉢である。339 ～ 349は土師器皿である。339はＭ２類、340はＭ

３類、341はＭ４類で、342はＢ１類である。343はＢ１類と思われ、口縁部にタールが付

着している。344と345はＢ２－ａ類、346 ～ 349はＣ２類で、348は口縁部にタールが付着

している。350と351は土師器の伊勢型鍋である。352は石製品の碁石である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ３（第50図）

　Ｈ３区南部に位置し、ⅲ層上面から掘り込む。ＳＫ23、Ｐ26に切られる。東西方向に軸

があり、やや北に振る。断面形は逆台形もしくは緩いＶ字形を呈する。埋土は暗茶褐色弱

粘質土で、深さは0.82ｍを測る。

　出土遺物は山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師器皿Ｂ類やＣ

類などがあり、図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ８（第38図　第135図）

　Ｈ２区北部に位置し、地山上面で確認した。東西方向に

軸があり、北に振る。断面形は逆台形を呈し、深さは0.38

ｍを測る。

　出土遺物は尾張型山茶碗のほか、土師器皿Ｍ類、Ｂ類、

Ｃ２類が数点ずつある。353は土師器皿Ｍ３類である。

　以上のことから、本遺構をⅤ～Ⅵ期に比定した。

ＳＤ11（第51図）

　Ｈ１区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＫ38に

切られる。東西方向に軸があり、やや北に振る。断面形は

不明で、深さは0.23ｍ以上を測る。

　出土遺物は山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師器皿Ｂ２－ｂ

類やＣ２類などがある。図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ14（別添図11　第135図）

　Ｇ区南部に位置し、ⅲ層上面から掘り込まれる。ＳＤ20を切る。東西方向に軸があり、
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やや北に振る。西側は調査区外に延びる。東側はＳＤ16と連結しＬ字状を呈するが、さら

に東に延びてＴ字状になるかは不明である。断面形はかなり緩いＶ字形を呈し、深さは0.50

ｍを測る。埋土は砂質土が主で、炭や焼土は含まない。

　354は中国製染付皿である。355 ～ 361は古瀬戸期の瀬戸美濃産陶器で、355と356は後Ⅳ

期の鉢で、356はＳＫ90のものと接合した。357 ～ 361は後Ⅳ期新段階で、357は天目茶碗、

358と359は平碗、360は腰折皿、361は擂鉢である。362～ 368は土師器皿で、362はＢ２－ａ類、

363と364はＢ２－ｂ類で、364は口縁部にタールが付着している。365と366はＣ２類である。

367と368は鋳造作業に関連する土師器皿で、二次被熱で胎土は硬化し、内面に鉱滓が付着

している。367はＢ２－ｂ類、368はＣ２類である。この他近世陶磁器が少量あるが、混入か。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ15（別添図11）

　Ｇ区南部、ＳＤ14の南側に位置し、ⅲ層上面から掘り込む。Ｐ715、716に切られる。東

西方向に軸があり、やや北に振るが、ＳＤ14より振れ幅が小さい。西側は調査区外に続く

が、東側は徐々に浅くなり、プランが消滅する。断面形はＵ字形を呈し、深さは0.28ｍを

測る。埋土は砂質土で、炭と焼土が少量混じる。本遺構の南側で、掘立柱建物と考えられ

るピット列を確認しており、それとの位置関係から、本遺構は建物に伴う雨落ち溝の可能

性が高い。

　出土遺物は山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師器皿、鋳造作業に関連する土師器皿などがあ

る。図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ16（別添図10、第136図）

　Ｇ区北～南部の調査区東壁際に位置し、ⅲ層上面から掘り込む。ＳＤ27、37、ＳＫ123、

124などを切り、ＳＫ48、52などに切られる。南北方向に軸があり、若干東に振る。北側

は調査区外に延び、南側はＳＤ14に連結する。掘り方の東側が調査区外であるため、断面

形は不明である。深さは0.46ｍを測る。埋土はシルトが主で、焼土と炭を含む。

　371と372は古瀬戸後Ⅳ期新段階のもので、371は腰折皿、372は卸目付大皿である。373は

大窯第１段階の擂鉢である。374と375は土師器皿で、374はＢ２－ｂ類で口縁部にタール

が付着し、375はＣ２類である。376と377は瓦器の火鉢である。ＳＤ14と同様に近世陶磁

器が少量あるが、混入か。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ17、20、29（別添図１　第136図）

　Ｇ区北～中央部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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不十分であるため特定できない。ＳＤ29はＳＤ23、26、ＳＫ78、83などに切られる。ＳＤ

17はＳＤ23を切り、ＳＤ37、ＳＫ69、83などに切られる。ＳＤ20はＳＤ14、37に切られる。

南北方向に軸があり、若干東に振る。Ｓ

Ｄ16と同じ方向である。ＳＤ17はＳＤ29

を切り、ＳＤ17とＳＤ20は切り合い関係

は、ＳＤ37により不明だが、プランが若

干ずれる。断面形と深さは、ＳＤ17はＶ

字形で0.20ｍ、ＳＤ20は不明で0.28ｍ、

ＳＤ29は不整形で0.30ｍである。ＳＤ17

では礫が集中して出土した部分がある。

　遺構の切り合い関係と配置を考えた場

合、３条の溝は一連のものではないのは

明らかであるが、方向や形状などを考え

た場合、これらは同じような性格を持つ

溝であった可能性が高い。

　378 ～ 383はＳＤ17出土遺物である。

378は土師器の伊勢型鍋である。379と

380は美濃須衛窯須恵器で、379は甕、

380は有台杯で内面底部に使用痕が認め

られる。381と382は古瀬戸後Ⅳ期新段階

の瀬戸美濃産陶器で、381は天目茶碗、

382は卸目付大皿である。383は土師器皿

Ｂ２－ｂ類である。

　384はＳＤ20出土の大窯第４段階後半

の天目茶碗である。この他、尾張型山茶

碗、土師器皿Ｃ２類などがある。切り合

い関係を考えると、図示したものは混入

と思われる。

　385と386は Ｓ Ｄ29出 土 遺 物 で あ る。

385は古瀬戸後Ⅳ期新段階の天目茶碗、

386は登り窯期第２小期の折縁皿である。

この他、土師器皿Ｂ２－ｂ類やＣ２類、

鋳造作業に関連する土師器皿、土師器鍋

類などがある。切り合い関係を考えると、

図示したものを含めた近世陶磁器は混入
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＜ＳＤ 19 土層名＞
　１　灰白色粘質土　硬くしまる
　２　灰白色粘質土　鉄分含む

X：－61144
Y：－36696

(P647)

A

C

C

A’

(P626)

SD19
(P498)

(P496)

(P495)

B’

C’

C’

(P464)

X：－61144
Y：－36689

A
14.4m

B
14.4m

A’

2

B

B’1

1

3

2

0 1m

0 1m

＜ＳＤ 19 土層名＞
　１　暗茶褐色砂質土　しまる　炭、焼土、土師器皿多量に含む
　２　灰白色粘質土　　しまる　炭、焼土少量含む
　３　灰白色粘質土　　しまる　鉄分少量混じる
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と思われる。

　以上のことから、これらの遺構を24期に比

定した。

ＳＤ18、19（第52図　第136図）

　ＳＤ18について、当初は土坑状に検出して

いたことからＳＫ73としていた。その後、こ

の遺構が溝状であることが判明しＳＤ18と付

け替えた。しかし、調査途中の番号付け替え

作業時にＳＤ19と混同したことから、遺物の

整理作業時にＳＤ18と本来のＳＤ19の遺物が

混同してしまった。遺物については、以上の

ことをふまえて記述する。

　ＳＤ18はＧ区中央部に位置する。掘り込み

面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記

録が不十分であるため特定できない。ＳＤ

17、ＳＫ69などを切り、ＳＤ16などに切られ

る。東西方向に軸があり、やや北に振る。東

側はＳＤ16より東は調査区外のため不明であ

る。西側は北側に曲がり、調査区外に延びる。

溝の幅について、西側は東側に比べて狭くな

る。断面形は扁平Ｕ字形を呈し、深さは0.24

ｍを測る。溝の東半において、量は少ないが

土師器皿と礫が集中して出土した。埋土は粘

質土で、東側では炭と焼土が多量に混じる。

　ＳＤ19はＧ区南端部に位置する。掘り込

み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、

記録が不十分であるため特定できない。Ｓ

Ｋ104、Ｐ436、841に切られ、ＳＤ21を切る。

東西方向に軸があり、両側はそれぞれ閉じる。

断面形は逆台形で、深さは0.21ｍを測る。埋

土は砂質土で、炭と焼土を少量含む。

　387 ～ 411はＳＤ18の遺物である。388と389

は中国製白磁で、388は皿、389は碗である。

390は古瀬戸後Ⅳ期新段階の腰折皿である。

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物

＜ＳＫ 104 土層名＞
　１　灰黄色砂質土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土含む
　２　灰褐色砂質土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土含む
　３　灰黄褐色砂質土　　しまる　　　淡灰色不明瞭斑文　          炭、焼土少量含む
　４　灰黄褐色砂質土　　しまる　　　やや褐色味強い
                                    淡灰色不明瞭斑文　　　　　　炭、焼土少量含む
　５　灰褐色砂質土　　　　　　　　　～ 70 ㎜の礫混じる　　　　　 炭、焼土含む
　６　淡灰色砂質シルト　しまりなし　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土含む
　７　淡灰色砂質シルト　しまる　　　淡褐色不明瞭斑文　　　　　　炭、焼土まばらに含む
　８　淡灰色砂質土　　　硬くしまる　暗褐色小粒斑　
　９　灰褐色砂質土　　　しまる　　　黄色シルトブロック状まだら　炭、焼土わずかに含む
　　　１：焼土層　３：ＳＤ 18　４：ＳＤ 21　５,６：ＳＫ 111 
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＜ＳＤ 22 土層名＞
　１　暗灰色シルト
　　　しまる
　　　黄褐色粘質土ブロック混じる
　　　炭、焼土多量に含む
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第 53図　ＳＤ 18，21，22，ＳＫ 104，111 実測図
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395 ～ 397、399 ～ 410は土師器皿で、395はＢ１類、399はＢ２－ａ類、400 ～ 401はＢ２－

ｂ類で、400と401は口縁部にタールが付着している。403はＣ１類、405 ～ 408はＣ２類で

ある。409と410は鋳造作業に関連する土師器皿で、二次被熱により胎土が硬化し、内面に

は鉱滓が付着している。411は坩堝で、内面に鉱滓が付着している。

　ＳＤ18もしくはＳＤ19の遺物である。387は中国製青磁碗の加工円盤である。391 ～ 393

は古瀬戸後Ⅳ期新段階の瀬戸美濃産陶器である。391は腰折皿で、392は卸目付大皿でＳＫ

88、92、97、98、101、Ｐ441のものと接合した。393は擂鉢である。土師器皿で396と397は

Ｂ１類と思われる。404はＣ１類、405はＣ２類である。398は不明鉄製品である。412は大

窯第１～２段階の端反皿もしくは丸皿である。ＳＤ21の遺物と接合したため本来のＳＤ19

の遺物である可能性が高い。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ21（第53図　第137図）

　Ｇ区南端部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。ＳＤ18、ＳＫ111などに切られる。東西方向に軸があり、若

干北に振る。東側は調査区外に延び、西側は閉じる。断面形は不明で、深さは0.17ｍを測

る。埋土は砂質土が主で、炭と焼土を少量含む。

　413は古瀬戸後Ⅳ期新段階の天目茶碗、414は大窯第１段階の擂鉢である。415 ～ 418は

土師器皿である。415はＢ２－ｂ類で、外面底部に墨と思われるものが付着している。墨

書の可能性もある。416は器高がやや高いことからＢ２－ｃ類と思われ、口縁部にタール

が付着している。417と418はＣ２類、418は口縁部にタールが付着している。419は土師器

の蓋で、胎土は土師器皿に酷似する。420は土師器の内耳鍋である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ22（第53図　第137図）

　Ｇ区中央部に位置し、ＳＫ78、83の底部で確認した。南北方向に軸があり、若干東に振

る。南北両側は閉じる。断面形はＶ字形を呈し、深さは0.41ｍを測る。埋土はシルトが主

で、炭と焼土が多量に混じる。

　421と422は土師器皿Ｂ２－ｂ類である。421は底部に穿孔がある。422は鋳造作業に関連

するもので、二次被熱により胎土が硬化し、内面には鉱滓が付着している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ23（別添図１）

　Ｇ区の中央部に位置し、掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。ＳＤ17に切られ、ＳＤ29を切る。東西方向に軸があり、東側
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は南に湾曲し浅くなって消滅する。西側は調査区外に延びる。断面形は不明で、深さは0.14

ｍを測る。

　出土遺物は東濃型山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師器皿、鋳造に関連する土師器皿などが

ある。図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ26、53（別添図１　第137図）

　ＳＤ26はＧ区の中央部に位置し、掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記

録が不十分であるため特定できない。ＳＤ53はＢ１区東部、地山上面で確認した。両者は

位置から一連の溝であると判断した。ＳＤ26はＳＫ58に切られ、ＳＤ29を切る。ＳＤ53は

ＳＢ57、ＳＫ222などを切る。ＳＫ215に切られると判断したが、遺物の様相から誤認の可

能性が高い。東西方向に軸があり、やや北に振る。断面形と深さは、ＳＤ26は不明で0.28

ｍ、ＳＤ53は扁平Ｕ字形で0.06ｍを測る。方向と位置を見ると、後述するＢ１区のピット

列の延長上にある。

　423はＳＤ26出土の中国製青磁碗で、外面に線描蓮弁文がある。この他瀬戸美濃産陶器、

土師器皿、鋳造に関連する土師器皿などがある。

　ＳＤ53の出土遺物は山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師器皿などがある。図示できるものは

なかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ27（第54図　第137図）

　Ｇ区北部に位置する。第１遺構検出面（ⅲ～ⅴ層のいずれかに対応）で確認した。ＳＤ

30を切り、ＳＤ16、29、ＳＸ１、２に切られる。東西方向に軸があり、やや北に振る。東

半は直線的だが、西半は溝の幅が広くなり、不整形を呈する。断面形は逆台形を呈し、深

さは0.33ｍを測る。

　424は土師器の内耳鍋で、ＳＤ29、30のものと接合した。425は土師器の茶釜で、ＳＤ

29、ＳＢ14のものと接合した。426は登り窯期第１小期の擂鉢である。427は時期と産地が

ともに不明の陶器である。この他瀬戸美濃産陶器、土師器皿、鋳造作業に関連する土師器

皿などがある。切り合い関係を考えると、図示したものを含めた近世陶磁器は混入と思わ

れる。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ28（第55図）

　Ｇ区北部に位置し、第１遺構検出面（ⅲ～ⅴ層のいずれかに対応）で確認した。ＳＫ

45、46などに切られる。南北方向に軸があり、やや西に振る。北側は東に曲がり調査区外

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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に延びる。南側は東に折れるか、溝の幅が大きくなる様に見えるが詳細は不明である。ま

た途中にも東に延び、Ｔ字状になる部分がある。深さは0.04ｍと浅く、断面形は不明である。

　出土遺物は、瀬戸美濃産陶器、土師器皿などがあるが、鋳造作業に関連する土師器皿が

やや多い。図示できるものはなかった。
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＜ＳＤ 27 土層名＞
　１　駐車場のアスファルト
　２　駐車場の基礎
　３　青灰色シルト　　　　しまる　　　　　　鉄分含む
　４　黄褐色シルト　　　　しまる　　　　　　鉄分含む
　５　青灰色シルト　　　　しまる　　　　　　鉄分含む
　６　暗茶褐色粘質シルト　しまる　　　　　　鉄分、灰色シルト混じる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小石少量混じる　　　　　炭、焼土多量に含む
　７　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる
　８　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる　　　　炭、焼土少量含む
　９　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる　　　　炭、焼土少量含む
　10　暗茶褐色シルト　　　非常に硬くしまる　灰色シルトまだらに含む　炭、焼土少量含む
　11　灰色シルト　　　　　やや青味帯びる　　鉄分多く含む
　　　６：ＳＤ 27　８：ＳＢ 11　10：ＳＢ 14 
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第 54 図　ＳＤ 27 実測図
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＜ＳＤ 28 土層名＞
　１　茶褐灰色土　粘性あり
　　　鉄分含む　　砂混じる
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＜ＳＤ 28 土層名＞
　１　茶褐灰色土　粘性あり
　　　鉄分含む　　砂混じる

　第 55 図　ＳＤ 28 実測図
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　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ30（第56図　第137図）

　Ｇ区北部に位置し、第１遺構検出面（ⅲ～ⅴ層のいずれか

に対応）で確認した。ＳＤ27、29、ＳＸ１などに切られる。

軸はＳＤ29と同じである。断面形は不明で、深さは0.16ｍを

測る。

　428は古瀬戸後Ⅳ期新段階の腰折皿である。この他の出土

遺物は土師器皿Ｂ２－ｂ類やＣ２類などがある。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ37（別添図１　第137図）

　Ｇ区中央部に位置し、ⅲ層上面から掘り込まれる。ＳＤ

16、ＳＫ63、68などに切られ、ＳＤ17、20を切る。東西方向

に軸があり、やや北に振る。方向はＳＤ14と同じで、ＳＤ16

に直交する。西側は調査区外に延び、東側はＳＤ16より東は

調査区外のため不明である。断面形は逆台形を呈し、深さは

0.43ｍを測る。検出した遺構範囲の中央部付近で、礫が集中

して出土した。埋土は砂質土とシルトが主で、下方に炭と焼

土を多量に含む。

　429は中国製染付皿である。430と431は古瀬戸後Ⅳ期新段階のもので、430は腰折皿、431

は擂鉢である。432 ～ 435は土師器皿である。432はＢ１類、433はＢ２－ａ類、434はＣ１

類と思われる。435はＣ２類で、口縁部にタールが付着している。436は鞴の羽口、437と

438は土師器の茶釜、439は不明銅製品、440は平瓦である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ46西、ＳＤ46東（第57図　第138図）

　Ｃ１区東部に位置し、地山上面で確認した。検出時は１条の溝としていたが、断面観察

と掘り方の状況から２条の溝の切り合いであることが判明し、途中からＳＤ46西とＳＤ46

東とし、掘削と記録を行った。ＳＤ46東はＳＤ46西を切る。南北方向に軸があり、若干東

に振る。断面形と深さはＳＤ46西はＶ字形で0.53ｍ、ＳＤ46東は逆台形で0.38ｍを測る。

東側にＳＤ42が平行しているが、時期不明の遺構であるため、本遺構と関係があるかは不

明である。ちなみに溝間の距離は2.38ｍを測る。

　441 ～ 444は当初ＳＤ46として掘削した時の遺物である。441は古瀬戸後Ⅳ期の徳利、

442は大窯第１段階の擂鉢、443は土師器皿Ｂ２－ａ類である。444は棒状の銅製品である。
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

　445 ～ 447は埋土下部から出土した遺物である。445は中国製染付壺、446は古瀬戸後Ⅳ

期新段階の腰折皿、447は土師器皿Ｂ１類である。

　448 ～ 455は埋土上部から出土した遺物である。448は中国製青磁碗である。449と450は

古瀬戸後Ⅳ期新段階の天目茶碗、451は古瀬戸後期のもので器種は不明である。452は大窯

第１段階の仏餉具である。453と454は土師器皿で、453はＢ２－ａ類、454はＣ２類である。
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第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

455は土鈴である。

　456 ～ 468はＳＤ46西の遺物である。456は尾張型山茶碗の皿、

457は美濃須衛窯須恵器の水注である。458 ～ 468は土師器皿で、

458はＢ１類、459はＢ２－ａ類、460 ～ 467はＢ２－ｂ類、468は

Ｃ２類である。

　469 ～ 473はＳＤ46東から出土した土師器皿である。469はＢ２

－ｂ類で、470はＢ２－ｂ類と思われる。471と472はＣ２類、473

はＤ１類である。

　以上のことから、両遺構を24期に比定した。

ＳＤ49（第58図　第138図）

　Ｃ１区西部に位置し、ⅲ層上面で確認した。ＳＫ162などに切

られる。掘り方西側は調査区外で、さらに調査区西壁際のトレン

チで削平してしまったため詳細は不明である。南北に軸があり、

断面形は不明である。深さは0.30ｍを測る。

　474は東濃型山茶碗の碗である。475と476は土師器皿で、475は

Ａ３類、476はＢ２－ｂ類で口縁部にタールが付着している。こ

の他の出土遺物は、瀬戸美濃産陶器、土師器皿Ｃ２類などがある。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ51（第59図　第138図）

　Ｂ１区中央部に位置し、地山上面で確認した。東西方向に軸が

あり、やや北に振る。後述するピット列と同じ軸である。南側は

北に折れることからＬ字状を呈する。断面形は逆台形を呈し、深

さは0.29ｍを測る。

　出土遺物は24期までのものがほとんどであるが、近世陶磁器な

ど25期以降のものも少量だが認められる。477と478は土師器皿で、

477はＢ２－ａ類、478はＢ２－ｂ類で口縁部にタールが付着して

いる。479は大窯第４段階後半の擂鉢、480は江戸時代中期の丸碗

である。

　以上のことから、本遺構をⅥ～Ⅶ期（24 ～ 26期）の間で考え

たい。

ＳＤ54（第60図）

　Ｂ１区中央部に位置し、地山上面で確認した。Ｐ1483に切られる。北東－南西方向に軸
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があり、断面形は逆台形を呈する。深さは0.25ｍを測る。

 出土遺物は土師器と須恵器がほとんどで、その他は山茶碗４点、土師器皿Ｂ２類１点、

中国製青磁１点、鉄製品１点があるのみである。図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構の時期の特定は難しいが、ＳＫ210、212、ピット列などの配置

から見ると、本遺構はこれらの遺構と関係がある可能性があるため、本節で記述した。

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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　８　にぶい黄褐色細砂質シルト　地山ブロック状に含む
　　　２～８：ＳＤ 61 
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　３　灰色砂質土　　硬くしまる
　４　黄灰色砂質土　しまる
　５　黄褐色砂質土　しまる　　　灰色不明瞭まだら
　６　灰色シルト質微砂
　７　黄色微砂、灰色砂質土の層状まだら
　８　灰色シルト質微砂　黄色細砂ブロック混じる
　　　５～８：ＳＤ 61 
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

ＳＤ61（第60図　第138図）

　Ｄ２南端部、Ｆ１区西部の地山上面で確認した。ＳＤ63、ＳＸ31、39、Ｐ1552に切られる。

東西方向に軸があり、やや北に振る。また、ＳＤ63付近で北に曲がる。Ｄ２区では断面形

は逆台形を呈し、深さは0.60ｍを測る。Ｆ１区では北側が調査区外であるため、断面形と

深さともに不明である。埋土は砂質土が主で炭を含む。Ｄ２

区では少量だが土師器皿が集中して出土した。

　481は猿投窯須恵器の甕もしくは瓶類、482は東濃型山茶碗

の碗である。483 ～ 486は古瀬戸期の瀬戸美濃産陶器である。

483は天目茶碗、484は擂鉢で、ともに後Ⅳ期新段階である。

485は後Ⅳ期の桶である。486は大窯第１段階の天目茶碗であ

る。487 ～ 494は土師器皿である。487はＢ１類、488 ～ 491は

Ｂ２－ｂ類で、488と491は口縁部にタールが付着している。

492と493はＣ２類である。495は江戸時代中期の瀬戸美濃産

陶器の丸碗、496は鉄釘である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ62（別添図４　第138図）

　Ｆ１区中央部に位置し、地山上面で確認した。Ｐ1551に切

られる。南北方向に軸があり、東に振る。深さは0.07ｍと浅

いため、断面形は不明である。

　出土遺物は、尾張型山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師器皿な

どがある。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ76（第61図　第138図）

　Ｃ３区中央部に位置し、ⅲ層上面で確認した。ＳＫ300を

切る。南北方向に軸があり、やや東に振る。断面形は逆台形

を呈し、深さは0.26ｍを測る。埋土は暗灰褐色粘砂質土であ

る。

　498は中国製青磁碗で、外面に鎬蓮弁文がある。499は土師

器皿Ｂ２－ｂ類である。他の出土遺物は山茶碗、瀬戸美濃産

陶器、土師器皿Ｃ２類などがある。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。
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＜ＳＤ 76 土層名＞
　１　礫
　２　暗青灰色粘質土　　　硬くしまる
　３　灰色シルト質細砂
　４　灰色粘砂質土　　　　しまる
　５　褐色粗砂
　６　灰色砂質土　　　　　しまりなし
　７　暗灰褐色粘砂質土　　硬くしまる　マンガン多量に含む
　８　灰色粘質土　　　　　硬くしまる
　９　黄褐色粘質土　　　　硬くしまる
　10　灰褐色粘砂質土　　　しまる
　11　灰白色粘砂質土　　　しまる
　12　灰色粘砂質土　　　　しまる
　13　灰黄褐色粘質土　　　硬くしまる
　14　灰色粘砂質土　　　　硬くしまる
　15　灰色シルト質細砂　　硬くしまる
　16　観察なし
　17　褐色細砂　　　　　　しまる
　18　暗灰褐色粘質シルト　硬くしまる
　19　灰色粘質土　　　　　しまる
　20　灰黄色粘土　　　　　非常に硬くしまる
　　　３,４：ＳＸ 42　７：ＳＤ 76　14：ＳＤ 80
　　　15：ＳＸ 53　18：ＳＸ 55　20：地山
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　　第 61 図　ＳＤ 76 実測図
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ＳＤ77（別添図７　第138図）

　Ｃ３区中央部に位置し、ⅴ層上面で確認した。ＳＫ299を切る。深さは0.06ｍと浅く、

断面形は不明である。

　500は土師器皿で、Ｂ２－ａ類と思われる。501は鉄釘である。他の出土遺物は山茶碗、

瀬戸美濃産陶器、土師器皿Ｂ２－ｂ類がある。以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ81（別添図７、第138図）

　Ｃ３区西部に位置し、ⅴ層上面で確認した。本遺構の埋土とⅳ層が酷似していたことか

ら、ⅳ層上面からの掘り込まれる可能性もある。Ｐ1804を切る。南北方向に軸があり、や

や西に振る。方向は

ＳＤ78 ～ 80と同じ

である。断面形は扁

平Ｕ字形を呈し、深

さは0.58ｍを測る。

埋土は灰褐色粘砂質

土である。

　502は古瀬戸後Ⅳ

期新段階の腰折皿、

503は土師器皿Ｂ２

－ａ類である。他の

出土遺物は瀬戸美濃

産陶器、土師器皿Ｃ

２類などがある。

　以上のことから、

本遺構を24期に比定

した。

ＳＤ82（第62図　第

138図）

　Ｃ３区西端部に位

置し、ⅳ層上面で確

認した。ＳＸ51、52

に切られる。南北方

向に軸があり、断面

形は不整逆台形を呈

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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＜ＳＤ 82 土層名＞
　１　礫
　２　灰色粘質土　　　　　　硬くしまる
　３　黄褐色粘質土　　　　　硬くしまる
　４　灰褐色粘砂質土　　　　硬くしまる
　５　灰色粘砂質土　　　　　硬くしまる
　６　灰色粘質土　　　　　　硬くしまる
　７　灰色シルト　　　　　　硬くしまる
　８　灰黄褐色粘質土　　　　硬くしまる
　９　灰褐色シルト質砂質土　しまる
　10　灰色シルト質細砂　　　硬くしまる
　11　褐色細砂　　　　　　　粗砂混じる
　12　暗灰色シルト質細砂　　しまる
　13　褐色粗砂　　　　　　　しまる
　　　４：ＳＸ 51　５～７：ＳＤ 82
　　　８：第２面基盤層
　　　９：第３面基盤層　10 ～ 14：地山
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第 62 図　ＳＤ 82 実測図
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＜ＳＤ 32 土層名＞
　１　茶褐色土　灰色土混じる
　２　茶褐色土　灰色土混じる
　３　淡茶褐色砂質土　　　　　
　　　黄褐色砂質土、灰色砂質土、粗砂、小石混じる
　　　炭、焼土多量に含む
　４　淡茶褐色砂質土しまる
　　　黄褐色砂質土多く混じる
　　　炭、焼土まばらに含む
　５　灰白色砂質土　　　　　　
　　　茶褐色砂質土、黄褐色砂質土混じる
　　　炭、焼土部分的に含む
　６　観察なし
　７　淡茶褐色砂質土　しまる
　　　灰色砂質土まだらに混じる
　８　灰白色シルト　　しまる　
　　　色砂質土混じる　炭少量含む
　　　６：ＳＤ 32

　　第 63 図　ＳＤ 32 実測図
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

する。方向はＳＤ78 ～ 80と同じである。深さは0.44ｍを測る。

　504は土師器皿Ｂ２－ａ類である。505は灰釉陶器椀で内面底部に使用痕が認められる。

他の出土遺物は瀬戸美濃産陶器などがある。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＤ32（第63図）

　Ｇ区南部に位置し、ⅴ層上面から掘り込まれる。ＳＫ91、92など多くの遺構に切られる。

東西方向に軸があり、やや北に振る。ＳＤ14よりも振り幅が大きい。断面形はかなり緩い

Ｖ字形を呈し、深さは0.22ｍを測る。

　出土遺物は土師器と須恵器がほとんどで、山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師器皿が少量あ

る。図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構をⅤ～Ⅵ期に比定した。

ＳＤ33（別添図１）

　Ｇ区南部に位置し、ⅴ層上面から掘り込む。ＳＫ67、105など多くの遺構に切られる。

北東－南西方向に軸があり、北東側は閉じる。南東側は調査区外に延び、Ａ７区ＳＤ58（平

成12年度調査　既報告）に繋がると考えられる。断面形は不整逆台形を呈し、深さは0.35

ｍを測る。

　出土遺物は土師器と須恵器がほとんどであるが、山茶碗、土師器皿などが少量ある。Ａ

７区ＳＤ58は戦国時代に比定しているが、尾張型山茶碗の量がやや多い。図示できるもの

はなかった。

　以上のことから、本遺構をⅤ～Ⅵ期に比定した。

ＳＥ１（第64図　第138図）

　Ｇ区中央部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。ＳＫ80を切り、Ｐ413に切られる。検出したプランは不整形

を呈し、深さは1.50ｍ以上を測る。埋土上部からは礫が集中して出土した。数点の礫には

二次被熱が認められるものがあった。掘削が遺構の底部に達していない可能性があったた

め、調査終了時に重機による断ち割りを行ったところ、下方から木製の桶が出土したこと

から桶積みの井戸であることが判明した。桶は４段まで確認できたが、安全面を考慮して

掘削を途中で断念したため、井戸の底部を確認することはできなかった。また上記の礫が

井戸の構造物であった可能性もある。検出したプランは廃棄時の掘り方である可能性が高

い。Ａ－Ａ’、Ｂ－Ｂ’断面を合成したセクション図について、７層は井戸内を反映した

堆積、８、９層は井戸掘り方の可能性がある。

　桶の側板の材質はほとんどがサワラで、最上部の桶にスギが１点あった。底板の痕跡
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が見られなかったことから容器からの転用でない

ことがわかる。端部の調整についてはばらつきが

あり、片方の端部を急な傾斜で打ち欠き、断面が

三角形になるようにしているものが多いが、外面

から打ち欠くもの、内面から打ち欠くものの両方

がある。詳細な記録がないため板の上下は不明だ

が、設置を容易にするための工夫である可能性が

ある。また、鷺山市場遺跡ＳＫ115の桶の側板で

確認した、板の角を打ち欠く調整は見られなかっ

た。

　506は畿内系須恵器の蓋である。507は常滑産の

甕で、ＳＫ78の遺物と接合した。508は古瀬戸後

期の甕で、ＳＫ83のものと接合した。509 ～ 514

は古瀬戸後Ⅳ期新段階のもので、509は腰折皿、

510は縁釉小皿で二次被熱している。511と512は

卸皿で、512はＳＫ78の遺物と接合した。513は折

縁深皿、514は擂鉢である。515は大窯第１段階の

擂鉢である。516と517は古瀬戸後Ⅳ期新段階～大

窯第１段階の擂鉢で、516はＳＤ19のものと、517

はＳＫ73のものとそれぞれ接合した。518 ～ 522

は土師器皿である。518はＢ１類と思われる。519

はＢ２－ａ類、520と521はＣ２類である。522は

鋳造作業に関連する土師器皿で、Ｂ１類と思われ、

二次被熱により胎土が硬化している。523は坩堝

である。胎土には籾殻が混和され、また内外面

に鉱滓が付着している。524は瓦器の火鉢である。

525と526は粘板岩製の石製品で、525は砥石、526

は硯である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＥ２（第65図・別添図３　第139図）

　Ｇ区南部に位置し、ⅳ層上面から掘り込まれる。

ＳＫ66に切られる。掘り方は不整形を呈し、井戸

側は石組みで構築され、円形を呈する。直径0.85

ｍ、深さ1.20以上を測る。調査終了時に重機によ

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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＜ＳＥ１土層名＞
　１　淡茶褐色砂質土　しまる　やや青味帯びる
　　　小石少量混じる炭、焼土部分的に含む
　２　淡茶褐色砂質土
　　　黄褐色粘質土ブロックと灰白色粘質土部分的に混じる
　　　礫混じる　炭、焼土多量に混じる
　３　暗灰色砂質土　　しまる　　　礫多量に混じる
　４　灰色粘土　　　　しまる
　　　灰黄褐色粘質土ブロック状に部分的に混じる　
　５　暗黄褐色粘土　　しまる　　　鉄分混じる
　６　黄褐色粘土　　　しまる　　　鉄分混じる
　７　青灰色粘土　　　しまりなし　礫含む
　８　淡茶褐色粘土　　しまる　　　鉄分混じる
　９　青灰色粘土　　　しまる　　　鉄分部分的に混じる
　10　観察なし
　11　観察なし
　12　観察なし
　13　観察なし
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第 65 図　ＳＥ２実測図
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

る掘削を行ったところ、検出面から

約2.5ｍの所で礫層に達した。最下

部まで石組みがあり、桶は設置され

ていなかった。調査区西壁セクショ

ンの58、59層は廃棄後の堆積と考え

られる。61 ～ 64層は井戸掘り方の

埋土と考えられ、砂質土と粘質土を

主とし、炭と焼土を多量に含む。60

層は井戸内の堆積か。

　527は掘り方出土の土師器皿Ｂ２

－ｂ類で、口縁部にタールが付着し

ている。

　528は取り上げ時の不注意で帰属

が不明となってしまったが、ＳＥ１

もしくはＳＥ２の掘り方から出土し

た遺物である。鋳造作業に関連する

土師器皿Ｂ２－ｂ類で、二次被熱に

より胎土が硬化し、内面に鉱滓が付

着している。

　以上のことから、本遺構を23 ～

24期に比定した。

ＳＢ13（第66図　第139図）

　Ｇ区北部に位置し、地山上面で確

認した。ＳＢ10を切り、ＳＢ12、Ｓ

Ｋ121、ＳＸ７に切られる。平面形

については、北辺の掘り方は確認し

たが、その他は削平もしくは調査区

外であるため不明である。底部は平

らで、深さは0.19ｍを測る。

　529は美濃須衛窯須恵器の杯、530

はロクロ土師器で、底部は柱状高台を呈する。出土遺物は他に山茶碗、瀬戸美濃産陶器、

土師器皿、鋳造作業に関連する土師器皿などが一定量ある。

　以上のことから、本遺構を24期に比定したいが、ＳＢ12は遺物の様相からⅢ～Ⅳ期に比

定できることから、本遺構との切り合い関係に矛盾が生じる。この場合、①切り合い関係
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　第 66 図　ＳＢ 13 実測図

　　第 67 図　ＳＢ 16 実測図
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の誤認、②ＳＢ13を切る遺構の見逃し、③ＳＢ12とＳＢ９は24期以降の遺構という３つの

可能性が考えられる。

　また竪穴住居と判断しＳＢの略称を付したが、規模や遺物の様相を考えると竪穴状遺構

の可能性が高い。

ＳＢ16（第67図　第139図）

　Ｇ区北部に位置し、地山上面で確認した方形を呈すると思われるが、西側が調査区外で

あるため詳細は不明である。南北方向は2.60ｍ、深さは0.20ｍを測る。底部は平らである。

　531と532は土師器である。531は壺で、口縁部内面にクシ描き文がある。532は器台で、

脚部には４方向１段の穿孔がある。出土遺物は他に常滑産陶器、土師器皿、鋳造作業に関

連する土師器皿などがある。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。竪穴住居と判断しＳＢの略称を付したが、

規模や遺物の様相を考えると竪穴状遺構の可能性が高い。

ＳＢ24（第23図　第139図）

　Ｇ区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ27、39を切り、ＳＤ24に切られる。平面

形は、東側が調査区外であるため不明である。埋土は砂質シルトに炭と焼土が少量混じる。

　出土遺物は土師器、須恵器、山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師器皿などがある。533は土

師器の壺、534は古瀬戸後Ⅳ期新段階の腰折皿である。

　本遺構の時期は、遺物の様相から考えると24期になるが、ＳＤ24（13 ～ 15期）との切

り合い関係に矛盾が生じる。この場合、①切り合い関係の誤認、②ＳＢ24を切る遺構の見

逃しというの２つの可能性が考えられる。①の場合、本遺構は竪穴状遺構のようなものに

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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＜ＳＫ 55 土層名＞
　１　暗茶褐色砂質土　灰色シルト混じる
　２　暗茶褐色砂質土　灰色粘土、黄褐色粘質土部分的に混じる
　３　暗茶褐色砂質土
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＜ＳＫ 56 土層名＞
　１　暗茶褐色砂質土に赤褐色砂質土混じる　しまる　快速シルトまだらに混じる
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　　　第 68 図　ＳＫ 55，56 実測図
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なるか。

ＳＫ53（別添図１　第139図）

　Ｇ区北部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。Ｐ372に切られる。平面形は不整形を呈し、深さは0.11ｍを測る。

　出土遺物は瀬戸美濃産陶器、土師器皿、鋳造作業に関連する土師器皿などがある。535

は土師器皿Ｂ２－ｂ類である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ55（第68図　第139図）

　Ｇ区北部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。Ｐ380、386に切られる。平面形は不整形を呈し、底部は平らで

はない。深さは0.18ｍを測る。

　出土遺物は瀬戸美濃産陶器、土師器皿、鋳造作業に関連する土師器皿などがある。536

は土師器の宇田型甕である。537は東濃型山茶碗（生田２号窯式）の碗である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

＜ＳＫ 58 土層名＞
　１　暗褐色粘質土　しまる　黄褐色土ブロック少量混じる　焼土少量含む
　２　灰色シルト　　　　　　焼土極少量含む
　３　灰色シルト　　　　　　炭、焼土極少量含む
　４　茶色シルト
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　　　第 69 図　ＳＫ 58 実測図

＜ＳＫ 59 土層名＞
　１　暗黄褐色砂質土 (茶褐色に近い )　しまる
　２　暗茶褐色砂質土　しまる　灰色シルトブロック状に混じる　　　　小石少量含む
　３　暗茶褐色砂質土　しまる　黄褐色粘質土ブロック状に少量混じる　小石少量含む
　４　茶褐色シルト　　しまる　灰色シルト少量混じる
　５　暗茶褐色砂質土　しまる　黄褐色粘質土ブロック状に少量、灰色シルトブロック状に混じる　
小石少量含む
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　第 70 図　ＳＫ 59 実測図
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ＳＫ56（第68図）

　Ｇ区中央部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。Ｐ375、405に切られる。平面形は不整形を呈し、底部は平ら

ではない。深さは0.15ｍを測る。

　出土遺物は瀬戸美濃産陶器、土師器皿、鋳造作業に関連する土師器皿などがある。図示

できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ58（第69図）

　Ｇ区中央部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。ＳＤ26を切る。平面形は不整形を呈し、底部はやや平らであ

る。埋土は粘質土とシルトが主で、炭と焼土を少量含む。

　出土遺物は瀬戸美濃産陶器、土師器皿などがある。図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ59（第70図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。平面形は方形を呈すると思われるが、南側が削平されているた

め詳細は不明である。底部はやや平らで、深さは0.15ｍを測る。埋土は砂質土が主で、炭

や焼土は含まない。

　出土遺物は瀬戸美濃産陶器、土師器皿、鋳造作業に関連する土師器皿などがある。図示

できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ60（別添図１　第139図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。ＳＫ108、114などを切る。平面形は不整形で、深さは0.12ｍを

測る。

　538は美濃須衛窯須恵器の有台鉢で、内面底部に使用痕が認められる。539と540は土師

器皿である。539はＢ２－ｂ類、540はＣ２類である。541と542は鋳造作業に関連する土師

器皿で、541はＢ１類と思われ、542はＣ２類である。ともに二次被熱により胎土が硬化し、

541は内面に鉱滓が付着している。543 ～ 545は坩堝で、545は胎土に籾殻が混和されている。

543と544は内外面に鉱滓が付着している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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ＳＫ62（別添図１　第139図）

　Ｇ区中央部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。Ｐ472、705などに切られ、ＳＫ63を切る。平面形は不整形を

呈し、深さは0.13ｍを測る。

　546 ～ 548は中国製白磁で、546と547は皿、548は碗である。この他の出土遺物は、瀬戸

美濃産陶器、土師器皿などがある。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ63（第71図　第139図）

　Ｇ区中央部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。平面形は長方形を呈し、底部は平らである。埋土は砂質土が

主で、炭と焼土を含む。

　出土遺物は瀬戸美濃産陶器、土師器皿などがあるが、図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

＜ＳＫ 63 土層名＞
　１　暗茶褐色砂質土
　２　暗茶褐色砂質土　しまる　茶褐色砂質土混じる　炭、焼土多量に混じる
　　　１：Ｐ 603　２：ＳＫ 63 
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＜ＳＫ 66,67 土層名＞
　１　茶褐色土　　　　しまりなし　灰色土混じる
　２　茶褐色土　　　　しまりなし　灰色土混じる
　３　淡茶褐色砂質土　しまる　　　黄褐色砂質土混じる
　４　暗灰色砂質土　　しまる　　　灰白色砂質土、黄褐色砂質土混じる　　　　　　　　小石、焼土含む
　５　観察なし
　６　観察なし
　７　観察なし
　８　観察なし
　９　観察なし
　10　観察なし
　11　観察なし
　12　観察なし
　13　淡茶褐色砂質土　しまる　　　黄褐色砂質土混じる　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土まばらに含む
　14　暗灰色砂質土　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土、多量に含む
　15　灰色粘性砂質土　しまる　　　灰白色砂質土まだらに混じる
　16　暗灰色砂質土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土やや多量に混じる
　17　灰色粘性砂質土　しまる　　　灰白色砂質土、黄褐色砂質土まだらに混じる
　18　淡茶褐色砂質土　しまる　　　黄褐色砂質土多量に、灰白色砂質土ブロック混じる　炭、焼土まばらに含む
　19　観察なし
　20　黄色粘土　　　　　　　　　　茶褐色砂質土少量、灰色砂質土混じる　　　　　　　焼土含む
　21　黄色粘土　　　　　　　　　　　茶褐色砂質土少量、灰色砂質土混じる　焼土含む
　22　礫、黄色粘土の混合層
　23　暗灰色砂質土　　　　　しまる　小石混じる　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　24　黄色粘土　　　　　　　　　　　茶褐色砂質土少量混じる　　　　　　　焼土含む
　25　暗灰色砂質土　　　　　しまる　小石混じる　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　26　観察なし
　27　黄褐色砂質土　　　　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉄分含む
　28　灰白色粘性砂質土　　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉄分含む
　29　灰白色砂質土　　　　　　　　　茶褐色砂質土、黄褐色砂質土混じる　　炭、焼土部分的に含む
　30　灰白色シルト　　　　　しまる　灰色砂質土混じる　　　　　　　　　　炭少量含む
　31　灰色粘性砂質土　　　　しまる　灰白色砂質土まだらに混じる
　32　観察なし　　
　33　灰色砂質土　　　　　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉄分含む
　34　灰色砂質土　　　　　　しまる　黄褐色砂質土混じる　　　　　　　　　鉄分含む
　35　黄褐色シルト　　　　　　　　　灰色シルト混じる　　　　　　　　　　鉄分混じる
　36　黄灰色砂質土　　　　　　　　　粘性あり
　
　　　４：ＳＫ 66　５～ 12：ＳＫ 67　19 ～ 24：ＳＥ２ 
　　　30：ＳＢ 21　33：ＳＢ 19 

＜ＳＫ 67 土層名＞
　１　淡茶褐色砂質土　　　しまる　礫混じる
　２　灰黄褐色砂質土
　３　灰色シルト　　　　　しまる　焼土やや多量に混じる
　４　灰白色粘質土　　　　しまる　
　５　灰黄褐色粘性シルト　しまる
　６　灰黄細粒砂
　７　灰白色粘質土　　　　しまる　
　８　白黄色粘土　　　　　しまる　細粒砂ブロック混じる　鉄分含む
　９　炭層　　　　　　　　　　灰黄色、灰褐色砂質シルトブロック状に混じる
　10　灰黄褐色粘質シルト　　　50 ～ 200 ㎜の礫混じる　炭、焼土まばらに含む
　11　灰黄色粘土　　　　　　　灰色シルト混じる　炭、焼土まばらに含む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不明瞭まだら土
　12　黄褐色砂質シルト　炭、焼土まばらに含む
　13　観察なし
　14　観察なし
　15　観察なし
　16　観察なし
　17　観察なし
　18　観察なし
　19　観察なし
　20　観察なし
　21　黄色粘質シルト　　灰色不明瞭斑
　　　１～ 11：ＳＫ 67　13 ～ 20：ＳＫ 66
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

ＳＫ64（別添図１　第139図）

　Ｇ区中央部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。ＳＤ37を切る。平面の記録がないため詳細は不明である。深

さは0.22ｍを測る。

　550は土師器皿Ｃ２類、551は土師器の茶釜である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ66（第72図　第139、140図）

　Ｇ区南部に位置し、ⅲ層上面から掘り込む。Ｐ691、692に切られる。ＳＥ２、ＳＫ106

を切る。平面形は、西側が調査区外であるため不明である。掘り方は不整形で、不明瞭な

二段掘りを呈する。底部は平らではなく、深さは0.73ｍを測る。埋土は砂質土が主で、礫

と焼土を含む。遺構の性格は不明だが、鋳造作業に関連するか。

　552と553は中国製磁器である。552は青磁の稜花皿で、ＳＫ91、ⅳ層の遺物と接合した。

553は白磁の碗で、ⅳ層の遺物と接合した。554 ～ 557は古瀬戸期の瀬戸美濃産陶器であ

る。554は卸皿で、ⅳ層の遺物と接合した。555は卸目付大皿である。556は擂鉢で、ＳＫ

97、99、ⅳ層の遺物と接合した。557は古瀬戸後Ⅲ～Ⅳ期の甕で、ＳＫ90、92、98、Ｐ699、

1048、ⅳ層のものと接合した。558と559は大窯第１段階の擂鉢である。559はＰ691のもの

と接合した。560 ～ 571は土師器皿である。560 ～ 562はＢ１類で、562はⅳ層の遺物と接

合した。563はＢ１類と思われる。564はＢ２－ａ類で、ＳＫ106のものと接合した。565 ～

567はＢ２－ｂ類で、565は穿孔があり、566は口縁部に煤が付着している。また567はⅳ層

の遺物と接合した。568はＣ２類で口縁部にタールが付着している。569と570は鋳造作業

に関連する土師器皿で、569はＢ２－ｂ類、570はＣ２類で、ともに二次被熱により胎土が

硬化し、569は内外面に鉱滓が付着している。571は土師器の内耳鍋で、ＳＫ83の遺物と接

合した。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ67（第72図　第140、141図）

　Ｇ区南部に位置し、ⅲ層上面から掘り込む。ＳＤ33、ＳＫ106などを切る。平面形は不

整形を呈すると思われるが、西側が調査区外であるため詳細は不明である。断面形はテラ

スがある二段掘りを呈するが、東側のテラスは、北側と南側に比べて深い位置にある。最

深部と東側のテラスの底部は平らである。遺構埋土中から土師器皿などの遺物が集中して

出土し、遺物取り上げ後に10 ～ 70㎝大の礫が多量に出土した。埋土は砂質土、砂質シルト、

粘質土など様々で、焼土と炭の有無などから細かく分層できる。最深部の深さは0.96ｍを

測る。遺構の性格は不明だが、鋳造作業に関連するか。

　572 ～ 574は中国製磁器で、572は白磁皿、573と574は染付皿である。575 ～ 578は瀬戸美
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濃産陶器である。575は古瀬戸後Ⅰ～Ⅱ期の平碗である。576

と577は古瀬戸後Ⅲ～Ⅳ期の平碗の加工円盤と口広有耳壺、

578は古瀬戸後Ⅳ期古段階の口広有耳壺である。579 ～ 582は

古瀬戸後Ⅳ期新段階で、579は縁釉小皿、580は腰折皿、581

は袴腰形香炉、582は擂鉢である。583～586は大窯第１段階で、

583は天目茶碗、584と585は擂鉢である。585はＳＫ94のもの

と接合した。586は筒形香炉で、大窯期だが時期は不明であ

る。587 ～ 604は土師器皿である。587と588はＢ１類で、588

は口縁部にタールが付着している。589と590はＢ２－ａ類で、

589は穿孔がある。591 ～ 594はＢ２－ｂ類で、591は口縁部に、

592は内外面にタールが付着している。595はＢ２－ｂ類と思

われる。596はＣ１類、597～599はＣ２類、600はＤ１類である。

601 ～ 604は鋳造作業に関連する土師器皿である。601はＢ１

類で、602はＢ１類と思われる。603はＢ２－ｂ類、604はＣ

２類である。いずれも二次被熱により胎土が硬化し、601と

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物

D D

D’ D’

0 1m

D D

D’ D’

0 1m

D D

D’ D’

0 1m

　第 73 図　ＳＫ 67 実測図
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＜ＳＫ 68 土層名＞
　１　暗茶褐色砂質土　しまる　炭、焼土やや多量に混じる
　２　淡茶褐色砂質土　　　　　灰色砂質土まだらに混じる
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

602は内面に鉱滓が付着している。605は坩堝

で、内外面に鉱滓が付着している。606は瓦

器の火鉢もしくは風炉である。ＳＫ91、92の

遺物と接合した。607は土師器の内耳鍋、608

は棒状の鉄製品か。609は安山岩製と思われ

る下臼である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ68（第74図　第141図）

　Ｇ区南部に位置し、ⅲ層上面で確認した。

ＳＤ37を切る。平面形は不整楕円形を呈し、

底部は平らではない。埋土は砂質土が主で、

炭と焼土を多量に含む。

　出土遺物は山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師

器皿などがある。610は古瀬戸後Ⅳ期新段階

の天目茶碗で、二次被熱している。611は土

師器の茶釜である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ69（第75図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。ＳＤ18に切られる。平面形は長方形を呈し、底部は平らである。

埋土は砂質土が主で、炭と焼土を少量含む。

　出土遺物は土師器皿Ｂ２－ｂ類やＣ２類などがあるが、図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ71、93（第76図　第141図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。ＳＫ71はＳＫ92に切られ、ＳＫ103を切る。平面形は方形を呈

すると思われるが、東側が調査区外であるため詳細は不明である。断面を記録していない

ため、掘り方の形状や埋土の状況は不明である。深さは0.66ｍを測る。ＳＫ71の底部でＳ

Ｋ93を確認した。平面形は不明で、深さは0.26ｍを測る。遺構の性格は不明だが、鋳造作

業に関連するか。

　612 ～ 627はＳＫ71出土遺物である。612は中国製染付皿である。613は朝鮮陶器の瓶類

である。614 ～ 619は古瀬戸後Ⅳ期新段階のものである。614と615は天目茶碗、616と617は

＜ＳＫ 69 土層名＞
　１　暗茶褐色砂質土　　しまる　　黄褐色砂質土少量混じる　　炭、焼土少量含む
　２　暗茶褐色砂質土　　しまる　　灰白色砂質土少量混じる　　炭、焼土少量まだらに含む
　　　１：Ｐ 827 ？　２：ＳＫ 69

A’B’

AB

SK69

C’

X：－61143
Y：－36693

X：－61143
Y：－36696

(SD
 19)

C
14.4m

A
14.4m

B
14.4m

1 1

1
1

1 2

( うねみぞ )

C’

A’

B’

E

NS

W

1m0

C

A’B’

AB

SK69

C’

X：－61143
Y：－36693

X：－61143
Y：－36696

(SD
 19)

C
14.4m

A
14.4m

B
14.4m

1 1

1
1

1 2

( うねみぞ )

C’

A’

B’

E

NS

W

1m0

C

A’B’

AB

SK69

C’

X：－61143
Y：－36693

X：－61143
Y：－36696

(SD
 19)

C
14.4m

A
14.4m

B
14.4m

1 1

1
1

1 2

( うねみぞ )

C’

A’

B’

E

NS

W

1m0

C

A’B’

AB

SK69

C’

X：－61143
Y：－36693

X：－61143
Y：－36696

(SD
 19)

C
14.4m

A
14.4m

B
14.4m

1 1

1
1

1 2

( うねみぞ )

C’

A’

B’

E

NS

W

1m0

C

A’B’

AB

SK69

C’

X：－61143
Y：－36693

X：－61143
Y：－36696

(SD
 19)

C
14.4m

A
14.4m

B
14.4m

1 1

1
1

1 2

( うねみぞ )

C’

A’

B’

E

NS

W

1m0

C

　　第 75 図　ＳＫ 69 実測図



－ 69 －

腰折皿で、617は加工円盤である。618は口広有耳壺、619は擂鉢である。620は大窯第１段

階の擂鉢である。621 ～ 624は土師器皿である。621はＢ２－ａ類、622はＢ２－ｂ類、623

はＣ２類で口縁部にタールが付着している。624は鋳造作業に関連する土師器皿Ｂ２－ｂ

類で、二次被熱により胎土が硬化している。625と626は瓦器の火鉢である。

　628 ～ 629はＳＫ93出土遺物である。628は中国製染付皿である。629は鋳造作業に関連

する遺物と考えられるが、器種は不明である。以上から、これらの遺構を24期に比定した。

ＳＫ72（別添図１　第141図）

　Ｇ区中央部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。Ｐ373、374に切られる。平面形は不整形を呈し、深さは0.18

ｍを測る。

　630は大窯第１段階の擂鉢である。631と632は土師器皿で、631はＢ２－ａ類、632はＢ２

－ｂ類で、口縁部にタールが付着している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物

＜ＳＫ 71 土層名＞
　１　灰黄褐色砂質土
　２　灰黄褐色砂質土　　硬くしまる　焼土まばらに含む
　３　灰黄褐色砂質土　　　　　　　　炭、焼土まばらに含む　30 ～ 200 ㎜の礫少量混じる 
　４　黄褐色砂質シルト
　　　２～４：ＳＫ 71

＜ＳＫ 71 土層名＞
　１　灰黄褐色砂質土
　２　灰黄褐色砂質土　　灰色不明瞭斑
　３　灰黄褐色粘質土　　灰色不明瞭斑
　４　灰黄褐色砂質土　　焼土多量に含む
　５　灰黄褐色砂質土　　灰黄褐色シルト、砂ブロック混じる
　６　灰黄褐色シルト

　７　灰黄褐色砂質土
　８　灰黄褐色砂質シルト
　９　灰黄褐色シルト
　10　灰色砂
　　　１：ピット状　２,３：ＳＫ 71
      ４～７：Ｐ 1039
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

ＳＫ74、75（第77図　第141図）

　Ｇ区中央部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。ＳＫ74はＳＤ17、ＳＫ80に切られ、ＳＫ75はＳＤ17に切られ、

ＳＫ81を切る。また両遺構の埋土は、焼土をわずかに含む暗茶褐色砂質土と酷似している

ことから切り合い関係が判断できなかった。平面形は、ともに方形を呈し、深さも両遺構

とも0.15ｍを測る。規模や埋土の状況から考えて、両遺構は同じ性格を持つ遺構の可能性

が高い。

　ＳＫ74からは遺物が出土していない。

　ＳＫ75の出土遺物は、山茶碗、常滑産陶器、瀬戸美濃産陶器、鋳造作業に関連する土師

器皿などがある。633はＳＫ75出土の美濃須衛窯須恵器の蓋である。

　以上のことから、これらの遺構を24期に比定した。
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　１　暗茶褐色砂質土　灰色シルト細かくまだらに混じる　焼土少量含む
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ＳＫ77（第78図　第141図）

　Ｇ区中央部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。平面形は不整形を呈する。断面を記録していないため、詳細

は不明である。深さは0.12ｍを測る。

　出土遺物は土師器、須恵器、土師器皿などがある。634は土師器皿Ｂ２－ｂ類で、口縁

部にタールが付着している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ78、79、83（第78図　第142図）

　Ｇ区中央部に位置し、ⅲ層上面から掘り込む。ＳＫ79はＳＫ78、83を切り、ＳＫ78はＳ

Ｋ83を切る。ＳＫ83はＳＤ17を切る。ＳＫ78の平面形は不明だが、東西に長軸があり、西

側は調査区外に延びる。深さは0.69ｍを測り、底部からは礫が集中して出土した。埋土は

砂質土や弱粘質土が主で、炭と焼土を多く含む。ＳＫ79の平面形は不整形で、深さは0.40

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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＜ＳＫ 79 土層名＞
１～５：観察なし

＜ＳＫ 78,79 土層名＞
　１　暗茶褐色シルト　しまる　焼土少量含む
　２　暗灰色砂質土　　しまる　炭、焼土含む
　３　暗灰色砂質土　　しまる　炭、焼土含む　黄褐色粘土ブロック混じる
　４　暗灰色砂質土　　しまる　焼土少量含む
　５　暗茶褐色シルト　しまる　焼土やや多量に含む
　６　灰白色シルト　　しまる　炭少量含む
　７　灰白色シルト　　しまる　鉄分含む　炭少量含む
　８　観察なし
　９　観察なし
　10　観察なし
　11　観察なし
　　　１～７：ＳＫ 79　８,９：ＳＫ 78　10,11：地山？
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

ｍを測る。埋土は砂質土が主で、炭と焼土を含む。ＳＫ83の平面形は、西側が調査区外で

あるため不明である。埋土は砂質土や弱粘質土が主で、炭と焼土を多く含む。これらの遺

構の性格は不明だが、鋳造作業に関連するか。また、ＳＫ78とＳＫ83は関連する遺構の可

能性も考えられる。

　635はＳＫ78出土遺物である。635は常滑産陶器の甕である。636と637は中国製磁器で、

636は白磁皿、637は染付皿である。638 ～ 646は古瀬戸期の瀬戸美濃産陶器で、638は後Ⅳ

期の鉢である。639 ～ 646は後Ⅳ期新段階である。639は天目茶碗で、二次被熱している。

640は腰折皿、641 ～ 643は卸皿である。644は直縁大皿、645は擂鉢、646は桶である。647

と648は大窯第１段階の擂鉢である。649は古瀬戸～大窯期の甕である。650 ～ 660は土師

器皿である。650はＢ２－ａ類、651はＢ２－ａ類と思われる。652 ～ 654はＢ２－ｂ類で、

652は全面にタールが付着している。655と656はＣ２類である。657 ～ 660は鋳造作業に関

連する土師器皿で、いずれも二次被熱により胎土が硬化している。657はＢ１類、658と

659はＢ２－ｂ類、660はＣ２類で、658は内面に鉱滓が付着している。661は坩堝で、胎土

に籾殻が混和されており、内面には鉱滓が付着している。662は瓦器の火鉢である。

　663と664はＳＫ79出土遺物である。663は土師器皿Ｃ２類、664は鋳造作業に関連する土

師器皿のＣ２類である。二次被熱により胎土が硬化している。

　665 ～ 667はＳＫ78、79出土の土師器皿である。665はＢ２－ａ類、666はＢ２－ｂ類、

667はＣ２類である。

　668 ～ 672はＳＫ83出土遺物である。668は古瀬戸後Ⅳ期新段階の天目茶碗である。669

～ 672は土師器皿で、670と671はＢ２－ｂ類で、670は口縁部にタールが付着している。

669はＣ２類である。672は鋳造作業に関連する土師器皿のＣ２類である。二次被熱により

胎土が硬化している。

　以上のことから、これらの遺構を24期に比定した。

ＳＫ80（第79図　第142図）

　Ｇ区中央部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ

層のいずれかの上面であるが、記録が不十分で

あるため特定できない。ＳＥ１に切られ、ＳＫ

74を切る。平面形は不整形を呈し、底部は平ら

ではない。埋土は暗茶褐色砂質土で、焼土と炭

を少量含む。深さは0.22ｍを測る。

　673は中国製白磁皿、674は土師器皿Ｂ２－ｂ

類で、口縁部にタールが付着する。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。
＜ＳＫ 80 土層名＞
　１　暗茶褐色砂質土　しまる　炭、焼土、小石少量含む
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ＳＫ81（第80図　第142図）

　Ｇ区中央部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ

層のいずれかの上面であるが、記録が不十分で

あるため特定できない。ＳＫ191などに切られ

る。平面形は方形を呈すると思われるが、西側

が削平されているため詳細は不明である。底部

はやや平らで、深さは0.20ｍを測る。埋土の観

察がないため、質や焼土などの有無は不明であ

る。竪穴状遺構と考えられるが、鋳造作業に関

連するか。

　675は中国製染付皿である。676 ～ 680は土師

器皿である。676はＢ２－ａ類、677と678はＢ

２－ｂ類で、677は口縁部にタールが付着して

いる。679はＣ２類である。680 ～ 684は鋳造作

業に関連する土師器皿で、いずれも二次被熱に

より胎土が硬化し、内面に鉱滓が付着している。

680はＢ１類、681と682はＢ２－ｂ類、683と684

はＣ２類である。685と686は坩堝で、685は内

面に、686は内外面に鉱滓が付着している。687

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物

＜ＳＫ 81,153 土層名＞
　１～ 19：観察なし
　４～９：ＳＫ 153
　11 ～ 16：ＳＫ 81
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＜ＳＫ 82 土層名＞
　１　淡茶褐色砂質土　灰白色砂質土多量にまだらに混じる
　２　淡茶褐色砂質土　灰白色砂質土まだらに混じる
　３　淡茶褐色砂質土　灰白色砂質土多量にまだらに混じる
　４　暗茶褐色砂質土　灰白色砂質土少量まだらに混じる
　５　焼土ブロック
　６　淡茶褐色砂質土　灰白色砂質土まだらに混じる　　　炭、焼土やや多量に混じる
　７　暗茶褐色砂質土　灰白色砂質土少量まだらに混じる
　８　淡茶褐色砂質土　灰色シルト混じる
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

は木製品の釘か。688は銅製品で、刀装具か。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ82（第81図　第142図）

　Ｇ区中央部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。平面形は長方形を呈し、底部は平らである。埋土は砂質土が

主で、焼土と炭を含む。中央部やや東寄りの位置に不整楕円形の土坑状の掘り込みがある。

断面を記録していないため詳細は不明であるが、本遺構に伴う可能性がある。本遺構は竪

穴状遺構と考えられるが、鋳造作業に関連するか。

　689は瀬戸美濃産陶器の古瀬戸後Ⅳ期古段階の天目茶碗である。690は土師器皿Ｂ２－ｂ

類で、外面底部に板と思われる圧痕が認められる。691は不明銅製品である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ84（第82図　第142図）

　Ｇ区中央部に位置する。掘り込み

面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面で

あるが、記録が不十分であるため特

定できない。平面形は方形を呈する

が、東側は削平のため詳細は不明で

ある。底部はやや平らで、深さは0.18

ｍを測る。埋土は暗茶褐色砂質土で、

炭と焼土を多量に含む。中央部分に

土坑状の掘り込みがあり、深さは

0.31ｍを測る。ＳＫ82で確認したも

のと同じ性格の可能性がある。本遺

構は竪穴状遺構と考えられるが、鋳

造作業と関連するか。

　692と693は中国製磁器で、692は青磁碗で、外面に鎬蓮弁文がある。693は白磁皿であ

る。694は古瀬戸後Ⅳ期新段階の腰折皿、695は大窯第１段階の擂鉢である。696 ～ 700は

土師器皿である。696はＢ１類、697はＢ２－ａ類、698はＢ２－ｂ類、699と700はＣ２類で、

699は口縁部にタールが付着している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ87（第83図　第143図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

＜ＳＫ 84 土層名＞
　１　暗茶褐色砂質土　硬くしまる　灰白色砂質土まだらに細かく混じる　炭、焼土多量に含む
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であるため特定できない。ＳＫ92、105、107など

を切り、Ｐ1037などに切られる。平面形は不整形

を呈し、深さは0.39ｍを測る。埋土は黄褐色砂質

土に炭と焼土をまばらに含む。詳細は不明だが、

後述する遺物の様相から考えると、鋳造作業に関

連する遺構か。

　701は中国染付皿、702は朝鮮陶器（李朝）の瓶

で、内外面に雑釉が施釉される。703 ～ 705は大

窯第１段階のもので、703は天目茶碗、704と705

は擂鉢である。706は古瀬戸後Ⅳ期新段階～大窯

第１段階の擂鉢である。707 ～ 713は土師器皿で

ある。707はＢ２－ａ類、708 ～ 710はＢ２－ｂ類

で、708は内面に煤が付着し、709は内面に煤とタ

ールが付着している。712と713は鋳造作業に関連する土師器皿で、ともに二次被熱により

胎土が硬化している。712はＢ１類と思われ、713はＣ２類である。714は坩堝である。口

径は3.1cm、高さは8.5cm、最大径は12.2cm、内面の深さは6.9cmを測る。胴部は楕円形を呈

し、口縁部付近に半円形の把手が２つ付く。外面底部には平らな部分はない。外面にのみ

鉱滓が付着し、内面には何も付着していないように見えるが、分析の結果亜鉛が多量に検

出された。また他に検出された成分から黄銅の溶解もしくは黄銅の調合に使用されたもの

か。715は土錘である。717は銅製品で、何かに装着できるような形状をしている。さや尻

金具のようなものか。716は銅滓か。718は鉄釘、719は粘板岩製の砥石で、使用面は４面

認められる。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ88（第92図　第143図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。ＳＫ91、106を切る。平面形は不整形を呈し、埋土中からは礫

が多く出土した。埋土は黄褐色砂質土である。

　720は常滑産陶器の甕である。721は中国製染付皿で、ＳＫ91のものと接合した。722は

土師器皿Ｃ２類である。723と724は鋳造作業に関連する土師器皿で、ともに二次被熱によ

り胎土が硬化している。723はＢ１類、724はＣ２類である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ89（第84図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分
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＜ＳＫ 87 土層名＞
　１　黄褐色砂質土　炭、焼土まばらに含む

0 1m

SK87

X：－61164
Y：－36697

X：－61164
Y：－36694

A A'

A
14.5m A'1

1

　　第 83 図　ＳＫ 87 実測図



－ 76 －

第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

であるため特定できない。ＳＫ90、109

を切る。平面形は不整形を呈し、底部は

平らである。埋土は粘質シルトに、炭と

焼土が多量に混じる。深さは0.09ｍを測

る。

　出土遺物は瀬戸美濃産陶器、土師器

皿、鋳造作業に関連する土師器皿などが

ある。図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定

した。

ＳＫ90（第85図　第143、144図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。ＳＫ89に切られ、ＳＫ109、113を切る。平面形は不整円形を呈し、

長軸2.20ｍ、短軸1.85ｍ、深さ1.27ｍを測る。掘り方の上方は緩傾斜であるが、中程から

底部にかけての壁はかなり急傾斜である。底部は平らでなく中央部が窪む。埋土は砂質土

が主で全体に焼土と炭を含むが、中程に0.78ｍを測る厚い焼土層がある（５、６、９層）。

また底部付近には炭層（11層）がある。炭の樹種同定を行ったところ、ヒノキ属、クリ、

ケヤキ、クスノキ科、タケ亜科などが検出された（第５分冊参照・以下同）。ヒノキ属と

タケ亜科は施設もしくは用具に利用され、その他は燃料材と思われる。後述する遺物の様

相から考えて鋳造作業に関連する遺構の可能性が高いが、最終的には廃棄土坑として利用

されたと考えられる。

　725 ～ 731は古瀬戸期の瀬戸美濃産陶器である。725と726は後Ⅳ期のもので、725は筒形

＜ＳＫ 90 土層名＞
　１　灰黄褐色砂質土　灰褐色、黄色まだら　　炭、焼土多量に混じる
　２　灰黄褐色砂質土　　　　　　　　　　　　炭、焼土含む
　３　淡黄色砂質土　　灰褐色、灰白色まだら　炭、焼土少量含む
　４　灰黄褐色砂質土　硬くしまる　　　　　　炭、焼土含む
　５　黒色焼土層　　　　　　　　　　　　　　炭多量に含む
　６　橙色焼土層　　　焼土ブロック大きい　　炭多量に含む
　７　灰黄褐色砂質土
　８　灰黄褐色砂質土　　　　　　　　　　　　炭、焼土含む
　９　橙色焼土層　　　焼土ブロック小さい　　炭多量に含む
　10　灰黄褐色砂質土
　11　炭層　　　　　　灰黄色土、焼土混じる
　12　灰黄褐色砂質土　灰褐色、黄色粘土ブロック混じる
　13　観察なし
　14　灰黄褐色砂質　　炭、焼土まばらに含む
　15　灰黄褐色砂質土　黄色、褐色、灰色不明瞭小ブロックまだら　炭、焼土まだらに含む
　16　灰黄色砂質土　　淡灰色粒状まだら
　17　黄色粘土　　　　暗粒状斑文
　　　１：焼土層　５～ 13：ＳＫ 90　17：地山 
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＜ＳＫ 89 土層名＞
　１　暗茶褐色粘性シルトしまる　黄褐色粘質土ブロック状に混じる
　　　被熱した礫混じる　　　　　炭、焼土多量に混じる
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香炉でＰ813のものと接合した。726は盤類で、ＳＫ92のものと接合した。727 ～ 731は後

Ⅳ期新段階のもので、727は腰折皿、728 ～ 730は袴腰形香炉で、728と729はトレンチ出土

の遺物と、730はＰ813のものとそれぞれ接合した。731は擂鉢でⅳ層出土の遺物と接合し

た。732と733は大窯第１段階の擂鉢である。734～ 743は土師器皿である。743はＢ２－ａ類、

744はＢ２－ａ類と思われる。736はＢ２－ｂ類、737はＣ２類である。734は内外面に煤が

付着し、735と736は内外面にタールが付着し、737は全面にタールが付着している。738は

鋳造作業に関連する土師器皿Ｃ２類で、胎土は二次被熱により硬化し、内面に鉱滓が付着

している。

　739 ～ 751は焼土層から出土した遺物である。739は土師器皿の体部で、内面に墨で草花

文と思われる文様が描かれている。739 ～ 743は鋳造作業に関連する土師器皿で、いずれ

も二次被熱により胎土が硬化し、内面に鉱滓が付着している。740はＢ１類、741はＣ２類、

742と743はＣ２類と思われる。744 ～ 747は鋳型の可能性がある焼土塊である。一部に平

らな面が認められ、面が灰色を呈しているものもある。749 ～ 751は土師器の内耳鍋である。

　752 ～ 756は炭層から出土した遺物である。752は中国製染付皿で、二次被熱しているか。

753は古瀬戸後Ⅳ期新段階の縁釉小皿で、内面と割れ口に鉱滓が付着していることから、

鋳造作業で使用されたと考えられる。754 ～ 756は鋳造作業に関連する土師器皿で、いず

れも二次被熱により胎土が硬化している。754はＢ２－ｂ類、755と756はＣ２類で、754は

内面に鉱滓が付着し、756は内面に鉱滓と思われるものが付着している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ91（第86図　第144図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅳ層中と考えているが、記録は不十分である。ＳＫ

88、92などに切られる。平面形は不整形を呈し、底部はやや平らである。深さは0.67ｍを

測る。埋土の11層は炭と焼土塊を多量に含む層である。炭の樹種同定を行ったところ、ヒ

ノキ属、イヌシデ節、ブナ属、コナラ、クリ、ケヤキ、マツ属複維管束亜属、タケ亜科な

どが検出された。ヒノキ属とタケ亜科は施設もしくは用具に利用され、その他は燃料材と

思われる。後述する遺物の様相から考えて鋳造作業に関連する遺構の可能性が高いが、最

終的には廃棄土坑として利用されたと考えられる。

　757 ～ 759は中国製磁器で、759は褐釉壺で、二次被熱している。757は青磁碗で外面に

線描蓮弁文があり、ＳＫ92のものと接合した。758は染付皿で、二次被熱している。ＳＫ

92のものと接合した。760 ～ 766は古瀬戸後Ⅳ期新段階の瀬戸美濃産陶器である。760は

天目茶碗で、ⅳ層出土遺物と接合した。761と762は平碗で、761はＳＫ92、ⅳ層のものと、

762はＳＫ92のものとそれぞれ接合した。763は腰折皿、764は袴腰形香炉である。765は卸

目付大皿で、ＳＫ92のものと接合した。766は擂鉢でＰ1037のものと接合した。767 ～ 769

は大窯第１段階の擂鉢で、767はＳＫ94のものと、768はＳＫ92、ⅳ層出土のものと、769

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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はＳＫ92、ⅲ層、ⅳ層などとそれぞれ接合した。770は鋳造作業に関連する土師器皿で、

Ｂ２－ａ類と思われる。771は鋳型の可能性がある焼土塊である。772 ～ 774は瓦器の火鉢

もしくは風炉で、772はＳＫ92、ⅳ層のものと、773はＳＫ92 ～ 94、ⅲ層のものと、774は

ＳＫ107のものとそれぞれ接合した。775は土師器の内耳鍋で、ＳＫ92のものと接合した。

776は銅製品の分銅で、重さは51ｇである。777は被熱により溶解した銅銭、778は不明銅

製品である。

　779 ～ 809は焼土層から出土した遺物である。779と780は中国製磁器で、779は青磁碗で、

外面に線描蓮弁文がある。780は染付皿である。781 ～ 785は古瀬戸期の瀬戸美濃産陶器で

ある。781は後Ⅰ～Ⅱ期の筒形香炉、782は後Ⅳ期の鉢である。783 ～ 785は後Ⅳ期新段階

である。783は縁釉小皿で、二次被熱により胎土が硬化している。鋳造作業で使用された

と考えられる。784は卸皿、785は器種不明である。786はＰ860、865出土の1413と同一個体

の可能性がある。786と787は大窯期のもので、786は第１段階の天目茶碗、787は第１段階

の平碗、788は筒形香炉で時期は不明である。789～798は土師器皿である。789はＢ２－ａ類、

790はＢ２－ａ類と思われる。791と792はＢ２－ｂ類、793 ～ 795はＣ２類である。796 ～

798は鋳造作業に関連する土師器皿で、いずれも二次被熱により胎土が硬化している。796

はＢ１類、797はＢ２－ｂ類、798はＣ２類で、798は２枚の土師器皿が鉱滓により接着し

てしまっている。799 ～ 802は鋳型の可能性がある焼土塊である。一部に平らな面が認め

られ、面が灰色を呈しているものもある。803は鉱滓、804は瓦器の火鉢である。805 ～

807は銅製品で、805は銅銭（種類不明）で、806と807は不明である。808は鉄釘、809は石

＜ＳＫ 91 土層名＞
　１　淡黄色砂質土　　灰褐色、灰白色まだら
　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　２　黄褐色砂質土　　炭、焼土含む
　３　灰黄褐色砂質土　淡黄色砂質土まだら
　　　　　　　　　　　炭、焼土わずかに混じる
　４　灰黄褐色砂質土　灰褐色、黄色まだら
　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に混じる
　５　灰黄褐色砂質土　淡黄色砂質土まだら
　　　　　　　　　　　炭、焼土わずかに混じる
　６　灰黄褐色砂質土　硬くしまる
　　　　　　　　　　　炭、焼土含む
　７　灰黄褐色砂質土
　８　黒色焼土層　　　炭多量に含む
　９　橙色焼土層　　　焼土ブロック大きい
　　　　　　　　　　　炭多量に含む
　10　灰黄褐色砂質土　炭、焼土含む
　11　橙色焼土層　　　焼土ブロック小さい
　　　　　　　　　　　炭多量に含む
　12　灰黄褐色砂質土
　13　炭層　　　　　　灰黄色土、焼土混じる
　14　灰黄褐色砂質土　灰褐色、黄色粘土ブロック混じる
　15　灰黄褐色砂質土　炭、焼土まばらに含む
　16　灰黄褐色砂質土　黄色、褐色、灰色不明瞭小ブロックまだら
　　　　　　　　　　　炭、焼土まだらに含む
　17　灰黄色砂質土　　淡灰色粒状まだら
　18　灰褐色砂質土　　淡灰色粒状まだら
　　　　　　　　　　　炭、焼土まだらに含む
　19　灰黄色細粒砂　
　20　灰黄褐色シルト　暗褐色粒状斑文
　21　灰黄褐色砂質土
　　　灰茶褐色、黄褐色、淡灰色不明瞭ブロックまだらに混じる
　22　黄色粘土　　　　暗粒状斑文
　23　観察なし
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製品の硯で、二次被熱している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。また遺物について、ⅳ層もしくはその他の

遺構の遺物と接合するものが一定量あることが目立つ。ⅳ層は繰り返し整地が行われた結

果による堆積と考えていることから、本遺構はⅳ層形成途中のある段階での整地と共に廃

棄された可能性が高い。

ＳＫ92（第87図　第146、147図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅳ層中と考えているが、記録は不十分である。ＳＫ

71、91などを切り、ＳＫ87、107などに切られる。平面形は不整形を呈し、底部はほぼ平

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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＜ＳＫ 92 土層名＞
　１　灰黄色砂質土
　２　灰黄褐色砂質土　　　　　　　　　　しまる　    ～ 40 ㎜の礫混じる　 　　　炭、焼土まばらに含む
　３　淡灰黄色砂質シルト　　　　　　　　硬くしまる　暗褐色粒状斑
　４　観察なし
　５　灰黄褐色砂質シルトと焼土の混合層　硬くしまる　
　６　灰黄褐色砂質土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土含む
　７　暗灰褐色土　　　　　　　　　　　　しまる　　　黄褐色土、灰褐色土まだら　炭、焼土含む
　８　灰褐色砂礫 (～ 20 ㎜ ) 　　　　　 しまる　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　９　灰黄褐色シルト　　　　　　　　　　　　　　　　６に似るがやや白味帯びる　炭、焼土わずかに含む
　10　観察なし
　11　灰黄褐色シルト　やや砂質
　12　黄色シルト　  　やや粘質
　13　観察なし
　14　黄色粘土
　15　黄灰色砂　　　　シルトブロック混じる
　　　４：ＳＫ 107　５～９：ＳＫ 92　 
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　第 87 図　ＳＫ 92 実測図
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らになるが、部分的に窪む部分がある。深さは0.63ｍを測る。埋土は砂質土が主で、全体

に炭と焼土を多量に含む。Ｂ－Ｂ’セクションの13、18層は特に焼土と炭の量が多い。炭

の樹種同定を行ったところ、ヒノキ属、ネズコ？、イヌシデ節、アカガシ亜属、クリ、タ

ケ亜科などが検出された。ヒノキ属とタケ亜科は施設もしくは用具に利用され、その他は

燃料材と思われる。後述する遺物の様相から考えて鋳造作業に関連する遺構の可能性が高

いが、最終的には廃棄土坑として利用されたと考えられる。

　本遺構の底部でＳＫ141を確認した。埋土に炭と焼土を含み、出土遺物には土師器皿が

少量あることから、ＳＫ92と一連の遺構の可能性がある。

　810は東濃型山茶碗の碗である。811 ～ 818は中国製磁器である。811は青磁碗で、外面

に線描蓮弁文がある。812 ～ 818は染付皿である。813はＳＫ95のものと、814はＳＫ95と

Ｐ1035のものと、815はⅳ層のものと、816と817はＳＫ95とⅳ層のものと、818はＳＫ95、

Ｐ450、ⅳ層のものとそれぞれ接合した。817の内面底部には玉取獅子文が描かれている。

819 ～ 828は古瀬戸期の瀬戸美濃産陶器である。819と820は後Ⅳ期で、819は盤類でＳＫ94

のものと接合した。820は桶でⅳ層のものと接合した。821 ～ 827は後Ⅳ期新段階のもので、

821は天目茶碗でⅳ層のものと接合した。822 ～ 824は腰折皿、825は卸皿である。826は壺

で、ＳＫ94とⅳ層の遺物と接合した。827は卸目付大皿で、ＳＫ97、106、ⅳ層の遺物と接

合した。828 ～ 835は大窯第１段階の擂鉢である。828と829はⅳ層の遺物とそれぞれ接合

した。829と830は古瀬戸後Ⅳ期新段階～大窯第１段階の擂鉢である。834はＳＫ104、ⅲ層

の遺物と接合した。836 ～ 843は土師器皿である。836 ～ 838はＢ１類で、二次被熱している。

839と840はＢ２－ｂ類、841と842はＣ２類で、839と842は口縁部にタールが付着している。

843は鋳造作業に関連する土師器皿で、Ｂ２－ａ類と思われる。844は鋳型の可能性がある

焼土塊である。845は土師器の内耳鍋で外面に煤が付着している。846は銅銭の元祐通寶で

ある。

　847 ～ 858は焼土層から出土した遺物である。847 ～ 851は中国製磁器で、847は青磁稜花

皿、848と849は青磁碗、850と851は染付皿である。852は古瀬戸後Ⅳ期新段階の縁釉小皿

である。853は鋳造作業に関連する土師器皿Ｂ２－ｂ類で、二次被熱により胎土が硬化し、

内面に鉱滓が付着している。854は坩堝で内面に鉱滓が付着している。855 ～ 857は鋳型の

可能性がある焼土塊である。858は土製品のさいころで、一辺は0.9cmを測る。目は１から

６まであり、対になる面の和が７になるよう配置されている。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。また遺物について、ⅳ層もしくはその他の

遺構の遺物と接合するものが一定量あることが目立つ。ⅳ層は繰り返し整地が行われた結

果による堆積と考えていることから、本遺構はⅳ層形成途中のある段階での整地と共に廃

棄された可能性が高い。
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ＳＫ94（第88図　第148図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上

面であるが、記録が不十分であるため特定できない。ＳＫ104、

107などに切られる。平面形は不整形で、逆Ｓ字状に湾曲する。

掘り方も不整形で、深さは0.24ｍを測る。埋土の観察がないた

め、焼土や炭の有無などの詳細は不明である。

　859は古瀬戸後Ⅳ期新段階のもので、859は天目茶碗、860は

腰折皿である。861 ～ 864は土師器皿で、861と862はＢ２－ｂ類、

863と864はＣ２類である。862は内面にタールが付着し、863は

未貫通だが穿孔しようとしている部分が認められる。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ95（別添図１）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上

面であるが、記録が不十分であるため特定できない。Ｐ450に

切られる。平面形は不整形を呈し、深さは0.60ｍを測る。出土

遺物は瀬戸美濃産陶器、土師器皿などがある。865は土師器皿

Ｂ２－ａ類である。以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ96（第89図　第148図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上

面であるが、記録が不十分であるため特定できない。Ｐ811な

どに切られる。平面形は不整形を呈し、深さは0.18ｍを測る。埋土は砂質土と粘質土で、

炭と焼土を含む。

　出土遺物は瀬戸美濃産陶器、土師器皿などがある。866は土師器皿Ｃ２類である。867

～ 870は銅製品で、867と868は被熱により溶解した銅銭、869と870は不明である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ97（第90図　第148図）

　Ｇ区南端部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。ＳＫ99に切られる。平面形は不整楕円形を呈し、底部は平ら

ではない。深さは0.12ｍを測る。

　871と872は土師器皿である。871はＢ２－ｂ類で、外面底部に板と思われる圧痕が認め

られる。872はＣ２類である。873は土師器の内耳鍋である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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ＳＫ98（別添図１　第148図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。ＳＫ105などに切られる。平面形は不明で、掘り方は西部にテ

ラスがある。断面の記録がないため、埋土の状況や深さなど詳細は不明である。

　874は中国製白磁皿である。875と876は土師器皿で、875はＢ２－ｂ類、876はＣ２類であ

る。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ99（第90図　第148図）

　Ｇ区南端部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。ＳＫ97を切る。平面形は不整形で、底部は平らではない。深

さは0.34ｍを測る。

　877は中国製青磁碗で、外面に線描蓮弁文がある。878 ～ 883は土師器皿である。878は

Ｂ１類、879はＢ２－ａ類と思われる。口縁部にタールが付着している。880と881はＢ２

－ｂ類、882と883はＣ２類である。884は鉄製品の鎌と思われる。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ102（別添図１）

　Ｇ区南端部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。Ｐ886に切られる。平面形は不整円形を呈すると思われ、深

さは0.23ｍを測る。
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＜ＳＫ 96 土層名＞
　１　暗茶褐色砂質土
　　　炭、焼土多量に混じる
　２　灰白色粘質土
　　　炭少量含む
　３　暗茶褐色砂質土
　　　炭、焼土混じる (１より少量 )
　４　灰白色粘質土

X：－61159
Y：－36693

X：－61159
Y：－36691

A

A

A'

A'

3

1

4
2

0 1m

14.5m

(P811)

(P835)

(P885)

(P450)

SK112

SK95

SK96

X：－61159
Y：－36693

X：－61159
Y：－36691

A

A

A'

A'

3

1

4
2

0 1m

14.5m

(P811)

(P835)

(P885)

(P450)

SK112

SK95

SK96

　第 89 図　ＳＫ 96 実測図

＜ＳＫ 97、99 土層名＞
　１　黄色砂質土
　２　黄褐色砂質土
　３　灰褐色砂質土
　４　淡灰色砂質土

　５　淡灰色砂質土
　６　淡灰色砂質シルト
　７　観察なし
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　出土遺物は土師器皿Ｂ２－ｂ類やＣ２類な

どがある。図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ103（別添図１　第149図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ

層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。ＳＫ71に切られる。

平面形は不整形を呈する。

　出土遺物は山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師

器皿などがある。885は中国製染付皿である。

886は坩堝、887は鞴の羽口か。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ104（第53図　第149図）

　Ｇ区南端部に位置する。掘り込み面はⅲ～

ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。ＳＤ19に切られ

る。平面形は不整楕円形を呈する。埋土は砂

質土で、炭と焼土を含む。

　888は古瀬戸後Ⅳ期新段階の天目茶碗、889

は土師器皿Ｂ２－ａ類である。890は土師器

の蓋で、胎土は土師器皿と似ている。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ105（第91図　第149図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ

層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。ＳＫ87に切られ

る。平面形は不整形を呈し、掘り方は西側は

三段掘り、東側は二段掘りを呈する。西側に

は明確なテラスがあり、最深部はピット状で

ある。埋土は砂質土が主で、炭と焼土を含む。

深さは0.60ｍを測る。

　891は中国製青磁碗で、外面に線描蓮弁文

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物

＜ＳＫ 105 土層名＞
　１　灰黄褐色砂質土　炭、焼土少量含む
　２　灰褐色砂礫　　　炭、焼土まばらに含む
　３　灰褐色砂礫　　　炭、焼土まばらに含む
　４　観察なし
　５　灰色粘質シルト　　　　　　　　　黄色ブロックまだら
　６　灰色砂質土　　　　　しまりなし　黄褐色シルトブロックまだら
　７　黄淡灰色砂質シルト　かたくしまる
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＜ＳＫ 106 土層名＞
　１　黄褐色砂質土
　２　灰黄褐色砂質土　　　暗色小粒斑文、淡灰色不明瞭斑文　　　　　炭、焼土まばらに含む
　３　灰褐色砂質土　　　　褐色、灰色の不明瞭斑文まだらに混じる　　炭、焼土少量含む
　４　黄褐色砂質土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　５　灰黄褐色砂質土　　　黄色シルトブロック混じる　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　６　灰黄褐色砂質土　　　ややシルト質　黄色シルトブロック混じる　炭、焼土少量含む
　７　灰褐色シルト　　　　褐色、灰色の不明瞭斑文まだらに混じる　　炭、焼土少量含む
　８　黄色砂質土　　　　　硬くしまる　暗色小粒斑文　
　９　黄色シルト　　　　　硬くしまる　褐色斑文
　10　黄褐色粘土
　11　灰褐色砂質土　　　　褐色、灰色の不明瞭斑文まだらに混じる　　炭、焼土少量含む
　12　灰黄褐色粘質シルト
　13　観察なし
　14　灰黄褐色粘質シルト　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量混じる
　15　黄色シルト　　　　　硬くしまる　褐色斑文
　16　黄褐色粘土
　17　淡白黄色砂質土
　18　黄白色粘質シルト
　　　１：ＳＫ 88　２～ 15：ＳＫ 106　16 ～ 18：不明

第 92 図　ＳＫ 88，106 実測図

　　第 91 図　ＳＫ 105 実測図
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がある。892 ～ 894は古瀬戸後Ⅳ期新段階のもので、892と893は天目茶碗、894は腰折皿で

ある。895は大窯第１段階の擂鉢である。896 ～ 905は土師器皿で、896 ～ 899はＢ２－ｂ

類、904と905はＣ２類で、896と900は口縁部にタールが付着している。902 ～ 905は鋳造作

業に関連する土師器皿で、いずれも二次被熱により胎土が硬化している。902はＢ２－ｂ類、

903はＢ１類もしくはＢ２－ｂ類、904と905はＣ２類である。902と903は内面に鉱滓が付

着している。906は坩堝で、胎土に籾殻が混和されている。また内面に鉱滓が付着している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ106（第92図　第149図）

　Ｇ区南部に位置し、ⅲ層上面から掘り込む。ＳＫ66、67に切られる。平面形は、西側が

調査区外で、南側がＳＫ67に削平されているため不明である。掘り方は東側に不明瞭なテ

ラスがある二段掘りを呈する。底部は平らである。埋土は砂質土が主で、全体に炭と焼土

を含む。深さは1.41ｍを測る。

　907 ～ 912は土師器皿である。907はＢ１類、908と909はＢ２－ａ類、910はＢ２－ｂ類、

911はＢ１類もしくはＢ２－ｂ類、912はＣ２類である。910と912は口縁部にタールが付着

している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ107（第93図　第149図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの

上面であるが、記録が不十分であるため特定できない。平面

形は不整形を呈し、深さは0.43ｍを測る。

　913と914は土師器皿Ｃ２類である。915は鋳造作業に関連

する土師器皿で、Ｂ１類と思われる。二次被熱により胎土が

硬化し、内面には鉱滓が付着している。

 以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ108（別添図１　第149図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。平面形は、西側が調査区外であるため不明である。深さは0.34

ｍを測る。916は古瀬戸後Ⅳ期新段階の腰折皿、917は土師器皿Ｂ２－ａ類で、内外面にタ

ールが付着する。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

＜ＳＫ 107 土層名＞
　１～ 10：観察なし 
　１：Ｐ 819　 ２：Ｐ 817　 ４：ＳＫ 94
　５～７：ＳＫ 107 ８：ＳＫ 90 ９,10：基盤層？
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　　第 93 図　ＳＫ 107 実測図
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ＳＫ109（第94図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層の

いずれかの上面であるが、記録が不十分であるた

め特定できない。ＳＫ89、90に切られる。平面形

は不整形を呈し、深さは0.15ｍを測る。断面の記

録がないため詳細は不明である。

　出土遺物は瀬戸美濃産陶器、土師器皿、鋳造作

業に関連する土師器皿などがある。図示できるも

のはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ111（別添図１　第149図）

　Ｇ区南端部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層

のいずれかの上面であるが、記録が不十分である

ため特定できない。ＳＤ21を切る。平面形は不整

楕円形を呈し、底部は平らではない。埋土は砂質

土と砂質シルトが主で、炭と焼土を含む。

　918と920は土師器皿である。918はＢ２－ｂ類で内面にタールが付着している。919はＣ

２類である。920は鞴の羽口である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ113（第95図　第149図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。ＳＫ90などに切られる。平面形は不整楕円形を呈すると思われ

るが、南側をＳＫ90に削平されるため詳細は不明である。底部はほぼ平らで、埋土は砂質

土に焼土と炭を含む。深さは0.30ｍを測る。

　921は土師器の伊勢型甕Ａ２類である。922は土師器Ｂ１類で口縁部にタールが付着して

いる。923は瓦器の火鉢もしくは風炉で、Ｐ813のものと接合した。924は上層出土の鞴の

羽口である。以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ115－１（第95図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。ＳＫ90、109に切られる。平面形は不明で、深さは0.74ｍを測る。

埋土は砂質土などで、底部付近に炭を少量含む。

　出土遺物は土師器がほとんどで、他に須恵器、東濃型山茶碗、土師器皿などが少量ある

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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＜ＳＫ 109 土層名＞
　１　黄淡灰色砂質土　硬くしまる　炭、焼土少量混じる
　２　淡黄褐色砂質土
　３　淡黄白色砂質土　硬くしまる　黄色砂質土まだら
　４　黄褐色砂質土　　硬くしまる
　５　灰褐色シルト　　　　　　　　黄色粘質シルトブロック混じる
　６　灰黄褐色砂質土　硬くしまる
　７　観察なし
　
　８　黄褐色シルト
　９　観察なし
　10　観察なし
　11　観察なし
　12　観察なし
　　　４：ＳＫ 109 ？
　　　７：ＳＫ 115

A

1
2 2

6 5

7 9
10
11

12

2 3

4

9
8

0 1m

(SK90)

A'

A
14.5m

A'

X：－61156
Y：－36694

X：－61156
Y：－36692

SK109

A

1
2 2

6 5

7 9
10
11

12

2 3

4

9
8

0 1m

(SK90)

A'

A
14.5m

A'

X：－61156
Y：－36694

X：－61156
Y：－36692

SK109

　第 94 図　ＳＫ 109 実測図
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が、図示できるものはなかった。

　本遺構の時期は、掘り込み面と遺物から考えると24期になると思われる。

ＳＫ117（第95図）

　Ｇ区北部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ８、Ｐ938、939に切られる。平面形は、

西側が調査区外であるため詳細は不明である。底部は平らで、深さは0.17ｍを測る。

　出土遺物は土師器皿がほとんどである。図示できるものはなかった。

＜ＳＫ 115 －１土層名＞
　１　明灰黄色砂質土
　２　灰黄色土　　粘性あり
　３　暗灰茶色土　粘性あり　炭、焼土少量含む
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＜ＳＫ 113 土層名＞
　１　灰黄褐色砂質土　灰褐色、黄色まだら　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　２　灰黄褐色砂質土　淡黄色砂質土まだら
　３　淡黄色砂質土　　灰褐色、灰白色まだら　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　４　灰黄褐色砂質土　淡黄色砂質土まだら　　　　　　　　　　　炭、焼土まばらに混じる
　５　観察なし
　６　灰黄褐色砂質土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土まばらに含む
　７　灰黄褐色砂質土　黄色、褐色、灰色不明瞭小ブロックまだら　炭、焼土まばらに含む
　　　５：ＳＫ 90　６：ＳＫ 113
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＜ＳＫ 117 土層名＞
　１　茶褐灰色土　粘性あり　砂、鉄分混じる
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＜ＳＫ 123 土層名＞
　１　観察なし
　２　観察なし
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　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ123（第95図　第150図）

　Ｇ区中央部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のい

ずれかの上面であるが、記録が不十分であるため特定

できない。ＳＫ55などに切られ、ＳＫ124を切る。方

形を呈すると思われるが、東側は調査区外であるため

詳細は不明である。底部は平らで、深さは0.33ｍを測

る。埋土の観察がないため詳細は不明だが、底部直上

に厚さ0.08 ～ 0.13ｍの薄い堆積がある。

　埋土中からは土師器皿と鋳造作業に関連する土師器

皿が多量に出土し、また完形品の割合が高い。925 ～

927は古瀬戸後Ⅳ期新段階の瀬戸美濃産陶器である。

925は天目茶碗、926は腰折皿、927は花瓶である。928

～ 933は土師器皿である。928はＡ３類と思われ、かな

りの大型品である。929はＢ１類で、内面のナデが左

回りである。また外面底部に墨書のようなものがある

が判読できない。930はＢ２－ａ類、931と932はＢ２

－ｂ類で、931は口縁部にタールが付着する。933はＣ

２類である。934 ～ 938は鋳造作業に関連する土師器

皿である。934はＢ１類、935と936はＢ２－ｂ類、937

と938はＣ２類で、すべて二次被熱により胎土が硬化

している。934と937は内面に、935と936は内外面に鉱

滓が付着している。939と940は鞴の羽口、941 ～ 943

は坩堝である。941は714と同じく口縁部付近に２つの

耳が付くタイプの破片である。以上のことから、本遺

構を24期に比定した。

ＳＫ125（別添図１　第150図）

　Ｇ区中央部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十

分であるため特定できない。ＳＫ124を切る。平面形は不明で、深さは0.20ｍを測る。

　944は古瀬戸後Ⅳ期新段階の擂鉢、945は土師器皿Ｂ２－ｂ類である。946は坩堝で、胎

土に籾殻が混和され、内面には鉱滓が付着している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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　第 96 図　ＳＫ 126 実測図
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

ＳＫ126（第96図）

　Ｇ区中央部に位置し、第１遺構検出面（ⅲ～ⅴ層のいずれ

かに対応）で確認した。ＳＤ29、ＳＫ59などに切られる。平

面形は長方形を呈し、底部は平らである。深さは0.13ｍを測

る。

　出土遺物は尾張型山茶碗、土師器皿、鋳造作業に関連する

土師器皿などがある。図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ152（第97図　第150図）

　Ｇ区北部に位置する。第１遺構検出面（ⅲ～ⅴ層のいずれ

かに対応）で確認した。Ｐ273などに切られ、ＳＫ151を切る。

平面形は不整形を呈し、底部はやや平らである。深さは0.18

ｍを測る。

 出土遺物は東濃型山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師器皿など

がある。947は中国製染付皿である。

 以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ155（別添図１　第150図）

　Ｇ区北部に位置する。第１遺構検出面（ⅲ～ⅴ層のいずれ

かに対応）で確認した。ＳＤ28を切る。平面

形は、東側が調査区外であるため不明である。

深さは0.15ｍを測る。

　出土遺物は土師器皿のみである。948は土

師器皿Ｃ２類である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ156（第98図　第150図）

　Ｇ区北部に位置する。第１遺構検出面（ⅲ

～ⅴ層のいずれかに対応）で確認した。Ｐ

287に切られる。平面形は、東側が調査区外

であるため不明である。底部は平らになると

思われる。

　出土遺物は常滑産陶器、瀬戸美濃産陶器、

土師器皿などがある。949は土師器皿Ｂ１類
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　第 98 図　ＳＫ 154，156 実測図

＜ＳＫ 157 土層名＞
　１　暗茶褐色砂質土　しまる
　　　灰色シルト部分的にまだらに混じる
　　　焼土極少量含む

＜ＳＫ 160 土層名＞
　１　暗茶褐色砂質土　しまる
　　　炭極少量含む
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第 99 図　ＳＫ 157 ～ 160 実測図
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と思われる。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ158（第99図　第150図）

　Ｇ区北部に位置する。第１遺構検出面（ⅲ～ⅴ層のいずれかに対応）で確認した。平面

形は不整楕円形を呈し、深さは0.24ｍを測る。

　出土遺物は瀬戸美濃産陶器、土師器皿などがある。950と951は土師器である。950は宇

田型甕脚台、951は把手である。952は土師器皿Ｃ１類と思われる。

　以上のことから、本遺構を23 ～ 24期に比定した。

ＳＫ160（第99図）

　Ｇ区北部に位置する。第１遺構検出面（ⅲ～ⅴ層のいずれかに対応）で確認した。平面

形は不整形を呈し、底部はやや平らである。埋土は砂質土に焼土が極少量混じる。深さは

0.15ｍを測る。

　出土遺物は瀬戸美濃産陶器、土師器皿などがある。図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ161、ＳＸ13（第58図　第150、151図）

　Ｃ１区西部に位置し、ⅲ層上面で確認した。平面形は長方形を呈すると思われるが、北

側が調査区外であるため詳細は不明である。底部は平らで、深さは0.53ｍを測る。埋土は

シルト混細砂が主で、炭と焼土塊を多量に含む。また本遺構の埋土とは明らかに異なる、

粘性のある灰色細砂混シルトや灰褐色細砂が、掘り方の周囲に幅0.30ｍの範囲で堆積して

いた（ＳＸ13）。性格は不明だが、ＳＫ161を構築する際に形成された遺構である可能性が

ある。ＳＸ13は遺物が出土していない。

　953 ～ 1006はＳＫ161出土遺物である。953 ～ 955は東濃型山茶碗の碗である。956 ～ 964

は中国製磁器で、956は青磁皿、957と958は青磁碗、959と960は白磁皿、961 ～ 964は染付

皿である。965 ～ 974は古瀬戸期の瀬戸美濃産陶器である。965は後Ⅲ～Ⅳ期古段階の瓶子

Ⅲ類、966は後Ⅳ期の縁釉小皿である。967 ～ 974は後Ⅳ期新段階のもので、967は天目茶碗、

968は平碗、969と970は腰折皿、971と972は卸目付大皿、973と974は擂鉢である。975 ～

980は大窯第１段階のもので、975は平碗、976 ～ 980は擂鉢である。981と982は古瀬戸後Ⅳ

期新段階～大窯第１段階の擂鉢である。983 ～ 999は土師器皿で、983 ～ 986はＢ２－ａ類、

987 ～ 994はＢ２－ｂ類である。989と990は口縁部に、990は内面に、989は内面と口縁部外

面にタールが付着している。991は外面底部に板と思われる圧痕が認められる。995 ～ 999

はＣ２類である。1005は下層出土の土師器皿Ｂ２－ｂ類である。1006は上層出土の土師器

皿Ｂ２－ｃ類と思われ、口縁部にタールが付着している。

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ162（第58図　第151、152図）

　Ｃ１区西部に位置する。ＳＤ49を切り、ＳＤ43、Ｐ1402に切られる。平面形は不整長方

形を呈し、底部は平らではない。埋土は細砂やシルト混じり極細砂が主で、炭や礫が混じ

る。深さは0.85ｍを測る。

　1007 ～ 1009は東濃型山茶碗の碗である。1010は中国製青磁碗で、外面に線描蓮弁文が

ある。1011 ～ 1017は瀬戸美濃産陶器で、1011は天目茶碗、1012 ～ 1014は腰折皿、1015、

1016は袴腰形香炉、1017と1018は擂鉢である。1011 ～ 1017は古瀬戸後Ⅳ期新段階、1018は

大窯第１段階である。1019 ～ 1030は土師器皿である。1019はＡ３類、1020はＢ１類、1021

と1022はＢ２－ａ類である。1021は口縁端部のつくりがＡ類に近い。1023 ～ 1026はＢ２－

ｂ類で、1023と1026は口縁部にタールが付着し、1023は内面のナデが左回りである。1027

～ 1029はＣ２類で、1027は内面に煤が付着している。1030はＤ１類である。1031は銅銭「皇

宋通寶」である。

　1032 ～ 1034は下層出土遺物である。1033は古瀬戸後Ⅳ期新段階の平碗の加工円盤、1032

は古瀬戸後Ⅳ期新段階～大窯第１段階の天目茶碗の加工円盤である。1034は土師器皿Ｃ２

類である。

　1035は上層出土の中国製青磁碗で、外面に線描蓮弁文がある。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ163（第58図　第152図）

　Ｃ１区西部に位置する。平面形は楕円形を呈し、深さは0.23ｍを測る。

　出土遺物は須恵器と土師器皿のみで、土師器皿Ｃ２類が一定量認められる。1036は土師

器皿Ｃ２類である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ166（第58図　第152図）

　Ｃ１区西部に位置し、ⅲ層上面で確認した。ＳＸ13に切られる。平面形は、北側が調査

区外であるため不明である。深さは0.29ｍを測る。

　1037は古瀬戸後Ⅳ期新段階の天目茶碗である。1038と1039は土師器皿Ｂ２－ｂ類である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ182（第58図　第152図）

　Ｃ１区中央部に位置し、ＳＸ13に切られる。平面形は不整形を呈し、底部は平らではな

い。深さは0.08ｍを測る。
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　出土遺物は少量だが、土師器皿がほとんどである。1040は土師器皿Ｄ１類、1041は登り

窯期（江戸時代中期）の瀬戸美濃産陶器の有耳壺である。混入か。

　以上のことと切り合い関係から、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ183（第100図　第152図）

　Ｈ４区中央～北部に位置し、ＳＸ12の底部で確認した。南北に軸がある溝状を呈するが、

両側は閉じている。深さは0.17ｍと浅い。

　1042と1043は古瀬戸後Ⅳ期新段階の瀬戸美濃産陶器である。1042は袴腰形香炉で二次被

熱している。1043は擂鉢である。1044は土師器皿Ｂ２－ｂ類で、内面にタールが付着して

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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　１　灰褐色シルト混細砂　　　　　小礫わずかに含む
　２　オリーブ灰色シルト混極細砂
　３　黄褐色シルト混極細砂　　　　鉄分沈着
　４　オリーブ灰色シルト混細砂　　炭わずかに含む
　５　暗灰色シルト混細砂　　　　　炭、小礫わずかに含む
　６　暗灰色シルト混細砂　　　　　小礫含む
　７　暗灰色粘土 or シルト　　　　 有機質多く含む
　　　１,２：ＳＸ 12　３～７：ＳＫ 184
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　　　第 100 図　ＳＫ 184 実測図
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いる。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ184（第100図　第152図）

　Ｈ４区中央部に位置し、ＳＸ12の底部で確認した。ＳＫ183に切られる。平面形は長方

形を呈し、底部は平らである。掘り方の壁は垂直に近い角度で、深さは1.08ｍを測る。埋

土はシルト混細砂が主で、炭をわずかに含む。

　1045と1046は東濃型山茶碗の碗で、1046は内外面にタールが付着している。1047 ～ 1049

は瀬戸美濃産陶器の擂鉢で、1050は甕である。1047 ～ 1049は古瀬戸後Ⅳ期新段階、1050

は古瀬戸後Ⅳ期、1051は大窯第１段階である。1052 ～ 1057は土師器皿で、1051はＢ１類、

1053はＢ２－ａ類である。1054 ～ 1056はＢ２－ｂ類で、1056は内面にタールが付着してい

る。1057はＣ２類である。1058 ～ 1060は木製品である。1058はモクレン属製の漆器小杯で、

内外面に文様が描かれる。漆の構造は、両方とも下地として柿渋に木炭粉を混和した炭粉

渋を塗り、その上に透明漆を１層塗っている。文様部分は透明漆の上に赤色漆を塗り、朱

で文様を描く。1059は下駄の歯、1060はヒノキ製の板材で、円形の穿孔がある。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ201（第101図　第153、154図）

　Ｃ２区西部に位置し、地山上面で確認した。平面形は不整形を呈し、底部は平らではな

い。掘り方には不明瞭なテラスが認められる。埋土はシルトが主で、炭が多量に混じる部

分がある（９層）。埋土中からは多量の遺物が出土し、その95％は土師器皿であった。そ

の他は山茶碗、中国製磁器、土師器鍋などがあり、少量だが鋳造作業に関連すると考えら

れる土師器皿も認められる。

　1061～ 1065は中国製磁器で、1061は青磁碗、1062は白磁小杯、1063～ 1065は染付盤である。

1066 ～ 1078は古瀬戸期の瀬戸美濃産陶器で、1066は後Ⅳ期の盤類で、内面にタールと思

われるものが付着している。1067 ～ 1078は後Ⅳ期新段階のもので、1067 ～ 1070は天目茶碗、

1071は腰折皿、1072は袴腰形香炉、1073は卸目付大皿で二次被熱している。1074 ～ 1078は

擂鉢である。1079 ～ 1083は大窯第１段階のものである。1079は天目茶碗、1080は仏餉具で

二次被熱している。1081 ～ 1083は擂鉢である。1084は古瀬戸後Ⅳ期新段階～大窯第１段

階の擂鉢である。1085は瓦器の風炉、1086と1087は土師器の内耳鍋である。1088 ～ 1124は

土師器皿である。1088と1089はＡ２類、1090 ～ 1094はＢ１類で、1093は内面にタールが付

着している。1095はＢ１類と思われる。1096 ～ 1101はＢ２－ａ類で、1097は口縁部に煤が

付着している。1102と1103は口縁部外面の一部にナデ調整があり、Ｂ２－ａ類と思われる。

1114、1115はＢ２－ｂ類である。1116 ～ 1118はＣ２類である。1119 ～ 1121はＤ１類である。

1122 ～ 1124は耳皿状を呈する。1125 ～ 1128は鋳造作業に関連すると考えられる土師器皿



－ 93 －

で、1125はＢ１類と思われ、1126と1127はＢ２－ｂ類、1128はＢ１類もしくはＢ２－ｂで

ある。いずれも二次被熱により胎土が硬化しており、1127と1128は内面に鉱滓が付着して

いる。1129は土鈴である。1130 ～ 1132は銅銭で、1130は「開元通寶」、1131は「元豊通寶」、

1132は不明である。1133は鉄製品の小刀である。また内面に赤色の漆が塗られた漆器小杯

や、帯状の赤色の漆製品？が出土したが、漆のみの残存で取り上げることができなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ206（第101図　第154図）

　Ｂ１区西部に位置し、地山上面で確認した。Ｐ1454に切られ、ＳＫ214を切る。平面形

は不整方形を呈し、深さは0.20ｍを測る。埋土はシルトが主で、炭が混じる。

　1134は大窯第１段階の擂鉢である。1135 ～ 1137は土師器皿で、1135と1136はＢ２－ｂ類

で、口縁部にタールが付着している。1137はＣ２類である。1138 ～ 1140は鋳造作業関連

遺物で、1138は鏡の鋳型である。1139と1140は坩堝で、内面に鉱滓が付着している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物

＜ＳＫ 201 土層名＞
　１　灰褐色シルト　　ブロック状　炭多量に含む
　２　灰黄白色シルト　硬くしまる　炭含む
　３　明灰褐色シルト
　４　茶色砂質土　　　しまる　　　レンズ状
　５　暗灰色シルト　　炭多量に含む
　６　黄褐色砂質土
　７　灰色砂質シルト　
　８　灰褐色シルト　　炭少量含む
　９　暗灰褐色シルト　炭多量に含む

　　10　暗灰褐色シルト　炭少量含む
　　11　暗灰色砂質シルト
　　12　灰褐色シルト
　　13　灰褐色シルト、黄褐色砂質土の混合層
　　14　暗黄灰色砂質シルト
　　15　黄褐色砂質土
　　　　１～ 13：ＳＫ 201
　　　　14,15：地山
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＜ＳＫ 206 土層名＞
　１　灰茶褐色シルト
　２　暗灰褐色シルト　炭含む
　３　暗灰褐色シルト　炭含む　２より暗い
　４　灰褐色シルト　　やや砂質
　５　暗灰褐色シルト
　６　灰褐色砂質土
　　　１～５：ＳＫ 206　６：地山

　　第 101 図　ＳＫ 201，206 実測図
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ＳＫ208（別添図１　第154図）

　Ｂ１区西部に位置し、地山上面で確認した。ＳＫ207、Ｐ1451を切る。平面形は、北側

が調査区外であるため不明である。深さは0.15ｍを測る。

　1141は古瀬戸後Ⅳ期新段階の腰折皿である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ210（第102図　第154 ～ 157図）

　Ｂ１区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＫ212を切る。平面形は不整隅丸長方

形を呈し、西壁に突出する部分がある。検出時、焼土塊と炭が集中した部分を確認し、そ

の広がりを本遺構のプランとした。底部はほぼ平らであるが、硬化面などは確認できなか

った。中央部北側と南西部に落ち込みを確認した。前者は緩やかな掘り方であることから、

本遺構の一部と考えられる。後者は落ち込みが急であることから別遺構の可能性がある。

埋土は粘質土が主で、炭と木製品が多量に出土した。安全面を考慮し、底部を確認するこ

とができなかった。西側の突出部分は深さ0.28ｍを測り、テラス状を呈して本遺構の底部

につながる。本遺構の埋土はシルトや砂質シルトが主で、底部付近には粘質シルトや粘質

土が堆積する。色調や質、含む炭の量の多寡により、細かく線引きすることができた。埋

土中からは多量の土師器皿、木製品などが出土した。深さは0.60ｍを測る。

　西側に突出部分があることから、何らかの機能を持った土坑であった可能性が高いが、

最終的には廃棄土坑として利用されたと考えられる。

　1142は猿投窯須恵器の甕である。破片としての大きさは縦17cm、横25cmを測り、混入

にしてはやや目立つ大きさである。1143と1144は灰釉陶器で、1143は椀で内面底部に使

用痕が認められる。1144は皿である。1145は東濃型山茶碗の碗である。1146 ～ 1149は中

国製磁器で、1146と1147は青磁碗で、1146は外面に線描蓮弁文がある。1148は染付皿であ

る。1149 ～ 1167は瀬戸美濃産陶器で、1149 ～ 1159は古瀬戸期のものである。1149は後Ⅳ

期古段階の直縁大皿である。1150 ～ 1159は後Ⅳ期新段階のもので、1150 ～ 1152は天目茶

碗で、1152は加工円盤である。1153 ～ 1156は腰折皿、1157は卸目付大皿、1158は袴腰形香

炉、1159は花瓶である。1160 ～ 1166は大窯第１段階のものである。1160と1161は天目茶碗

で、1161は加工円盤である。1162と1163は平碗、1164と1165は擂鉢である。1161は大窯第

１段階と思われる茶入、1167は古瀬戸後Ⅳ期新段階～大窯第１段階の擂鉢である。1168 ～

1195は土師器皿である。1168 ～ 1172はＢ１類、1173 ～ 1178はＢ２－ａ類で、1173と1174

は口縁部、1177は内面底部にタールが付着している。1179はＢ２－ａ類と思われ、口縁部

にタールが付着している。1180 ～ 1186はＢ２－ｂ類である。1180、1182、1183、1185は口

縁部にタールが付着している。1182の外面底部には板と思われる圧痕が認められる。1187

と1188はＣ１類である。1189 ～ 1194はＣ２類で、1189と1192は口縁部にタールが付着し

ている。1195はＤ１類である。1196と1197は瓦器の火鉢である。1198 ～ 1204は土師器で、
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第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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＜ＳＫ 210 土層名＞　Ｂ－Ｂ’ 
　１　茶褐色シルト　　炭含む
　２　茶褐色シルト　　黄色シルトブロック混じる　炭、焼土含む
　３　灰褐色シルト　　やや粘質　炭少量含む
　４　灰褐色シルト　　黄色砂質土ブロック混じる　焼土含む
　５　灰褐色シルト　　黄色粘土ブロック混じる　
　６　灰褐色シルト　　黄褐色土粒混じる
　７　暗灰黄色シルト　やや砂質強い　　　　　　　炭多量に含む
　８　灰色粘質シルト、黄色粘質土の混合層
　９　灰色粘質シルト
　10　灰褐色シルト　　炭、焼土多量に含む

　11　暗灰色粘質土
　12　鉄分の堆積
　13　暗灰色粘質土　　炭多量に、焼土少量混じる
　14　暗灰色粘質土　　炭、木製品多く含む　13 より暗い
　15　灰褐色シルト
　16　炭層
　17　黒灰色粘質土　　炭、木製品多量に含む
　18　灰色粘質土
　19　黄褐色粘質シルト
　　　１～ 17：ＳＫ 210　18,19：地山
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＜ＳＫ 210 土層名＞　Ｃ－Ｃ’
　１　灰褐色シルト　　　　焼土含む
　２　黄灰褐色砂質シルト
　３　灰褐色シルト　　　　黄色粘土ブロック混じる
　４　灰褐色シルト　　　　３より暗い
　５　灰褐色シルト　　　　炭多量に、焼土少量含む
　６　灰色砂質シルト　　　やや暗い　焼土含む
　７　暗灰褐色シルト　　　炭、焼土多量に含む
  ８　暗灰色シルト　　　　炭含む
　９　暗灰色シルト　　　　下方で炭を帯状に含む
　10　暗青灰色粘質シルト　褐色土混じる
　11　褐灰色シルト
　12　暗灰色粘質土　　　　黄色粘土ブロック混じる
　13　暗灰色粘質シルト
　14　黄褐色粘質土と灰色粘質土の混合層
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＜ＳＫ 210 土層名＞　Ｄ－Ｄ’
　１　黄褐色砂質シルト　しまる
　２　灰褐色シルト　　　炭含む
　３　暗黄灰色シルト
　４　暗灰褐色シルト　　炭含む
　５　黄褐色シルト
　６　明灰褐色シルト　　焼土含む
　７　黄灰色シルト　　　しまる
　８　灰褐色シルト　　　焼土含む
　９　灰褐色シルト
　10　暗灰色粘質シルト　炭多量に、焼土少量含む
  11　黄灰褐色シルト
　12　灰色粘シルトと黄褐色シルトの混合層
　13　灰褐色シルト
　14　黄褐色粘質シルト　しまる
　15　黄褐色粘質土と灰褐色粘質土の混合層
　16　黄褐色粘質シルト
　17　褐色粘砂質土
　18　暗褐灰色粘砂質土
　　　１～ 15：ＳＫ 210　16 ～ 18：地山 
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＜ＳＫ 212 土層名＞　Ｅ－Ｅ’
　１　灰褐色シルト
　２　黄褐色シルト
　３　灰色砂質シルト　　黄色粘土ブロック混じる
　４　灰褐色シルト
　５　黄褐色シルト
　６　灰黄褐色シルト
　７　暗灰色砂質シルト　炭多量に含む
　８　灰黄色シルトと灰褐色シルトの混合層
　９　黄褐色砂質シルト
　10　黄灰色シルト
　11　灰色粘質土　　　　やや砂混じる
　12　暗灰色粘質シルト
　13　暗黄褐色シルト　　炭含む
  14　黄褐色シルト
　15　黄褐色シルト　　灰褐色シルトブロック混じる
　16　黄褐色シルトと灰褐色シルトの混合層
　17　灰黄褐色シルト
　18　灰白色シルト　　砂粒細かい
　19　暗褐灰色粘質土　黄色粘土ブロック混じる
　20　暗灰色シルト　　やや粘質
　21　灰色粘質シルト
　22　黄褐色砂質シルト
　23　暗褐灰色粘質シルト
　24　褐色シルト
　　　１～３：ピット状　４～ 21：ＳＫ 212
　　　22 ～ 24：地山
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　　　第 102 図　ＳＫ 210、212 実測図
Ａ－Ａ’セクションは第 103 図
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

1198 ～ 1202は内耳鍋、1203と1204は蓋で、胎土は土師器皿に似る。1205と1206は瀬戸美濃

産陶器で、1205は江戸時代中期の尾呂茶碗、1206は時期と器種ともに不明である。1207 ～

1228は木製品である。1207と1208は漆器椀で、ともにトチノキ製である。1207は内面に文

様、1208は外面に草花文が描かれる。漆の構造は、両方とも下地として柿渋に木炭粉を混

和した炭粉渋を塗り、その上に透明漆を１層塗っている。文様部分は透明漆の上に赤色漆

を塗り、朱で文様を描く。1209 ～ 1220は箸である。材質は1209と1217はサワラ、1210 ～

1215はヒノキである。1221はヒノキ製の底板、1222はアカマツを利用した着火材、1223は

ヒノキ製の楔、1224はヒノキ製の角材である。1225 ～ 1228は板材で、1225はサワラ、1226

～ 1228はヒノキである。また1228は方形の穿孔が２ヶ所に認められる。1229と1230は鉄釘

で、1230は上層から出土した。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ212（第102図　第157図）

　Ｂ１区中央部に位置し、地山上面で確認した。平面形は不整形を呈し、底部は平らであ

る。ＳＫ210と同様、西側に突出する部分がある。埋土の状況はＳＫ210と酷似するが、底

部付近からは20cm大の礫が多く出土した。深さは0.70ｍを測る。ＳＫ210と本遺構は切り

合っていると判断したが、繋がっていた可能性も考えられる。その場合でも、やはりこれ

らの土坑の機能は不明である。

　1231 ～ 1237は土師器皿である。1231はＢ１類、1232はＢ２－ａ類、1233 ～ 1235はＢ２

－ｂ類で、1233は口縁部にタールが付着している。1236と1237はＣ２類で、1236はへそ皿

上を呈し、1237は口縁部にタールが付着している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ211（第104図　第157図）

　Ｂ１区西部に位置し、地山上面で確認した。平面形は不整形を呈すると思われるが、南

側が調査区外であるため詳細は不明である。底部に平らな部分は少ない。深さは0.09ｍを

測る。埋土はシルトや砂質シルトが主で、焼土と炭を多く含む。多量の遺物が出土し、土

師器皿のほか、銅製品や銅滓も認められた。

　1238は尾張型山茶碗の碗で内面底部に使用痕が認められる。1239は瀬戸産山茶碗の片口

鉢、1240は中国製染付皿である。1241 ～ 1246は土師器皿である。1241はＭ３類、1242はＢ

２－ａ類である。1243はＢ２－ａ類と思われる。1244はＢ２－ｂ類、1245と1246はＣ２類

で、1246は内面にタールが付着するが、円形にタールが付着しない部分が３ヶ所認められ

る。1247は坩堝、1248は銅銭「皇宋通寶」である。1249は銅滓と思われる。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。
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第６節　Ⅵ期の遺構と遺物

＜ＳＫ 210,212 土層名＞　Ａ－Ａ’
　１　茶褐色シルト　　　炭含む
　２　茶褐色シルト　　　黄色シルトブロック混じる　炭、焼土含む
　３　灰褐色シルト　　　黄色砂質土ブロック混じる　焼土含む
　４　黄褐色シルト　　　小礫、炭含む
　５　灰褐色シルト　　　やや砂質
　６　灰褐色シルト　　　黄色粘土ブロック混じる　
　７　灰褐色シルト　　　黄褐色土粒混じる
　８　黄灰色シルト　　　炭含む
　９　暗黄灰色シルト　　やや砂質
　10　灰褐色砂質シルト　６よりやや明るい　炭含む
　11　黄色粘質シルト
　12　黄褐色シルト　　　炭含む
　13　黄褐色シルトと炭の混合層
　14　灰褐色シルト　　　黄白色粘土　焼土含む
　15　鉄分の堆積
　16　暗灰色粘質土　　　炭多量に、焼土少量混じる
　17　灰色粘質土　　　　13 より暗い　炭、木製品多く含む
　18　灰褐色砂質シルト　しまる　黄色シルトブロック混じる

　19　灰褐色砂質シルト　しまる
　20　暗灰褐色シルト　　炭含む
　21　灰褐色シルト
　22　黄灰褐色シルト　　しまる
　23　暗灰褐色シルト　　しまりなし　炭多量に混じる
　23’　青灰色粘質土
　24　灰黄色粘質シルト
　25　暗灰色粘質シルト　炭多量に混じる
　26　灰褐色シルト
　27　黄褐色粘質土　　　ブロック状
　28　灰色粘質土　　　　黄褐色粘質土ブロック混じる
　29　茶褐色粘質土
　30　灰褐色砂質シルト　粘性強い　26 より暗い
　31　灰褐色粘質土と黄褐色粘質土の混合層
　32　灰褐色粘質シルト
　33　灰褐色シルト　　　黄色シルトブロック混じる
　34　暗黄褐色シルト
　35　灰褐色シルト　　　炭含む
　

　36　黄色褐色シルト
　37　暗灰色シルト　　　炭多量に混じる
　38　黄褐色砂質シルト
　39　黄褐色シルト
　40　暗灰黄色シルト
　41　黄褐色シルトと灰色シルトの混合層
　42　茶褐色砂質シルト
　43　暗灰褐色シルト　黄色粘質土ブロック混じる
　44　灰色砂質シルト　黄色シルトブロック混じる
　45　灰褐色シルト　　黄褐色シルトブロック混じる
　46　暗灰褐色シルト
　47　暗灰色粘質シルト
　48　灰白色粘土
　49　黄褐色粘質土
　50　黄褐色粘質土
　51　黄灰色砂質シルト　　
　　　
　　　１～ 32：ＳＫ 210　48：地山？
　　　33 ～ 47：ＳＫ 212　49,50，51：地山
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　第 103 図　ＳＫ 210，212 断面図

＜ＳＫ 211 土層名＞
　１　灰褐色シルト　　黄色粘質土混じる
　２　暗灰褐色シルト　炭、焼土多量に含む
　３　暗灰色砂質土　　暗灰色粘質土混じる
　４　灰褐色砂質シルト
　５　暗灰褐色砂質シルト
　６　暗灰褐色砂質土
　　　１：Ｐ 1476　２～４：ＳＫ 211
　　　５：ＳＫ 217　６：地山 

＜ＳＫ 213 土層名＞
　１　灰褐色砂質シルト
　２　黄褐色シルト　　　やや砂質
　３　黄褐色砂質シルト　黄色粘土ブロック混じる
　４　灰褐色シルト
　５　明灰褐色シルト　　黄褐色粘土ブロック混じる
　６　黄褐色シルト　　　しまりなし
　７　灰褐色シルト　　　黄色シルト混じる
　　　１：Ｐ 1464　２～７：ＳＫ 213
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　第 104 図　ＳＫ 211，213 実測図
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

ＳＫ213（第104図　第158図）

　Ｂ１区西部に位置し、地山上面で確認した。Ｐ1463、1464に切られる。平面形は長方形

を呈し、底部は平らである。断面形はＵ字形もしくは逆台形を呈し、深さは0.55ｍを測る。

埋土はシルトが主であるが、炭や焼土は認められない。

　1250と1251は古瀬戸後Ⅳ期新段階の瀬戸美濃産陶器で、1250は擂鉢である。1251は筒形

容器で、口縁部外面から内面に錆釉が施釉される。体部外面は露胎であるが、錆釉で稲

のような草花文が描かれている。このような技法は大窯第４段階以降に見られる。1252と

1253は土師器皿で、1252はＢ２－ｂ類、1253はＣ２類である。1254は坩堝で、口径19.8cm、

高さ8.8cmを測り、今回の調査で出土した坩堝の中で最大である。内面のみ被熱し、鉱滓

が付着しており、坩堝内で直接金属を加熱する方法で使用されたと見られる。内面から銅

・錫・鉛・亜鉛が検出されている。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ243（別添図４　第158図）

　Ｆ１区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＫ246に切られる。平面形は不整形を

呈し、深さは0.14ｍを測る。

　出土遺物は土師器、須恵器、土師器皿がある。1255と1256は土師器皿で、1255はＢ１類、

1256はＢ２－ａ類である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ244（別添図４　第158図）

　Ｆ１区西部に位置し、地山上面で確認した。ＳＸ31に切られ、Ｐ1573を切る。平面形は

不整形を呈し、深さは0.14ｍを測る。

　出土遺物は土師器、須恵器、山茶碗、土師器皿がある。1257は土師器皿Ｂ２－ａ類である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ245（第105図　第158、159図）

　Ｆ１区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＫ246を切り、Ｐ1562、1566、1577、

1595、1596、1597、1598、1670に切られる。平面形は不整長方形を呈し、東西方向に長軸

がある。長軸7.06ｍ、短軸1.80ｍ、深さ0.56ｍを測る。底部はほぼ平らになるが、部分的

に凹凸が認められる。埋土は砂質土が主で、底部付近に砂質シルトが堆積する。土坑の東

半部で材と考えられる炭化物が集中して出土した。それらは南北方向に揃い、東西方向の

ものは認められなかった。建物など構築物の構造を反映している可能性が高く、また、本

遺構の南辺を切る東西方向のピット列と関係する可能性を考えたが断定できるデータは得

られなかった。材の樹種について、南北方向のものはタケ亜科で、その他の部分でヒノキ



第105図　ＳＫ245、246、Ｐ1562、1566、1571、1577、1595、1596、1597、1598、1670ピット列実測図
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＜ＳＫ 246 土層名＞
　１　黄色砂質シルト　　　硬くしまる
　２　灰黄褐色砂質シルト　橙色小ブロック少量含む　褐色不明瞭斑
　３　灰黄褐色砂質シルト
　４　白黄色砂質土　　　　硬くしまる
　５　黄色砂質土　　　　　硬くしまる　炭、焼土多量に混じる
　６　黄褐色砂質土　　　　硬くしまる

　７　灰色砂質土　　　しまる
　８　灰色砂質土　　　しまる　やや褐色味帯びる
　９　灰色砂質シルト　しまる
　10　黄褐色砂質土、灰色砂質シルト、黄色粘土、
　　　黄灰色砂のブロック状混合層
　　　１～３：Ｐ 1571　４～６：ＳＫ 245　７～ 10：ＳＫ 246

＜ＳＫ 245 土層名＞
　１　白黄色砂質土　　　硬くしまる
　２　黄色砂質土　　　　硬くしまる　炭、焼土多量に含む
　３　黄色砂質土　　　　硬くしまる　黄色シルトまばらに含む
　４　白黄色砂質土　　　しまる　　　黄色シルト混じる　炭、焼土少量含む
　５　炭、焼土ブロック
　６　白黄色砂質土　　　　　　　　　炭、層土ブロック含む
　７　白黄色砂質土　　　しまる　　　黄色シルトまばらに含む
　８　灰黄色砂質土　　　しまる　　　黄色シルト混じる　炭、焼土含む
　９　観察なし
　10　観察なし
　11　白黄色砂質土　　　硬くしまる

　12　被熱した壁土と炭化した竹？
　13　白黄色砂質土　　　硬くしまる
　14　白黄色砂質土　　　小礫混じる
　15　観察なし
　16　黄色細砂、褐灰色砂質土の層状
　17　観察なし
　18　褐灰色砂質シルト　硬くしまる
　19　灰色砂質シルト
　20　灰色砂質土　　　　ややしまる
　21　黄灰色砂質土　　　硬くしまる
　22　灰黄色砂質土　　　硬くしまる
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属とモミ属のものがあった。土坑の西半部からは多量の土師器皿が出土した。出土状況か

ら一括廃棄と考えられ、さらに南半により集中している状況が確認できた。出土した土師

器皿の約70％はＣ２類で、次にＢ２－ｂ類が多い。

　1258は美濃須衛窯須恵器の無台杯、1259は尾張型山茶碗の皿で内面底部に使用痕が認め

られる。1260と1261は中国製磁器で、1260は青磁筒形香炉、1261は白磁皿である。1262 ～

1264は古瀬戸後Ⅳ期新段階のもので、1262は平碗、1263と1264は擂鉢で、1264は二次被熱

している。1265は大窯期もしくは登り窯期の瀬戸美濃産陶器で器種不明である。二次被熱

している。1266 ～ 1291は土師器皿である。1266と1267はＢ１類、1268 ～ 1272はＢ２－ａ

類である。1273はＢ２－ａ類と思われる。1275 ～ 1282はＢ２－ｂ類で、1275は口縁部にタ

ールが付着し、1276と1281は内面のナデが左回りである。1283 ～ 1288はＣ２類で、1287は

口縁部にタールが付着している。1289 ～ 1291はナデ調整で分類するとＢ類だが、器形は

一方向ナデ調整（Ｃ２類）がされるものと同じである。1290はナデが左回りである。1292

は土師器の内耳鍋である。

　1293は埋土の最下部から出土した砥石で、使用面は３面認められる。

　1294 ～ 1298は埋土の下部出土遺物である。1294は中国製青磁碗で、外面に線描蓮弁文

がある。1295は天目茶碗、1296は擂鉢で、古瀬戸後Ⅳ期新段階のものである。1297は土師

器皿で、ナデが部分的に不明瞭であるが、Ｂ２－ａ類と思われる。1298は土師器の内耳鍋

である。1299は上層出土の土鈴である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ246（第105図　第159図）

　Ｆ１区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＫ245、Ｐ1571に切られる。平面形は

不整形で、底部は平らではない。埋土は砂質シルトと砂質土が主で、深さは0.80ｍを測る。

　1300 ～ 1314は土師器皿である。1300と1301はＢ１類で、1302はＢ１類もしくはＢ２－ａ

類と思われる。1305 ～ 1311はＢ２－ｂ類、1312 ～ 1314はＣ２類である。1314はナデ調整

で分類するとＢ類だが、器形は一方向ナデ調整（Ｃ２類）がされるものと同じである。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

Ｐ1562、1566、1571、1577、1595 ～ 1598、1670ピット列（第105図　第160図）

　Ｆ１区中央部、地山上面で確認した。東西方向に軸があり、ＳＫ245、246の南辺を切る。

ピット間の距離（中心もしくは石か木の上）は、0.83 ～ 1.00ｍである。

　ピット列は土坑の範囲のみにあるため、何らかの関係があると考えられる。Ｐ1596、

1598の底部には石があり、Ｐ1571、1577、1598には横位の木（礎板か）がある。材質について、

Ｐ1571とお1577はモミ属、Ｐ1598はコウヤマキであった。

　1315と1316はＰ1571出土遺物である。1315は古瀬戸後Ⅳ期新段階～大窯第１段階の擂鉢、

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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1316は下層出土の土師器皿Ｂ１類である。1317と1318はＰ1577出土の土師器皿Ｃ２類であ

る。1319はＰ1670出土の土師器皿Ｃ２類である。

　また少量であるが、この他のピットからも土師器皿などが出土している。

　以上のことから、本ピット列を24期に比定した。

ＳＫ278（別添図７　第160図）

　Ｃ３区西部に位置し、ⅲ層上面で確認した。詳細な記録をとっていないため、平面形、

掘り方の形状などは不明である。

　1320は土師器の屈折脚高杯である。内外面にミガキ調整と横ナデ調整が施される。他の

出土遺物は土師器皿Ｂ類やＣ類がある。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ279（第106図）

　Ｃ３区中央部に位置し、ⅲ層上面で確認した。ＳＸ43を切る。平面形は不整形を呈し、

深さは0.18ｍを測る。

　出土遺物は土師器、瀬戸美濃産陶器、土師器皿などがある。図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

＜ＳＸ 43 土層名＞
　１　礫
　２　暗青灰色粘質土
　３　淡灰色シルト質細砂　硬くしまる
　４　灰色粘砂質土　　　　しまる
　５　灰色砂質土　　　　　硬くしまる
　６　黄褐色粘質土　　　　硬くしまる
　７　灰黄褐色粘質土　　　硬くしまる
　８　褐色細砂　　　　　　しまる
　９　暗灰褐色粘砂質土　　硬くしまる
　10　暗灰褐色粘質シルト　硬くしまる
　11　灰褐色シルト質細砂
　12　黒灰色粘土　　　　　硬くしまる　　　シルト質細砂混じる
　13　黒灰色粘土　　　　　非常に硬くしまる
　14　灰黄色粘質土　　　　硬くしまる
　　　３,４：ＳＸ 43　９：ＳＤ 84　12：ＳＸ 55　13：ＳＤ 89　14：地山
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第 106 図　ＳＫ 279，ＳＸ 43 実測図
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ＳＫ282（別添図７　第160図）

　Ｃ３区東部に位置する。旧地形の影響と考えられるが、Ｃ３区東部ではⅳ～ⅵ層の堆積

を確認できなかったことから、調査区中央～西部との掘り込み面の対応ができない。ＳＸ

45を切る。平面形は、南側が調査区外であるため不明である。深さは0.16ｍを測る。

　1321は東濃型山茶碗の碗、1322は中国製白磁碗、1323は古瀬戸後Ⅳ期新段階の腰折皿で

ある。他の出土遺物は土師器皿Ｂ２－ｂ類やＣ２類などがある。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ283（別添図７　第160図）

　Ｃ３区東部に位置する。旧地形の影響と考えられるが、Ｃ３区東部ではⅳ～ⅵ層の堆積

を確認できなかったことから、調査区中央～西部との掘り込み面の対応ができない。ＳＸ

45を切る。平面形は不整形を呈し、深さは0.09ｍを測る。

　1324と1325はロクロ土師器である。1324は皿形で底部の形状は不明である。1325は椀形

で底部は平底を呈し、内面底部には使用痕が認められる。また外面底部には回転糸切りの

痕跡がある。出土遺物はロクロ土師器がやや多く、他は土師器と尾張型山茶碗が数点ある

のみである。

　遺物の様相からはⅣ期（16 ～ 17期）であるが、ＳＸ45は24期の遺構であることから、

本遺構の時期は24期か。

ＳＫ284（別添図７）

　Ｃ３区東部に位置する。旧地形の影響と考えられるが、Ｃ３区東部ではⅳ～ⅵ層の堆積

を確認できなかったことから、調査区中央～西部との掘り込み面の対応ができない。ＳＸ

45を切る。平面形は不整形を呈し、深さは0.10ｍを測る。

　出土遺物は土師器皿Ｂ２－ｂ類やＣ２類などがある。図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ286(Ｐ1725)、287、291、311(Ｐ1726)、320、Ｐ1707 ～ 1709、1714、1724、1862 ～ 1864

（第107・108図　第160図）

　Ｃ３区東部に位置する。旧地形の影響と考えられるが、Ｃ３区東部ではⅳ～ⅵ層の堆積

を確認できなかったことから、調査区中央～西部との掘り込み面の対応ができない。南

北方向に１列（北からＳＫ320－ＳＫ286（Ｐ1725）－ＳＫ287－ＳＫ311（Ｐ1726）－ＳＫ

291）、東西方向に２列（北側は西からＳＫ320－Ｐ1862－Ｐ1863－Ｐ1864、南側は西からＳ

Ｋ287－Ｐ1708－Ｐ1709－Ｐ1714）のピット列を確認した。軸は南北方向のピット列はやや

東に、東西方向のピット列はやや北に振る。

　南北方向のピット列について、調査区外であるため推測になるが、ピット列は南北それ

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

SK320

SK286

SK287

SK311

SK290

SK291

(P1780)

(P1779)

(P1781)

(P1798)

P1709

P1708

P1862

P1724
P1725

P1707
P1726

P1794

SK290

(P1864)(P1863)

(P1710)
P1714

P1719
P1718

X：－61197
Y：－36871

A

B

C

E

F

G

H

I

J

G
'

I'

J'

C'
D
'

F'

0 1m

X：－61197
Y：－36865

A'

A'
13.6m

K
LK' L'

A

1

2

3

4
4 5678 8 8

9
10

11 1213 13
13 13

13

14

I

北
壁

南
壁

P1794
SK291( )

I'
13.4m

(SK320)

(SK286)
(SK287)

(SK290)

(SK311)

B'
D

H
'

E'

SK320

SK286

SK287

SK311

SK290

SK291

(P1780)

(P1779)

(P1781)

(P1798)

P1709

P1708

P1862

P1724
P1725

P1707
P1726

P1794

SK290

(P1864)(P1863)

(P1710)
P1714

P1719
P1718

X：－61197
Y：－36871

A

B
C

E

F

G

H

I

J

G
'

I'

J'

C'

D
'

F'

0 1m

X：－61197
Y：－36865

A'

A'
13.6m

K
LK' L'

A

1

2

3

4
4 5678 8 8

9
10

11 1213 13
13 13

13

14

I

北
壁

南
壁

P1794
SK291( )

I'
13.4m

(SK320)

(SK286)
(SK287)

(SK290)

(SK311)

B'
D

H
'

E'

＜ＳＫ 320, Ｐ 1862 ～ 1864 土層名＞
　１　礫
　２　暗青灰色粘質土
　３　灰色粘質土　　　　しまる
　４　黄褐色粘質土　　　硬くしまる
　５　灰色砂質土　　　　硬くしまる
　６　黄褐色砂質土　　　しまる
　７　灰色砂質土　　　　しまる
　８　淡灰褐色粘砂質土

　９　灰色粘質土　　　　硬くしまる　褐色細砂ブロック混じる
　10　灰色粘質土　　　　しまる　　　炭、焼土少量混じる
　11　灰色粘砂質土　　　しまりなし
　12　灰色粘砂質土　　　しまる
　13　灰褐色粘砂質土　　しまる
　14　褐色粗砂　　　　　しまる　細砂混じる
　　　９：ＳＫ 320　10：Ｐ 1862　11：Ｐ 1863　12：Ｐ 1864
　　　13：ＳＸ 45　14：地山
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＜Ｐ 1709,1710 土層名＞
　１　灰色粘質土　　　　　硬くしまる　鉄分含む
　２　灰色シルト質細砂　　硬くしまる　灰色粘質土ブロック混じる　炭少量、鉄分含む
　３　灰色粘砂質土　　　　硬くしまる　鉄分混じる　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　４　灰色シルト　　　　　硬くしまる　鉄分混じる　　　　　　　　炭少量含む
　５　灰褐色粗砂　　　　　硬くしまる　シルト混じる　　　　　　　鉄分含む　
　６　灰褐色シルト質細砂　硬くしまる　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　　　１：Ｐ 1710　２～６：Ｐ 1709 
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第107図　ＳＫ286，287，291，311，320，Ｐ1707 ～ 1709，1714，1724，1862 ～ 1864実測図
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ぞれに続く可能性がある。ＳＫ286の中心にＰ1725、ＳＫ311の中心にＰ1726が掘り込まれ

ているが、この部分が柱の存柱である可能性が高く、またそれぞれに柱痕と思われる木が

残存していた。また、ＳＫ287からも木が出土しており、またＳＫ291の底部には石がある。

ピット間の距離は0.75 ～ 0.93ｍである。ＳＫ286とＳＫ311の西側には、Ｐ1724とＰ1707が

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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＜ＳＫ 286 土層名＞
　１　青灰色粘質土　硬くしまる　炭、焼土多量に含む
　２　黄灰色シルト　硬くしまる
　　　１：Ｐ 1725　２：ＳＫ 286
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＜Ｐ 1724 土層名＞
　１　灰色粘砂質土　硬くしまる　鉄分含む
　２　灰色粘質土　　硬くしまる　鉄分含む
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＜ＳＫ 287 土層名＞
　１　灰色粘質土　　しまる　細砂混じる
　２　灰褐色粘質土　しまる
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＜ＳＫ 311 土層名＞
　１　明灰色シルト質砂質土　硬くしまる　
                               鉄分含む
　２　灰色粘質土　　　　　　硬くしまる
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＜Ｐ 1707 土層名＞
　１　明灰褐色シルト質砂質土　硬くしまる　鉄分含む
　２　明灰色粘質土　　　　　　硬くしまる
　３　灰色粘土　　　　　　　　しまりなし
　４　灰褐色粘砂質土　　　　　しまる　　　鉄分含む
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＜ＳＫ 291 土層名＞
　１　淡灰褐色粘質土　硬くしまる　鉄分含む
　２　暗灰色粘質土　　硬くしまる　鉄分含む
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＜ＳＫ 290,311 土層名＞
　１　青灰色粘質土　硬くしまる　炭、焼土多量に混じる
　２　灰色粘砂質土　硬くしまる　鉄分、マンガン含む
　３　灰色粘質土　　硬くしまる
　４　灰色粘砂質土　硬くしまる　鉄分含む
　　　２,３：ＳＫ 311　４：ＳＫ 290 
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＜Ｐ 1709,1710 土層名＞
　１　灰色粘質土　　　　　硬くしまる　鉄分含む
　２　灰色シルト質細砂　　硬くしまる　灰色粘質土ブロック混じる　炭少量、鉄分含む
　３　灰色粘砂質土　　　　硬くしまる　鉄分混じる　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　４　灰色シルト　　　　　硬くしまる　鉄分混じる　　　　　　　　炭少量含む
　５　灰褐色粗砂　　　　　硬くしまる　シルト混じる　　　　　　　鉄分含む　
　６　灰褐色シルト質細砂　硬くしまる　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　　　１：Ｐ 1710　２～６：Ｐ 1709 

＜Ｐ 1708 土層名＞
　１　灰色シルト質砂質土　硬くしまる　炭微量含む
　２　青灰色細砂シルト　　しまる
　３　淡灰色細砂シルト　　しまりなし

＜Ｐ 1714 土層名＞
　１　黄灰色シルト　　硬くしまる　炭、焼土含む
　２　灰褐色粘砂質土　しまる　　　炭、焼土含む

第 108 図　ＳＫ 286，287，290，291，311，Ｐ 1707 ～ 1710，1714，1724 断面図
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　１　灰色粘砂質土　　硬くしまる　鉄分含む
　２　青灰色粘土　　　硬くしまる
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　４　灰色粘質土　　　硬くしまる　鉄分含む
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＜ＳＸ 47 土層名＞
　１　淡灰褐色粘砂質土　しまる　炭、焼土非常に多く混じる

P1782

SK292

SX47

P1796

X：－61194
Y：－36877

X：－61196
Y：－36877

D'

D

0 1m

D'

C'
13.4m

B'
13.4m

A'
13.4m

A

B

(P1734)

1

2

3
4

5

C

1

1

C

C'

D

A

A'

B

B'

　　第 109 図　ＳＫ 292　Ｐ 1782，1796，ＳＸ 47 実測図
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それぞれあり、底部には石がある。本ピット列に関係するか。

　東西方向のピット列については、北側と南側それぞれ４基ずつ確認したのみで東西方向

には延びない。調査区外であるため推測になるが、北側の北には対応するピット列がある

可能性がある。南側の南には対応するピット列はない。北側のピット列は、調査区北壁の

みの確認であるため詳細は不明だが、Ｐ1864の底部には石がある。ピット間の距離は1.50

～ 1.63ｍである。

　これらのピット列による構築物があった可能性は高いが、構造の復元は困難である。

　1326はＳＫ287出土の土師器皿Ｃ２類である。1327はＳＫ291出土の土師器皿Ｂ２－ａ類

である。1328と1329はＰ1708出土の土師器皿で、1328はＢ２－ａ類、1329はＢ２－ｂ類で

ある。1330はＰ1709出土の美濃須衛窯と思われる須恵器の有台杯である。1331はＰ1726出

土の土師器皿Ｂ２－ｂ類である。

　以上のことから、これらのピット列を24期に比定した。

ＳＫ292（第109図）

　Ｃ３区東部に位置する。旧地形の影響と考えられるが、Ｃ３区東部ではⅳ～ⅵ層の堆積

を確認できなかったことから、調査区中央～西部との掘り込み面の対応ができない。ＳＸ

46を切り、Ｐ1734、1872に切られる。平面形は不整楕円形を呈し、底部には石がある。

　出土遺物は土師器皿４点のみで、図示できるものはなかった。

　以上のことと切り合い関係から、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ294（第110図　第160図）

 Ｃ３区東部に位置する。旧地形の影響と考えられるが、Ｃ３区東部ではⅳ～ⅵ層の堆積

を確認できなかったことから、調査区中央～西部との掘り込

み面の対応ができない。ＳＤ83を切る。平面形は隅丸方形を

呈し、深さは0.37ｍを測る。埋土は灰白色粘砂質土が主で、

炭と焼土を含む。

　出土遺物は山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師器皿などがある。

1332は土師器皿Ｂ２－ａ類である。以上のことから、本遺構

を24期に比定した。

ＳＫ295（別添図７）

　Ｃ３区東部に位置する。旧地形の影響と考えられるが、Ｃ

３区東部ではⅳ～ⅵ層の堆積を確認できなかったことから、

調査区中央～西部との掘り込み面の対応ができない。ＳＸ45

を切る。平面形は不整形を呈し、深さは0.09ｍを測る。

＜ＳＫ 294 土層名＞
　１　灰白色粘砂質土　硬くしまる　炭、焼土含む
　２　灰色粘質土　　　しまる　　　鉄分含む
　３　黒灰色粘質土　　硬くしまる　マンガン含む
　４　灰白色粘質土　　硬くしまる　マンガン含む
　５　灰色粘土　　　　硬くしまる
　　　１,２：ＳＫ 294
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　出土遺物は土師器皿などがあるが、図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ296（別添図７　第160図）

　Ｃ３区西部に位置し、ⅳ層上面で確認した。平面形は不整形を呈し、深さは0.13ｍを測る。

　1333は中国製染付皿である。1334は土師器皿Ｂ２－ｂ類で、二次被熱により胎土が硬化

している。鋳造作業に関連するものか。以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ302（別添図７　第160図）

　Ｃ３区西部に位置し、ⅳ層上面で確認した。Ｐ1797に切られる。平面形は不整楕円形を

呈し、深さは0.20ｍを測る。

　1335は土師器皿Ｃ２類で、口縁部にタールが付着する。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＫ304（第111図　第160図）

　Ｃ３区西部に位置し、ⅳ層上面で確認

した。Ｐ1763に切られる。平面形は不整

形を呈し、底部は平らではない。深さは

0.29ｍを測る。埋土は粘土や粘砂質土が

主で、炭を少量含む。

　1336は中国製青磁碗で、外面に線描蓮

弁文がある。1337 ～ 1342は古瀬戸期の

瀬戸美濃産陶器で、1337は後Ⅳ期古段

階の卸皿である。1338 ～ 1341は後Ⅳ期

新段階で、1338 ～ 1340は腰折皿、1341

は直縁大皿である。1342は後期のもの

で器種は不明である。1343 ～ 1358は土

師器皿である。1343 ～ 1345はＢ１類で

ある。1346はＢ１類と思われる。1347、

1348、1354はＢ２－ａ類、1349 ～ 1353は

Ｂ２－ｂ類で、1352は1353と同一個体か。

1351の口縁部にはタールが付着している。1355 ～ 1358はＣ２類である。1359は登り窯期（江

戸時代中期）の瀬戸美濃産陶器で、器種は不明である。1360は銅銭「紹聖元寶」である。

1361 ～ 1362は鉄製品で、1361は小刀、1362は釘、1363は不明である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物

＜ＳＫ 304 土層名＞
　１　暗灰色粘砂質土　硬くしまる　鉄分混じる　炭少量含む
　２　灰色粘質土　　　硬くしまる　鉄分混じる
　３　灰色粘土　　　　硬くしまる
　４　明灰色粘砂質土　しまる　　　鉄分混じる
　５　暗灰色粘質土　　硬くしまる　鉄分混じる
　６　灰黄褐色粘質土　硬くしまる　鉄分混じる
　７　灰色粗砂　　　　しまる　　　やや粘性あり
　　　１～４：ＳＫ 304　５：ＳＫ 305
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ＳＫ312（別添図７　第161図）

　Ｃ３区西部に位置し、ⅳ層上面で確認した。平面形は不整円形を呈し、深さは0.34ｍを

測る。1364と1365は古瀬戸後Ⅳ期新段階の瀬戸美濃産陶器で、1364は腰折皿、1365は擂鉢

である。ともに二次被熱している。1366は土師器皿Ｃ２類である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＸ１（別添図１　第161図）

　Ｇ区北部に位置する。第１遺構検出面（ⅲ～ⅴ層のいず

れかに対応）で確認した。ＳＫ85に切られる。南北に軸が

ある溝状を呈し、北側は西に湾曲する。深さは0.19ｍを測

る。

　1367は土師器皿Ｂ２－ｂ類で、口縁部にタールが付着し

ている。この他瀬戸美濃産陶器、土師器皿、鋳造に関連す

る土師器皿などがある。

　以上のこととＳＫ85との切り合い関係から、本遺構を24

期に比定した。

ＳＸ２、３（別添図１）

　Ｇ区北部に位置する。第１遺構検出面（ⅲ～ⅴ層のいず

れかに対応）で確認した。ＳＸ２はＳＸ１に切られ、ＳＸ

３はＳＸ２に切られる。ＳＸ２は平面形は南北に長い不整

形を呈し、深さは0.26ｍを測る。ＳＸ３は平面形と深さと

もに不明である。

　ＳＸ２の出土遺物は、近世陶磁器が数点あるものの、他

は瀬戸美濃産陶器、土師器皿Ｂ２－ｂ類やＣ２類などがあ

る。図示できるものはなかった。ＳＸ３の出土遺物は少量

だが、瀬戸美濃産陶器、土師器皿Ｃ２類などがある。図示

できるものはなかった。

　以上のことと切り合い関係から、本遺構を24期に比定し

た。

ＳＸ７（第112図）

　Ｇ区北部に位置する。掘り込み面については記録が不十

分であるため、第１遺構検出面か地山上面かの特定ができ

ない。ＳＤ25、ＳＫ127などを切る。平面形は、南北方向
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に長軸がある不整形を呈し、やや東に振る。底部は平らで、深さは0.13ｍを測る。本遺構

の性格は不明である。

　出土遺物は尾張型山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師器皿などがある。図示できるものはな

かった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＸ11（別添図６　第161図）

　Ｃ１西部に位置し、ⅲ層上面で確認した。平面形は円形を呈し、長軸3.31ｍ、短軸2.70

ｍを測る。調査の最終段階で重機による断ち割りを行い、断面観察をしたところ井戸であ

ることが判明した。深さは略測で2.80ｍを測る。井戸側は抜き取られていたため構造は不

明だが、桶の箍と思われる竹片が出土したことから、井戸側か水溜部分に桶を利用した井

戸であったと考えられる。検出面で確認したプランは、井戸構築時の掘り方ではなく、廃

棄時のものであると思われる。

　1368は土師器の壺である。1369と1370は土師器皿で、1369はＢ２－ｂ類、1370はＣ２類

である。この他には山茶碗や瀬戸美濃産陶器などが出土している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＸ22（第161図）

　Ｂ１西部において、不整形に炭が密集する範囲（長軸3.95ｍ以上、短軸2.75ｍ以上）と

して確認した。堆積の厚さは0.18ｍを測る。平面の記録はとっていないため、詳細は不明

である。

　1371は中国製青磁稜花皿、1372は古瀬戸後Ⅳ期新段階の袴腰形香炉である。この他の遺

物は、土師器皿などが多く出土している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＸ31（別添図４　第161図）

　Ｆ１区西部に位置し、地山上面で確認した。ＳＤ63に切られ、ＳＸ31を切る。平面形は

不整形を呈し、深さは0.08ｍを測る。

　出土遺物は土師器、須恵器、山茶碗、土師器皿などがある。1373は土師器皿Ｂ２－ａ類

で、口縁部にタールが付着している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＸ32（第161図）

　Ｆ１区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＸ35を切る。平面形は不整形を呈する

と思われるが、北側が調査区外であるため詳細は不明である。深さは0.19ｍを測る。

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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　1374 ～ 1376は土師器皿Ｂ２－ｂ類である。1376は二次被熱により硬化しているため、

鋳造作業に関連するものと考えられる。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＸ41（別添図７　第161図）

　Ｃ３区西部に位置し、ⅲ層上面で確認した。平面形は、北側が調査区外であるため不明

である。底部は平らではない。埋土は粘砂質土とシルト質細砂が主である。

　1377は大窯第１段階の擂鉢である。1378 ～ 1380は土師器皿で、1378はＢ１類、1379はＢ

２－ａ類、1380はＢ２－ｂ類である。1381は瀬戸美濃産陶器の碗であるが、時期は不明で

ある。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＸ42（別添図７）

　Ｃ３区西部に位置し、ⅲ層上面で確認した。調査区北壁で確認した遺構であるため、プ

ランは不明である。埋土は粘砂質土とシルト質細砂が主で、深さは0.33ｍを測る。

　出土遺物は瀬戸美濃産陶器、土師器皿などがあるが、図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＸ43（第106図　第161図）

　Ｃ３区中央部に位置し、ⅲ層上面で確認した。ＳＫ279に切られる。平面形は不整形を

呈し、北側は調査区外である。底部は平らではない。埋土は粘砂質土とシルト質細砂が主

である。

 出土遺物は東濃型山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師器皿などがある。1382は古瀬戸後Ⅳ期

新段階の腰折皿である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＸ44（別添図７　第161図）

　Ｃ３区東部に位置する。旧地形の影響と考えられるが、Ｃ３区東部ではⅳ～ⅵ層の堆積

を確認できなかったことから、調査区中央～西部との掘り込み面の対応ができない。ＳＸ

45を切る。北西－南東方向に軸があると考えられ、それぞれ調査区外に延びる。東側のＣ

２区では確認できなかった。平面形や掘り方は不整形を呈し、深さは0.40ｍを測る。

　1383は尾張型山茶碗の碗、1384は土師器皿Ｍ１類である。他の出土遺物は土師器皿Ｂ類

やＣ類などがある。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。
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ＳＸ45（別添図７　第161図）

　Ｃ３区東部に位置する。旧地形の影響と考えられるが、Ｃ３区東部ではⅳ～ⅵ層の堆積

を確認できなかったことから、調査区中央～西部との掘り込み面の対応ができない。ＳＫ

282 ～ 284、ＳＸ44を切る。北西－南東方向に軸があると考えられ、それぞれ調査区外に

延びる。平面形や掘り方は不整形を呈し、深さは0.30ｍを測る。

　1385 ～ 1387はロクロ土師器である。1385と1386は椀形で、1385は輪高台が付き、1386は

平底である。1387は杯部の形状は不明で、柱状高台を呈する。いずれも外面底部に回転

糸切り痕が認められる。1388は尾張型山茶碗の碗、1389は古瀬戸後Ⅳ期新段階の腰折皿、

1390は古瀬戸後Ⅳ期新段階～大窯第１段階の擂鉢である。1391 ～ 1395は土師器皿である。

1392と1393はＢ２－ａ類、1394と1395はＢ２－ｂ類、1396はＣ２類である。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＸ47（別添図７　第161図）

　Ｃ３区東部に位置する。旧地形の影響と考えられるが、Ｃ３区東部ではⅳ～ⅵ層の堆積

を確認できなかったことから、調査区中央～西部との掘り込み面の対応ができない。Ｐ

1738に切られる。平面形は不整円形を呈し、深さは0.19ｍを測る。埋土は淡灰褐色粘砂質

土で、炭と焼土がかなり多量に混じる。埋土中からは多くの遺物が出土した。

　1397は大窯第１段階の端反皿である。1398 ～ 1401は土師器皿Ｂ２－ａ類である。1402は

土師器の内耳鍋で、外面に煤が付着している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＸ49（別添図７　第161図）

　Ｃ３区西部に位置し、ⅳ層上面で確認した。平面形は不明で、深さは0.12ｍを測る。

　1403は中国製青磁碗で、外面に線描蓮弁文がある。1404は古瀬戸後Ⅳ期新段階～大窯第

１段階の卸皿である。出土遺物はこの２点のみである。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

ＳＢ62（P421,711,722,723,857,859 ～861-1,885,895,896,899,905 ～907,914,1042,1043,1095）

（別添図11　第161図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。南北３間、東西４間の掘立柱建物を構成するピットである。西

側と東側はそれぞれ調査区外で、まだ延びる可能性がある。Ｐ421とＰ906の間では対応す

るピットを検出できなかった（Ｐ419が位置としては近いが、軸から外れる）。Ｐ899以外

のピットには底部に石がある（Ｐ899に図示した石は埋土の途中）。もっとも深いピットは

Ｐ859で、1.13ｍ以上を測る。いくつかのピットで、柱の存材を示す堆積を確認した。柱

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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部分にも掘り方にも炭と焼土を含むことから、焼土層形成後に掘られたピットと考えられ

る。ピット間の距離について、南北方向は1.88 ～ 2.00ｍ、東西方向は1.75 ～ 2.00ｍを測る。

よって建物の規模は南北5.75ｍ、東西7.88ｍ以上になる。　

　1405はＰ421出土の土師器皿Ｂ２－ａ類である。1406と1407はＰ723出土遺物である。

1406は鋳造作業に関連する土師器皿Ｂ２－ｂ類で、二次被熱により胎土が硬化し、内面に

鉱滓が付着している。1407は棒状の銅製品である。1408 ～ 1410はＰ857出土遺物である。

1408は土師器皿Ｂ２－ｂ類で、口縁部にタールが付着している。1409は鋳造作業に関連す

る土師器皿Ｂ１類で、二次被熱により胎土が硬化し、内面に鉱滓が付着している。1410は

柱部分から出土した遺物で、古瀬戸後Ⅳ期新段階の腰折皿の加工円盤である。1411と1412

はＰ859出土遺物で、1411は中国製白磁皿、1412は土師器皿Ｂ２－ｂ類で、口縁部にター

ルが付着している。1413と1414はＰ860出土遺物である。1413は古瀬戸後Ⅳ期のもので器

種不明である。Ｐ865のものと接合した。1414は大窯第１段階の擂鉢である。1415と1416

はＰ885出土遺物で、1415は土師器皿の体部で、内面に円形の線刻がある。使用時の道具

類の痕跡か。1416は坩堝で、内面に鉱滓が付着している。1417はＰ896出土の土錘である。

1418はＰ905から出土した棒状の銅製品である。1419はＰ906の柱部分から出土した土師器

皿Ｂ２－ｂ類である。

　以上のことから、これらのピットを24期に比定した。

Ｐ710（別添図11　第162図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。平面形は不整円形を呈し、底部は平らではない。底部付近から

1420の片口小瓶が正位に置かれ、その上に1421の口広有耳壺を、逆位にし1420に被せるよ

うに置かれていた。埋土は砂質土に炭と焼土が少量混じる。深さは0.15ｍ以上を測る。本

遺構は上記の掘立柱建物の範囲内に位置するが、建物と関係がある可能性がある。

　1420と1421は古瀬戸期の瀬戸美濃産陶器で、1420は後Ⅳ期古段階の片口小瓶である。

1421は古瀬戸後Ⅳ期新段階の口広有耳壺である。この他土師器皿などが出土している。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

Ｐ439- １（別添図６　第162図）

　Ｇ区南部に位置する。掘り込み面はⅲ～ⅴ層のいずれかの上面であるが、記録が不十分

であるため特定できない。平面形は不整楕円形を呈し、深さは0.04ｍを測る。埋土中から

完形の鉄製品の鋤が出土した。

　1422は上述した鉄製品の鋤である。全面を錆が覆っているため、詳細は不明である。

　出土遺物について、本遺構の南東側で確認したＰ439- ２の遺物と、整理時にＰ439とし

て混同してしまった。遺物の様相は、瀬戸美濃産陶器、土師器皿、鋳造に関連する土師器
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皿などがある。また両遺構ともⅲ～ⅴ層のいずれかの上面から掘り込んでいることから考

えて、これらの遺構を24期に比定した。

ＳＢ63（P1130 ～ 1136,1141 ～ 1143,1177,1285）（第113図　第162図）

　Ｇ区中央部に位置し、地山上面で確認しているが、Ｐ1130、1177は調査区西壁の精査の

結果、ⅴ層上面から掘り込まれることが判明した。その他のピットも同じ面から掘り込ま

れる可能性が高い。南北２間、東西４間の掘立柱建物を構成するピットである。西側と東

側はそれぞれ調査区外で、まだ延びる可能性がある。Ｐ1130の南側とＰ1133の北側には対

応するピットを検出できなかった。また、Ｐ1132の北側にはＰ1138、1317、1333の３つが

あるが、どれが対応するがは不明であるため、ここでは記述の対象に含めなかった。ピッ

トの底部には石があるのがほとんどで、Ｐ1141、1142、1177には柱の存材を示す堆積が確

認できた。この３基のピットについて、柱部分には焼土と炭を含むが、掘り方には焼土

と炭を含まない（Ｐ1177にはわずかに含まれる）ことから、焼土層形成以前に掘られたと

考えられ、焼土層形成後に柱がなくなったと考えられる。ピット間の距離について、南北

方向は1.75 ～ 1.80ｍ、東西方向は1.88 ～ 2.13ｍを測る。よって建物の規模は南北3.62ｍ、

東西7.50ｍ以上になる。Ｐ1285、1134、1136の底部には石がなく、また東西の軸から若干

ずれることから、本記述の掘立柱建物の範囲に入らない可能性がある。

　1423はＰ1142出土の土師器皿Ｂ２－ｂ類である。1424はＰ1143出土の砥石で、使用痕は

２面認められる。出土遺物はＰ1133、1135、1141、1177などに24期の遺物が出土している。

　以上のことから、これらのピットを24期に比定した。

Ｂ１区ピット列（第114図　第162）

　Ｂ１区西～中央部に位置し、地山上面で確認した。西からＰ1443、Ｐ1444、Ｐ1445、Ｐ

1448、Ｐ1451（Ｐ1450）、Ｐ1442、Ｐ1441、Ｐ1439（Ｐ1440、1460）、Ｐ1438、Ｐ1437、Ｐ

1436、Ｐ1435、Ｐ1431、Ｐ1434、Ｐ1433、Ｐ1432、Ｐ1467が、東西方向にほぼ等間隔に並ぶ（上

記の括弧内は切られるピットであることから、これ以降記述しない）。軸はやや北に振る。

その方向は前述のＳＤ26、53と同じで、さらに本ピット列と溝は延長上に位置する。また

ＳＤ51とも平行する。ピット列は西に続く可能性があるが、東側はＳＤ54以東にはない。

また南北に対応するピット列がないことから、掘立柱建物の可能性も考えにくい。ピッ

トの底部には石が据えられているものがほとんどで、石のないものは、西からＰ1448、Ｐ

1437、Ｐ1436のみである。ピットの深さは、Ｐ1435が0.28ｍ、Ｐ1436は0.32ｍ、Ｐ1437が0.20

ｍ、Ｐ1439が0.28ｍとやや浅いが、それ以外は0.40ｍ以上の深さがある。ピットの石の間

の距離（石がない場合は中心）は1.50 ～Ｐ1.60ｍであるが、Ｐ1448とＰ1451のみ1.80ｍと

やや広い（Ｐ1448とＰ1450間は1.50ｍだが、その場合Ｐ1450とＰ1442間が2.00ｍになる）。

　Ｂ１区で検出した24期に比定できる遺構は、ほぼすべて本ピット列以南にあることから、

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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＜Ｐ 1141 ～ 1143 土層名＞
　１　黄茶褐灰色土　砂混じる　炭、焼土少量含む
　２　灰褐色砂質シルト　粘性あり
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＜Ｐ 1134 土層名＞
　１～３　観察なし
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＜Ｐ 1177 土層名＞
　１　暗灰色粘質土　　　しまる
　　　灰色砂質土混じる　炭、焼土多量に混じる
　２　暗茶褐色粘質土　　しまる
　　　灰色砂質土混じる　炭、焼土少量含む
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第 113 図　ＳＢ 63（Ｐ 1130 ～ 1136，1141 ～ 1143，1177，1285）実測図

＜Ｐ 1136 土層名＞
　１　黄茶褐色土　砂混じる　炭、焼土少量含む
　２　茶灰色砂質シルト
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vここに境界を示す構築物があった可能性が高い。さらに、延長線上にあるＳＤ26、53と

Ｇ区で検出した24期の遺構群についても同様のことが認められる。

　1425はＰ1432出土の土師器皿Ｃ２類、1426と1427はＰ1434出土の土師器皿で、1426はＢ

１類、1427はＢ２－ａ類である。1428はＰ1436出土の大窯第１段階の擂鉢、1429はＰ1439

出土の土師器の羽釜、1430はＰ1442出土の土師器皿Ｃ２類である。1431と1432はＰ1451出

土遺物で、1431は古瀬戸後Ⅳ期新段階の腰折皿、1432は土師器皿Ｂ２－ａ類である。この

他のピットからも同じ時期の遺物が出土している。またＰ1431では漆器椀が出土している

が、図示できる状態ではなかった。

　以上のことから、本遺構を24期に比定した。

Ⅵ期のピットから出土した遺物（第162、163図）

　1433はＰ350の古瀬戸後Ⅳ期新段階の天目茶碗である。1434はＰ389の東濃型山茶碗の碗

である。1435 ～ 1437は土師器皿である。1435はＰ412出土のＢ１類で、口縁部にタールが

付着している。1436はＰ426のＢ２－ｂ類、1437はＰ427のＣ２類である。1438はＰ434の中

国製青磁碗で、外面に線描蓮弁文がある。1439と1440はＰ445の大窯第１段階の擂鉢、1441

はＰ480の土師器皿Ｂ２－ａ類、1442はＰ576の古瀬戸後Ⅳ期新段階の卸目付大皿、1443は

Ｐ645の中国製染付皿である。1444 ～ 1448は土師器皿である。1444はＰ656のＢ２－ｂ類で、

口縁部にタールが付着している。1445はＰ697のＢ２－ｂ類、1446と1447はＰ701のもので、

1446はＢ２－ａ類である。1447は鋳造作業に関連するＣ２類で、二次被熱により胎土が硬

化している。1448はＰ708のＢ２－ｂ類である。1449と1450はＰ716の瓦器で、1449は火鉢

もしくは風炉、1450は風炉である。1451はＰ720の鋳造作業に関連する土師器皿Ｂ２－ｂ

類、1452はＰ791の中国製染付皿である。1453、1454は土師器皿である。1453は鋳造作業に

関連するＢ２－ａ類で、二次被熱により胎土が硬化し、内面に鉱滓が付着している。1454

はＰ813のもので、Ｂ２－ｂ類で口縁部にタールが付着する。1455は瓦器の風炉で、外面

にミガキ調整が施される。ⅳ層の遺物と接合した。1456はＰ814の鋳造作業に関連するＢ

２－ｂ類で、二次被熱により胎土が硬化し、内面に鉱滓が付着している。1457はＰ816の

中国製白磁皿、1458はＰ817の土師器皿Ｂ１類で、内面に墨書がある。「お」「お」「ま」「に」

の文字が判読できるが、一部のみの残存で、まだ文字が続くため意味は不明である。1459

はＰ831の碁石である。1460と1461はＰ835のもので、1460は中国製染付皿、1461は土師器

皿Ｂ２－ａ類である。1462と1463はＰ839のもので、1462は中国製青磁碗で、外面に線描蓮

弁文がある。1463は土師器皿Ｃ２類で、口縁部にタールが付着している。1464 ～ 1468は

土師器皿である。1464と1465はＰ841のもので、1464はＢ２－ｂ類である。1465は鋳造作業

に関連するＣ２類で、二次被熱により胎土が硬化している。1466はＰ865のＣ２類で全面

に煤が付着し、1467はＰ888のＤ１類で耳皿状を呈する。1468はＰ897の鋳造作業に関連す

るＢ１類で、二次被熱により胎土が硬化している。1469はＰ911の瀬戸美濃産陶器で古瀬

第６節　Ⅵ期の遺構と遺物
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戸～大窯期のものと思われるが、詳細な時期と器種は不明である。1470はＰ916の土師器

皿Ｃ２類で、内外面に煤が付着している。1471と1472はＰ918のもので、1471は古瀬戸後Ⅳ

期新段階の腰折皿、1472は土師器皿Ｂ２－ｂ類である。1473と1474はＰ920のもので、1473

は中国製染付皿、1474は土師器皿Ｂ２－ｂ類である。1475 ～ 1478はＰ925のもので、1475

は中国製青磁碗、1476は中国製染付皿、1477は古瀬戸後Ⅳ期新段階の花瓶、1478は土師器

皿Ｃ２類である。1479はＰ930の東濃型山茶碗の碗、1480はＰ1033の坩堝で、内面に鉱滓が

付着している。1481はＰ1047の土師器皿Ｂ２－ｂ類、1482はＰ1058の鞴の羽口で、胎土に

籾殻が混和されている。1483と1484はＰ1151の土師器皿で、1483はＢ２－ｂ類、1484はＣ

２類である。1485 ～ 1490はＰ1426のもので、1485は中国製青磁盤、1486 ～ 1490は土師器

皿Ｂ２－ｂ類である。1491と1492はＰ1498の土師器皿で、1491はＢ１類と思われる。1492

はＣ２類でへそ皿状を呈する。1493は土師器のＳ字甕、1494は土師器皿Ｃ２類であり、Ｐ

1732から出土した。1495と1496は土師器皿で、1495はＰ1762のＢ２－ｂ類、1496はＰ1788

のＢ２－ａ類である。1497はＰ1823の瀬戸美濃産陶器で、古瀬戸後Ⅳ期新段階～大窯第１

段階の擂鉢である。1498はＰ1841の土師器皿Ｂ１類である。

Ｃ３区ⅳ層（第163図）

　Ｃ３区西～中央部で確認した。第２遺構検出面の基盤層である。ⅴ層の上面に堆積する

灰黄褐色粘質土で、厚さは0.10 ～ 0.20ｍを測る。本層上面では24期の遺構を確認している。

本層が人工の整地層か自然堆積であるかの判断は難しい。

　1499と1500は美濃須衛窯須恵器で、1499は蓋、1500は小型高杯である。1501は美濃須衛

窯須恵器と思われる有台杯で、内面底部に使用痕が認められる。1502は古瀬戸後Ⅳ期新

段階の腰折皿、1503は大窯期の瀬戸美濃産陶器と思われるが、器種と時期は不明である。

1504と1505は土師器皿で、1504はＢ１類、1505はＢ２－ａ類である。1506は土師器の内耳鍋、

1507は土鈴である。以上のことから、本層の形成は23 ～ 24期で考えたい。

Ｃ３区ⅲ層（第163図）

　Ｃ３区西～中央部で確認した。第１遺構検出面の基盤層である。ⅳ層の上面に堆積する

黄褐色粘質土で、厚さは0.15 ～ 0.20ｍを測る。本層上面では24期の遺構を確認している。

本層が人工の整地層か自然堆積であるかの判断は難しい。

　1508は土師器の把手である。1509は常滑産陶器の甕である。1510と1511は中国製磁器で、

1510は青磁碗、1511は染付皿である。1512 ～ 1517は瀬戸美濃産陶器である。1512 ～ 1514

は古瀬戸後Ⅳ期新段階で、1512と1513は腰折皿、1514は擂鉢である。1515 ～ 1517は大窯第

１段階で、1515と1516は天目茶碗、1517は擂鉢である。1518 ～ 1521は土師器皿で、1518は

Ｍ３類、1519はＢ２－ｂ類、1520はＣ２類である。1521は土師器の焙烙で江戸時代中期で

ある。1522は銅銭「元豊通寶」、1523は鉄砲の弾である。
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　以上のことから、本層の形成は24期で考えたい。

Ｇ区ⅳ層（第163、164図）

　Ｇ区南部で確認した焼土層である。遺構検出時に本層を掘削しながらいくつかの遺構が

検出できたことから、本来ならば本層をさらに細分できる可能性が考えられる。検出した

遺構は鋳造作業に関連する遺構である可能性が高いこと、遺構間で接合できる遺物が多い

ことなどから、作業の過程で整地を行い、その都度遺構を廃棄したと考えられる。ⅳ層の

堆積は、そのような行為を繰り返すことにより形成されたと考えられる。

　1524は常滑産陶器の玉縁状口縁壺である。1525は中国製青磁碗で、外面に鎬蓮弁文が施

される。1526は古瀬戸後Ⅳ期古段階の仏餉具である。1527は土師器皿Ｃ２類で、内面に線

刻による花文が施される。1528と1529は鋳造作業に関連する土師器皿Ｃ２類で、二次被熱

により胎土が硬化しており、1528は金のようなものが付着し、1529は内面に自然釉が認め

られる。1530は鏡の鋳型である。1531と1532は坩堝で、胎土には籾殻が混和されており、

内面には鉱滓が付着している。1533は土鈴である。1534は不明銅製品、1535は銅の地金で、

ほぼ純銅だがやや銀の含有量が多い。1536と1537は碁石である。

　以上のことから、本層の堆積は24期と考えたい。

Ｇ区ⅲ層（第167図）

　Ｇ区南部で確認した焼土を含む堆積である。本層はＳＫ90などの鋳造作業に関わる遺構

の上部に堆積しており、上面では柱穴列などを確認した。おそらく鋳造作業とは無関係な

場が展開したと考えられる。本層はそのような場を造るための整地層と考えられる。

　1674は中国製白磁皿である。1675と1676は古瀬戸期の瀬戸美濃産陶器で、1675は後Ⅲ期

～Ⅳ期古段階の耳付水柱、1676は後Ⅳ期新段階の天目茶碗である。1677は大窯第１段階の

擂鉢である。1678は土師器皿Ｃ２類である。1679は鋳造作業に関連する土師器皿Ｂ２－ｂ

類で、二次被熱により胎土が硬化している。

　以上のことから、本層の堆積は24期と考えたい。

第７節　Ⅶ期の遺構と遺物

ＳＸ12（別添図６　第164図）

　Ｃ１、Ｈ４区のⅲ層上面で確認した、灰褐色シルト混じり細砂の範囲である。本遺構の

底部でＳＫ183、184などを確認した。プランの北辺のみ確認したが、西側、南側、東側は

調査区外であるため、全体の形状は不明である。底部は南に向かって緩やかに傾斜してい

る。地形の落ち込みに堆積したものと思われる。深さは0.32ｍを測る。

第７節　Ⅶ期の遺構と遺物
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　1538は美濃須衛窯須恵器の蓋である。1539 ～ 1541は中国製磁器で、1539は青磁稜花皿、

1540と1541は染付皿で、1540は二次被熱している。1542 ～ 1545は古瀬戸期の瀬戸美濃産陶

器で、1542は後期の四耳壺、1543は後Ⅲ～Ⅳ期の耳付水注である。1542と1543は後Ⅳ期新

段階で、1544は腰折皿、1545は擂鉢で二次被熱している。1546は大窯第１段階の仏餉具で

ある。1547は古瀬戸後Ⅳ期新段階～大窯第１段階の擂鉢である。1548は瀬戸美濃産陶器だ

が、時期と器種は不明である。1549と1550は土師器皿で、1549はＢ２－ｂ類で内面にター

ルが付着し、1550はＣ２類である。1551は土製品の人形（天神か）である。1552は砂岩製

の砥石で、使用面は２面認められる。1553はチャート製の二次使用のある剥片である。出

土遺物は24期までのものがほとんどであるが、近世陶磁器などが少量認められる。

　以上のことから、本遺構を26期に比定した。

ＳＸ21（第164図）

　Ｂ１区西～中央部で確認した灰褐色シルトの広がりで、南方ほど厚く（0.10ｍ）堆積す

る。この埋土を除去した後に遺構が検出できたことから、ⅱ層の一部である可能性が高い。

　1554は土錘、1555は銅銭「寛永通寶」である。この他近世陶磁器も一定量ある。

　以上のことから、本遺構を26期に比定した。

ＳＸ33（別添図４　第164図）

　Ｆ１区西部に位置し、地山上面で確認した。Ｐ1514に切られる。平面形は不整形を呈す

ると思われるが、北側が調査区外であるため詳細は不明である。深さは0.07ｍを測る。

　出土遺物は土師器、須恵器、尾張型山茶碗、土師器皿などがあり、少量だが近世陶磁器

もある。1556は土師器の焙烙で、底部に切り出しの沢瀉文がある。

　以上のことから、本遺構を26期に比定した。

Ⅶ期のピットから出土した遺物（第164図）

　1557 ～ 1559はＰ438の瀬戸美濃産陶器で、1557は古瀬戸後Ⅳ期新段階の天目茶碗の加工

円盤、1558は大窯第３段階の端反皿、1559は登り窯期（江戸時代中期）の丸碗である。

第８節　時期不明の遺構と遺物

ＳＢ７（第115図）

　Ｇ区北端部に位置する。地山上面で確認した。平面形は、方形を呈すると思われるが、

東側が調査区外であるため詳細は不明である。底部は平らで、深さは0.11ｍを測る。

　出土遺物は土師器、須恵器、土師器皿が数点ずつあるのみである。図示できるものはな

かった。
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ＳＢ８（別添図１）

　Ｇ区北端部に位置する。地山上面で確認した。平面形は、方形

を呈すると思われるが、西側が調査区外であるため詳細は不明で

ある。底部は平らで、深さは0.20ｍを測る。

　出土遺物は土師器、須恵器が数点ずつあるのみである。図示で

きるものはなかった。

ＳＢ９（第116図）

　Ｇ区北部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ12などを切る。

平面形は方形を呈すると思われるが、東側が調査区外であるため

詳細は不明である。底部は平らで、深さは0.17ｍを測る。

　出土遺物は土師器１点、須恵器２点のみである。図示できるも

のはなかった。

　以上のことから、本遺構の時期は特定できなかったが、切り合

い関係から24期になる可能性がある（詳細はＳＢ13の記述参照）。

その場合、竪穴住居と判断しＳＢの略称を付したが、規模や遺物

第８節　時期不明の遺構と遺物
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の様相を考えると竪穴状遺構の可能性が高い。

ＳＢ11、14（第117図）

　Ｇ区北部に位置し、地山上面で確認した。ともに方形を呈すると思われるが、西側が調

査区外であるため詳細は不明である。両遺構の位置から一連の遺構である可能性が高く、

埋土についても、ＳＢ11は炭と焼土を少量含む暗茶褐色シルト、ＳＢ14は炭と焼土を少量

含む淡茶褐色シルトと似ている。しかしＳＤ27により分断され、また、調査区西壁の観察

では床面のレベルが若干異なる（Ａ－Ａ’セクションの13、14層）ため断定はできない。

両遺構とも床面は平らだが、貼り床や硬化面は認められなかった。

　出土遺物について、ＳＢ14は土師器がほとんどで、他に須恵器、瀬戸美濃産陶器、土師

器皿が数点ずつある。ＳＢ11は土師器皿１点のみである。図示できるものはなかった。

ＳＢ12（第116図）

　Ｇ区北部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ13を切り、ＳＢ９、ＳＫ127に切られる。
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＜ＳＢ 14 土層名＞
　１　暗黄灰色砂質シルト　鉄分含む
　２　暗灰黄色砂質シルト　粘性あり　鉄分含む
　　　１：Ｐ 1115　２：ＳＢ 14 

＜ＳＢ 11 土層名＞
　１　灰茶褐色砂質シルト　粘性あり

＜ＳＢ 11,14 土層名＞
　１　駐車場のアスファルト
　２　駐車場の基礎
　３　青灰色シルト　　　　しまる　　　　　　鉄分含む
　４　淡青灰色シルト　　　しまる　　　　　　鉄分含む
　５　黄褐色シルト　　　　しまる　　　　　　鉄分含む
　６　青灰色シルト　　　　しまる　　　　　　鉄分含む
　７　暗茶褐色粘質シルト　しまる　　　　　　鉄分、灰色シルト混じる　炭、焼土多量に含む　小石少量混じる
　８　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる
　９　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる　　　　炭、焼土少量含む
　10　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる　　　　炭、焼土少量含む
　11　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる
　12　暗茶褐色シルト　　　　　　　　　　　　黒褐色シルト混じる　　　鉄分多量に含む
　13　暗茶褐色シルト　　　非常に硬くしまる　灰色シルトまだらに含む　炭、焼土少量含む
　14　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる　　　　炭、焼土少量含む
　15　暗茶褐色シルト　　　非常に硬くしまる　鉄分少量含む
　16　灰色シルト　　　　　やや青味帯びる　　鉄分多く含む
　　　13：ＳＢ 14　14：ＳＢ 11　16：地山
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平面形は方形を呈すると思われるが、西側はＳＸ７に削平され、東側は調査区外のため詳

細は不明である。底部は平らで、深さは0.11ｍを測る。

　出土遺物は土師器と須恵器がほとんどで、他は灰釉陶器が２点あるのみである。図示で

きるものはなかった。

　本遺構の時期について、遺物の様相からはをⅢ～Ⅳ期になるが、切り合い関係からは24

期以降になる可能性がある（詳細はＳＢ13の記述参照）。その場合、竪穴住居と判断しＳ

Ｂの略称を付したが、規模や遺物の様相を考えると竪穴状遺構の可能性が高い。

ＳＢ15（第118図）

　Ｇ区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＫ130などに切られ、ＳＢ17を切る。平

面形は方形を呈するが、西側が調査区外であるため詳細は不明である。南北は4.90ｍ、深

さは0.22ｍを測る。床面は平らだが、貼り床や硬化面は認められなかった。

　出土遺物は少量で、土師器と須恵器のみである。図示できるものはなかった。

ＳＢ17（第19図　第164図）

　Ｇ区中央部に位置する。ＳＤ31などに切られ、ＳＢ38を切る。平面形は不整方形を呈し、

底部は平らだが、貼り床や硬化面は見られなかった。埋土は粘性のある砂質シルトで、焼

土を少量含む。

　出土遺物は土師器が数点あるのみである。1560はくの字甕で、口縁部外面に横ナデ調整

が施される。

ＳＢ18（第119図）

　Ｇ区中央部に位置する。ＳＢ36、ＳＫ132に切られる。方形を呈するが、西側は削平さ

れているため、詳細は不明である。底部は平らで、深さは0.19ｍを測る。

　出土遺物は土師器がほとんどで、他は須恵器と土師器皿が数点ずつあるのみである。図

示できるものはなかった。

ＳＢ36（第119図　第164図）

　Ｇ区中央部に位置し、地山上面で確認した。方形を呈すると思われるが、南側はＳＫ

78、83に削平されるため詳細は不明である。深さは0.11ｍを測る。

　1561は畿内系須恵器の蓋、1562は美濃須衛窯須恵器の杯である。1563は灰釉陶器の椀で、

内面底部に使用痕が認められる。この他の出土遺物は土師器が３点あるのみである。

ＳＤ５（別添図９　第164図）

　Ｅ１区東部に位置し、地山上面で確認した。Ｐ73に切られ、ＳＫ41を切る。南北方向に

第８節　時期不明の遺構と遺物
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

＜ＳＢ 15 土層名＞
　１　茶褐色土　　　　　　　　　　　　灰色土混じる
　２　茶褐色土　　　　　　　　　　　　灰色土混じる
　３　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　炭、焼土まばらに含む
　４　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　灰色砂質土部分的に、黄褐色細砂混じる　炭、焼土少量含む
　５　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　灰色砂質土まだらに、黄褐色細砂混じる　炭、焼土少量含む　
　６　灰色土　　　　　　　　　　　　　小石やや多く混じる
　７　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　炭、焼土部分的に多量に含む
　８　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　炭、焼土部分的に多量に含む
　９　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　灰色砂質土まだらに、黄褐色細砂混じる　炭、焼土やや多量に含む
　10　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　やや粘質　灰色砂質土まだらに混じる　　炭、焼土多量に含む
　11　灰色粘質土　　　　　　　　　　　黄褐色粘質土少量、灰色シルト混じる　　炭、焼土やや多量に含む
　12　暗茶褐色砂質土　　　　　　　　　灰色砂質土混じる　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　13　暗茶褐色砂質土　　　しまる　　　灰色砂質土部分的に、黄褐色細砂混じる　炭、焼土少量含む
　14　灰色土　　　　　　　しまりなし
　15　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　やや粘質　灰色砂質土まだらに混じる　　炭、焼土部分的に多量に含む
　16　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　炭、焼土部分的に多量に含む
　17　淡茶褐色砂質土　　　　　　　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　炭、焼土部分的に多量に含む
　18　暗茶褐色砂質土　　　しまる　　　灰色砂質土部分的に、黄褐色細砂混じる　炭、焼土少量含む
　19　暗黄茶色シルト　　　　　　　　　灰色シルトまだらに混じる
　20　淡黄茶色砂質シルト　　　　　　　灰色シルトまだらに混じる
　21　淡茶褐色粘質土　　　しまる　　　灰色砂質土まだらに、黄褐色粘質土ブロック、黄褐色細砂混じる　　
　22　観察なし
　23　淡茶褐色砂質土　　　　　　　　　灰白色シルトまだらに混じる
　　　19：ＳＢ 15　20：Ｐ 1287
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　１　観察なし
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＜ＳＢ 18 土層名＞
　１　観察なし
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＜ＳＫ 83, ＳＢ 36 土層名＞
　１　黄白色粘質土
　２　暗白灰色土　砂混じる
　３　灰色砂質土
　　　１：ＳＫ 83　２：ＳＢ 36
　　　３：地山 
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＜ＳＫ 131 土層名＞
　１　灰黄色砂質シルト
　　　炭、焼土まだらに含む
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軸があるが、両側ともに閉じる。深さは0.14ｍと浅く、

断面形は不明である。

　出土遺物は土師器と土師器皿が数点ずつあるのみで

ある。1564は土師器皿Ｍ４類である。

ＳＤ７（第120図）

　Ｈ２区北部に位置し、地山上面で確認した。東西方

向に軸があり、やや北に振る。また若干南に湾曲する。

断面形はＶ字形を呈し、深さは0.35ｍを測る。埋土は

弱粘質土である。

　遺物は出土していない。

ＳＤ10（第121図）

　Ｈ２区中央部に位置する。掘り込み面を誤認してお

り、調査区東壁ではⅲ層上面から、調査区西壁では地

山上面から掘り込むとした。発掘作業段階で認識して

いなかったため、現段階では判断できない。東西方向

に軸があり、やや北に振る。方向はＳＤ２、７、９と

同じである。ＳＤ２との距離は16.30ｍ、ＳＤ７との

距離は4.70ｍ、ＳＤ９との距離は6.90ｍを測る。断面

形は扁平Ｕ字形を呈し、深さは0.44ｍを測る。埋土は

砂質土である。

　出土遺物は土師器１点のみで、図示できるものはなかった。

ＳＤ12（第121図）

　Ｇ区北部に位置する。ＳＤ13に切られる。南北方向に軸があり、やや西に振る。南側は

閉じ、北側は調査区外に延びる。断面形は不明で、深さは0.11ｍを測る。

　遺物は出土していない。

ＳＤ13（第121図）

　Ｇ区北部に位置する。ＳＤ12を切る。南北方向に軸があり、やや西に振る。南側と北側

は調査区外に延びる。東側が調査区外であるため、断面形は不明で、深さは0.15ｍを測る。

　出土遺物は尾張型山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師器皿などがあり、近世陶磁器が数点あ

る。図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構は24期もしくは26期のいずれかに比定できるが、データが少な

第８節　時期不明の遺構と遺物
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＜ＳＤ７土層名＞
　１　灰色土　　　　　　　しまる　小石多く混じる
　２　灰色砂質土　　　　　　　　　茶褐色砂質土混じる
　３　茶褐色弱粘性砂質土　　　　　灰色砂質土部分的に混じる
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土やや多量に混じる
　４　淡茶褐色弱粘質土　　しまる　灰色弱粘質土部分的に混じる
　５　茶褐色弱粘性砂質土　　　　　やや赤味帯びる
　　　　　　　　　　　　　　　　　灰色砂質土部分的に混じる　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土やや多量に混じる
　６　暗茶褐色砂質土　　　しまる　礫、小石混じる炭、焼土多量に含む
　　　４：ＳＤ７　５,６：地山
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

いため判断できない。

ＳＤ25（第122図）

　Ｇ区北部に位置し、地山上面で確認した。ＳＸ７に切られる。南北方向に軸があり、や

や東に振る。北側は閉じ、南側はＳＤ27に削平されるが、ＳＤ27以南ではプランは認めら

れなかった。出土遺物は尾張型山茶碗、土師器皿、鋳造作業に関連する土師器皿が数点ず

つあるのみである。図示できるものはなかった。
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＜ＳＤ 10 土層名＞
　１　灰色土　　　　　　　しまる　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　小石多く混じる
　２　灰色砂質土　　　　　褐色砂質土混じる
　３　茶褐色粘質土　　　　しまる　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　灰白色粘質土混じる
　　　　　　　　　　　　　小石多量に混じる
　４　茶褐色弱粘性砂質土　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　灰色砂質土部分的に混じる　　　
　　　　　　　　　　　　　炭、焼土やや多量に混じる
　５　暗茶褐色砂質土　　　
　　　　　　　　　　　　　非常に硬くしまる　
　　　　　　　　　　　　　灰黄褐色砂質土まだらに混じる
　６　茶褐色弱粘性砂質土　やや赤味帯びる　　
　　　　　　　　　　　　　灰色砂質土部分的に混じる　　　
　　　　　　　　　　　　　炭、焼土やや多量に混じる
　７　暗茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　礫、小石混じる　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　　　５：ＳＤ 10　６,７：地山
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＜ＳＤ 13 土層名＞
　１　暗茶褐色シルト
　　　灰色シルトまだらに混じる
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第 121 図　ＳＤ 10，12，13 実測図
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ＳＤ36（第123図　第164図）

　Ｇ区南端部に位置し、ⅴ層上面から掘り込まれる。ＳＢ

28、42、ＳＫ138を切り、Ｐ1171、1211などに切られる。東

西方向に軸があり、やや南に振る。掘り方は東方ほど幅が狭

くなる。断面形は扁平Ｕ字形を呈し、深さは0.15ｍを測る。

　出土遺物は土師器と須恵器が少量あるのみである。1565は

美濃須衛窯須恵器の脚台である。

　本遺構の時期は、ＳＢ28との切り合い関係から11期以降に

比定できるが、詳細な時期は特定できない。

ＳＤ41、43（第58図・別添図６　第164図）

　ＳＤ41はＣ１区の東部、ＳＤ43はＣ１区西部で確認した。

ＳＤ41はＳＤ42、46などを、ＳＤ43はＳＫ162などを切る。

東西方向に軸があり、やや北に振る。断面形と深さは、ＳＤ

41が不整形で0.16ｍ、ＳＤ43が0.08ｍと浅く不明である。Ｓ

Ｄ41の西側、ＳＤ43の東側はそれぞれ浅くなって閉じる。両

溝は同一線上に位置するため、同一遺構である可能性が高い。

　1566と1567はＳＤ41出土遺物である。1566は古瀬戸後Ⅳ期

新段階～大窯第１段階の天目茶碗の加工円盤である。1567は

土師器皿Ｂ１類と思われる。

　ＳＤ43の出土遺物は、土師器、須恵器、土師器皿、鉄製品

である。図示できるものはなかった。

　以上のことから、これらの遺構は24期に比定できるが、Ｓ

Ｄ41がＳＤ42を切ることから26期になる可能性がある。

ＳＤ42（別添図６）

　Ｃ１区東端部に位置し、ⅲ層上面で確認した。ＳＤ41に切

られる。南北方向に軸があり、若干東に振る。掘り方の東側

が調査区外であるため、断面形と深さは不明であるが、西側

の掘り方にはテラスがある二段掘りを呈する。

　出土遺物は須恵器１点、瀬戸美濃産陶器１点、鋳造作業に

関係すると思われる土師器１点、近世陶磁器２点、不明陶磁

器３点と少ない。図示できるものはなかった。

　以上のことから、本遺構の時期は特定できないが、26期に

なる可能性がある。

第８節　時期不明の遺構と遺物
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＜ＳＤ 25 土層名＞
　１　淡茶褐色シルト　しまる
　　　灰色シルトが斑状に入る
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　１　灰黄色砂質土
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

ＳＤ48（第164図）

　Ｈ４区中央部に位置し、ＳＸ12の上面で確認した。平面の記録をとっていないため詳細

は不明であるが、東西方向に軸がある。断面形は逆台形を呈し、深さはO.35ｍを測る。

　1568は古瀬戸後Ⅳ期新段階の天目茶碗である。1569 ～ 1572は土師器皿で、1569はＢ１類、

1570はＢ２－ａ類、1571はＢ２－ｂ類、1572はＣ２類である。この他土師器、須恵器、山

茶碗など多くの遺物が出土しているが、近世陶磁器や瓦が少量認められる。

ＳＫ６（第47図）

　Ｈ３中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ２、３、ＳＫ

32を切る。平面形は不整円形を呈し、深さは0.30ｍを測る。埋土

中からは礫が多量に出土した。

　出土遺物は土師器がほとんどで、他は須恵器、東濃型山茶碗、

土師器皿が数点ずつあるのみである。図示できるものはなかっ

た。切り合い関係から、本遺構の時期はⅤ期以降になるが、詳細

な時期は特定できない。

ＳＫ15（第124図）

　Ｈ３区北部に位置し、地山上面で確認した。試掘坑に削平され

る。平面形は不整形を呈し、底部は平らである。深さ

は0.17ｍを測る。

　出土遺物は土師器３点、尾張型山茶碗２点、土師器

皿Ｂ２類１点のみで、図示できるものはなかった。

ＳＫ21（別添図９、第165図）

　Ｈ３区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ

２を切り、Ｐ59に切られる。平面形は不整形を呈し、

底部は平らである。埋土は砂質土に炭を含む。深さは

0.44ｍを測る。

　1573は尾張型山茶碗の碗である。内外面にタールが

付着している。この他の出土遺物はすべて土師器であ

る。

ＳＫ23（第125図）

　Ｈ３区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＤ３

を切る。平面形は正方形を呈し、掘り方は不整形であ

＜ＳＫ 23 土層名＞
　１　淡茶褐色砂質土　　しまる　やや粘性あり　灰白色砂質土混じる
　２　茶灰色砂質土　　　　　　　礫多量に混じる
　３　黄茶褐色砂質土　　しまる　灰白色砂質土まだらに混じる
　４　淡茶褐色粘砂質土　しまる　灰白色砂質土混じる
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る。埋土は砂質土が主で、礫を多量に含む。

　出土遺物は土師器９点、尾張型山茶碗１点、不明陶磁器１点のみである。図示できるも

のはなかった。

　切り合い関係から24期以降になるが、詳細な時期は特定できなかった。

ＳＫ24（別添図９　第165図）

　Ｈ３区南部に位置し、地山上面で確認した。平面形は、西側が調査区外であるため不明

である。深さは0.24ｍを測る。

　出土遺物は土師器がほとんどで、他は須恵器、尾張型山茶碗、土師器皿などが数点ずつ

あるのみである。1574は土師器皿でＢ１類と思われる。

ＳＫ32（第47図）

　Ｈ３中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ２、３、ＳＫ44を切る。平面形は不整

長方形を呈し、深さは0.13ｍを測る。埋土は灰褐色シルトに炭と焼土を含む。

　出土遺物は土師器皿が２点あるのみで、図示できるものはなかった。

　切り合い関係から、本遺構の時期はⅤ期以降になるが、詳細な時期は特定できない。

ＳＫ37（別添図９　第165図）

　Ｈ１区南部に位置し、地山上面で確認した。平面形は不整形を呈し、深さは0.32ｍを測る。

　出土遺物は土師器がほとんどで、他は須恵器、山茶碗、瀬戸美濃産陶器、土師器皿など

が数点ずつあるのみである。1575はサヌカイト製の打製石鏃である。

第８節　時期不明の遺構と遺物

＜ＳＫ 42 周辺土層名＞
　１　灰色土　　　　　しまる　小石混じる
　２　灰色砂質土　　　しまる　茶褐色砂質土まだらに混じる
　３　灰黄褐色シルト　しまる　灰色シルトまだらに混じる
　４　暗茶褐色粘質土　しまる　灰黄褐色粘質土まだらに混じる　炭含む
　５　黒褐色粘質土　　しまる　灰黄褐色粘質土まだらに混じる　炭含む
　６　観察なし
　７　茶褐色粘質土　　しまる　やや赤味帯びる　灰色粘質土まだらに混じる
　８　茶褐色砂質土　　しまる　やや赤味帯びる　灰色砂質土まだらに混じる
　　　５,６：ＳＫ 42　７,８：地山
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＜ＳＫ 46 土層名＞
　１　茶褐色シルト　　　　淡茶褐色シルトブロック混じる
　　　　　　　　　　　　　炭多量に含む
　２　淡茶褐色砂質シルト　炭微量含む
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第 126 図　ＳＫ 42，46 実測図
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

ＳＫ41（第42図）

　Ｅ１区東部に位置し、地山上面で確認した。ＳＫ17などに切られる。平面形は不整形を

呈し、底部は平らである。埋土は砂質シルトと砂質土が主で炭を含む。

　出土遺物は土師器４点のみで、図示できるものはなかった。

ＳＫ42（第126図）

　Ｈ３区北部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ１－Ｐ13、14などに切られる。平面形

は、東側が調査区外であるため不明である。底部はやや平らで、深さは0.17ｍを測る。埋

土は粘質土が主で炭を含む。

　出土遺物は土師器10点、尾張型山茶碗２点、土師器皿Ｂ２－ｂ類１点のみで、図示でき

るものはなかった。

ＳＫ46（第126図）

　Ｈ２区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＤ２に切られる。平面形は不明で、底部

は平らである。埋土はシルトが主で、炭を多量に含む。深さは0.35ｍを測る。

　遺物は出土していない。

ＳＫ116（第127図）

　Ｇ区北部に位置し、第１遺構検出面（ⅲ～ⅴ層のいずれかに対応）で確認した。平面形

は方形を呈すると思われるが、西側が調査区外であるため詳細は不明である。底部は平ら

で、深さは0.09ｍを測る。

　出土遺物は土師器皿体部が２点のみで、図示できるものはなかった。

ＳＫ127（第127図）

　Ｇ区北部、地山上面で確認した。ＳＢ12を切り、ＳＸ７に切られる。平面形は不明で、

深さは0.12ｍを測る。埋土は砂質土と粘質シルトが主で、下半に炭が多量に混じる。

　出土遺物は土師器、須恵器、常滑産陶器、土師器皿が数点ずつあるのみで、図示できる

ものはなかった。

ＳＫ129（第127図）

　Ｇ区中央に位置し、ⅴ層上面から掘り込まれる。Ｐ678など多くのピットに切られる。

平面形は不整形を呈し、プランの一部は調査区外である。埋土は砂質シルトで炭と焼土を

含み、深さは0.47ｍを測る。

　出土遺物は少量で、土師器と須恵器のみである。図示できるものはなかった。

　本遺構の時期について、掘り込み面を考えると24期になると思われるが、出土遺物が少
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第８節　時期不明の遺構と遺物

第 127 図　ＳＫ 116，127，129，130，137，138，143，280 実測図
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＜ＳＫ 130 土層名＞
　１　暗灰茶色粘質土　砂混じる　炭、焼土やや多量に混じる
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＜ＳＫ 116 土層名＞
　１　茶褐灰色土　粘性あり　砂、鉄分混じる
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＜ＳＫ 127 土層名＞
　１　淡茶褐色砂質土
　　　しまる　やや粘質　炭少量含む
　２　暗茶褐色粘性シルト
　　　しまる　炭、遺物多量に含む
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＜ＳＫ 143 土層名＞
　１　茶褐色土　炭、焼土多量に含む

＜ＳＫ 137 土層名＞
　１　灰茶色砂質土
　２　褐灰色砂質土　炭、焼土まばらに含む
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＜ＳＫ 138 土層名＞
　１　灰黄褐色砂質土　粘性あり
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＜ＳＫ 280 土層名＞
　１　灰褐色粘質土　硬くしまる　鉄分含む
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＜ＳＫ 129 土層名＞
　１　灰茶色砂質シルト　粘性あり　炭、焼土少量含む
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量であることから断定は難しい。

ＳＫ130（第127図）

　Ｇ区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＤ31、ＳＫ143などに切られる。平面形

は不整形を呈し、深さは0.27ｍを測る。埋土は砂混じりの粘質土で、炭と焼土を多量に含

む。位置から考えるとＳＢ38のカマドの可能性があるが、断定できるデータはない。

　出土遺物は土師器のみで、図示できるものはなかった。

ＳＫ132（第119図）

　Ｇ区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ36、Ｐ1070に切られ、ＳＢ18を切る。

平面形は方形を呈し、北西－南東は2.30ｍを測る。底部はやや平らで、深さは0.12ｍを測る。

　出土遺物は土師器がほとんどであるが、須恵器と鋳造作業に関連する土師器皿が少量あ

る。図示できるものはなかった。

ＳＫ137、143（第127図）

　Ｇ区中央部に位置し、地山上面で確認した。ＳＤ31に切られ、ＳＫ130を切る。ＳＫ137

はＳＫ143を切る。平面形と深さは、ＳＫ137は不整形で0.10ｍ、ＳＫ143は不整形で0.14ｍ

である。ともに埋土には炭と焼土が混じる。位置から考えるとＳＢ17のカマドの可能性が

あるが、断定できるデータはない。

　出土遺物は土師器がほとんどで、ＳＫ137に須恵器が１点のみある。図示できるものは

なかった。

ＳＫ138（第127図）

　Ｇ区南端部に位置し、地山上面で確認した。ＳＢ20、33、42を切る。平面形は不整形を

呈し、底部はやや平らである。

　出土遺物は土師器と須恵器が少量ずつあるのみである。図示できるものはなかった。

ＳＫ173（別添図６　第165図）

　Ｃ１区中央部に位置する、ⅲ層上面で確認した。ＳＢ51を切る。平面形は不整円形を呈

し、深さは0.34ｍを測る。

　出土遺物は土師器１点、土師器皿３点と少ない。1576は土師器皿Ｂ２－ｂ類で、口縁部

にタールが付着する。

ＳＫ180（別添図６　第165図）

　Ｃ１区中央部に位置し、地山上面で確認した。平面形は不整形を呈し、深さは0.05ｍを
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測る。

　1577は美濃須衛窯須恵器の有台盤である。この他の出土遺物は土師器２点のみである。

ＳＫ202（別添図６）

　Ｃ２区中央部に位置し、地山上面で確認した。平面形は不整円形を呈し、深さは0.20ｍ

を測る。

　出土遺物は土師器、須恵器、山茶碗、土師器皿が数点ずつあるのみで、図示できるもの

はなかった。

ＳＫ266（別添図４）

　Ｄ１区南部に位置し、地山上面で確認した。ＳＫ263、265に切られる。平面形は不明で、

深さは0.12ｍを測る。

　1578は尾張型山茶碗の碗で、内面底部に使用痕が認められる。この他の遺物は、土師器

と尾張型山茶碗が数点ずつ出土しているのみである。

ＳＫ280（第127図）

　Ｃ３区中央部に位置し、ⅲ層上面で確認した。平面形は不整形を呈し、底部は平らであ

る。埋土は灰褐色粘質土で、深さは0.13ｍを測る。

　出土遺物は土師器１点、山茶碗２点、土師器皿２点のみで、図示できるものはなかった。

ＳＸ35（別添図４）

　Ｆ１区中央部に位置し、地山上面で確認した。Ｄ２区で確認したＳＸ36と比較すると、

底部がやや平らであることと立ち上がりの角度が急であることから、人工の掘り込みの可

能性が考えられる。南北方向に軸があるが、調査区が狭小であることから、全体のプラン

や軸などを把握することはできなかった。深さは1.35ｍを測る。埋土は細砂とシルト質細

砂が主である。

　出土遺物は須恵器２点のみで、図示できるものはなかった。

ＳＸ51（別添図７　第165図）

　Ｃ３区西端部に位置し、ⅳ層上面で確認した。北西－南東方向のラインは確認したが、

プランのほとんどが調査区外であるため平面形は不明である。深さは0.17ｍを測る。

　1579は美濃須衛窯と思われる須恵器の有台杯で、内面底部に使用痕が認められる。出土

遺物はこの１点のみである。

第８節　時期不明の遺構と遺物
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ＳＸ54（別添図７　第165図）

　Ｃ３区中央部に位置し、ⅴ層上面で確認した。ＳＤ85に切られる。平面形は、北側が調

査区外であるため不明である。深さは0.29ｍを測る。

　出土遺物は少量で、土師器と土師器皿がある。1580は土師器のくの字甕で、体部外面に

ハケ調整、口縁部内面に横ハケ調整が施される。

Ｐ1456－1461－1464、Ｐ1459－1462－1455（別添図１）

　Ｂ１区西部に位置し、地山上面で確認した。Ｂ１区のピット列に平行もしくは直交する

ピット列である。Ｐ1461はＰ1462を、Ｐ1464はＳＫ213をそれぞれ切る。Ｐ1455はＳＫ214

の底部で確認したが、埋土が酷似しており、誤認の可能性もある。Ｐ1456－1461－1464は

東西方向に延びず、また南北側に対応するピットは認められない。Ｐ1459－1462－1455は

南北に延びる可能性はあるが、東西側に対応するピットは認められない。６基のピットは

すべて底部に石がある。深さはＰ1459が0.50ｍを測る以外は、0.20ｍ以下と浅い。ピット

間の距離について、Ｐ1456－1461－1464は1.63ｍ、1.38ｍ、Ｐ1459－1462－1455は1.13ｍ、1.50

ｍを測る。

　出土遺物は少量で、土師器がほとんどである。Ｐ1455、1462、1464には尾張型山茶碗が

１点ずつ認められる。図示できるものはなかった。

　以上のことから、これらのピット列の時期は特定できなかったが、Ｂ１区のピット列と

関係がある可能性も考えられる。

ピットから出土した遺物（第165図）

　1581はＰ10の土錘、1582はＰ18の土師器の伊勢型鍋、1583はＰ31の中国製青磁碗である。

1584はＰ82の灰釉陶器の椀で、内面底部に使用痕がある。1585はＰ94の東濃型山茶碗の

碗、1586はＰ242の尾張型山茶碗の碗である。1587はＰ992の土師器の平底甕Ｂ１類、1588

はＰ1027の砂岩製の石製品で、敲石と思われる。1589はＰ1031の中国製青磁碗で、外面に

線描連弁文が施される。1590はＰ1063の土師器の受口甕、1591はＰ1094の尾張型山茶碗の

皿で、内面底部に使用痕が認められる。1592はＰ1123の大窯第２段階後半の擂鉢、1593は

Ｐ1159の土師器皿Ｍ３類で、口縁部にタールが付着している。1594はＰ1164の瓦器の火鉢、

1595はＰ1194の美濃須衛窯須恵器の有台杯で、内面底部に使用痕が認められる。1596はＰ

1215の大窯第１段階の擂鉢、1597はＰ1234の土師器皿Ｍ２類、1598はＰ1263の須恵器の杯

で、産地は不明である。1599はＰ1278の土師器で、宇田型甕と思われる。1600はＰ1298の

土師器の伊勢型鍋Ａ２類、1601はＰ1463の中国製青磁碗の加工円盤である。1602はＰ1552

の大窯第１段階の擂鉢、1603はＰ1553の土師器皿Ｍ３類である。1604はＰ1569の猿投窯須

恵器の蓋である。1605はＰ1626の瀬戸美濃産陶器で、登り窯期（江戸時代後期）の小皿で

ある。1606はＰ1675の土師器の屈折脚高杯、1607はＰ1676の土師器のＳ字甕ＢＣ類である。
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1608はＰ1757の猿投窯須恵器の蓋、1609はＰ1786のサヌカイトの打製石鏃である。1610は

Ｐ1809の大窯第１段階の擂鉢である。1611はＰ1854の土師器皿Ｂ１類である。

第９節　時期不明の層中から出土した遺物

Ｂ１区ⅰ層（第166図）

　1612は中国製青磁碗、1613は第１段階の天目茶碗、1614は土師器の内耳鍋で外面に煤が

付着している。

Ｃ１区トレンチ、ⅰ層、ⅱ層（第166図）

　トレンチ出土遺物とは、地山上面の調査時に掘削したトレンチから出土した遺物を指

す。遺構に帰属すると考えられる。

　1615 ～ 1617はトレンチ出土遺物である。1615と1616はＳ字甕Ｄ１類、1617は屈折脚高杯

で口縁部内外面に横ナデ調整が施される。1618は中国製染付皿である。

　1619 ～ 1622はⅱ層出土遺物である。1619と1620は美濃須衛窯須恵器で、1619は無台杯、

1620は甕である。1621は土師器皿Ｃ１類である。1622は石臼である。

　1623 ～ 1625はⅰ層出土遺物である。1623は土師器の甕、1624は美濃須衛窯須恵器の甕で

ある。1625は古瀬戸後Ⅳ期新段階の天目茶碗の加工円盤である。

Ｃ２区ⅰ層、ⅱ層（第166図）

　1626はⅱ層から出土した下呂石製の打製石鏃である。

　1627と1628はⅰ層出土遺物である。1627は産地不明の磁器の碗である。1628はヒノキ製

の木製品で、円盤状を呈することから曲物の底板と思われるが、穿孔が１ヶ所認められる。

Ｃ３区ⅰ層、ⅱ層（第166図）

　1653 ～ 1657はⅱ層出土遺物である。1653は椀形と思われるロクロ土師器で、底部は平

底を呈し、外面底部には回転糸切り痕が認められる。1654と1655は古瀬戸後Ⅳ期新段階

のもので、1654は天目茶碗、1655は直縁大皿である。1656は土師器皿Ｂ２－ｂ類である。

1657は土製品か石製品の判断できないもので、器種も不明である。

　1658はⅱ、ⅲ層から出土した椀形のロクロ土師器で、底部は残存していないため形状は

不明である。

　1659 ～ 1666はⅰ層出土遺物である。1659 ～ 1662は土師器である。1659はＳ字甕、1660

は山陰系甕で、口縁部内外面に横ナデ調整が施される。1661は有段高杯の脚部で、外面に

ミガキ調整が施され、３方向１段の穿孔がある。1662は器台である。1663は椀形のロクロ

第９節　時期不明の層中から出土した遺物
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土師器で、底部は柱状高台を呈する。1664 ～ 1666は瀬戸美濃産陶器で、1664は古瀬戸中

Ⅳ期の筒形香炉、1665は古瀬戸後期の甕で二次被熱する。1666は大窯第１段階の擂鉢であ

る。

Ｄ１区ⅰ層、ⅱ層（第166図）

　1631と1632はⅱ層出土遺物である。1631は美濃須衛窯須恵器の瓶類、1632は中国製白磁

碗である。

　1633と1634はⅰ層出土遺物である。1633は美濃須衛窯須恵器の有台杯で、内面底部に使

用痕が認められる。1634は登り窯期の瀬戸美濃産陶器で、第11小期の練鉢である。

Ｄ２区ⅱ層（第166図）

　1635 ～ 1638は土師器である。1635と1636はくの字甕で、1636は口縁部に横ナデ調整、体

部内面にヘラケズリ調整が施される。1637は柳ヶ坪型壺で、口縁部外面に短刻線と縦ハケ

調整、口縁部内面に横ナデ調整と羽状刺突文が施される。

Ｅ１区ⅰ層、ⅱ層（第166図）

　1638はⅱ層から出土した古瀬戸後Ⅳ期新段階の天目茶碗の加工円盤である。

　1639 ～ 1641はⅰ層出土遺物である。1639は中国製青磁碗である。1640と1641は古瀬戸後

Ⅳ期新段階のもので、1640は平碗で、1641は天目茶碗の加工円盤である。

Ｆ１区ⅰ層、ⅱ層（第166、167図）

　1649はⅱ層出土の中国製白磁碗である。

　1650 ～ 1652はⅰ層出土遺物である。1650は猿投窯須恵器の甕である。1651と1652は瀬戸

美濃産陶器で、1651は古瀬戸後Ⅳ期新段階の腰折皿の加工円盤、1652は大窯第１段階の擂

鉢である。

Ｇ区トレンチ、ⅰ層、ⅱ層、ⅲ－ⅴ層（第167、168図）

　トレンチ出土遺物とは、地山上面の調査時に掘削したトレンチから出土した遺物を指

す。遺構に帰属すると考えられる。

　1667と1668はⅰ層出土遺物で、1667は土師器皿Ｍ１類と思われ、外面に横ナデ調整が無

く仏鉢に近い形状である。特注品か。1668は犬形土製品である。

1669 ～ 1673はⅱ層出土遺物である。1669は中国製青磁盤である。1670は鋳型と考えられ

る焼土塊である。1672は被熱により溶解した銅銭、1671は不明銅製品、1673はほぼ純銅の

地金である。

　1680 ～ 1705はⅲ－ⅴ層出土遺物である。1680は土師器の伊勢型甕Ａ２類である。1681
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は産地不明の須恵器の無台杯で、内面底部に使用痕が認められる。1682と1683は美濃須衛

窯須恵器で、1682は無台杯、1683は長頸瓶である。1684 ～ 1686は中国製染付皿で、1685と

1686の見込みの文様は玉取獅子文か。1687 ～ 1695は古瀬戸期の瀬戸美濃産陶器で、1693は

中Ⅳ期の筒形香炉である。1687 ～ 1692は後Ⅳ期新段階で、1687 ～ 1689は天目茶碗、1690

～ 1692は腰折皿である。1694は大窯第１段階の擂鉢である。1695は古瀬戸期～大窯期の擂

鉢だが、詳細な時期は不明である。1696 ～ 1699は土師器皿で、1696はＢ１類、1697はＢ

２－ａ類、1698はＢ２－ｂ類、1699はＣ１類の体部である。1698と1699の内面には円形の

線刻が認められるが、何によってできたかは不明である。1700は瓦器の風炉、1701は土錘

である。1702は地金で、ほぼ純銅だがやや銀の含有量が多い。1703は不明鉄製品である。

1705は碁石（白）か。

　1706 ～ 1708はトレンチ出土遺物である。1706は土師器の高杯で、外面口縁部に横ナデ

調整が施される。また内面口縁部にミガキ調整が施され、さらに縦線と放射状線を組み合

わせた暗文が認められる。1707は美濃須衛窯須恵器の甕、1708は古瀬戸後Ⅲ期の瓶子Ⅲ類

である。

Ｈ２区トレンチ（第166図）

　トレンチ出土遺物とは、地山上面の調査時に掘削したトレンチから出土した遺物を指

す。遺構に帰属すると考えられる。

　1642は中国製青磁碗で、内面に刻線文がある。1643は古瀬戸後Ⅱ期の折縁深皿である。

Ｈ３区トレンチ、ⅰ、ⅱ層（第166図）

　トレンチ出土遺物とは、地山上面の調査時に掘削したトレンチから出土した遺物を指

す。遺構に帰属すると考えられる。

　1644は土師器のＳ字甕ＢＣ類の脚台である。

　1645と1646はⅱ層出土遺物で、1645は東濃型山茶碗の碗、1646は中国製青磁碗で外面に

鎬蓮弁文がある。

　1647と1648はⅰ層出土の古瀬戸期の瀬戸美濃産陶器で、1647は後Ⅲ期の仏供、1648は後

Ⅳ期新段階の擂鉢である。

Ｈ４区ⅰ層、ⅱ層（第166図）

　1629はⅱ層から出土した古瀬戸後Ⅳ期の筒形香炉である。

　1630はⅰ層から出土した中国製白磁碗である。

第９節　時期不明の層中から出土した遺物
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第 128 図　遺物実測図 (1)
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第 129 図　遺物実測図 (2)
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第 130 図　遺物実測図 (3)
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第 132 図　遺物実測図 (5)
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第 134 図　遺物実測図 (7)
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 162 図　遺物実測図 (35)
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第 163 図　遺物実測図 (36)
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 164 図　遺物実測図 (37)
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第 165 図　遺物実測図 (38)
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 166 図　遺物実測図 (39)
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第 167 図　遺物実測図 (40)
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 168 図　遺物実測図 (41)
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第 1 表　遺物観察表 (1)

口径 器高 底径 その他

1 H3 SB2 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ 口：横ナデ - (2.5) - 3075

2 H3 SB2 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ (12.9) (4.2) - 3076

3 H3 SB2 土師器 Ｓ字甕脚台 ＢＣ類 斜めハケ － - (2.7) - 脚基部径4.9 3077

4 H3 SB3,5,Ｐ11 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ (15.9) (3.0) - 3078

5 31 H3 SB4 石製品 石棒？ － － － 長(3.3) 幅(1.6)

厚1.5

滑石 3079

6 H3 SB5 土師器 甕 － 口：横ナデ　突帯 口：横ナデ - (2.5) - 外面煤付着 3106

7 H3 SB5 土師器 甕 － 口：横ナデ　突帯 口：横ナデ - (1.9) - 外面煤付着

6と同一？

3107

8 H3 SB5 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ (16.6) (3.5) - 3080

9 H3 SB5 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 体：ハケ 口：横ナデ - (3.4) - 3081

10 H3 SB5 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 － － (12.6) (4.8) - 3082

11 H3 SB5 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ (11.6) (8.1) - 3083

12 H3 SB5 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ (14.4) (7.1) - 3084

13 H3 SB5 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ (12.4) (3.3) - 3096

14 H3 SB5 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ (13.2) (2.4) - 13と同一？ 3098

15 H3 SB5 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ - (3.0) - 3099

16 H3 SB5 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

－ - (3.6) - 3100

17 H3 SB5 土師器 Ｓ字甕脚台 ＢＣ類 羽状ハケ － - (3.9) - 台基部径5.3 3085

18 H3 SB5 土師器 柳ヶ坪型壺 フォーラムⅢ期 口：列点文 － - (1.9) - 3104

19 H3 SB5 土師器 二重口縁壺 フォーラムⅢ～Ⅳ期 口：横ナデ　つまみ

上げ

口：ミガキ (14.2) (2.6) - 3103

20 H3 SB5 土師器 二重口縁壺 フォーラムⅢ期 － － - (2.2) - 3105

21 H3 SB5 土師器 壺 － 頸：ハケ 頸：横ナデ (17.0) (6.3) - 3092

22 H3 SB5 土師器 壺 － ミガキ － - (1.7) 4.6 3093

23 H3 SB5 土師器 壺 － 体：ハケ 体：ハケ - (7.2) 6.3 3094

24 H3 SB5 土師器 壺 － 体：ヘラミガキ － - (5.6) 7.5 3095

25 H3 SB5 土師器 壺？ － ミガキ ミガキ (10.0) (3.1) - 6127

26 H3 SB5 土師器 有段高杯 フォーラムⅡ～Ⅲ期 脚：ミガキ － - (6.1) - 脚基部径3.0 3086

27 H3 SB5 土師器 有段高杯？ － ミガキ ミガキ - (3.6) - 3101

28 H3 SB5 土師器 有段高杯？ － ミガキ ミガキ 11.9 (6.3) - 脚基部径3.0 3102

29 H3 SB5 土師器 器台 － － － - (5.7) - 脚基部径3.1 3087

30 19 H3 SB5 土師器 小型器台 フォーラムⅣ期 ミガキ ミガキ (8.7) 7.8 - 脚端部径10.2

脚基部径3.0

脚：穿孔３方向１段 3088

31 H3 SB5 土師器 小型器台 フォーラムⅢ期 脚：ミガキ － (7.6) (6.8) - 脚基部径3.4 3089

32 19 H3 SB5 土師器 鉢(ミニチュア) － － － 5.2 3.9 - 3090

33 19 H3 SB5 土師器 鉢(ミニチュア) － － － 7.5 4.9 - 3091

34 D2 SB61 土師器 加飾壺 － 体：波状沈線 － - (3.5) - 3034

35 D2 SB61 土師器 有段口縁壺 フォーラムⅣ期 口：横ナデ 口：横ナデ - (5.3) - 3035

36 D2 SB61 土師器 屈折脚高杯 フォーラムⅤ期 － － - (6.7) - 脚端部径(10.8)

脚基部径(3.0)

3031

37 D2 SB61 土師器 鉢 － 口：横ナデ 口～体：横ナデ - (5.6) - 3032

38 D2 SB61 土師器 鉢 － 口：横ナデ － - (4.2) - 3033

39 H3 SB6 土師器 宇田型甕 フォーラムⅥ期 口：横ナデ 口：横ナデ - (4.2) - 3108

40 G SB39 土師器 宇田型甕 フォーラムⅥ期 口：横ナデ 口：横ナデ - (2.5) - 6237

41 C3 SD83 土師器 くの字台付甕脚台？ － ハケ － - (4.6) - 台端部径(7.6)

台基部径(4.5)

3667

42 C3 SD83 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ 口：横ナデ - (1.6) - 3665

43 C3 SD83 土師器 有段高杯脚部 フォーラムⅡ～Ⅲ期 － - (4.9) - 穿孔２方向２列 3666

44 C3 SD83 土師器 器台 － － － - (1.8) - 3668

45 C3 SD86 土師器 宇田型甕脚台 フォーラムⅥ期 ヘラケズリ － - (5.3) - 台端部径(9.0)

台基部径4.4

3670

46 C3 SD89 土師器 Ｓ字甕 Ｄ１類 － － - (2.8) - 3671

47 C3 SD89 土師器 くの字甕脚台 － － － - (3.2) - 台基部径4.8 3673

48 C3 SD89 土師器 甕(山陰系) フォーラムⅣ～Ⅴ期 口：横ナデ 口：横ナデ - (2.7) - 3672

49 C3 SD90 土師器 有段高杯 フォーラムⅡ～Ⅲ期 － － - (2.5) - 3674

50 C3 SD90 土師器 屈折脚高杯 フォーラムⅣ～Ⅴ期 － － - (7.1) - 脚基部径2.5 3675

51 H3 SD6 石製品 砥石 － － － 長8.4 幅8.0 厚

2.7

使用面３面 3152

52 H3 SK9 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ － - (1.5) - 3168

53 H2 SK47 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ (17.0) (3.2) - 3192

54 H2 SK47 土師器 壺 － － － - (7.6) - 3193

55 D2 SK252 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ - (2.0) - 3065

56 19 D2 SK252 土師器 有段高杯 フォーラムⅡ期 － － 14.9 (5.5) - 3066

57 D2 SK256 土師器 二重口縁壺 フォーラムⅢ～Ⅳ期 － － - (3.4) - 3067

58 D2 SK256 土師器 二重口縁壺 フォーラムⅢ～Ⅳ期 － － - (3.3) - 57と同一個体？ 3068

59 D2 SK256 土師器 壺 － － － - (4.0) 5.9 3069

60 H3 P53 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 ハケ － - (2.9) - 台基部径5.2 3213

61 H3 P53 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 ハケ － - (2.6) - 台基部径4.6 3214

62 H3 P53 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 － － - (4.6) - 台端部径(10.6) 3216

63 H3 P53 土師器 Ｓ字甕脚台 ＢＣ類 斜めハケ － - (3.0) - 台基部径4.4 3211

64 H3 P53 土師器 Ｓ字甕脚台 ＢＣ類 斜めハケ － - (3.0) - 台基部径4.6 3212

65 H3 P53 土師器 Ｓ字甕脚台 ＢＣ類 羽状ハケ － - (5.4) - 3215

66 H3 P96 土師器 Ｓ字甕 不明 ハケ － - (3.3) - 台基部径5.7 3221

分類・時期 外面 内面
法量(cm) (　)内は復元値・残存値

備考
実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

-- -

-- -
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 2 表　遺物観察表 (2)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

67 H3 P96 土師器 加飾壺 － 体：羽状刺突文 － - (2.7) - 3222

68 G SB10 須恵器(美濃須衛) 杯 ７ｃ後半 － － - (3.1) - 6199

69 G SB20 土師器 伊勢型甕 Ａ１類 － 口：横ハケ - (3.9) - 6205

70 G SB20 須恵器(畿内系) 杯 ７ｃ前半 － － - (2.1) - 6207

71 G SB20 須恵器(美濃須衛) 高杯 ７ｃ前半 － － - (3.8) - 6206

72 G SB20 須恵器(美濃須衛) 高杯脚部 ７ｃ前半 － － (9.7) (3.7) - 降灰 6208

73 G SB23 土師器 伊勢型甕 Ａ１類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

体：ハケ (22.2) (12.4) - 頸部径(18.2)

頸部高4.1

6214

74 G SB23 土師器 伊勢型甕 Ａ２類 － － - (2.4) - 6215

75 G SB23 土師器 伊勢型甕 Ａ２類 － － - (2.9) - 6216

76 G SB23 須恵器(美濃須衛) 高杯脚部 ６ｃ末～７ｃ初 － － - (1.4) - 降灰 6219

77 G SB23 須恵器(美濃須衛) 壺 ７ｃ前半 口：沈線　体：沈線 － (11.3) (12.5) - 胴部径(17.8) 6220

78 G SB23 須恵器(美濃須衛) 杯 ７ｃ後半 － － - (3.0) - 6217

79 G SB23 須恵器(産地不明) 不明 不明 － － - (4.3) - 降灰 6218

80 G SB23 土師器 焼塩土器 美濃式１類 体：布目圧痕 － - (2.5) - 6221

81 G SB23 土師器 焼塩土器 美濃式１類 体：布目圧痕 － - (2.3) - 6222

82 G SB25 土師器 伊勢型甕 Ａ２類 体：ハケ 口：横ハケ (14.2) (9.5) - 胴部径(15.3) 6224

83 G SB28 土師器 伊勢型甕 Ａ１類 口：横ナデ 口：横ハケ - (3.3) - 6227

84 G SB31 土師器 伊勢型甕 Ａ１類 体：ハケ 頸：横ハケ - (8.3) - 6228

85 G SB33 土師器 平底甕 B３類 体：ハケ 口：横ハケ - (2.1) - 6230

86 G SB38 土師器 伊勢型甕 Ａ１類 口：横ナデ 口：横ハケ - (3.3) - 6236

87 G SB44 須恵器(美濃須衛) 杯 ７ｃ後葉 － － - (2.6) - 6239

88 G SB21 須恵器(美濃須衛) 有台盤 ９ｃ前葉 － － - (2.5) - 6209

89 G SB22 土師器 伊勢型甕 Ａ１類 － － - (2.5) - 6210

90 G SB22 土師器 平底甕 Ｂ３類 － 口：横ハケ - (2.1) - 6211

91 G SB27 須恵器(畿内系) 蓋 ６ｃ後半 － － (14.2) (2.8) - 6225

92 G SB27 須恵器(美濃須衛) 鉢 ９ｃ前葉 体下半：ヘラケズリ － - (6.6) - 6226

93 G SB32 須恵器(美濃須衛) 無台杯 ８ｃ代 － － - (1.8) - 6229

94 G SB35 土師器 伊勢型甕 Ａ１類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ハケ - (4.5) - 6231

95 20 G SB35 須恵器(美濃須衛) 無台杯 ７ｃ後半～８ｃ － － (11.6) 4.0 5.9 6232

96 19 G SB43 須恵器(畿内系) 杯 ７ｃ後葉 － － 9.7 3.3 - 6238

97 C1 SB51 土師器 屈折脚高杯脚部 フォーラムⅣ～Ⅴ期 － － - (7.6) - 脚基部径2.9 3867

98 C1 SB51 土師器 平底甕 Ｂ３類 ハケ － - (1.5) - 3871

99 C1 SB51 土師器 平底甕 Ｂ３類 ハケ － - (3.8) - 3887

100 C1 SB51 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ後葉 － － 14.5 3.4 - つまみ径2.6

つまみ高0.7

内面天部使用痕

内外面割口墨？付着

3889

101 C1 SB51 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － - (2.0) - 3882

102 C1 SB51 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － (14.4) (3.0) - 降灰 3886

103 C1 SB51 須恵器(美濃須衛) 蓋 ９ｃ前葉 － － (14.0) (1.8) - 3881

104 C1 SB51 須恵器(美濃須衛) 蓋 ９ｃ前葉 － － (14.6) (2.5) - 降灰 3876

105 C1 SB51 須恵器(美濃須衛) 無台杯 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － - (3.6) - 3872

106 C1 SB51 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － - (1.4) - 3884

107 C1 SB51 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － - (1.5) (15.0) 外面底部墨？付着 3875

108 C1 SB51 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － - (2.1) (10.8) 内面底部使用痕

内外面割口煤付着(二

次被熱？)

3883

109 C1 SB51 須恵器(美濃須衛) 有台杯 不明 体：沈線？ － (15.8) (2.7) - 3868

110 C1 SB51 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － (13.2) (3.8) (9.4) 内面煤付着 3873

111 C1 SB51 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － (16.8) (3.3) (13.0) 3888

112 C1 SB51 須恵器(美濃須衛) 有台盤 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － - (2.6) (10.0) 内面煤付着 3874

113 C1 SB51 須恵器(美濃須衛) 甕 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － - (0.9) - 降灰 3869

114 C1 SB51 須恵器(美濃須衛) 椀 不明 － － - (2.8) - 金属器写し 3885

115 C1 SB51 土師器 焼塩土器 美濃式２類 － － - (4.4) - 3879

116 C1 SB51 土師器 焼塩土器 美濃式２類 － － (10.0) (4.4) - 3880

117 31 C1 SB51 土製品 土錘 － － － 長4.6 径2.4 孔径

0.6 重24g

3870

118 C1 SB51下層 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ後葉 天：回転ヘラケズリ － - (2.3) - つまみ径2.4

つまみ高0.8

内面天部使用痕

内面天部墨？付着

3890

119 C1 SB51下層 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ後葉 底：回転ヘラケズリ － (17.0) (4.9) (11.0) 外面底部墨？付着 3891

120 19 C1 SB53 須恵器(畿内系) ７ｃ前葉 体：沈線　クシ刺突

文

－ - (10.5) - 胴径10.0 3895

121 20 C1 SB53 須恵器(美濃須衛) 甕 ７ｃ前半 体：平行タタキ痕 体：同心円当て具 (21.6) (9.6) - 3893

122 20 C1 SB53 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ後葉 底：回転ヘラケズリ － (13.4) (3.7) (8.4) 内面底部使用痕 3892

123 C1 SB53 須恵器(美濃須衛) 有台甕 ８ｃ後葉 体：格子タタキ痕 体：同心円当て具 - (18.2) - 3894

124 B1 SB56 土師器 有段高杯 フォーラムⅡ～Ⅲ期 － － - (3.5) - 3246

125 19 B1 SB56 土師器 有段高杯 フォーラムⅡ～Ⅲ期 脚：ミガキ － - (11.0) - 脚端部径(16.0)

脚基部径4.3

穿孔２方向２列 3247

126 B1 SB56 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８c後葉 底：ヘラ記号 底：一方向ナデ - (2.7) 9.7 内面底部使用痕 3248

127 B1 SB56 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８c後葉 底：回転ヘラケズリ － - (2.2) (9.0) 3249

128 B1 SB56 須恵器(美濃須衛) 有台杯(双耳) ８c後葉 － － - (2.2) - 3250

129 B1 SB56 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８c後葉 － － - (1.8) - 3251

130 B1 SB56 土師器 焼塩土器 美濃式２類 － － - (2.7) - 3252

131 B1 SB57 土師器 有段高杯 フォーラムⅡ～Ⅲ期 － － - (3.0) - 3253

132 19 D1 SD65 須恵器(美濃須衛) 長頸瓶(二段透かし) ７ｃ前半 体：沈線　列点文 － - (12.3) - 胴部径(16.8)

脚基部径5.9

3025

133 G SD24 土師器 伊勢型甕 Ａ１類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口～体：横ハケ (21.9) (9.8) - 6134

134 G SD24 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ前半 － － (15.1) (2.6) - 6130

135 G SD24 須恵器(美濃須衛) 甕 ８ｃ前半 － 体：同心円当て具 - (6.8) - 6132

136 G SD24 須恵器(美濃須衛) 甕 ８ｃ前半 － － (27.0) (1.8) - 降灰 6133

137 G SD24 須恵器(美濃須衛) 無台杯 ８ｃ中葉～後葉 － － (11.1) (3.6) (6.0) 6135

138 G SD24 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ中葉～後葉 底：回転ヘラケズリ － (13.0) (3.6) (9.6) 内面底部使用痕 6131

139 C3 SD78 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ後半 － － - (3.0) - 3658

140 C3 SD78 須恵器(美濃須衛) 無台杯 ８ｃ代 － － - (2.4) - 3659

𤭯

-- -
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第 3 表　遺物観察表 (3)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

141 C3 SD80 須恵器(美濃須衛) 無台杯 ８ｃ前半 － － (13.0) 4.0 7.3 3660

142 C3 SD84 須恵器(美濃須衛) 無台杯 ８ｃ後半～９ｃ前葉 － － - (2.6) - 3669

143 G SK121 土師器 伊勢型甕 Ａ１類 － 口：横ハケ (15.1) (6.8) - 6561

144 19 G SK128 須恵器(猿投) 杯 ７ｃ中葉 底：ヘラケズリ － 9.5 3.7 - 6565

145 19 G SK128 須恵器(猿投) 高杯 ７ｃ中葉 沈線 － (15.6) (5.7) - 6566

146 G SK133 土師器 伊勢型甕 Ａ１類 － － - (4.3) - 6567

147 G SK150 須恵器(畿内系) 蓋 ６ｃ末～７ｃ初 － － (13.6) 4.3 - 6569

148 19 G SK150 須恵器(猿投) 杯 ６ｃ末～７ｃ前葉 底：ヘラケズリ － (10.4) (4.1) - 受け部径(12.2)

受け部高(1.4)

6570

149 20 G SK150 須恵器(伊勢？) 蓋 ７ｃ中葉 天：回転ヘラケズリ － 14.4 4.1 - 6805

150 C1 SK187 土師器 伊勢型甕 Ａ１類 口：横ナデ 口：横ハケ (14.5) (3.2) - 6076

151 C1 SK187 土師器 甑 Ｃ群 口：横ナデ　体：ハ

ケ

－ - (9.8) - 6077

152 C1 SK169 土師器 平底甕 Ｂ３類 － 口：横ハケ - (2.3) - 6051

153 C1 SK169 土師器 平底甕 Ｂ３類 ハケ － - (4.7) (5.0) 6052

154 C1 SK172 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ前半 天：回転ヘラケズリ － (21.7) (1.5) - 6053

155 G SK134 須恵器(美濃須衛) 蓋 ９ｃ前葉 天：回転ヘラケズリ － (14.0) (2.1) - 6568

156 C1 SK188 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ後葉 － － - (1.9) - 内外面タール付着 6078

157 C1 SK188 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ後葉 － － (12.9) (3.7) (8.6) 内外面タール付着 6079

158 C1 SK188 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ後葉 － － - (1.2) - 内面底部使用痕 6080

159 C1 SK188 土塊？ － － － － 長13.3 幅9.1 厚

8.7

6086

160 20 C1 SK189 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － 12.8 2.5 - つまみ径1.6

つまみ高1.1

金属器写し

内面天部墨付着

転用硯　降灰

6081

161 C1 SK189 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － (12.9) (2.3) - 6082

162 C1 SK189 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － (13.8) (2.2) - 6083

163 C1 SK189 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ後葉 － － - (1.9) (9.1) 内面底部使用痕 6084

164 C1 SK189 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ後葉 底：手持ちヘラケズ

リ

底：ヘラ記号 (12.8) 3.8 (9.8) 内面底部使用痕

内外面煤付着

6085

165 B1 SK215 土師器 くの字甕 － － － (3.1) - 3302

166 B1 SK215 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － 天：一方向ナデ (15.0) (3.2) - つまみ径2.6

つまみ高0.9

内面天部使用痕　降

灰

3303

167 B1 SK216 須恵器(美濃須衛) 無台杯 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － - (3.3) - 3304

168 B1 SK219 土師器 壺 － － － (11.0) (3.6) - 3305

169 B1 SK219 須恵器(美濃須衛) 無台杯 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － - (3.1) - 3306

170 B1 SK219 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － - (1.6) - 降灰 3307

171 B1 SK219 土師器 焼塩土器 美濃式２類 － － - (3.5) - 3308

172 B1 SK219 土師器 焼塩土器 美濃式２類 － － - (3.3) - 3309

173 B1 SK219 土師器 焼塩土器 美濃式２類 － － - (2.3) - 3310

174 B1 SK220 土師器 平底甕 Ｂ３類 体：ハケ － - (4.6) - 3311

175 B1 SK220 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ後半 － － - (2.1) - 3319

176 B1 SK220 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ後半 － － - (2.0) - 3320

177 B1 SK220 須恵器(美濃須衛) 蓋 ９ｃ前葉 天：回転ヘラケズリ － - (2.1) - つまみ径2.1

つまみ高0.6

内面天部使用痕 3317

178 B1 SK220 須恵器(美濃須衛) 蓋 ９ｃ前葉 － － - (1.9) - つまみ径2.1

つまみ高0.7

3318

179 B1 SK220 須恵器(美濃須衛) 無台杯 ８ｃ後半 － － 11.8 3.9 5.0 内外面タール付着 3312

180 B1 SK220 須恵器(美濃須衛) 無台杯 ８ｃ後半 － － - (2.5) - 口縁部タール付着 3313

181 B1 SK220 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ後半 － － - (3.4) - 3314

182 B1 SK220 須恵器(美濃須衛) 不明 不明 － － - (2.2) - 3315

183 B1 SK220 須恵器(美濃須衛) 不明 不明 － － - (2.0) - 3316

184 B1 SK220 土師器 焼塩土器 美濃式２類 － － - (4.4) - 3321

185 C3 SX55 土師器 くの字甕 － － － - (2.2) - 3756

186 C3 SX55 土師器 甕脚台 － － － - (4.8) - 台端部径(8.4)

台基部径(5.6)

3753

187 C3 SX55 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 － － - (1.7) - 3751

188 C3 SX55 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 ハケ － - (2.3) - 外面煤付着 3765

189 C3 SX55 土師器 Ｓ字甕脚台 ＢＣ類？ ハケ － - (2.3) - 台基部径(5.7) 3752

190 C3 SX55 土師器 Ｓ字甕 Ｄ１類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ - (3.1) - 3766

191 C3 SX55 土師器 伊勢型甕 Ａ１類 口：横ハケ － - (2.9) - 3767

192 C3 SX55 土師器 伊勢型甕 Ａ１類 － － - (3.1) - 191と同一？ 3768

193 C3 SX55 土師器 柳ヶ坪型壺 フォーラムⅢ～Ⅳ期 口：羽状沈線 － - (2.7) - 3755

194 C3 SX55 土師器 加飾壺 － 口：沈線 口：羽状刺突文 - (2.1) - 3754

195 C3 SX55 土師器 器台 フォーラムⅡ～Ⅲ期 － - (3.0) - 脚基部径4.8 穿孔２方向２列？ 3769

196 C3 SX55 土師器 鉢 － － － - (4.1) - 3757

197 C3 SX55 須恵器(猿投) 蓋 ６ｃ前葉 － － - (3.3) - 3760

198 19 C3 SX55 須恵器(産地不明) 高杯 ６ｃ末～７ｃ初 － - (11.3) - 脚基部径3.8 脚：透かし２方向２段 3758

199 C3 SX55 須恵器(美濃須衛) 壺 ７ｃ前半 － － - (2.4) - 3759

200 C3 SX55下層 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ - (3.6) - 3777

201 C3 SX55下層 土師器 Ｓ字甕 Ｄ１類 口：横ナデ 口：横ナデ - (1.9) - 3774

202 C3 SX55下層 土師器 Ｓ字甕 Ｄ３類 口：横ナデ 口：横ナデ - (1.3) - 3775

203 C3 SX55下層 土師器 伊勢型甕 Ａ１類 － － - (3.6) - 3776

204 C3 SX55下層 土師器 壺 － － － - (2.7) (6.0) 3780

205 C3 SX55下層 土師器 屈折脚高杯 フォーラムⅣ期 ミガキ － - (6.3) - 脚基部径2.5 3778

206 C3 SX55下層 土師器 器台脚部 フォーラムⅡ期 － - (5.2) - 脚基部径3.1 穿孔３方向 3779

207 C3 SX55下層 須恵器(美濃須衛) 甕 ７ｃ前半 体：平行タタキ痕 - (2.4) - 3773

208 C3 SX55上層 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 ハケ － - (2.1) - 3764

209 C3 SX55上層 土師器 Ｓ字甕 Ｄ１類 口：横ナデ 口：横ナデ - (1.9) - 3770

210 C3 SX55上層 土師器 有段高杯脚部 フォーラムⅡ～Ⅲ期 ミガキ 横ハケ - (4.4) - 3771

211 C3 SX55上層 土師器 小型丸底壺 フォーラムⅤ期 － － - (2.4) - 故意に打ち欠くか 3772

212 C3 SX55上層 須恵器(美濃須衛) 杯 ７ｃ後葉 － － - (2.3) - 3761

213 C3 SX55上層 須恵器(美濃須衛) 壺 ７ｃ代 － － - (3.3) - 3762

-- -
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 4 表　遺物観察表 (4)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

214 C3 SX55上層 山茶碗(東濃型) 碗 ４型式 底：回転糸切り痕 － - (2.6) - 内面底部使用痕 3763

215 G P1082 土師器 伊勢型甕 Ａ２類 口：横ナデ 口：横ナデ　体：ハ

ケ

- (5.6) - 6772

216 G P1329 土師器 伊勢型甕 Ａ２類 体：ハケ 口：横ハケ - (2.6) - 6791

217 C3 ⅵ層 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ　横ハケ (17.0) (3.5) - 3860

218 C3 ⅵ層 土師器 宇田型甕 フォーラムⅥ期 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ　体：ケ

ズリ

(13.6) (7.5) - 3809

219 C3 ⅵ層 須恵器(美濃須衛) 高杯 ７ｃ前半 － － (12.0) (4.5) - 脚基部径2.6 3815

220 19 C3 ⅵ層 須恵器(美濃須衛) 高杯 ７ｃ後葉 － － (13.6) (11.2) - 脚端部径(10.2)

脚基部径3.2

3816

221 C3 ⅵ層 須恵器(美濃須衛) 高杯 ７ｃ後半 － － - (4.6) - 降灰 3861

222 C3 ⅴ層 土師器 蓋 － － － - (1.9) - 3862

223 C3 ⅴ層 須恵器(美濃須衛) 蓋 ７ｃ後半 － － (9.8) (2.3) - 3864

224 C3 ⅴ層 須恵器(美濃須衛) 無台杯 ８ｃ後葉 － 底部：ヘラ記号 10.2 4.4 6.4 3863

225 G P1269 灰釉陶器 碗 10ｃ中葉～11ｃ初(Ⅶ

期)

灰釉 上半：灰釉 - (4.1) - 6785

226 G P1269 土師器(ロクロ) 椀形(平底) － 底：回転糸切り痕 － (15.2) (4.9) (6.5) 6788

227 20 G P1269 土師器(ロクロ) 椀形(平底) － 底：回転糸切り痕 － (14.6) 5.0 5.8 6790

228 20 G P1269 土師器(ロクロ) 椀形(輪高台) － 底：回転糸切り痕 － 16.5 6.3 8.3 6786

229 G P1269 土師器(ロクロ) 椀形(輪高台) － 底：回転糸切り痕 － - (3.9) 6.8 内面底部使用痕 6787

230 C3 P1719 土師器(ロクロ) 皿形(不明) － － － - (2.5) - 3790

231 C3 P1719 土師器(ロクロ) 皿形(不明) － － － - (1.5) - 3792

232 C3 P1719 土師器(ロクロ) 椀形(不明) － － － - (2.5) - 3788

233 C3 P1719 土師器(ロクロ) 椀形(不明) － － － - (2.0) - 3789

234 C3 P1719 土師器(ロクロ) 椀形(不明) － － － - (2.4) - 3791

235 C3 P1719 土師器(ロクロ) 椀形(不明) － － － - (1.8) - 3794

236 C3 P1719 土師器(ロクロ) 椀形(不明) － － － - (1.9) - 3795

237 C3 P1719 土師器(ロクロ) 椀形(平底) － 底：回転糸切り痕 － - (2.2) (5.8) 3784

238 20 C3 P1719 土師器(ロクロ) 椀形(平底) － 底：回転糸切り痕 － (14.0) 3.8 5.4 3785

239 20 C3 P1719 土師器(ロクロ) 椀形(平底) － 底：回転糸切り痕 － 12.8 3.5 6.6 3786

240 C3 P1719 土師器(ロクロ) 椀形(平底) － 底：回転糸切り痕 － (12.8) (4.3) (6.0) 3796

241 C3 P1719 土師器(ロクロ) 不明(平底) － 底：回転糸切り痕 － - (1.1) (5.3) 3787

242 C3 P1832 土師器(ロクロ) 椀形？(不明) － － － - (1.6) - 3806

243 H3 SB1-P1orP1 土師器 小型丸底壺 フォーラムⅤ期 ミガキ ミガキ - (1.8) - 3194

244 H3 SB1-P3orP3 灰釉陶器 椀 10ｃ後半～11ｃ初(Ⅶ

期中～新)

口：灰釉 口：灰釉 - (2.4) - 3195

245 H3 SB1-P3orP3 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.6) - 3196

246 20 H3 SB1-P4orP4 山茶碗(尾張型) 碗 ６型式 底：回転糸切り痕 － 13.7 5.5 6.5 3197

247 H3 SB1-P4orP4 土師器 皿(かわらけ) Ｍ２ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.3) - 3198

248 H3 SB1-P4orP4 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.2) - 3199

249 H3 SB1-P4orP4 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.0) - 3200

250 H3 SB1-P5orP5 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.2) - 3201

251 H3 SB1-P5orP5 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類？ － 体：横ナデ - (1.4) - 3202

252 H3 SB1-P7orP7 山茶碗(東濃型) 碗 大洞東１号窯式～脇

之島３号窯式

－ － - (2.1) - 3203

253 H3 SB1-

P11orP11

山茶碗(尾張型) 碗 ５or６型式 － － (13.6) (3.0) - 3206

254 31 H3 SB1-

P11orP11

土製品 土錘 － － － 長5.0　径1.5

孔径0.4　重11g

3207

255 H3 SB1-

P12orP12

土師器 皿(かわらけ) Ｍ４類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.4) - 3208

256 H2 SD9 山茶碗(尾張型) 碗 ６型式 － － - (4.2) (7.0) 3154

257 H2 SD9 陶器(古瀬戸) 縁釉小皿 後Ⅳ期古 口：灰釉 口：灰釉 - (1.6) - 3155

258 H2 SD9 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.1) - 3156

259 H2 SD9 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － - (1.2) - 3157

260 H3 SK1 山茶碗(尾張型) 皿 ５型式 － － (8.6) (2.2) (4.7) 3158

261 H3 SK1 山茶碗(尾張型) 碗 ５or６型式 － － - (2.8) - 降灰　内面タール付着 3159

262 H3 SK1 山茶碗(尾張型) 碗 ６型式 － － - (2.2) (7.2) 3160

263 H3 SK1 土師器 皿(かわらけ) Ｍ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (3.1) - 3163

264 H3 SK1 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.0) - 3161

265 H3 SK1 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ (7.8) (1.7) - 3162

266 H3 SK2 土師器 皿(かわらけ) Ｍ２ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.6) - 3164

267 H3 SK4 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.6) - 3165

268 E1 SK12 山茶碗(東濃型) 皿 明和１号窯式or大畑

大洞４号窯式

底：回転糸切り痕 － - (1.3) - 3170

269 E1 SK12 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線 － - (0.8) - 3169

270 E1 SK12 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.4) - 3171

271 E1 SK14 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.7) - 3172

272 E1 SK14 土師器 皿(かわらけ) Ｍ４類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.3) - 3173

273 H3 SK20 山茶碗(東濃型) 皿 明和１号窯式or大畑

大洞４号窯式

底：回転糸切り痕 底：一方向ナデ - (1.0) (4.9) 3175

274 H3 SK20 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.2) - 3176

275 H3 SK27 山茶碗(東濃型) 皿 明和１号窯式or大畑

大洞４号窯式

底：回転糸切り痕 － - (1.3) - 3181

276 H3 SK27 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.7) - 3182

277 H3 SK27 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.6) - 3183

278 H3 SK27 鉄製品 釘 － － － 長(4.0)　径0.2 3184

279 H3 SK29 山茶碗(尾張型) 片口鉢 ６型式 － － - (3.7) - 降灰 3185

280 H3 SK30 山茶碗(尾張型) 碗 ５型式 底：回転糸切り痕 － - (3.1) (6.0) 3186

281 H3 SK30 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ － - (2.2) - 3187

282 H3 SK31 山茶碗(尾張型) 碗 ５or６型式 － － - (4.5) - 3188

283 H3 SK31 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.3) - 3189

284 H3 SK33 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.6) - 3190

285 B1 SK209 須恵器(美濃須衛) 横瓶 不明 － － - (5.1) - 降灰 3262

-- -
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第 5 表　遺物観察表 (5)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

286 B1 SK209 山茶碗(尾張型) 皿 ５型式 － － (8.2) (2.2) (4.8) 3265

287 B1 SK209 山茶碗(尾張型) 碗 ５or６型式 － － - (4.7) - 3264

288 B1 SK209 陶器(常滑) 甕 12ｃ代 － － - (5.1) - 3263

289 B1 SK209 土師器 皿(かわらけ) Ｍ１類 口：横ナデ 体：横ナデ (11.4) (3.2) - 3267

290 23 B1 SK209 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ 11.8 3.1 - 3266

291 B1 SK209 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ (12.0) (3.0) - 3268

292 H3 SK7 山茶碗(東濃型) 皿 大洞東１号窯式 底：回転糸切り痕

工具痕

底：一方向ナデ (8.0) 1.1 - 3166

293 H3 SK7 土師器 皿(かわらけ) Ｍ４類 － － - (1.4) - 接合痕あり 3167

294 H3 SK26 磁器(中国) 白磁皿 Ⅸ類 － 口：露胎 - (2.1) - 3179

295 H3 SK26 土師器 皿(かわらけ) Ｃ１類？ － － - (1.5) - 3180

296 E1 SK18 土師器 皿(かわらけ) Ｍ４類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.4) - 3174

297 H3 P73 陶器(古瀬戸) 折縁深皿 中Ⅳ期 灰釉 灰釉 - (2.2) - 3217

298 H3 P79 土師器 皿(かわらけ) Ｍ４類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.6) - 3218

299 H3 P120 土師器 皿(かわらけ) Ｍ２c類 口：横ナデ 体：横ナデ - (3.0) - 3223

300 H3 P121 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.0) - 3224

301 H3 P133 山茶碗(尾張型) 片口鉢 ６型式 － － - (5.3) - 内面使用痕 3225

302 H3 P133 山茶碗(東濃型) 碗 大畑大洞４号窯式～

大洞東１号窯式

－ － - (4.8) - 3226

303 H3 P150 山茶碗(尾張型) 皿 ６型式 底：回転糸切り痕 － 7.8 2.1 4.9 3227

304 H3 P150 磁器(中国) 青磁碗 Ｅ類 － － - (2.2) - 3228

305 G P1209 土師器 皿(かわらけ) Ｍ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.7) - 6782

306 B1 P1457 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.1) - 3431

307 F1 P1562 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 底：回転糸切り痕 － (9.1) 1.9 (4.0) 3555

308 F1 P1562 土師器 皿(かわらけ) Ｃ１類 － － - (1.4) - 3556

309 H3 SD1 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 (29.2) (5.6) - 3117

310 H3 SD1 陶器(古瀬戸～大

窯)

擂鉢 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 錆釉 - (5.6) (8.7) 3110

311 H3 SD1 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.5) - 3111

312 H3 SD1 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.0) - 3112

313 H3 SD1 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.9) - 3118

314 H3 SD1 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ (13.2) (2.0) - 3116

315 23 H3 SD1 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ 17.6 2.6 - 6128

316 H3 SD1 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (11.9) (2.1) - 3113

317 H3 SD1 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.8 1.6 - 3114

318 H3 SD1 陶器(古瀬戸～連

房)

陶錘 不明 鉄釉 鉄釉 長3.8　径0.9

孔径0.4　重3g

3109

319 31 H3 SD1 石製品 紡錘車？ 古墳時代 － － 長(3.8)　幅(3.6)

厚(1.2)

滑石 3115

320 H3 SD2 土師器 小型器台 フォーラムⅤ期 ミガキ ミガキ (8.6) (5.4) - 台基部径2.5 3119

321 E1 SD2 灰釉陶器 椀 10ｃ中葉～11ｃ初(Ⅶ

期)

底：回転糸切り痕 － - (1.5) (6.7) 内面底部使用痕 3147

322 E1 SD2 土師器(ロクロ) 皿形(柱状高台) － 底：回転糸切り痕 － (9.0) 2.1 4.0 3146

323 E1 SD2 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 － － - (1.2) - 3148

324 E1 SD2 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 － － - (1.7) - 3123

325 26 E1 SD2 磁器(中国) 青磁碗 Ｂ－Ⅲ類 線描蓮弁文 － - (5.0) - 3124

326 E1 SD2 磁器(中国) 青磁碗 龍泉窯系Ⅰ－４類 － 界線　線刻唐草文 - (3.0) - 3125

327 29 E1 SD2 陶器(古瀬戸) 四耳壺 前ⅢorⅣ期 灰釉 灰釉 - (4.2) - 3131

328 E1 SD2 陶器(古瀬戸) 平碗 後Ⅳ期古 灰釉 灰釉 - (2.5) - 3134

329 E1 SD2 陶器(古瀬戸) 平碗(加工円盤) 後Ⅳ期古 露胎 灰釉 径5.8　厚1.2 3132

330 30 E1 SD2 陶器(古瀬戸) 天目茶碗(加工円盤) 後Ⅳ期新 錆釉 鉄釉 - 径4.1　厚1.0 3127

331 H3 SD2 陶器(古瀬戸) 平碗 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 - (2.6) - 3120

332 E1 SD2 陶器(古瀬戸) 平碗 後Ⅳ期新 口：灰釉　下半：露

胎

灰釉 (14.0) (5.9) 4.8 6126

333 E1 SD2 陶器(古瀬戸) 平碗 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (2.2) - 3130

334 29 E1 SD2 陶器(古瀬戸) 腰折皿(加工円盤) 後Ⅳ期新 露胎 灰釉 径5.5　厚1.0 3133

335 29 E1 SD2 陶器(古瀬戸) 卸皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 (14.2) 3.0 (6.8) 3128

336 E1 SD2 陶器(古瀬戸) 卸目付大皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 - (6.6) - 3126

337 E1 SD2 陶器(古瀬戸) 卸目付大皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 - (5.3) - 6125

338 E1 SD2 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (5.7) - 3129

339 E1 SD2 土師器 皿(かわらけ) Ｍ２ａ類 － － - (1.6) - 3135

340 E1 SD2 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.5) - 3137

341 E1 SD2 土師器 皿(かわらけ) Ｍ４類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.1) - 3136

342 E1 SD2 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

- (2.7) - 3138

343 E1 SD2 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類？ － 体：横ナデ - (2.5) - 口縁部タール付着 3141

344 E1 SD2 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ (15.0) (2.7) - 3139

345 E1 SD2 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

15.6 2.5 - 3140

346 E1 SD2 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 弧状線刻？ 7.3 1.3 - 3142

347 E1 SD2 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.2 1.5 - 3143

348 E1 SD2 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.4 1.1 - 口縁部タール付着 3144

349 E1 SD2 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － - (1.5) - 3149

350 E1 SD2 土師器 鍋(伊勢型) 13ｃ中葉 － － - (1.8) - 3121

351 E1 SD2 土師器 鍋(伊勢型) 13ｃ中葉 － － - (1.3) - 3122

352 31 E1 SD2 石製品 碁石(黒) － － － 長1.8　幅1.5

厚0.9

3145

353 H2 SD8 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 － － - (1.3) - 3153

354 G SD14 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　文様 界線 - (2.2) - 6184

355 G SD14 陶器(古瀬戸) 鉢 後Ⅳ期 鉄釉 鉄釉 - (6.8) - 6186

356 G SD14,SK90 陶器(古瀬戸) 鉢 後Ⅳ期 鉄釉 鉄釉 - (6.8) - 6631

357 G SD14 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (2.4) - 6187

358 G SD14 陶器(古瀬戸) 平碗 後Ⅳ期新 口：灰釉　体：露呈 灰釉 (14.6) (5.0) - 6189

359 G SD14 陶器(古瀬戸) 平碗 後Ⅳ期新 口：灰釉　体：露呈 灰釉 - (4.1) - 6190

-- -

-- -

-- -
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 6 表　遺物観察表 (6)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

360 G SD14 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (1.3) - 6188

361 G SD14 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (3.3) - 6185

362 G SD14 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.5) - 6193

363 G SD14 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (10.0) 1.9 - 6194

364 G SD14 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (10.0) 1.9 - 口縁部タール付着 6195

365 G SD14 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 指頭圧痕 － (7.1) (1.3) - 6196

366 G SD14 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － (7.6) (1.3) - 6197

367 G SD14 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － － - (1.4) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6191

368 G SD14 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － (6.1) (1.4) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6192

369 25 G SD14 銅製品 インゴット － － － 長8.0　幅2.7

厚1.8　重134g

6802

370 G SD14 須恵器(美濃須衛) 横瓶 ７ｃ代 － － (11.6) (5.9) - 降灰 6812

371 G SD16 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 灰釉 - (1.7) - 6139

372 G SD16 陶器(古瀬戸) 卸目付大皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 - (3.0) - 6138

373 G SD16 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (3.2) - 6140

374 G SD16 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (9.7) 1.6 - 口縁部タール付着 6141

375 G SD16 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － (7.6) 1.4 - 6142

376 G SD16 瓦器 火鉢 － － － - (7.6) - 6136

377 G SD16 瓦器 火鉢 － － － - (5.4) - 高台高2.6 6137

378 G SD17 土師器 伊勢型鍋 Ａ１類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口～体：横ハケ (20.5) (7.9) - 6160

379 G SD17 須恵器(美濃須衛) 甕 ７ｃ代 － － - (14.2) - 6161

380 20 G SD17 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ中葉～後葉 底部手持ちヘラケ

ズリ

－ 13.5 3.8 10.1 内面底部使用痕 6162

381 G SD17 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (4.2) - 6164

382 G SD17 陶器(古瀬戸) 卸目付大皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (1.8) - 6159

383 G SD17 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 10.9 1.6 - 6163

384 G SD20 陶器(大窯) 天目茶碗 第４段階後半 上半：鉄釉　下半：

露胎

鉄釉 (11.7) (5.3) - 6165

385 G SD29 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (2.8) - 6180

386 G SD29 陶器(連房) 折縁皿 第２小期 口：灰釉 口：灰釉　底：鉄絵 12.2 2.6 6.8 6181

387 26 G SD18 磁器(中国) 青磁碗(加工円盤) 明代(15～16ｃ) － － 径6.2  厚2.8 6154

388 G SD18(旧

SK73)

磁器(中国) 白磁皿 Ｅ群 － － - (1.6) - 6329

389 G SD18(旧

SK73)

磁器(中国) 白磁碗 ⅤorⅧ類 － － - (1.3) - 6330

390 G SD18 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 (10.4) (1.9) - 6152

391 29 G SD18(旧

SK73)

陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 (11.6) (2.3) - 6143

392 22 G SD18,SK88,

92,97,98,10

1,P441接合

陶器(古瀬戸) 卸目付大皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 27.6 10.0 12.8 6623

393 G SD18 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (2.3) - 6153

394 G SD18,19,SK

67,94,ⅲ層

接合

陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 30.3 10.8 9.7 6667

395 G SD18(旧

SK73)

土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ 12.5 2.0 - 6151

396 G SD18 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類？ － － 9.1 1.5 - 6157

397 G SD18 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類？ － 体：横ナデ 12.5 2.2 - 6158

398 31 G SD18 鉄製品 ？ － － － 長(6.6)　幅(3.2)

径0.7

6827

399 G SD18(旧

SK73)

土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：一部横ナデ 体：横ナデ 11.5 2.1 - 6333

400 G SD18(旧

SK73)

土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.4 1.7 - 口縁部タール付着 6332

401 G SD18(旧

SK73)

土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.5 1.7 - 口縁部タール付着 6150

402 G SD18(旧

SK73)

土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.9 1.6 - 6331

403 G SD18 土師器 皿(かわらけ) Ｃ１類 指頭圧痕 一方向ナデ 7.7 1.2 - 6155

404 G SD18(旧

SK73)

土師器 皿(かわらけ) Ｃ１類 － － - (1.1) - 6149

405 G SD18(旧

SK73)

土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 6.8 1.2 - 6334

406 G SD18(旧

SK73)

土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 6.7 1.2 - 6335

407 G SD18 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.3 1.5 - 6156

408 G SD18(旧

SK73)

土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.2 1.1 - 6148

409 G SD18(旧

SK73)

土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類 － 体：横ナデ - (2.3) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6147

410 G SD18(旧

SK73)

土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類orＢ２－b類 － 体：横ナデ - (2.2) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6146

411 G SD18(旧

SK73)

鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － - (2.7) - 内面鉱滓付着 6145

412 29 G SD19,SD21 陶器(大窯) 端反皿or丸皿 第１or２段階 灰釉 灰釉 - (1.6) (6.7) 6144

413 G SD21 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 上半：鉄釉　下半：

錆釉

鉄釉 (11.3) (5.1) - 6169

414 G SD21 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (3.0) - 6167

415 G SD21 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 11.8 2.0 - 外面底部墨？付着 6172

416 G SD21 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－c類？ － 体：横ナデ 9.3 1.9 - 口縁部タール付着 6171

-- -

-- -

-- -
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第 7 表　遺物観察表 (7)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

417 G SD21 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.0 1.3 - 6173

418 G SD21 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 6.8 1.2 - 口縁部タール付着 6174

419 24 G SD21 土師器 蓋 － － － 長5.6　幅6.2

厚2.6

胎土は土師器皿に似

る

6170

420 G SD21 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ － - (4.5) - 6166

421 23 G SD22 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.7 2.4 - 穿孔 6175

422 G SD22 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － － - (1.6) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6176

423 G SD26 磁器(中国) 青磁碗 Ｂ－Ⅳ類 線描蓮弁文 － - (1.9) - 6177

424 G SD27,29,30 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

底：脚有り － - (1.2) - 外面煤付着 6624

425 23 G SD27,29,SB

14

土師器 茶釜 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

口：横ナデ　体：ハ

ケ　　　脚付き

口：横ナデ　体：ハ

ケ

(12.5) (15.6) - 6698

426 G SD27 陶器(連房) 擂鉢 第１小期 錆釉 錆釉 - (10.0) - 6178

427 G SD27 陶器(不明) － － 口：鉄釉　頸：錆釉 錆釉 - (1.8) - 6179

428 G SD30 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (1.4) - 6182

429 G SD37 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線 文様 - (1.3) - 6429

430 G SD37 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 - (1.8) - 6428

431 G SD37 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (3.6) - 6427

432 G SD37 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ - (1.9) - 6430

433 G SD37 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.6) - 6431

434 G SD37 土師器 皿(かわらけ) Ｃ１類？ － － - (1.8) - 6432

435 G SD37 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 6.9 1.4 - 口縁部タール付着 6433

436 G SD37 鋳造作業関連遺物 鞴の羽口 － － － 長(7.1)

径5.9-6.5

二次被熱 6426

437 G SD37 土師器 茶釜 不明 口：横ナデ 口：横ナデ - (3.5) - 6424

438 G SD37 土師器 茶釜 不明 － － - (3.7) - 6425

439 31 G SD37 銅製品 ？ － － － 長4.7　幅1.5

厚1.2

6820

440 G SD37 瓦 － － － 長(9.9)　幅(8.7)

厚1.8

6423

441 22 C1 SD46 陶器(古瀬戸) 徳利 後Ⅳ期 鉄釉 鉄釉(一部露胎) - (13.2) (10.9) 3942

442 C1 SD46 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 (31.8) (4.2) - 3929

443 C1 SD46 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.9) - 3930

444 31 C1 SD46 銅製品 火箸 － － － 長(31.0)　径(0.6) 6115

445 26 C1 SD46下層 磁器(中国) 染付壺 明代(15～16ｃ) 唐草文 露胎 - (3.3) - 3938

446 C1 SD46下層 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 (11.4) (2.1) - 3939

447 C1 SD46下層 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ 12.4 2.3 - 3940

448 C1 SD46上層 磁器(中国) 青磁碗 Ｅ類 口：沈線 － - (5.6) - 3932

449 C1 SD46上層 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (3.9) - 3933

450 C1 SD46上層 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (5.3) - 3934

451 C1 SD46上層 陶器(古瀬戸) 不明 後期 鉄釉 口：鉄釉 - (2.7) - 3935

452 C1 SD46上層 陶器(大窯) 仏餉具 第１段階 錆釉　底：露胎 錆釉 - (2.2) 4.4 3936

453 C1 SD46上層 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.7) - 3931

454 C1 SD46上層 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.0 1.2 - 3941

455 C1 SD46上層 土製品 土鈴 － － － 高(3.9)　幅(2.9)

孔径0.5

3937

456 20 C1 SD46西 山茶碗(尾張型) 皿 ６型式 底：回転糸切り痕 － 7.6 1.8 4.1 降灰 3923

457 C1 SD46西 須恵器(美濃須衛) 水注 ８ｃ前半 － － - (9.7) - 脚端部径(9.2)

脚基部径4.1

3924

458 C1 SD46西 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.1) - 3927

459 C1 SD46西 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 － 体：横ナデ 9.0 1.6 - 3913

460 C1 SD46西 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 8.6 1.6 - 3925

461 C1 SD46西 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.7 1.8 - 口縁部タール付着 3928

462 C1 SD46西 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.7 1.7 - 3914

463 C1 SD46西 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

10.3 1.9 - 3915

464 C1 SD46西 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 11.8 2.2 - 3917

465 C1 SD46西 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

12.2 2.1 - 口縁部タール付着 3918

466 C1 SD46西 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.3 2.3 - 3919

467 C1 SD46西 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

12.7 2.2 - 3926

468 C1 SD46西 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.7 1.4 - 3922

469 C1 SD46東 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.9 1.8 - 3907

470 C1 SD46東 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類？ － 体：横ナデ 11.7 2.3 - 3908

471 C1 SD46東 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.3 1.3 - 3909

472 C1 SD46東 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.4 1.3 - 3910

473 C1 SD46東 土師器 皿(かわらけ) Ｄ１類 口：横ナデ 体：横ナデ 5.2 1.7 - 3912

474 C1 SD49 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 底：回転糸切り痕 － (9.8) (2.2) (3.4) 3905

475 C1 SD49 土師器 皿(かわらけ) Ａ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.0) - 3903

476 C1 SD49 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (9.6) 1.6 - 口縁部タール付着 3904

477 B1 SD51 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.5) - 3244

478 B1 SD51 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ - (1.9) - 口縁部タール付着 3245

479 28 B1 SD51 陶器(大窯) 擂鉢 第４段階後半 錆釉 錆釉 - (1.9) - 3243

480 B1 SD51 陶器(連房) 丸碗 江戸時代中期 底：露胎 灰釉 - (2.3) (4.6) 3242

481 D2 SD61 須恵器(猿投) 甕or瓶類 ７～８ｃ － － - (5.7) - 3040

482 D2 SD61 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 － － (10.3) (2.3) - 3041

483 D2 SD61 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 (10.5) (3.4) - 3036

484 28 F1 SD61 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (3.3) - 3058

485 D2 SD61 陶器(古瀬戸) 桶 後Ⅳ期 鉄釉 鉄釉 - (3.1) - 3038

486 F1 SD61 陶器(大窯) 天目茶碗 第１段階 鉄釉 鉄釉 - (3.3) - 3057

平瓦

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 8 表　遺物観察表 (8)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

487 F1 SD61 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ － (17.4) (2.7) - 3060

488 D2 SD61 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (10.0) (1.7) - 口縁部タール付着 3042

489 D2 SD61 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 11.4 2.2 - 3044

490 D2 SD61 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 口：一部横ナデ 体：横ナデ 12.0 2.2 - 3046

491 D2 SD61 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.5 2.0 - 口縁部タール付着 3047

492 D2 SD61 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.2 1.4 - 3051

493 D2 SD61 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.3 1.4 - 3054

494 F1 SD61 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.1 1.6 - 3061

495 D2 SD61 陶器(連房) 丸碗 江戸時代中期 鉄釉 鉄釉 - (2.4) - 3037

496 D2 SD61 鉄製品 釘 － － － 長(3.9)　幅(0.4) 3039

497 F1 SD62 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － - (1.5) - 3547

498 C3 SD76 磁器(中国) 青磁碗 龍泉窯系Ⅰ－５類 鎬蓮弁文 － - (1.7) - 3654

499 C3 SD76 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ - (1.6) - 3655

500 C3 SD77 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類？ － 体：横ナデ - (1.9) - 3657

501 C3 SD77 鉄製品 釘 － － － 長(5.4)　幅0.5 3656

502 C3 SD81 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (1.6) - 3662

503 C3 SD81 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 － － - (2.3) - 3663

504 C3 SD82 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.7) - 3664

505 C3 SD82 灰釉陶器 椀 ９ｃ末～10ｃ後葉(Ⅵ期

新～Ⅶ期中)

－ － - (2.7) (7.6) 内面底部使用痕 3691

506 19 G SE1 須恵器(畿内系) 蓋 ６ｃ末～７ｃ前半 － － 14.2 4.3 - 6362

507 G SE1,SK78 陶器(常滑) 甕 10型式 － － - (11.4) - 6681

508 G SE1,SK83 陶器(古瀬戸) 甕 後期 鉄釉　底：露胎 鉄釉 - (8.0) (15.1) 6695

509 G SE1 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 (12.3) (1.6) - 6364

510 G SE1 陶器(古瀬戸) 縁釉小皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 - (1.8) - 二次被熱 6367

511 G SE1 陶器(古瀬戸) 卸皿 後Ⅳ期新 底：露胎 底：露胎 - (1.1) (6.8) 6366

512 29 G SE1,SK78 陶器(古瀬戸) 卸皿 後Ⅳ期新 露胎 口：灰釉 - (2.8) - 6696

513 G SE1 陶器(古瀬戸) 折縁深皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (2.1) - 6365

514 G SE1 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (3.2) - 6368

515 G SE1 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (3.3) - 6369

516 G SE1,SD19 陶器(古瀬戸～大

窯)

擂鉢 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 錆釉 - (6.4) (9.6) 6668

517 G SE1,SK78 陶器(古瀬戸～大

窯)

擂鉢 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 錆釉 - (4.9) (9.7) 6669

518 G SE1 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類？ － 体：横ナデ - (1.9) - 6371

519 G SE1 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.7) - 6370

520 G SE1 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 6.9 1.3 - 6360

521 G SE1 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 6.8 1.4 - 6372

522 G SE1 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類？ － － (8.9) (1.9) - 二次被熱による硬化 6363

523 G SE1 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － (7.2) (2.9) - 内外面鉱滓付着

胎土に籾殻混和

6358

524 G SE1 瓦器 火鉢 － ミガキ － - (3.5) - 6361

525 G SE1 石製品 砥石 － － － 長(6.1)　幅(3.5)

厚1.9

粘板岩 6357

526 31 G SE1 石製品 硯 － － － 長(5.1)　幅5.0

厚(1.5)

粘板岩 6359

527 G SE2掘方 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (9.0) (1.8) - 口縁部タール付着 6265

528 G SE1or2掘方 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － (7.2) (1.4) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6266

529 G SB13 須恵器(美濃須衛) 杯 ７ｃ後半 － － - (3.2) - 6200

530 G SB13 土師器(ロクロ) 不明(柱状高台) － 底：回転糸切り痕 － - (1.6) (4.3) 6201

531 G SB16 土師器 壺 フォーラムⅡ～Ⅲ期 － 口：クシ描き文 - (1.9) - 6202

532 19 G SB16 土師器 器台 フォーラムⅠ期 沈線 － (15.1) 9.7 - 脚端部径12.3 脚：穿孔４方向１段 6203

533 G SB24 土師器 壺 － － ハケ - (5.1) (7.5) 6212

534 G SB24 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (1.8) - 6213

535 G SK53 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ - (1.4) - 6246

536 G SK55 土師器 宇田型甕 フォーラムⅥ期 口：横ナデ － - (3.6) - 6247

537 G SK55 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 － － (8.7) (1.7) - 6248

538 G SK60 須恵器(美濃須衛) 有台鉢 ９ｃ前葉 － － (18.0) (4.5) (9.4) 内面底部使用痕 6811

539 G SK60 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.1 2.4 - 6253

540 G SK60 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.0 1.5 - 6254

541 G SK60 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類？ － － - (1.3) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6251

542 G SK60 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － - (0.7) - 二次被熱による硬化

外面降灰

6252

543 G SK60 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － (9.2) (3.9) - 6249

544 G SK60 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － - (3.7) - 内外面鉱滓付着 6250

545 24 G SK60 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － 7.4 2.3 - 内外面鉱滓付着

胎土に籾殻混和

6797

546 G SK62 磁器(中国) 白磁皿 Ｅ群 － － - (1.3) (6.3) 6255

547 G SK62 磁器(中国) 白磁皿 Ⅸ－１類 － － - (2.4) - 6256

548 G SK62 磁器(中国) 白磁碗 ⅤorⅧ類 － － - (1.2) - 6257

549 G SK63 銅製品 玉？ － － － 長1.3　幅1.1

厚0.9

6874

550 G SK64 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 6.7 1.2 - へそ皿状 6258

551 G SK64 土師器 不明 不明 － － - (3.4) - 6259

552 21 G SK66,91,ⅳ

層接合

磁器(中国) 青磁稜花皿 明代(15～16ｃ) － － 11.6 2.9 (5.0) 6653

553 27 G SK66,ⅳ層

接合

磁器(中国) 白磁碗 Ⅳ類 － － - (2.0) - 6829

554 29 G SK66,ⅳ層

接合

陶器(古瀬戸) 卸皿 後Ⅳ期新 露胎 口：灰釉 (11.4) (2.6) - 6830

555 G SK66 陶器(古瀬戸) 卸目付大皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 - (4.4) - 6267

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -
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第 9 表　遺物観察表 (9)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

556 22 G SK66,97,99,

ⅳ層接合

陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 29.0 11.7 10.0 6678

557 22 G SK66,90,92,

98,P699,10

48,ⅳ層接

合

陶器(古瀬戸) 甕 後Ⅲ～Ⅳ期 鉄釉 鉄釉 (18.9) (23.0) - 胴部径(30.6) 6685

558 G SK66 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.2) - 6268

559 G SK66,P691 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (8.9) 9.4 6666

560 G SK66 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.5) - 6272

561 G SK66 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.2) - 6273

562 G SK66,ⅳ層

接合

土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(14.6) (2.3) - 6831

563 G SK66 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類？ 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.8) - 6274

564 G SK66,106 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(18.4) (3.0) - 6680

565 G SK66 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ - (1.7) - 穿孔 6277

566 G SK66 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 口：横ナデ 体：横ナデ 11.9 2.1 - 口縁部煤付着 6275

567 G SK66,ⅳ層

接合

土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (18.6) (3.0) - 6832

568 G SK66 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.2 1.3 - 口縁部タール付着 6276

569 G SK66 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － － - (1.7) - 内外面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6270

570 G SK66 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － (7.5) (1.1) - 二次被熱による硬化

口縁部降灰

6271

571 G SK66,SK83 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ － - (5.0) - 外面煤付着 6269

572 G SK67 磁器(中国) 白磁皿 Ｄ群 高台：抉り込み － - (1.4) 3.9 6282

573 26 G SK67 磁器(中国) 染付皿 Ｂ２群 界線　唐草文 界線　文様 - (2.2) - 6280

574 G SK67 磁器(中国) 染付皿 Ｂ群 界線　唐草文 界線　花文 - (1.8) - 6281

575 29 G SK67 陶器(古瀬戸) 平碗 後Ⅰ～Ⅱ期 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 (15.5) (3.6) - 6279

576 G SK67 陶器(古瀬戸) 平碗(加工円盤) 後Ⅲ～Ⅳ期 露胎 灰釉 径5.8  厚1.3 6294

577 G SK67 陶器(古瀬戸) 口広有耳壺 後Ⅲ～Ⅳ期 鉄釉 鉄釉 (6.3) (3.9) - 6303

578 22 G SK67 陶器(古瀬戸) 口広有耳壺 後Ⅳ期古 鉄釉　底：露胎 鉄釉 - (13.7) 9.7 胴部径(15.0) 6682

579 G SK67 陶器(古瀬戸) 縁釉小皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 - (2.2) (5.4) 6284

580 21 G SK67 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 10.9 3.0 4.4 6293

581 22 G SK67 陶器(古瀬戸) 袴腰形香炉 後Ⅳ期新 上半：鉄釉　下半：

露胎

口：鉄釉 10.7 4.3 (5.0) 6642

582 G SK67 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (3.9) - 6286

583 G SK67 陶器(大窯) 天目茶碗 第１段階 鉄釉 鉄釉 - (1.7) - 6283

584 G SK67 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.4) - 6287

585 G SK67,94 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 29.0 10.5 8.5 6665

586 G SK67 陶器(大窯) 筒形香炉 不明 鉄釉 口：鉄釉 - (4.0) - 6285

587 G SK67 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

9.9 1.7 - 6298

588 G SK67 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ (9.3) (1.9) - 口縁部タール付着 6308

589 23 G SK67 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

15.9 2.5 - 穿孔 6295

590 G SK67 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(19.2) 2.9 - 6296

591 G SK67 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.2 1.8 - 口縁部タール付着 6299

592 G SK67 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.9 1.9 - 内外面タール付着 6300

593 G SK67 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 11.6 2.0 - 6301

594 G SK67 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.6 2.4 - 6302

595 G SK67 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類？ － 体：横ナデ 10.1 1.9 - 6297

596 G SK67 土師器 皿(かわらけ) Ｃ１類 － － (7.0) (1.4) - 6307

597 G SK67 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.6 1.4 - 6305

598 G SK67 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.2 1.3 - 6306

599 G SK67 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 6.9 1.3 - 6309

600 G SK67 土師器 皿(かわらけ) Ｄ１類 口：横ナデ 体：横ナデ 4.7 1.6 - 6310

601 G SK67 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類 － － - (1.8) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6292

602 G SK67 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類？ － 体：横ナデ 9.2 1.6 - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

口縁部降灰

6304

603 G SK67 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (9.6) (1.9) - 二次被熱による硬化 6290

604 G SK67 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － 7.0 1.2 - 内外面鉱滓付着

二次被熱による硬化

やっとこによる欠損？

6291

605 G SK67 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － - (3.2) - 内外面鉱滓付着 6289

606 23 G SK67,91,92 瓦器 火鉢or風炉？ － 体：ミガキ ケズリ - (13.4) - 6694

607 G SK67 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ － (24.1) (3.8) - 外面煤付着 6288

608 G SK67 鉄製品? 棒状 － － － 長4.5　径0.3 6871

609 24 G SK67 石製品 下臼 － － － 径(27.5)　厚8.9 安山岩？ 6278

610 G SK68 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (3.7) - 二次被熱 6264

611 G SK68 土師器 茶釜 不明 － － - (3.0) - 6263

612 G SK71 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 唐草文 界線 - (1.2) - 6318

613 27 G SK71,105,

ⅲ層接合

陶器(朝鮮) 瓶 李朝 雑釉 雑釉 - (6.7) (9.0) 6677

614 G SK71 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (3.2) - 6311

615 G SK71 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (3.6) - 6313

-- -

-- -

-- -
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 10 表　遺物観察表 (10)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

616 G SK71 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 - (1.9) - 6312

617 G SK71 陶器(古瀬戸) 腰折皿(加工円盤) 後Ⅳ期新 露胎 灰釉 径6.0  厚1.0 6317

618 G SK71 陶器(古瀬戸) 口広有耳壺 後Ⅳ期新 鉄釉 口：鉄釉 - (4.3) - 6314

619 G SK71 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (2.9) - 6315

620 G SK71 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.1) - 6316

621 G SK71 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (3.2) - 6323

622 G SK71 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (12.1) (2.1) - 6324

623 G SK71 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － (6.1) (1.4) - 口縁部タール付着 6325

624 G SK71 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － 体：横ナデ - (1.4) - 二次被熱による硬化 6322

625 G SK71 瓦器 火鉢 － － － (30.2) 8.2 (25.2) 6319

626 G SK71 瓦器 火鉢 － － － - (4.9) - 6320

627 G SK71 土師器 小型壺 － 口：横ナデ － (5.5) (3.2) - 胎土は土師器皿に似 6321

628 G SK93 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線　花文 (8.6) (2.2) (4.4) 6522

629 G SK93 鋳造作業関連遺物 ？ － － － (5.0) (2.2) - 6523

630 G SK72 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (4.4) - 6328

631 G SK72 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.4) - 6326

632 G SK72 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (9.7) (1.8) - 口縁部タール付着 6327

633 G SK75 須恵器(美濃須衛) 蓋 ９ｃ前葉 天：回転ヘラケズリ － (14.3) (2.7) - つまみ径2.5

つまみ高0.6

6336

634 G SK77 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (8.8) (1.7) - 口縁部タール付着 6337

635 G SK78 陶器(常滑) 甕 ９型式 － － - (9.8) - 6378

636 G SK78 磁器(中国) 白磁皿 Ⅸ類 － － - (1.9) - 6397

637 26 G SK78 磁器(中国) 染付皿 Ｃ群 芭蕉葉文 花文 - (1.2) (4.0) 6396

638 G SK78 陶器(古瀬戸) 鉢 後Ⅳ期 鉄釉 鉄釉 - (5.4) - 6387

639 G SK78 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (4.5) - 二次被熱 6379

640 G SK78 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉　底：露胎 灰釉 11.2 2.4 3.7 6381

641 G SK78 陶器(古瀬戸) 卸皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 - (1.6) - 6398

642 G SK78 陶器(古瀬戸) 卸皿 後Ⅳ期新 底：露胎 底：露胎 - (1.4) 5.0 6399

643 G SK78 陶器(古瀬戸) 卸皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 - (2.6) - 6388

644 G SK78 陶器(古瀬戸) 直縁大皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

上半：灰釉　下半：

露胎

- (3.0) - 6384

645 G SK78 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (2.1) - 6382

646 G SK78 陶器(古瀬戸) 桶 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (3.7) - 6386

647 G SK78 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.4) - 6380

648 G SK78 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.3) - 6383

649 G SK78 陶器(古瀬戸～大

窯)

甕 不明 鉄釉 鉄釉 - (5.9) - 6385

650 G SK78 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(14.0) (2.8) - 6390

651 G SK78 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類？ － 体：横ナデ 9.5 1.8 - 6392

652 G SK78 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.8 1.8 - 全面タール付着 6391

653 G SK78 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (12.6) (1.9) - 6393

654 G SK78 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.0 2.1 - 6400

655 G SK78 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 6.9 1.1 - 6394

656 G SK78 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.2 1.3 - 6395

657 G SK78 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類 － － - (1.7) - 二次被熱による硬化 6374

658 G SK78 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － － (9.4) (1.7) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6375

659 G SK78 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (8.4) (1.6) - 二次被熱による硬化 6377

660 G SK78 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － (6.7) (1.3) - 二次被熱による硬化

内面降灰

6376

661 G SK78 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － (7.2) (1.7) - 内面鉱滓付着

胎土に籾殻混和

6373

662 G SK78 瓦器 火鉢 － － － - (8.1) - 6389

663 G SK79 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.2 1.4 - 6338

664 G SK79 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － (6.8) (1.7) - 二次被熱による硬化 6339

665 G SK78,79 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ (14.7) (2.8) - 6341

666 G SK78,79 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.1 2.0 - 6340

667 G SK78,79 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 6.9 1.2 - 6342

668 G SK83 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (4.6) - 6347

669 G SK83 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 6.6 1.2 - 6350

670 G SK83 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 8.9 1.7 - 口縁部タール付着 6351

671 G SK83 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.0 2.1 - 6352

672 G SK83 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － - (1.3) - 二次被熱による硬化 6349

673 G SK80 磁器(中国) 白磁皿 Ｅ群 － － - (1.7) - 6344

674 G SK80 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (10.8) (2.1) - 口縁部タール付着 6343

675 G SK81 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線　文様 - (1.3) - 6401

676 G SK81 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.9) - 6409

677 G SK81 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.7 1.9 - 口縁部タール付着 6410

678 G SK81 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (12.1) (2.2) - 6411

679 G SK81 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.2 1.1 - 6412

680 G SK81 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類 － － - (1.9) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6404

681 G SK81 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (9.3) (1.6) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6405

682 G SK81 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － － - (2.0) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6406

683 G SK81 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － (7.1) (1.3) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6407

-- -
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第 11 表　遺物観察表 (11)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

684 G SK81 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － (7.6) (1.4) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6408

685 G SK81 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － - (3.9) - 内面鉱滓付着 6402

686 G SK81 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － - (2.3) - 内外面鉱滓付着 6403

687 G SK81 木製品 釘？ － － － 長(4.5)　幅0.7 6867

688 31 G SK81 銅製品 刀装具？ － － － 長1.1　幅1.4

厚0.4

漆？ 6873

689 G SK82 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期古 鉄釉 鉄釉 - (3.3) - 6345

690 G SK82 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ - (1.8) - 外面底部圧痕(板？) 6346

691 G SK82 銅製品 ？ － － － 長4.6　幅2.9

厚1.6  長3.2

幅2.5　厚1.7

6822

692 26 G SK84 磁器(中国) 青磁碗 Ｂ類 鎬蓮弁文 － (12.7) (3.8) - 6652

693 G SK84 磁器(中国) 白磁皿 Ｅ群 － － - (2.2) - 6413

694 29 G SK84 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 (10.4) (1.8) - 6415

695 28 G SK84 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (4.3) - 6414

696 G SK84 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ - (2.2) - 6416

697 G SK84 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ (15.7) (2.3) - 6417

698 G SK84 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (15.4) (2.7) - 6418

699 G SK84 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 6.3 1.3 - 口縁部タール付着 6419

700 G SK84 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.6 1.5 - 6420

701 G SK87 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 - (1.9) - 6437

702 27 G SK87 陶器(朝鮮) 瓶 李朝 雑釉 雑釉 - (4.6) - 6449

703 G SK87 陶器(大窯) 天目茶碗 第１段階 鉄釉 鉄釉 - (3.6) - 6434

704 28 G SK87 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (3.1) - 6435

705 28 G SK87 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (3.1) - 6436

706 G SK87,ⅲ層

接合

陶器(古瀬戸～大

窯)

擂鉢 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 錆釉 - (7.1) 9.8 6671

707 G SK87 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.6) - 6448

708 G SK87 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.4 1.8 - 内面煤付着 6443

709 G SK87 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.0 2.2 - 内面煤、タール付着 6444

710 G SK87 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.2 1. 7 - 6447

711 G SK87 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.9 1.5 - 6445

712 G SK87 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類？ － － - (1.8) - 二次被熱による硬化 6441

713 G SK87 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － - (1.3) - 二次被熱による硬化 6442

714 25 G SK87 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － 3.1 8.5 - 最大幅12.2

深6.9

外面鉱滓付着 6798

715 31 G SK87 土製品 土錘 － － － 長5.6　径2.1

孔径0.4　重2.0

6438

716 31 G SK87 銅製品 不明 － － － 長3.4　幅2.0

厚1.1

銅滓か 6868

717 31 G SK87 銅製品 さや尻金具 － － － 長(2.9)　幅(1.6)

厚(0.1)

6824

718 G SK87 鉄製品 釘 － － － 長(5.4)　幅0.4 6440

719 31 G SK87 石製品 砥石 － － － 長(8.3)　幅(7.6)

厚(2.4)

粘板岩　使用面４面 6439

720 G SK88 陶器(常滑) 甕 10型式 － － - (13.5) - 6356

721 26 G SK88,91 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線　花文 (9.2) 2.5 4.8 二次被熱

758と同一？

6662

722 G SK88 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 6.8 1.3 - 6353

723 G SK88 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類 － 体：横ナデ (8.7) (1.5) - 二次被熱による硬化 6354

724 G SK88 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － (8.6) (1.7) - 二次被熱による硬化 6355

725 22 G SK90,P813 陶器(古瀬戸) 筒形香炉 後Ⅳ期 鉄釉　底：露胎 鉄釉 9.6 5.9 5.1 6641

726 29 G SＫ90,92 陶器(古瀬戸) 盤類 後Ⅳ期 底：露胎 底：露胎 - (5.8) - 6626

727 21 G SK90 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉　底：露胎 灰釉 11.4 2.6 4.0 6468

728 22 G SK90,ｻﾌﾞﾄﾚ

接合

陶器(古瀬戸) 袴腰形香炉 後Ⅳ期新 上半：鉄釉　下半：

露胎

口：鉄釉 11.5 4.0 5.0 6639

729 30 G SK90,ｻﾌﾞﾄﾚ

接合

陶器(古瀬戸) 袴腰形香炉 後Ⅳ期新 上半：鉄釉　下半：

露胎

口：鉄釉 (9.3) 3.7 4.9 6640

730 G SK90,P813 陶器(古瀬戸) 袴腰形香炉 後Ⅳ期新 上半：鉄釉　下半：

露胎

口：鉄釉 11.5 4.7 3.9 6643

731 G SK90,ⅳ層

接合

陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (8.8) 7.8 6686

732 G SK90 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (3.2) - 6469

733 G SK90 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (3.7) - 6688

734 G SK90 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.7) - 内外面煤付着 6470

735 G SK90 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類？ － 体：横ナデ 12.3 2.4 - 内外面タール付着 6472

736 G SK90 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 10.2 2.0 - 内外面タール付着 6471

737 G SK90 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.4 1.4 - 全面タール付着 6474

738 G SK90 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － - (1.6) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6475

739 24 G SK90焼土層 土師器 皿(かわらけ) 体部 － 墨絵　草花文？ - (0.8) - 6462

740 G SK90焼土層 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類 － － - (1.5) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6461

741 G SK90焼土層 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － (7.9) (1.3) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6454

742 G SK90焼土層 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類？ － － - (1.3) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6455

743 G SK90焼土層 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類？ － － - (1.9) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6460

g

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 12 表　遺物観察表 (12)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

744 G SK90焼土層 鋳造作業関連遺物 焼土塊(鋳型？) － － － 長(2.0)　幅(1.4)

厚(2.0)

6450

745 G SK90焼土層 鋳造作業関連遺物 焼土塊(鋳型？) － － － 長(3.0)　幅(3.5)

厚(1.3)

6451

746 G SK90焼土層 鋳造作業関連遺物 焼土塊(鋳型？) － － － 長(3.1)　幅(3.6)

厚(0.9)

6452

747 G SK90焼土層 鋳造作業関連遺物 焼土塊(鋳型？) － － － 長(2.6)　幅(3.1)

厚(1.8)

6453

748 G SK90焼土層 鋳造作業関連遺物 焼土塊(鋳型？) － － － 長(1.6)　幅(2.4)

厚(1.0)

6456

749 G SK90焼土層 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ － (20.6) (4.0) - 6457

750 G SK90焼土層 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ － - (7.1) - 6458

751 G SK90焼土層 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ － - (4.6) - 6459

752 G SK90炭層 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線　文様 - (2.5) - 二次被熱？ 6463

753 G SK90炭層 陶器(古瀬戸) 縁釉小皿

鋳造作業関連遺物

後Ⅳ期新 － － 8.8 2.6 4.3 内面と割口鉱滓付着 6464

754 G SK90炭層 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － － 9.3 1.8 - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6465

755 G SK90炭層 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － 一方向ナデ 6.9 1.3 - 二次被熱による硬化

口縁部降灰

6466

756 G SK90炭層 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － (7.3) (1.2) - 内面鉱滓？付着

二次被熱による硬化

6467

757 26 G SK91,92 磁器(中国) 青磁碗 14～15ｃ 線描蓮弁文 － (14.0) 6.0 (3.5) 6651

758 26 G SK91,92 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 (9.2) (1.5) - 二次被熱 6663

759 G SK91 陶器(中国) 褐釉壺 14～15ｃ 褐釉？　底：露胎 褐釉？　底：露胎 - (6.8) (8.1) 二次被熱 6645

760 21 G SK91,ⅳ層

接合

陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉　底：錆釉 鉄釉 11.6 (5.5) - 6637

761 G SK91,92,ⅳ

層接合

陶器(古瀬戸) 平碗 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (2.9) - 6633

762 29 G SK91,92 陶器(古瀬戸) 平碗 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 (14.0) (4.1) - 6632

763 G SK91 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 (10.4) (2.0) - 6648

764 30 G SK91 陶器(古瀬戸) 袴腰形香炉 後Ⅳ期新 上半：鉄釉　下半：

露胎　　体：線刻

口：鉄釉 12.3 (3.9) - 6644

765 G SK91,92 陶器(古瀬戸) 卸目付大皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 (28.2) (3.1) - 6628

766 G SK91,P1037 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 (28.0) (7.1) - 6673

767 28 G SK91,94 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (3.3) - 6690

768 22 G SK91,92,ⅳ

層接合

陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 30.3 12.2 9.2 6679

769 G SK91,92他

接合

陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 (30.4) (12.4) (9.4) 6689

770 24 G SK91 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－ａ類？ － － 8.6 1.6 - 内外面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6795

771 G SK91 鋳造作業関連遺物 焼土塊(鋳型？) － － － 長(3.2)　幅(3.6)

厚(2.1)

6500

772 23 G SK91,92,ⅳ

層接合

瓦器 火鉢or風炉？ － ミガキ ケズリ (22.1) (23.4) - 胴部径(35.3) 6697

773 23 G SK91～94,

ⅲ層接合

瓦器 火鉢or風炉？ － ミガキ ケズリ - (15.2) - 胴部径(36.0) 6693

774 G SK91,107 瓦器 火鉢or風炉？ － ミガキ ケズリ - (4.2) - 6692

775 G SK91,92 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ － - (4.3) - 6625

776 25 G SK91 銅製品 分銅 － － － 高3.5　幅2.5

厚2.3　重51g

6823

777 25 G SK91 銅製品 銭 － － － 長3.3　幅4.6

厚1.4

被熱により溶解 6794

778 31 G SK91 銅製品 ？ － － － 長(4.6)　幅0.3

厚0.3

6819

779 G SK91焼土層 磁器(中国) 青磁碗 14～15ｃ 線描蓮弁文 － - (3.3) - 6480

780 G SK91焼土層 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 - (1.9) - 6481

781 G SK91焼土層 陶器(古瀬戸) 筒形香炉 後Ⅰ～Ⅱ期 灰釉 口：灰釉 - (5.5) - 6488

782 G SK91焼土層 陶器(古瀬戸) 鉢 後Ⅳ期 鉄釉 鉄釉 - (5.4) - 6489

783 G SK91焼土層 陶器(古瀬戸) 縁釉小皿

鋳造作業関連遺物

後Ⅳ期新 口：灰釉？ 口：灰釉？ (11.4) (2.6) - 二次被熱による硬化 6502

784 29 G SK91焼土層 陶器(古瀬戸) 卸皿 後Ⅳ期新 露胎 口：灰釉 (11.7) 2.9 - 6491

785 27 G SK91焼土層 陶器(古瀬戸) 不明 後Ⅳ期新 錆釉 鉄釉 - (5.4) - 1413と同一？ 6493

786 G SK91焼土層 陶器(大窯) 天目茶碗 第１段階 鉄釉　底：錆釉 鉄釉 - (5.3) - 6487

787 G SK91焼土層 陶器(大窯) 平碗 第１段階 灰釉 灰釉 (14.8) (3.8) - 6492

788 G SK91焼土層 陶器(大窯) 筒形香炉 不明 鉄釉 口：鉄釉 - (6.1) - 6490

789 G SK91焼土層 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.5) - 6507

790 G SK91焼土層 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類？ － 円形線刻 - (2.0) - 6503

791 G SK91焼土層 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.3 1.7 - 口縁部タール付着 6494

792 G SK91焼土層 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.1 2.2 - タール、煤付着 6495

793 G SK91焼土層 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 6.7 1.2 - 6505

794 G SK91焼土層 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 6.8 1.5 - 6506

795 G SK91焼土層 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.4 1.4 - 内面タール？付着 6496

796 G SK91焼土層 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類 － － - (2.0) - 二次被熱による硬化

内外面降灰

6482

797 G SK91焼土層 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － － - (1.7) - 二次被熱による硬化 6483

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -
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第 13 表　遺物観察表 (13)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

798 G SK91焼土層 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － - (1.8) - 二次被熱による硬化

内面降灰

土師器皿２枚が接着

6484

799 G SK91焼土層 鋳造作業関連遺物 焼土塊(鋳型？) － － － 長(4.6)　幅(4.0)

厚(2.2)

6476

800 G SK91焼土層 鋳造作業関連遺物 焼土塊(鋳型？) － － － 長(3.5)　幅(2.9)

厚(3.5)

6477

801 G SK91焼土層 鋳造作業関連遺物 焼土塊(鋳型？) － － － 長(3.1)　幅(4.0)

厚(1.6)

6478

802 G SK91焼土層 鋳造作業関連遺物 焼土塊(鋳型？) － － － 長(2.4)　幅(3.3)

厚(2.3)

6479

803 G SK91焼土層 鋳造作業関連遺物 鉱滓 － － － 長2.0　幅1.6

厚1.4

6501

804 G SK91焼土層 瓦器 火鉢 － － ハケ - (7.8) - 6504

805 G SK91焼土層 銅製品 銭(？) － － － 径2.48　厚0.16

重1g

6497

806 G SK91焼土層 銅製品 ？ － － － 長(1.3)　幅0.6

厚0.5

6498

807 31 G SK91焼土層 銅製品 ？ － － － 長1.25　幅1.25

厚0.4

6499

808 G SK91焼土層 鉄製品 釘 － － － 長(5.5)　幅0.5

厚0.4

6485

809 24 G SK91焼土層 石製品 硯 － － － 長(9.8)　幅(8.4)

厚(2.1)

二次被熱 6486

810 G SK92 山茶碗(東濃型) 碗 大畑大洞４号窯式～

大洞東１号窯式

－ － - (3.8) - 6620

811 21 G SK92 磁器(中国) 青磁碗 14～15ｃ 線描蓮弁文 － (14.2) 6.6 (4.5) 6649

812 G SK92 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 - (2.1) - 6513

813 20 G SK92,95 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線　玉取獅子

文？

11.6 2.5 6.3 6658

814 20 G SK92,95,P1

035

磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線　玉取獅子文 11.8 2.9 6.5 6661

815 26 G SK92,ⅳ層

接合

磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 (13.0) (2.1) - 6659

816 G SK92,95,ⅳ

層接合

磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線　玉取獅子

文？

(11.8) 3.0 (6.2) 6657

817 21 G SK92,95,ⅳ

層接合

磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線　玉取獅子文 11.8 2.7 7.0 6660

818 26 G SK92,95,P4

50,ⅳ層接

合

磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　渦状の密な

唐草文

花樹文 11.5 (2.3) - 6664

819 G SK92,94 陶器(古瀬戸) 盤類 後Ⅳ期 底：露胎 底：露胎 - (2.3) (12.2) 6629

820 G SK92,ⅳ層

接合

陶器(古瀬戸) 桶 後Ⅳ期 鉄釉　底：錆釉 鉄釉 - (7.9) (9.0) 6635

821 30 G SK92,ⅳ層

接合

陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉　底：錆釉 鉄釉 12.0 6.0 4.0 6655

822 29 G SK92 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 10.6 2.4 4.6 6646

823 29 G SK92 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 11.8 3.2 4.4 6647

824 G SK92 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 - (2.1) - 6611

825 G SK92 陶器(古瀬戸) 卸皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 (13.8) (2.2) - 6610

826 21 G SK92,94,ⅳ

層接合

陶器(古瀬戸) 壺 後Ⅳ期新 鉄釉　底：露胎 鉄釉 9.0 15.2 8.5 6638

827 22 G SK92,97,10

6,ⅳ層接合

陶器(古瀬戸) 卸目付大皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 (28.4) (8.4) - 6630

828 G SK92,P1041

,ⅳ層接合

陶器(古瀬戸) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (6.3) - 6676

829 G SK92,ⅳ層

接合

陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.3) - 6674

830 G SK92 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.2) - 6514

831 G SK92 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (3.2) - 6612

832 28 G SK92 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (6.6) - 6613

833 G SK92,ⅳ層

接合

陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 (29.2) (11.1) (8.3) 6687

834 G SK92,104,

ⅲ層接合

陶器(古瀬戸～大

窯)

擂鉢 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 錆釉 - (7.2) - 6670

835 G SK92 陶器(古瀬戸～大

窯)

擂鉢 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 錆釉 - (6.3) (9.0) 6672

836 G SK92 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.3) - 二次被熱 6521

837 G SK92 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ 12.8 (2.7) - 6621

838 G SK92 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(15.4) (2.7) - 6622

839 G SK92 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

9.3 1.8 - 口縁部タール付着 6517

840 G SK92 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.1 2.2 - 6518

841 G SK92 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.1 1.4 - 6520

842 G SK92 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.3 1.4 - 口縁部タール付着 6519

843 G SK92 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－ａ類 － 体：横ナデ 9.4 1.8 - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6796

844 G SK92 鋳造作業関連遺物 焼土塊(鋳型？) － － － 長(4.4)　幅(3.5)

厚(1.9)

6516

845 G SK92 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ 口：横ハケ - (7.0) - 外面煤付着 6515

846 31 G SK92 銅製品 銭(元祐通寶) － － － 径2.48　厚0.12 6875

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 14 表　遺物観察表 (14)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

847 G SK92焼土層 磁器(中国) 青磁稜花皿 明代(15～16ｃ) － － - (2.1) - 6616

848 G SK92焼土層 磁器(中国) 青磁碗 明代(15～16ｃ) － － - (2.3) (4.6) 6614

849 G SK92焼土層 磁器(中国) 青磁碗 Ｅ群 沈線 － - (3.5) - 6615

850 21 G SK92焼土層 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線　玉取獅子

文？

12.4 2.7 7.1 6617

851 G SK92焼土層 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線 界線　文様 - (1.2) - 6619

852 21 G SK92焼土層 陶器(古瀬戸) 縁釉小皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 8.6 2.5 4.6 6618

853 G SK92焼土層 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － － - (2.0) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6512

854 G SK92焼土層 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － - (2.3) - 内面鉱滓付着 6508

855 G SK92焼土層 鋳造作業関連遺物 焼土塊(鋳型？) － － － 長(2.7)　幅(4.1)

厚(1.2)

6509

856 G SK92焼土層 鋳造作業関連遺物 焼土塊(鋳型？) － － － 長(4.8)　幅(3.2)

厚(2.8)

6510

857 G SK92焼土層 鋳造作業関連遺物 焼土塊(鋳型？) － － － 長(3.9)　幅(3.1)

厚(2.0)

6511

858 24 G SK92焼土層 土製品 さいころ － － － 一辺0.9　重1g 6537

859 G SK94 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (2.5) - 6539

860 G SK94 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 (11.3) (2.8) 4.7 6538

861 G SK94 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.8 1.8 - 6540

862 G SK94 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 11.8 2.1 - 内面タール付着 6541

863 G SK94 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.1 1.5 - 穿孔(未貫通) 6542

864 G SK94 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.5 1.4 - 6543

865 G SK95 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(17.9) (3.0) - 6525

866 G SK96 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ (7.5) (1.5) - 6524

867 G SK96 銅製品 銭 － － － 長2.8　幅2.6

厚0.8

被熱により溶解 6816

868 25 G SK96 銅製品 銭 － － － 長2.5　幅3.1

厚1.8

被熱により溶解 6793

869 G SK96 銅製品 ？ － － － 長(1.2)　幅(1.7)

厚(0.6)

6869

870 G SK96 銅製品 ？ － － － 長(0.7)　幅(0.7)

厚0.5

木の錨あり？ 6870

871 G SK97 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(13.0) 2.1 - 外面底部圧痕(板？) 6528

872 G SK97 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 6.8 1.3 - 6529

873 G SK97 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ － - (3.3) - 外面煤付着 6527

874 27 G SK98 磁器(中国) 白磁皿 Ｅ群 － － - (2.8) - 6530

875 G SK98 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (11.2) (2.4) - 6531

876 G SK98 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 6.9 1.4 - 6532

877 26 G SK99 磁器(中国) 青磁碗 14～15ｃ 線描蓮弁文 － (13.9) (4.0) - 6650

878 G SK99 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ　線刻 - (2.0) - 6536

879 G SK99 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類？ 口：一部横ナデ 体：横ナデ 9.3 1.8 - 口縁部タール付着 6533

880 G SK99 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 線刻唐草文 (11.4) (2.1) - 6534

881 G SK99 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 11.9 2.3 - 6555

882 G SK99 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.2 1.2 - 6535

883 G SK99 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.2 1.4 - 6556

884 G SK99 鉄製品 鎌？ － － － 長(23.1)　幅4.7

厚0.7

6828

885 G SK103 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 - (2.0) - 6544

886 G SK103 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － - (3.3) - 6545

887 G SK103 鋳造作業関連遺物 鞴の羽口? － － － 長(4.7) 6546

888 G SK104 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 (5.4) (3.6) - 6548

889 G SK104 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(17.4) (2.7) - 6549

890 G SK104 土師器 蓋 － － － (5.4) 2.0 - 胎土は土師器皿に似 6547

891 G SK105 磁器(中国) 青磁碗 Ｂ－Ⅳ′類 線描蓮弁文 － - (3.8) - 6573

892 G SK105 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉　底：露胎 鉄釉 - (4.7) - 6576

893 G SK105 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉　底：錆釉 鉄釉 - (5.3) - 6577

894 G SK105 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉　底：露胎 灰釉 (9.8) (2.3) - 6575

895 28 G SK105 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉(一部露胎) - (8.8) - 6574

896 G SK105 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.0 1.8 - 口縁部タール付着 6581

897 G SK105 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

9.6 1.9 - 6582

898 G SK105 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 11.8 2.2 - 6583

899 G SK105 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(15.3) (2.6) - 6580

900 G SK105 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.5 1.2 - 口縁部タール付着 6584

901 G SK105 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.5 1.4 - 6585

902 G SK105 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (8.8) (1.6) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6578

903 G SK105 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類orＢ２－b類 － 体：横ナデ - (1.6) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6571

904 G SK105 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － (7.2) (1.3) - 二次被熱による硬化 6572

905 G SK105 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － 7.0 (1.4) - 二次被熱による硬化

やっとこによる欠損

6579

906 G SK105 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － - (2.5) - 内面鉱滓付着

胎土に籾殻混和

6799

907 G SK106 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ 10.1 1.7 - 6589

908 G SK106 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.9) - 6586

909 G SK106 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.1) - 6587
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第 15 表　遺物観察表 (15)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

910 G SK106 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.2 1.7 - 口縁部タール付着 6588

911 G SK106 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類orＢ２－c 底：線刻？ 体：横ナデ 11.7 2.5 - 6590

912 G SK106 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.4 1.4 - 口縁部タール付着 6591

913 G SK107 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 葉の刻印文 (6.6) (1.1) - 6550

914 G SK107 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.7 1.3 - 6551

915 G SK107 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類？ － － - (1.7) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6552

916 G SK108 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 - (1.7) - 6553

917 G SK108 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：一部横ナデ 体：横ナデ (12.6) (2.0) - 内外面タール付着 6554

918 G SK111 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.9 1.9 - 内面タール付着 6557

919 G SK111 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.5 2.2 - 6558

920 G SK111 鋳造作業関連遺物 鞴の羽口 － － － 長(7.8)

径8.0-9.8

砂岩 6800

921 G SK113 土師器 伊勢型甕 Ａ２類 体：ハケ 口：横ハケ - (4.0) - 6559

922 G SK113 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ - (2.0) - 口縁部タール付着 6560

923 22 G SK113,P813 瓦器 火鉢or風炉？ － 体：ミガキ　底：ハケ ケズリ - (16.1) - 6691

924 25 G SK113上層 鋳造作業関連遺物 鞴の羽口 － － － 長12.2　径7.5 6801

925 G SK123 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉　底：錆釉 鉄釉 (11.2) (5.4) - 6592

926 G SK123 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (1.8) - 6599

927 G SK123 陶器(古瀬戸) 花瓶 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 (6.2) (1.8) - 6598

928 G SK123 土師器 皿(かわらけ) Ａ３類？ 口：横ナデ 体：横ナデ - (3.8) - 6604

929 G SK123 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ 12.5 2.2 - 内面のナデ左回り

墨書？外(判読不可)

6594

930 G SK123 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ (16.0) (2.1) - 6605

931 G SK123 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.4 1.7 - 口縁部タール付着 6608

932 G SK123 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.6 2.1 - 6609

933 G SK123 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.6 1.4 - 6607

934 G SK123 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類 － 体：横ナデ (9.1) (1.2) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6595

935 G SK123 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － － 9.4 1.9 - 内外面鉱滓付着

二次被熱による硬化

やっとこによる欠損

6596

936 24 G SK123 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － － 8.8 1.5 - 内外面鉱滓付着

二次被熱による硬化

やっとこによる欠損

6603

937 G SK123 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － 7.9 1.5 - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6597

938 G SK123 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － 7.0 1.4 - 二次被熱による硬化 6606

939 G SK123 鋳造作業関連遺物 鞴の羽口 － － － 長(3.9)　径(7.3) 6593

940 G SK123 鋳造作業関連遺物 鞴の羽口 － － － 長(4.5) 6602

941 G SK123 鋳造作業関連遺物 耳付坩堝 － － － (2.6) (4.2) - 最大幅(9.3) 外面鉱滓付着 6600

942 G SK123 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － (7.7) (4.0) - 内面鉱滓付着

胎土に籾殻混和

6601

943 G SK123 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － 7.3 (2.6) - 内面鉱滓付着 6804

944 G SK125 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (4.1) - 6562

945 G SK125 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (9.3) (1.8) - 6564

946 G SK125 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － (6.2) (3.3) - 内面鉱滓付着

胎土に籾殻混和

6563

947 G SK152 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線 文様 - (0.9) - 6240

948 G SK155 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － - (1.1) - 6241

949 G SK156 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類？ － 体：横ナデ (11.1) (2.0) - 6242

950 G SK158 土師器 宇田型甕脚台 フォーラムⅥ期 羽状ハケの後ヘラ

ケズリ

－ - (4.2) - 台端部径(9.8) 6244

951 G SK158 土師器 把手 － － － 高(5.4)　把手高

5.4

把手幅5.9

6243

952 G SK158 土師器 皿(かわらけ) Ｃ１類？ － 一方向ナデ - (0.9) - 6245

953 27 C1 SK161 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 底：回転糸切り痕 － (10.3) (2.8) 4.1 生焼け 3957

954 C1 SK161 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 底：回転糸切り痕 － (10.6) 2.4 4.4 6001

955 C1 SK161 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 底：回転糸切り痕 － (10.8) (2.8) - 生焼け 6002

956 C1 SK161 磁器(中国) 青磁皿 Ｄ－Ⅱ類 － － - (2.5) - 3962

957 C1 SK161 磁器(中国) 青磁碗 Ｂ－Ⅳ類 線描蓮弁文 － - (2.5) - 3952

958 C1 SK161 磁器(中国) 青磁碗 Ｂ－Ⅳ類 線描蓮弁文 － - (4.1) - 3963

959 C1 SK161 磁器(中国) 白磁皿 Ｄ群 － － - (2.4) - 3968

960 21 C1 SK161 磁器(中国) 白磁皿 Ｅ群 畳付：露胎 － 15.6 3.2 10.2 6003

961 C1 SK161 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 - (2.1) - 3964

962 C1 SK161 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 - (2.0) - 3965

963 C1 SK161 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 - (1.9) - 3966

964 C1 SK161 磁器(中国) 染付皿 Ｃ群 底：露胎 底：花文 (6.0) (1.2) (2.8) 3967

965 30 C1 SK161 陶器(古瀬戸) 瓶子Ⅲ類 後ⅢorⅣ期古 鉄釉　波状沈線 露胎 4.2 (8.9) - 頸部径(4.2) 3969

966 C1 SK161 陶器(古瀬戸) 縁釉小皿 後Ⅳ期 － 口：鉄釉 - (1.9) - 3960

967 30 C1 SK161 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉　底：錆釉 鉄釉 (11.8) (5.4) - 6004

968 C1 SK161 陶器(古瀬戸) 平碗 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (4.0) - 3974

969 C1 SK161 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (1.5) - 3954

970 C1 SK161 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 (11.1) (1.7) - 6006

971 C1 SK161 陶器(古瀬戸) 卸目付大皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 - (4.9) - 3970

972 C1 SK161 陶器(古瀬戸) 卸目付大皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (3.0) - 3973

973 C1 SK161 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (3.7) - 3951

974 C1 SK161 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (5.4) - 3953

975 30 C1 SK161 陶器(大窯) 平碗 第１段階 鉄釉 鉄釉 (17.8) (4.2) - 3961

976 C1 SK161 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.2) - 3955

977 C1 SK161 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.5) - 3971

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 16 表　遺物観察表 (16)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

978 C1 SK161 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (3.0) - 3972

979 C1 SK161 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (4.3) - 3975

980 C1 SK161 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (4.6) - 6005

981 C1 SK161 陶器(古瀬戸～大

窯)

擂鉢 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 錆釉 - (3.8) (8.6) 3976

982 C1 SK161 陶器(古瀬戸～大

窯)

擂鉢 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 錆釉 - (7.5) (9.0) 6008

983 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ 15.4 2.1 - 3981

984 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ (17.8) (2.4) - 3982

985 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ (15.8) (2.3) - 3956

986 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(16.1) 2.5 - 6009

987 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 8.9 1.5 - 口縁部タール付着 6010

988 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.2 1.9 - 3990

989 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.3 1.7 - 内面、口縁部外面ター

ル付着

3989

990 23 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.7 1.8 - 口縁部タール付着 3979

991 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

11.9 2.2 - 外面底部圧痕(板？) 3987

992 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

12.2 2.2 - 3988

993 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.4 2.2 - 3986

994 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 13.4 2.4 - 内面タール付着 3984

995 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.0 1.2 - 3998

996 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.0 1.4 - 3996

997 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.1 1.3 - 3993

998 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.2 1.2 - 4000

999 C1 SK161 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.2 1.2 - 6015

1000 C1 SK161 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ 口：横ハケ - (3.8) - 3958

1001 C1 SK161 陶器(連房) 丸碗 江戸時代中期 灰釉 灰釉 - (2.0) - 3959

1002 C1 SK161 陶器(連房) 丸碗 江戸時代中期 灰釉 灰釉 - (3.7) - 6007

1003 C1 SK161 銅製品 銭(紹聖元寶) － － － 径2.4  厚0.1

重1g

3950

1004 31 C1 SK161 銅製品 銭 － － － 径2.4  厚0.6

重5g

6129

1005 C1 SK161下層 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.2 2.3 - 3991

1006 C1 SK161上層 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－c類？ － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

9.2 2.0 - 口縁部タール付着 3977

1007 27 C1 SK162 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 底：回転糸切り痕 － (9.3) 2.5 (3.9) 6025

1008 C1 SK162 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 底：回転糸切り痕 － (9.4) 2.6 3.0 生焼け 6026

1009 27 C1 SK162 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 底：回転糸切り痕 － 9.4 2.6 (3.8) 6036

1010 26 C1 SK162 磁器(中国) 青磁碗 Ｂ－Ⅳ′類 線描蓮弁文 － (11.5) (3.3) - 6019

1011 C1 SK162 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 (10.6) (3.1) - 6020

1012 C1 SK162 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 - (2.2) - 6031

1013 C1 SK162 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 - (2.9) - 6032

1014 C1 SK162 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 - (1.7) - 6033

1015 C1 SK162 陶器(古瀬戸) 袴腰形香炉 後Ⅳ期新 鉄釉 口：鉄釉 - (2.2) - 6042

1016 C1 SK162 陶器(古瀬戸) 袴腰形香炉 後Ⅳ期新 鉄釉　底：露胎 露胎 - (2.2) (5.7) 6043

1017 C1 SK162 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (3.3) - 6027

1018 C1 SK162 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.4) - 6035

1019 C1 SK162 土師器 皿(かわらけ) Ａ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.2) - 6021

1020 C1 SK162 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ (11.4) (1.8) - 6037

1021 C1 SK162 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(16.5) (3.0) - 6022

1022 C1 SK162 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.8) - 6023

1023 C1 SK162 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.9 1.7 - 口縁部タール付着

内面のナデ左回り

6016

1024 C1 SK162 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.0 2.2 - 6024

1025 C1 SK162 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (9.4) 1.7 - 口縁部タール付着 6028

1026 C1 SK162 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (12.3) 1.8 - 6029

1027 C1 SK162 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.3 1.2 - 内面煤付着 6017

1028 C1 SK162 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.0 1.2 - 6038

1029 C1 SK162 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.2 1.5 - 口縁部タール付着 6039

1030 C1 SK162 土師器 皿(かわらけ) Ｄ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.6) - 6030

1031 31 C1 SK162 銅製品 銭(皇宋通寶) － － － 径2.47  厚0.11

重1g

6041

1032 30 C1 SK162下層 陶器(古瀬戸～大

窯)

天目茶碗(加工円盤) 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 鉄釉 径4.7  厚1.0 6045

1033 29 C1 SK162下層 陶器(古瀬戸) 平碗(加工円盤) 後Ⅳ期新 露胎 灰釉 径4.8  厚0.9 6046

1034 C1 SK162下層 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.5 1.3 - 6018

1035 C1 SK162上層 磁器(中国) 青磁碗 Ｂ－Ⅳ類 線描蓮弁文 － - (2.5) - 6044

1036 C1 SK163 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ (7.2) (1.0) - 6047

1037 C1 SK166 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (2.5) - 6048

1038 C1 SK166 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (9.2) (1.6) - 6049

1039 C1 SK166 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (12.8) (2.5) - 6050

1040 C1 SK182 土師器 皿(かわらけ) Ｄ１類 口：横ナデ 体：横ナデ (4.3) (1.5) - 6057

1041 C1 SK182 陶器(連房) 有耳壺 江戸時代中期 鉄釉 口：鉄釉 - (2.7) - 6056

1042 27 H4 SK183 陶器(古瀬戸) 袴腰形香炉 後Ⅳ期新 上半：錆釉　下半：

露胎　底：回転糸

切り痕

上半：錆釉　下半：

露胎

(11.7) (3.0) (6.0) 二次被熱 6059

1043 H4 SK183 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (2.6) - 6058

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -
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第 17 表　遺物観察表 (17)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

1044 H4 SK183 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (11.8) (2.2) - 内面タール付着 6060

1045 27 H4 SK184 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 底：回転糸切り痕 － (10.5) 3.1 3.6 6061

1046 27 H4 SK184 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 底：回転糸切り痕 － (10.0) 2.5 (4.2) 内外面タール付着 6062

1047 H4 SK184 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (6.5) - 6065

1048 H4 SK184 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (3.2) - 6063

1049 H4 SK184 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 (29.5) (10.4) (8.5) 6066

1050 30 H4 SK184 陶器(古瀬戸) 甕 後Ⅳ期 鉄釉 鉄釉 (14.5) (5.0) - 6067

1051 H4 SK184 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (5.0) - 6064

1052 H4 SK184 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.8) - 6068

1053 H4 SK184 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ (16.0) (2.5) - 6069

1054 H4 SK184 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.3 1.7 - 6070

1055 H4 SK184 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

12.8 2.3 - 6071

1056 H4 SK184 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.9 (2.3) - 内面タール付着 6075

1057 H4 SK184 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.2 1.3 - 6072

1058 24 H4 SK184 木製品 漆器小杯(黒) － 文様(赤) 文様(赤) モクレン属　M 6123

1059 H4 SK184 木製品 下駄の歯 － － － 長(10.2)　幅(7.4)

厚1.8

3023

1060 H4 SK184 木製品 板材 － 円形の穴 － 長11.3　幅(6.1)

厚0.2

ヒノキ 3024

1061 C2 SK201 磁器(中国) 青磁碗 Ｃ－Ⅱ類 口：沈線 － - (2.2) - 3458

1062 C2 SK201 磁器(中国) 白磁小杯 Ｅ群 － － - (1.2) - 3469

1063 26 C2 SK201 磁器(中国) 染付盤 明代(15～16ｃ) 口：文様 口：草花文 - (2.2) - 3455

1064 26 C2 SK201 磁器(中国) 染付盤 明代(15～16ｃ) 体：文様 体：界線　唐草文 - (2.0) - 3456

1065 26 C2 SK201 磁器(中国) 染付盤 明代(15～16ｃ) 体：草花文 口：草花文　体：唐

草文

- (6.1) - 3457

1066 C2 SK201 陶器(古瀬戸) 盤類 後Ⅳ期 露胎 露胎 - (4.2) (12.9) 内面タール？付着 3451

1067 30 C2 SK201 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 上半：鉄釉　下半：

錆釉

鉄釉 (11.5) (5.4) - 3452

1068 C2 SK201 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 上半：鉄釉　下半：

錆釉

鉄釉 - (5.1) - 3453

1069 C2 SK201 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (2.4) - 3465

1070 C2 SK201 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (3.7) - 3470

1071 C2 SK201 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 - (2.3) - 3449

1072 30 C2 SK201 陶器(古瀬戸) 袴腰形香炉 後Ⅳ期新 上半：鉄釉　下半：

露胎

口：鉄釉 (8.7) (2.7) - 3450

1073 C2 SK201 陶器(古瀬戸) 卸目付大皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 (31.0) (5.1) - 二次被熱 3448

1074 C2 SK201 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (4.5) - 3440

1075 C2 SK201 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (4.6) - 3441

1076 C2 SK201 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (4.2) - 3442

1077 22 C2 SK201 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 (28.7) 11.1 (9.0) 3443

1078 C2 SK201 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 (29.1) (7.5) - 3471

1079 C2 SK201 陶器(大窯) 天目茶碗 第１段階 鉄釉 鉄釉 - (3.2) - 3459

1080 C2 SK201 陶器(大窯) 仏餉具 第１段階 錆釉 錆釉 (10.8) (5.0) - 二次被熱 3454

1081 C2 SK201 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (3.3) - 3444

1082 28 C2 SK201 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (6.1) - 3445

1083 C2 SK201 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (4.1) - 3466

1084 28 C2 SK201 陶器(古瀬戸～大

窯)

擂鉢 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 錆釉 - (4.7) - 3447

1085 C2 SK201 瓦器 風炉 － ミガキ － - (4.9) - 3460

1086 C2 SK201 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ － - (4.7) - 外面煤付着 3467

1087 C2 SK201 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ － - (7.7) - 外面煤付着 3461

1088 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ａ２類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.7) - 3474

1089 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ａ２類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.5) - 3472

1090 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.6) - 3487

1091 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ (12.6) (2.2) - 3484

1092 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ 13.0 2.4 - 3534

1093 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ (17.0) (2.6) - 内面タール付着 3486

1094 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(17.3) (2.6) - 3485

1095 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類？ － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

12.7 2.4 - 3536

1096 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

14.9 2.5 - 3488

1097 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

15.4 2.4 - 口縁部煤付着 3490

1098 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

15.4 2.5 - 3492

1099 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

16.3 1.9 - 3489

1100 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

17.7 2.8 - 3494

1101 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

15.3 2.4 - 3537

1102 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類？ 口：一部横ナデ 体：横ナデ 8.4 1.9 - 3508

1103 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類？ 口：一部横ナデ 体：横ナデ 8.4 1.7 - 3511

1104 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 8.6 1.6 - 口縁部タール付着 3515

1105 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.6 1.7 - 3512

1106 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.8 1.9 - 口縁部タール付着 3518

1107 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 10.0 1.9 - 3517

1108 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 10.5 1.8 - 3535

-- -

-- -

-- -
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 18 表　遺物観察表 (18)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

1109 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

11.8 2.2 - 3524

1110 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.2 2.2 - 口縁部煤付着 3525

1111 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.4 2.4 - 口縁部タール付着 3526

1112 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.8 2.5 - 3531

1113 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：葉の線刻文

13.1 2.5 - 3532

1114 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

15.4 2.2 - 3538

1115 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(18.2) (2.8) - 3539

1116 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.3 1.4 - 3501

1117 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.3 1.4 - 3502

1118 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.5 1.2 - 3496

1119 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｄ１類 口：横ナデ 体：横ナデ 5.0 1.3 - 3478

1120 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｄ１類 口：横ナデ 体：横ナデ 5.0 1.5 - 3479

1121 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｄ１類 口：横ナデ 体：横ナデ 5.2 1.5 - 3476

1122 23 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｄ１類(耳皿) 口：横ナデ 体：横ナデ 長5.1　幅3.7

厚1.5

3475

1123 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｄ１類(耳皿) 口：横ナデ 体：横ナデ 長(4.9)　幅3.5

厚1.4

3480

1124 23 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ) Ｄ１類(耳皿) 口：横ナデ 体：横ナデ 長5.6　幅4.1

厚1.6

3483

1125 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類？ － 体：横ナデ - (1.7) - 二次被熱による硬化

内面降灰

3545

1126 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － － - (1.6) - 二次被熱による硬化 3542

1127 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － 体：横ナデ - (1.8) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

3544

1128 C2 SK201 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類orＢ２－b類 － － - (1.8) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

3543

1129 C2 SK201 土製品 土鈴 － － － 高(2.4)　幅(3.0)

孔径0.5

3468

1130 C2 SK201 銅製品 銭(開元通寶) － － － 径2.41  厚0.14

重1g

3462

1131 C2 SK201 銅製品 銭(元豊通寶) － － － 径2.51  厚0.11

重2g

3464

1132 C2 SK201 銅製品 銭(？) － － － 径2.44  厚0.18

重2g

3463

1133 C2 SK201 鉄製品 小刀 － － － 長(13.6)　幅(1.3)

厚(0.4)

6866

1134 B1 SK206 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.3) - 3254

1135 B1 SK206 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.7 1.7 - 口縁部タール付着 3255

1136 B1 SK206 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.6 1.7 - 口縁部タール付着 3256

1137 B1 SK206 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － - (1.8) - 3257

1138 24 B1 SK206 鋳造作業関連遺物 鋳型(鏡) － － － 径(16.8)　厚(2.5) 3258

1139 B1 SK206 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － - (3.0) - 内面鉱滓付着 3259

1140 B1 SK206 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － - (2.8) - 内面鉱滓付着 3260

1141 B1 SK208 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (1.4) - 3261

1142 20 B1 SK210 須恵器(猿投) 甕 口～頸：平行沈線

波状沈線

体：同心円当て具

痕の後ナデ消し

(39.0) (16.9) - 3348

1143 B1 SK210 灰釉陶器 椀 ９ｃ後半～10ｃ前半(Ⅵ

期中～Ⅶ期古)

－ － - (3.6) 8.2 内面底部使用痕 3343

1144 B1 SK210 灰釉陶器 皿 10ｃ後半～11ｃ初(Ⅶ

期中～新)

口～体：灰釉 口～体：灰釉 (12.4) 2.3 (6.0) 3352

1145 B1 SK210 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 － － (10.3) (1.5) - 3335

1146 B1 SK210 磁器(中国) 青磁碗 Ｂ－Ⅳ類 線描蓮弁文 － - (3.4) - 3322

1147 B1 SK210 磁器(中国) 青磁碗 同安窯系Ⅰ類 － 沈線 - (2.6) - 3359

1148 26 B1 SK210 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 - (2.4) - 3337

1149 B1 SK210 陶器(古瀬戸) 直縁大皿 後Ⅳ期古 灰釉 灰釉 - (2.4) - 3333

1150 B1 SK210 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (4.2) - 3353

1151 B1 SK210 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 (11.2) (3.6) - 3329

1152 30 B1 SK210 陶器(古瀬戸) 天目茶碗(加工円盤) 後Ⅳ期新 露胎 鉄釉 径4.5　厚0.6 3356

1153 B1 SK210 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (1.4) 3341

1154 B1 SK210 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (1.5) - 3349

1155 B1 SK210 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 (10.4) 1.7 (5.6) 3360

1156 B1 SK210 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 - (1.9) - 3361

1157 B1 SK210 陶器(古瀬戸) 卸目付大皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 - 6.9 - 3344

1158 B1 SK210 陶器(古瀬戸) 袴腰形香炉 後Ⅳ期新 口：鉄釉 鉄釉 (11.7) (1.7) - 3327

1159 30 B1 SK210 陶器(古瀬戸) 花瓶 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 5.6 (8.7) - 3345

1160 B1 SK210 陶器(大窯) 天目茶碗 第１段階 鉄釉 鉄釉 - (3.5) - 3355

1161 30 B1 SK210 陶器(大窯) 天目茶碗(加工円盤) 第１段階 錆釉 鉄釉 径4.6　厚0.9 3334

1162 B1 SK210 陶器(大窯) 平碗 第１段階 鉄釉　底：錆釉 鉄釉 - (5.6) - 3328

1163 B1 SK210 陶器(大窯) 平碗 第１段階 鉄釉 鉄釉 (22.4) 4.8 (8.2) 3331

1164 B1 SK210 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (3.1) - 3332

1165 22 B1 SK210 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 29.0 11.0 9.4 3351

1166 21 B1 SK210 陶器(大窯) 茶入 第１段階？ 上半：灰釉　下半：

露胎

鉄釉 6.8 6.1 4.6 胴部径9.3 3330

1167 28 B1 SK210 陶器(古瀬戸～大

窯)

擂鉢 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 錆釉 - (7.7) (9.8) 3342

1168 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ (15.1) (2.7) - 3367

1169 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(11.6) (2.2) - 3368

－

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -
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第 19 表　遺物観察表 (19)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

1170 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ - (2.2) - 3369

1171 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.6) - 3380

1172 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ (12.4) (2.2) - 3370

1173 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：一部横ナデ 体：横ナデ 9.7 1.8 - 口縁部タール付着 3394

1174 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ 12.0 2.3 - 口縁部タール付着 3376

1175 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ (12.4) (2.1) - 3377

1176 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(14.0) (2.2) - 3379

1177 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

14.3 2.2 - 内面底部タール付着 3373

1178 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(15.6) (2.7) - 3372

1179 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類？ 口：一部横ナデ 体：横ナデ 12.5 2.4 - 口縁部タール付着 3387

1180 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.6 1.7 - 口縁部タール付着 3383

1181 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ｂ類 － 体：横ナデ (9.6) (1.9) - 3371

1182 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

9.8 1.9 - 口縁部タール付着

外面底部圧痕(板？)

3381

1183 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 10.1 1.6 - 口縁部タール付着 3385

1184 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 11.2 1.9 - 3391

1185 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.4 2.4 - 口縁部タール付着 3384

1186 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.7 2.3 - 3396

1187 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｃ１類 体：指頭圧痕 － - (1.5) - 3364

1188 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｃ１類 体：指頭圧痕 － - (1.1) - 3365

1189 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.2 1.3 - 口縁部タール付着 3411

1190 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.3 1.6 - 3402

1191 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.3 1.3 - 3417

1192 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 8.0 1.2 - 口縁部タール付着 3408

1193 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 8.3 1.2 - 3405

1194 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 8.3 1.4 - 3412

1195 B1 SK210 土師器 皿(かわらけ) Ｄ１類 口：横ナデ 体：横ナデ 4.8 1.5 - 3366

1196 B1 SK210 瓦器 火鉢 － ミガキ － - (4.1) - 3358

1197 23 B1 SK210 瓦器 火鉢 － 底：ハケ 底：ハケ 37.1 11.0 31.4 3350

1198 B1 SK210 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ 口：横ナデ - (3.5) - 外面煤付着 3346

1199 B1 SK210 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ 横ナデ - (3.5) - 外面煤付着 3323

1200 B1 SK210 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ 横ナデ - (5.0) - 外面煤付着 3324

1201 B1 SK210 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ － - (4.9) - 外面煤付着 3354

1202 B1 SK210 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ 口：横ナデ - (3.9) - 外面煤付着 3357

1203 24 B1 SK210 土師器 蓋 － － － 6.1 (1.8) 胎土は土師器皿に似

る

3340

1204 B1 SK210 土師器 蓋 － － － (4.8) (0.8) - 胎土は土師器皿に似

る

3347

1205 B1 SK210 陶器(連房) 尾呂茶碗 江戸時代中期 鉄釉 鉄釉 - (2.3) - 3325

1206 B1 SK210 陶器(古瀬戸～連

房)

不明 不明 灰釉 灰釉 - (1.5) - 3362

1207 B1 SK210 木製品 漆器椀(黒) － － 文様(赤) トチノキ 3002

1208 24 B1 SK210 木製品 漆器椀(黒) － 草花文(赤) － - (8.0) - トチノキ 3546

1209 B1 SK210 木製品 箸 － － － 長(15.5)　幅0.8

厚0.5

サワラ 3003

1210 B1 SK210 木製品 箸 － － － 長(15.9)　幅0.6

厚0.5

ヒノキ 3004

1211 B1 SK210 木製品 箸 － － － 長(18.1)　幅0.7

厚0.5

ヒノキ 3018

1212 B1 SK210 木製品 箸 － － － 長(18.0)　幅0.6

厚0.6

ヒノキ 3013

1213 B1 SK210 木製品 箸 － － － 長(19.5)　幅0.6

厚0.5

ヒノキ 3006

1214 B1 SK210 木製品 箸 － － － 長(19.2)　幅0.6

厚0.5

ヒノキ 3016

1215 B1 SK210 木製品 箸 － － － 長20.4　幅0.6

厚0.6

ヒノキ 3017

1216 B1 SK210 木製品 箸 － － － 長(20.1)　幅0.5

厚0.5

3022

1217 B1 SK210 木製品 箸 － － － 長20.8　幅0.6

厚0.6

サワラ 3012

1218 B1 SK210 木製品 箸 － － － 長(22.2)　幅0.7

厚(0.4)

ヒノキ 3020

1219 B1 SK210 木製品 箸 － － － 長(24.2)　幅0.7

厚0.6

ヒノキ 3009

1220 B1 SK210 木製品 箸 － － － 長28.2　幅0.7

厚0.6

ヒノキ 3010

1221 B1 SK210 木製品 底板 － － － 長(13.6)　幅(6.1)

厚1.1

ヒノキ 3014

1222 B1 SK210 木製品 着火材 － － － 長17.3　幅1.4

厚0.7

アカマツ 3011

1223 B1 SK210 木製品 楔 － － － 長7.6　幅4.5

厚1.0

ヒノキ 3008

1224 B1 SK210 木製品 角材 － － － 長14.1　幅(2.4)

厚2.3

ヒノキ 3007

1225 B1 SK210 木製品 板材 － － － 長(11.7)　幅3.3

厚1.6

サワラ 3015

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 20 表　遺物観察表 (20)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

1226 B1 SK210 木製品 板材 － － － 長19.7　幅1.6

厚1.0

ヒノキ 3019

1227 B1 SK210 木製品 板材 － － － 長(20.7)

幅(13.8)　厚1.1

ヒノキ 3021

1228 B1 SK210 木製品 板材 － 方形の穿孔２箇所 － 長(25.9)　幅3.0

厚1.1

ヒノキ 3005

1229 B1 SK210 鉄製品 釘 － － － 長(5.9)　幅0.6 3338

1230 B1 SK210上層 鉄製品 釘 － － － 長4.5　幅0.5 3339

1231 B1 SK212 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ - (2.3) - 3281

1232 B1 SK212 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.4) - 3282

1233 B1 SK212 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.2 1.5 - 口縁部タール付着 3283

1234 B1 SK212 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.6 1.6 - 3286

1235 B1 SK212 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 11.8 2.3 - 3287

1236 B1 SK212 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 6.8 1.3 - へそ皿状 3294

1237 B1 SK212 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.1 1.3 - 口縁部タール付着 3290

1238 B1 SK211 山茶碗(尾張型) 碗 ５型式 底：回転糸切り痕 － - (2.7) (6.2) 内面底部使用痕 3270

1239 B1 SK211 山茶碗(瀬戸) 片口鉢 ８型式 － － - (2.8) - 3271

1240 26 B1 SK211 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 線描文 線描文 - (2.0) - 3269

1241 B1 SK211 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ (8.6) (2.0) - 3272

1242 B1 SK211 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(15.2) (2.7) - 3273

1243 B1 SK211 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類？ 口：横ナデ？ 体：横ナデ 9.4 1.9 - 3275

1244 B1 SK211 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.8 1.4 - 3274

1245 B1 SK211 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.6 1.5 - 3276

1246 B1 SK211 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.6 1.4 - 内面タール付着(円形

の未付着部分３ヶ所)

3277

1247 B1 SK211 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － - (5.9) - 内面鉱滓付着 3278

1248 31 B1 SK211 銅製品 銭(皇宋通寶) － － － 径2.48  厚0.15

重3g

3279

1249 B1 SK211 銅滓？ － － － － 長1.5　幅1.1

厚0.9

3280

1250 B1 SK213 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 (28.7) 10.9 8.7 3297

1251 21 B1 SK213 陶器(古瀬戸) 筒形容器 後Ⅳ期新 口：鉄釉　体：露胎

錆釉で草花文

(稲？)

錆釉 (28.0) 15.7 (17.2) 文様は大窯第４段階？ 3298

1252 B1 SK213 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － － (9.6) (1.7) - 3299

1253 B1 SK213 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.1 1.1 - 3300

1254 25 B1 SK213 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － 19.8 8.8 - 内面鉱滓付着 3301

1255 F1 SK243 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.8) - 3565

1256 F1 SK243 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.7) - 3564

1257 F1 SK244 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.4) - 3566

1258 F1 SK245 須恵器(美濃須衛) 無台杯 ８ｃ代 － 底：一方向ナデ - (1.6) - 3568

1259 F1 SK245 山茶碗(尾張型) 皿 ６型式 底：回転糸切り痕 － (7.4) 1.6 (4.8) 降灰　内面底部使用 3570

1260 26 F1 SK245 磁器(中国) 青磁筒形香炉 龍泉窯系 体：突帯　切り出し

牡丹唐草文

－ - (7.1) - 3569

1261 F1 SK245 磁器(中国) 白磁皿 Ｅ群 － － - (3.5) - 3572

1262 29 F1 SK245 陶器(古瀬戸) 平碗 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (2.4) - 3580

1263 F1 SK245 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (7.0) - 3567

1264 F1 SK245 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (2.7) - 二次被熱 3571

1265 F1 SK245 陶器(大窯or連房) 不明 第２段階or不明 灰釉 灰釉 - (1.6) - 二次被熱 3573

1266 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

10.5 2.0 - 3581

1267 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

12.3 2.3 - 3583

1268 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 － 体：横ナデ (12.2) (2.3) - 3582

1269 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

12.4 2.1 - 3584

1270 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ (13.0) (2.0) - 3585

1271 23 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

16.2 2.1 - 3586

1272 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ － (15.0) (2.3) - 3587

1273 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類？ 口：一部横ナデ 体：横ナデ 9.6 1.6 - 3591

1274 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

9.1 1.7 - 3588

1275 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.6 2.1 - 口縁部タール付着 3590

1276 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.0 2.3 - 内面のナデ左回り 3594

1277 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 11.7 2.3 - 3595

1278 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.5 2.3 - 3596

1279 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

12.4 2.2 - 3598

1280 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (13.4) (2.4) - 3600

1281 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (14.2) (2.4) - 内面のナデ左回り 3601

1282 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (14.0) (2.4) - 3602

1283 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 6.9 1.3 - 3604

1284 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.3 1.5 - 3607

1285 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.1 1.5 - 3609

1286 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 8.2 0.9 - 3614

1287 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.3 1.3 - 口縁部タール付着 3619

1288 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.5 1.3 - 3625

1289 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類(ナデはＢ類) － 体：横ナデ 7.4 1.3 - 3608

1290 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類(ナデはＢ類) － 体：横ナデ 7.5 1.3 - 内面のナデ左回り 3617

1291 F1 SK245 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類(ナデはＢ類) － 体：横ナデ 7.2 1.4 - 3620

1292 23 F1 SK245 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ － (27.4) 14.3 - 外面煤付着 3865

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -
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第 21 表　遺物観察表 (21)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

1293 F1 SK245最下

層

石製品 砥石 － － － 長10.9　幅5.8

厚2.6

使用面３面 3575

1294 F1 SK245下層 磁器(中国) 青磁碗 Ｂ－Ⅳ′類 線描蓮弁文 － - (1.9) - 3578

1295 F1 SK245下層 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (4.9) - 3577

1296 F1 SK245下層 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (2.5) - 3579

1297 F1 SK245下層 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類？ 口：一部横ナデ 体：横ナデ 10.5 2.0 - 3593

1298 F1 SK245下層 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ － - (3.8) - 外面煤付着 3576

1299 F1 SK245上層 土製品 土鈴 － － － 高(4.5)　幅(3.3)

孔径0.3

3574

1300 F1 SK246 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ 13.2 2.8 - 3626

1301 F1 SK246 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ (12.3) (2.2) - 3627

1302 F1 SK246 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類orＢ２－ａ類類 口：横ナデ 体：横ナデ 12.7 2.3 - 3628

1303 F1 SK246 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(15.6) (2.6) - 3630

1304 F1 SK246 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

15.9 2.4 - 3629

1305 F1 SK246 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

8.8 1.7 - 3639

1306 F1 SK246 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.1 1.6 - 3640

1307 F1 SK246 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 11.4 2.1 - 3641

1308 F1 SK246 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 11.6 2.1 - 3646

1309 F1 SK246 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

12.0 2.1 - 3647

1310 F1 SK246 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.2 2.1 - 3649

1311 F1 SK246 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(13.2) (2.5) - 3644

1312 F1 SK246 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.5 1.3 - 3633

1313 F1 SK246 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.2 1.5 - 3636

1314 F1 SK246 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類(ナデはＢ類) － 体：横ナデ 7.6 1.2 - 3637

1315 F1 P1571 陶器(古瀬戸～大

窯)

擂鉢 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 錆釉 - (4.3) 7.8 3558

1316 F1 P1571下層 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(10.1) (2.0) - 3561

1317 F1 P1577 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － - (1.5) - 3559

1318 F1 P1577 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － (7.9) (1.6) - 3560

1319 F1 P1670 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － (8.0) (1.5) - 3562

1320 C3 SK278 土師器 屈折脚高杯 フォーラムⅣ～Ⅴ期 横ナデ　ミガキ 横ナデ　ミガキ - (2.1) - 3676

1321 C3 SK282 山茶碗(東濃型) 碗 大洞東１号窯式～脇

之島３号窯式

－ － - (2.8) - 3679

1322 27 C3 SK282 磁器(中国) 白磁碗 Ⅱ類 － － - (2.3) - 3677

1323 C3 SK282 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (1.3) - 3678

1324 C3 SK283 土師器(ロクロ) 皿形(不明) － － － - (1.7) - 3680

1325 C3 SK283 土師器(ロクロ) 椀形(平底) － 底：回転糸切り痕 － - (1.7) 6.2 3681

1326 C3 SK287 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ (7.2) (1.4) - 3682

1327 C3 SK291 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 － 体：横ナデ (9.1) (1.8) - 3683

1328 C3 P1708 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(17.8) (2.5) - 3781

1329 C3 P1708 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (10.4) (2.0) - 3782

1330 C3 P1709 須恵器(美濃須

衛？)

有台杯 ７ｃ後葉～８ｃ前半 － － - (1.2) (9.0) 3783

1331 C3 P1726 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(10.8) (1.8) - 3797

1332 C3 SK294 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.2) - 3684

1333 C3 SK296 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 体：唐草文 体：草花文 - (2.5) - 3685

1334 C3 SK296 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物？

Ｂ２－b類 － 体：横ナデ - (2.0) - 二次被熱による硬化 3686

1335 C3 SK302 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － - (1.5) - 口縁部タール付着 3687

1336 26 C3 SK304 磁器(中国) 青磁碗 14～15ｃ 線描蓮弁文 － (14.5) (4.0) - 3716

1337 C3 SK304 陶器(古瀬戸) 卸皿 後Ⅳ期古 露胎 灰釉 - (1.4) - 3693

1338 C3 SK304 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (2.0) - 3694

1339 C3 SK304 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 - (2.0) - 3695

1340 C3 SK304 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 10.0 2.3 (5.4) 3699

1341 22 C3 SK304 陶器(古瀬戸) 直縁大皿 後Ⅳ期新 上半：鉄釉　下半：

露胎

上半：鉄釉　下半：

露胎

36.8 12.0 15.0 3711

1342 C3 SK304 陶器(古瀬戸) 不明 後期 鉄釉 鉄釉 - (1.9) - 3697

1343 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.6) - 3692

1344 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.3) - 3714

1345 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ (13.0) (1.7) - 3718

1346 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類？ － 体：横ナデ (11.0) (2.0) - 3701

1347 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.0) - 3712

1348 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(15.8) (2.4) - 3704

1349 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 10.6 2.2 - 3719

1350 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 11.4 2.1 - 3705

1351 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.8 2.4 - 口縁部タール付着 3706

1352 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 口：横ナデ 体：横ナデ (16.7) (3.0) - 1353と同一？ 3703

1353 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (17.1) (2.7) - 3702

1354 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ (18.6) (2.5) - 3715

1355 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 6.6 1.1 - 口縁部タール付着 3708

1356 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.1 1.2 - 3720

1357 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.2 1.5 - 3710

1358 C3 SK304 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.4 1.4 - 3709

-- -

-- -
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 22 表　遺物観察表 (22)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

1359 C3 SK304 陶器(連房) 不明 江戸時代中期 鉄釉 鉄釉 - (3.3) - 3696

1360 C3 SK304 銅製品 銭(紹聖元寶) － － － 径2.3  厚0.1

重1g

3717

1361 31 C3 SK304 鉄製品 小刀 － － － 長(13.6)　幅1.4

厚(0.7)

3812

1362 C3 SK304 鉄製品 釘 － － － 長(5.7)　幅0.5 3698

1363 C3 SK304 鉄製品 ？ － － － 径(2.9)　厚(0.7) 3700

1364 C3 SK312 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (1.2) - 二次被熱 3690

1365 C3 SK312 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (4.1) - 二次被熱 3689

1366 C3 SK312 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － (6.9) (1.3) - 3688

1367 G SX1 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ - (1.9) - 口縁部タール付着 6198

1368 C1 SX11 土師器 壺 － － － - (2.0) 3.6 6087

1369 C1 SX11 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (12.6) (2.2) - 6088

1370 C1 SX11 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － (6.8) 1.4 - 6089

1371 26 B1 SX22 磁器(中国) 青磁稜花皿 明代(15～16ｃ) － － - (1.9) - 3421

1372 B1 SX22 陶器(古瀬戸) 袴腰形香炉 後Ⅳ期新 上半：鉄釉　下半：

露胎

口：鉄釉 - (2.4) - 3422

1373 F1 SX31 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.8) - 口縁部タール付着 3548

1374 F1 SX32 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ - (1.8) - 3549

1375 F1 SX32 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ - (2.2) - 3550

1376 F1 SX32 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － 体：横ナデ - (1.5) - 二次被熱による硬化 3551

1377 C3 SX41 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.2) - 3721

1378 C3 SX41 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ - (2.2) - 3723

1379 C3 SX41 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.3) - 3724

1380 C3 SX41 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ - (2.3) - 3725

1381 C3 SX41 陶器(古瀬戸～連

房)

碗 不明 鉄釉 鉄釉 - (2.5) - 3722

1382 C3 SX43 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (1.5) - 3726

1383 C3 SX44 山茶碗(尾張型) 碗 ５or６型式 － － - (4.4) - 3727

1384 C3 SX44 土師器 皿(かわらけ) Ｍ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.9) - 3728

1385 C3 SX45 土師器(ロクロ) 椀形(輪高台) － 底：回転糸切り痕 － - (2.4) 7.6 3729

1386 C3 SX45 土師器(ロクロ) 椀形(平底) － 底：回転糸切り痕 － - (2.2) 5.4 3740

1387 C3 SX45 土師器(ロクロ) 不明(柱状高台) － 底：回転糸切り痕 － - (1.3) (4.8) 3730

1388 C3 SX45 山茶碗(尾張型) 碗 ５型式 － － - (2.6) (8.8) 3739

1389 21 C3 SX45 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 (11.0) 2.5 3.8 3738

1390 C3 SX45 陶器(古瀬戸～大

窯)

擂鉢 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 錆釉 - (4.7) - 3731

1391 C3 SX45 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(12.6) (2.4) - 3736

1392 C3 SX45 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.1) - 3733

1393 C3 SX45 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ (15.2) 1.9 - 3734

1394 C3 SX45 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(13.0) 2.4 - 3735

1395 C3 SX45 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (12.4) 2.5 - 3737

1396 C3 SX45 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 指頭圧痕 － (6.8) (1.2) - 3732

1397 C3 SX47 陶器(大窯) 端反皿 第１段階 灰釉 灰釉 - (2.0) - 3746

1398 C3 SX47 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.3) - 3743

1399 C3 SX47 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

- 2.5 - 3745

1400 C3 SX47 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

(15.8) 2.2 - 3744

1401 C3 SX47 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ (16.6) (2.2) - 3742

1402 C3 SX47 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ 口：横ナデ - (5.3) - 外面煤付着 3741

1403 C3 SX49 磁器(中国) 青磁碗 Ｂ－Ⅳ′類 線描蓮弁文 － - (2.3) - 3748

1404 C3 SX49 陶器(古瀬戸～大

窯)

卸皿 後Ⅳ期新～第１段階 露胎 露胎 - (1.3) - 3747

1405 G P421 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：一部横ナデ 体：横ナデ (12.1) (2.0) - 6702

1406 G P723 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － － (9.4) (1.7) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6721

1407 31 G P723 銅製品 棒状 － － － 長3.9　幅0.5 6825

1408 G P857 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (9.4) (1.6) - 口縁部タール付着 6738

1409 G P857 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類 － － 9.4 1.4 - 内外面鉱滓付着

二次被熱による硬化

やっとこによる欠損

6737

1410 29 G P857柱 陶器(古瀬戸) 腰折皿(加工円盤) 後Ⅳ期新 露胎 灰釉 径4.8　厚1.1 6739

1411 G P859 磁器(中国) 白磁皿 Ｅ群 － － - (1.7) - 6740

1412 G P859 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.4 1.8 - 口縁部タール付着 6741

1413 27 G P860,865 陶器(古瀬戸) 不明 後Ⅳ期 錆釉 鉄釉 - (4.2) - 6742

1414 28 G P860 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (4.0) - 6743

1415 G P885 土師器 皿(かわらけ) 体部 － 円形線刻 - (0.9) - 6748

1416 G P885 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － - (3.5) - 内面鉱滓付着 6747

1417 31 G P896 土製品 土錘 － － － 長3.9　径2.4

孔径0.4　重19g

6746

1418 31 G P905 銅製品 棒状 － － － 長(3.8)　径0.5 6826

1419 G P906柱 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体　横ナデ　線刻 (9.5) (1.7) - 6750

1420 21 G P710 陶器(古瀬戸) 片口小瓶 後Ⅳ期古 上半：灰釉　下半：

露胎

口：灰釉 3.5 10.3 5.7 胴部径10.1 6683

1421 21 G P710 陶器(古瀬戸) 口広有耳壺 後Ⅳ期新 鉄釉　底：露胎 鉄釉 14.0 15.3 9.2 胴部径15.0 6684

1422 G P439 鉄製品 鋤 － － － 長(29.5)

幅(21.6)　厚(1.2)

6865

1423 G P1142 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.7 1.8 - 6775

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -
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第 23 表　遺物観察表 (23)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

1424 G P1143 石製品 砥石 － － － 長(8.2)　幅3.0

厚(1.1)

使用面２面 6778

1425 B1 P1432 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － (7.4) (1.2) - 3423

1426 B1 P1434 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － － - (2.5) - 3424

1427 B1 P1434 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ

底：一方向ナデ

- (2.3) - 3425

1428 B1 P1436 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.4) - 3426

1429 B1 P1439 土師器 羽釜 14ｃ中葉 口：横ナデ － - (2.8) - 外面煤付着 3427

1430 B1 P1442 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － - (1.3) - 3428

1431 B1 P1451 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 (11.0) 2.0 - 3429

1432 B1 P1451 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.3) - 3430

1433 G P350 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (2.3) - 6699

1434 G P389 山茶碗(東濃型) 碗 生田２号窯式 底：回転糸切り痕 － (9.8) (2.3) (3.8) 6700

1435 G P412 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ - (1.7) - 口縁部タール付着 6701

1436 G P426 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.8 1.8 - 6703

1437 G P427 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.2 1.2 - 6704

1438 G P434 磁器(中国) 青磁碗 Ｂ－Ⅳ′類 線描蓮弁文 － - (2.4) - 6705

1439 G P445 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (3.9) - 6709

1440 G P445 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.3) - 6710

1441 G P480 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.4) - 6711

1442 G P576 陶器(古瀬戸) 卸目付大皿 後Ⅳ期新 口：灰釉 口：灰釉 - (3.0) - 6712

1443 G P645 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 - (1.7) - 6713

1444 G P656 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (9.3) (1.8) - 口縁部タール付着 6714

1445 G P697 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ - (2.2) - 6715

1446 G P701 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.4) - 6716

1447 G P701 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － - (1.4) - 二次被熱による硬化 6717

1448 G P708 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (10.7) (2.3) - 6718

1449 G P716 瓦器 火鉢or風炉？ － 花文(スタンプ) - (2.1) - 6719

1450 G P716 瓦器 風炉 － ミガキ － - (2.4) - 1455と同一？ 6726

1451 G P720 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 8.6 1.9 - やっとこによる欠損？ 6720

1452 G P791 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 - (1.5) - 6722

1453 G P813 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－ａ類 － 体：横ナデ (9.2) (1.7) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6724

1454 G P813 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (9.5) (1.8) - 口縁部タール付着 6723

1455 G P813,ⅳ層

接合

瓦器 風炉 － ミガキ － - (3.0) - 6725

1456 G P814 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － － - (1.8) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

6727

1457 G P816 磁器(中国) 白磁皿 Ｅ群 － － - (1.6) - 6728

1458 24 G P817 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ - (2.1) - 墨書内「お」「お」「ま」

「に」

6729

1459 31 G P831 石製品 碁石(黒) － － － 長1.8　幅1.6

厚0.6

6730

1460 G P835 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 - (1.6) - 6732

1461 G P835 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.8) - 内外面タール付着 6731

1462 G P839 磁器(中国) 青磁碗 14～15ｃ 線描蓮弁文 － - (2.2) - 6733

1463 G P839 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.2 1.5 - 口縁部タール付着 6734

1464 G P841 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.4 1.9 - 6735

1465 G P841 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － 9.4 (1.4) - 二次被熱による硬化 6736

1466 G P865 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.1 1.4 - 全面煤付着 6744

1467 G P888 土師器 皿(かわらけ) Ｄ１類(耳皿) 口：横ナデ 体：横ナデ 長5.2　幅3.9

高1.4

6745

1468 G P897 土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ１類 － 体：横ナデ (11.1) (2.2) - 二次被熱による硬化 6749

1469 G P911 陶器(古瀬戸～大

窯)

不明 不明 鉄釉 鉄釉 - (5.2) - 6755

1470 G P916 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 6.9 1.2 - 内外面煤付着 6756

1471 G P918 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 (10.8) (1.9) - 6757

1472 G P918 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (11.8) (2.3) - 6758

1473 G P920 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 - (2.1) - 6759

1474 G P920 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (12.8) (2.4) - 6760

1475 G P925 磁器(中国) 青磁碗 Ｂ－Ⅳ′類 線描蓮弁文 － - (4.8) - 6807

1476 G P925 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 - (2.1) - 6761

1477 G P925 陶器(古瀬戸) 花瓶 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 (5.9) (1.9) - 6762

1478 G P925 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 一方向ナデ 7.2 1.2 - 6763

1479 G P930 山茶碗(東濃型) 碗 大洞東１号窯式～脇

之島３号窯式

－ － (12.0) (4.1) - 6764

1480 G P1033 鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － - (2.0) - 内面鉱滓付着 6767

1481 G P1047 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.2 1.9 - 6768

1482 G P1058 鋳造作業関連遺物 鞴の羽口 － － － 長(7.7)　径(6.2) 使用時の状態により二

色に変色

胎土に籾殻混和

6769

1483 G P1151 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.4 2.3 - 6776

1484 G P1151 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.5 1.4 - 6777

1485 26 C1 P1426 磁器(中国) 青磁盤 元～明代 － － - (3.1) - 3943

1486 C1 P1426 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 9.2 1.7 - 3947

1487 C1 P1426 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 10.8 2.0 - 3944

1488 C1 P1426 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 10.8 2.0 - 3949

1489 C1 P1426 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 11.2 2.3 - 3948

1490 C1 P1426 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 11.3 2.1 - 3946

-- -

-- -

-- -

-- -
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 24 表　遺物観察表 (24)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

1491 B1 P1498 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類？ － 体：横ナデ (10.9) (2.1) - 3433

1492 B1 P1498 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.3 1.4 - へそ皿状 3434

1493 C3 P1732 土師器 Ｓ字甕脚台 － ハケ － - (2.6) - 脚基部径(6.0) 3798

1494 C3 P1732 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － - (1.4) - 3799

1495 C3 P1762 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (8.8) (1.5) - 3801

1496 C3 P1788 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.2) - 3803

1497 C3 P1823 陶器(古瀬戸～大

窯)

擂鉢 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 錆釉 - (7.5) (9.0) 3805

1498 C3 P1841 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ - (1.9) - 3807

1499 C3 ⅳ層 須恵器(美濃須衛) 蓋 ７ｃ後半 － － - (1.9) - 3854

1500 19 C3 ⅳ層 須恵器(美濃須衛) 高杯(ミニチュア) ７ｃ後葉 － － - (6.2) - 脚端部径7.5

脚基部径2.2

3811

1501 20 C3 ⅳ層 須恵器(美濃須

衛？)

有台杯 ８ｃ前葉 体：沈線 － (10.6) 3.3 7.2 内面底部使用痕 3841

1502 C3 ⅳ層 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 灰釉 灰釉 - (1.6) - 3856

1503 C3 ⅳ層 陶器(大窯？) 不明 不明 鉄釉 鉄釉 - (1.8) - 3855

1504 C3 ⅳ層 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ - (2.2) - 3858

1505 C3 ⅳ層 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.0) - 3859

1506 C3 ⅳ層 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ － - (2.7) - 外面煤付着 3857

1507 31 C3 ⅳ層 土製品 土鈴 － － － 高4.3　幅3.3

孔径0.3

3810

1508 C3 ⅲ層 土師器 把手 － － － 高(4.5)　把手高

4.5

把手幅3.9

3842

1509 C3 ⅲ層 陶器(常滑) 甕 10型式 － － - (8.1) - 3819

1510 26 C3 ⅲ層 磁器(中国) 青磁碗 Ｃ－Ⅱ類 雷文帯　線描蓮弁

文？

－ - (4.0) - 3843

1511 C3 ⅲ層 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 文様 - (1.6) - 3844

1512 C3 ⅲ層 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 - (1.7) - 3849

1513 C3 ⅲ層 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 - (1.9) 4.0 3850

1514 C3 ⅲ層 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (2.4) - 3822

1515 C3 ⅲ層 陶器(大窯) 天目茶碗 第１段階 鉄釉 鉄釉 - (3.8) - 3820

1516 C3 ⅲ層 陶器(大窯) 天目茶碗 第１段階 鉄釉 鉄釉 - (3.9) - 3848

1517 C3 ⅲ層 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.0) - 3851

1518 C3 ⅲ層 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.0) - 3845

1519 C3 ⅲ層 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ

底：一方向ナデ

12.5 2.2 - 3846

1520 C3 ⅲ層 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.6 1.3 - 3817

1521 C3 ⅲ層 土師器 焙烙 江戸時代末期 － － - (2.8) - 外面煤付着 3852

1522 C3 ⅲ層 銅製品 銭(元豊通寶) － － － 径2.3  厚0.1

重1g

3813

1523 31 C3 ⅲ層 銅製品 鉄砲の弾 － － － 径1.2 3847

1524 G ⅳ層　焼土

層

陶器(常滑) 玉縁口縁壺 ６ａ型式 － － (11.0) (4.4) - 6656

1525 G ⅳ層　上の

白

磁器(中国) 青磁碗 Ｅ類 鎬蓮弁文 － - (3.5) - 6853

1526 G ⅳ層　焼土

層

陶器(古瀬戸) 仏餉具 後Ⅳ期古 鉄釉 鉄釉 - (3.8) - 6636

1527 24 G ⅳ層　焼土

層

土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 線刻花文 - (1.2) - 6842

1528 G ⅳ層　焼土

層

土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － - (1.5) - 二次被熱による硬化

金？付着

6851

1529 G ⅳ層　SK91

上の上の白

土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｃ２類 － － 6.8 1.1 - 二次被熱による硬化

内面降灰

やっとこによる欠損

6834

1530 G ⅳ層　焼土

層

鋳造作業関連遺物 鋳型(鏡) － － － 長(6.2)　幅(3.2)

厚(1.4)

6845

1531 G ⅳ層　焼土

層

鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － (5.7) (2.5) - 内面鉱滓付着

胎土に籾殻混和

6847

1532 G ⅳ層　焼土

層

鋳造作業関連遺物 坩堝 － － － - (3.5) - 内面鉱滓付着

胎土に籾殻混和

6835

1533 G ⅳ層 土製品 土鈴 － － － 高4.3　幅(2.5)

孔径0.2

6813

1534 31 G ⅳ層 銅製品 ？ － － － 長(2.7)　幅(1.2)

厚(0.2)

6821

1535 25 G ⅳ層 銅製品 インゴット － － － 長3.4　幅1.7

厚0.4

6818

1536 31 G ⅳ層　焼土

層

石製品 碁石(黒) － － － 長1.5　幅1.4

厚0.7

6843

1537 31 G ⅳ層　焼土

層

石製品 碁石(黒) － － － 長2.3　幅2.1

厚0.8

6844

1538 C1 SX12 須恵器(美濃須衛) 蓋 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － - (1.4) - 6099

1539 C1 SX12 磁器(中国) 青磁稜花皿 明代(15～16ｃ) － － - (2.7) - 6100

1540 C1 SX12 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線 界線　唐草文 - (2.2) - 二次被熱 6090

1541 C1 SX12 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線　花文 - (1.1) - 6107

1542 C1 SX12 陶器(古瀬戸) 四耳壺 後期 鉄釉 鉄釉 - (2.0) - 6096

1543 C1 SX12 陶器(古瀬戸) 耳付水注 後ⅢorⅣ期 鉄釉　底：露胎 鉄釉 - (4.3) 4.8 胴部径(9.8) 6101

1544 C1 SX12 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 底：露胎 灰釉 - (1.3) (4.0) 6093

1545 C1 SX12 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (3.5) - 二次被熱 6091

1546 27 C1 SX12 陶器(大窯) 仏餉具 第１段階 錆釉　底：露胎 錆釉 - (2.4) (5.4) 6092

1547 C1 SX12 陶器(古瀬戸～大

窯)

擂鉢 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 錆釉 - (6.4) - 6095

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -
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第 25 表　遺物観察表 (25)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

1548 C1 SX12 陶器(古瀬戸～連

房)

不明 不明 灰釉 灰釉 - (3.1) - 6094

1549 C1 SX12 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ 12.6 2.0 - 内面タール付着 6103

1550 C1 SX12 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － 7.1 1.3 - 6106

1551 31 C1 SX12 土製品 人形(天神？) － － － 高3.6　幅2.8

厚1.3

6102

1552 C1 SX12 石製品 砥石 － － － 長(7.7)　幅(5.6)

厚1.1

砂岩　使用面２面 6097

1553 31 C1 SX12 石製品 二次使用のある剥片

(RF)

－ － － 長1.6　幅1.2

厚0.3

チャート 6098

1554 B1 SX21 土製品 土錘 － － － 長5.5　径2.0

孔径0.4　重17g

3419

1555 B1 SX21 銅製品 銭(寛永通寶) － － － 径2.2  厚0.1

重1g

3420

1556 F1 SX33 土師器 焙烙 江戸時代 切り出し文(おもた

か文)

－ - (4.5) - 3552

1557 30 G P438 陶器(古瀬戸) 天目茶碗(加工円盤) 後Ⅳ期新 錆釉 鉄釉 径5.3　厚1.1 6706

1558 G P438 陶器(大窯) 端反皿 第３段階 灰釉 灰釉 - (1.8) - 6707

1559 G P438 陶器(連房) 丸碗 江戸時代中期 灰釉 灰釉 - (4.0) - 6708

1560 G SB17 土師器 くの字甕 － 口：横ナデ － - (2.9) - 6204

1561 G SB36 須恵器(畿内系) 蓋 ６ｃ後半 － － - (2.7) - 6235

1562 G SB36 須恵器(美濃須衛) 杯 ７ｃ前半 － － (10.9) (4.0) - 6233

1563 G SB36 灰釉陶器 椀 10ｃ後葉～11ｃ中葉

(Ⅶ期新～Ⅷ期中)

底：回転糸切り痕 － - (2.1) 6.8 内面底部使用痕 6234

1564 E1 SD5 土師器 皿(かわらけ) Ｍ４類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.0) - 3151

1565 G SD36 須恵器(美濃須衛) 脚台 ７ｃ前半 － － - (3.0) - 台端部径(12.5) 6183

1566 30 C1 SD41 陶器(古瀬戸～大

窯)

天目茶碗(加工円盤) 後Ⅳ期新～第１段階 錆釉 鉄釉 径5.3　厚0.9 3896

1567 C1 SD41 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類？ － 体：横ナデ - 1.8 - 3897

1568 C1 SD48 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (2.4) - 3898

1569 C1 SD48 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 － 体：横ナデ (10.2) 1.9 - 3899

1570 C1 SD48 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.1) - 3900

1571 C1 SD48 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体：横ナデ (9.2) 1.7 - 3901

1572 C1 SD48 土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － － (7.4) 1.5 - 3902

1573 H3 SK21 山茶碗(尾張型) 碗 ６型式 － － (14.4) (5.3) 6.4 内外面タール付着 3177

1574 H3 SK24 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類？ － 体：横ナデ - (2.0) - 3178

1575 31 H1 SK37 石製品 打製石鏃 － － － 長(2.1)　幅2.0

厚0.5

サヌカイト 3191

1576 C1 SK173 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － － (13.6) (2.4) - 口縁部タール付着 6054

1577 C1 SK180 須恵器(美濃須衛) 有台盤 ８ｃ代 － － - (1.6) - 6055

1578 D1 SK266 山茶碗(尾張型) 碗 ５型式 － － - (2.2) (6.8) 内面底部使用痕 3026

1579 C3 SX51 須恵器(美濃須

衛？)

有台杯 ７ｃ末～８ｃ前半 － － - (2.5) (11.6) 内面底部使用痕 3749

1580 C3 SX54 土師器 くの字甕 － 体：ハケ 口：横ハケ - (4.9) - 3750

1581 31 H3 P10 土製品 土錘 － － － 長5.3　径1.7

孔径0.3　重13g

3204

1582 H3 P18 土師器 鍋(伊勢型) 13ｃ前葉 口：横ナデ 口：横ナデ - (1.9) - 3209

1583 H3 P31 磁器(中国) 青磁碗 龍泉窯系Ⅰ－５類 － － - (2.4) - 3210

1584 H3 P82 灰釉陶器 椀 10ｃ中葉～11ｃ初(Ⅶ

期)

－ － - (1.8) - 内面底部使用痕 3219

1585 H3 P94 山茶碗(東濃型) 碗 大畑大洞４号窯式～

大洞東１号窯式

－ － - (2.8) - 3220

1586 H2 P242 山茶碗(尾張型) 碗 ６型式 底：回転糸切り痕 底：一方向ナデ 13.6 4.7 5.4 3229

1587 G P992 土師器 平底甕 Ｂ１類 － － - (3.4) - 6765

1588 31 G P1027 石製品 敲石？ － － － 長16.4　幅4.3

厚3.3

砂岩 6766

1589 G P1031 磁器(中国) 青磁碗 14～15ｃ 線描蓮弁文 － - (3.0) (3.9) 6806

1590 G P1063 土師器 受口甕 － 口：横ナデ － - (3.3) - 6771

1591 G P1094 山茶碗(尾張型) 皿 ６型式 － － (8.8) 2.2 4.3 内面底部使用痕 6773

1592 28 G P1123 陶器(大窯) 擂鉢 第２段階後半 錆釉 錆釉 - (2.9) - 6774

1593 G P1159 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 － － (8.6) (1.8) - 口縁部タール付着 6779

1594 G P1164 瓦器 火鉢 － ミガキ － - (2.5) - 6780

1595 G P1194 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ後葉～９ｃ前葉 － － - (2.4) - 内面底部使用痕 6781

1596 G P1215 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.4) - 6783

1597 G P1234 土師器 皿(かわらけ) Ｍ２ｂ類 口：横ナデ 体：横ナデ (12.4) (3.2) - 6784

1598 19 G P1263 須恵器(産地不明) 杯 ７ｃ中葉 － － 8.8 3.8 - 降灰 6223

1599 G P1278 土師器 宇田型甕？ － 体：ハケ － (13.0) (5.3) - 6814

1600 20 G P1298 土師器 伊勢型鍋 Ａ２類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ハケ　ケズリ (25.8) (13.1) - 胴部径(31.3) 6792

1601 26 B1 P1463 磁器(中国) 青磁碗(加工円盤) ＤorＥ群 － － 径5.6　厚2.9 3432

1602 F1 P1552 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.6) - 3553

1603 F1 P1553 土師器 皿(かわらけ) Ｍ３類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.5) - 3554

1604 19 F1 P1569 須恵器(猿投) 蓋 ７ｃ中葉 天：回転ヘラケズリ － (11.9) 4.2 - 3557

1605 D2 P1626 陶器(連房) 小皿 江戸時代後期 口：灰釉 灰釉 6.8 1.6 3.5 3072

1606 F1 P1675 土師器 屈折脚高杯 フォーラムⅣ～Ⅴ期 横ナデ 横ナデ - (5.8) - 3563

1607 D2 P1676 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 口：横ナデ　列点

文　　体：ハケ

口：横ナデ

体：横ナデ

- (9.6) - 3071

1608 C3 P1757 須恵器(猿投) 蓋 ６ｃ前葉 － － - (3.6) - 3800

1609 C3 P1786 石製品 打製石鏃 － － － 長(2.6)　幅1.7

厚0.5

サヌカイト 3802

1610 C3 P1809 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.6) - 3804

1611 C3 P1854 土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (1.9) - 3808

1612 B1 ⅰ層 磁器(中国) 青磁碗 Ｅ類 口：沈線 － - (3.2) - 3435

1613 B1 ⅰ層 陶器(大窯) 天目茶碗 第１段階 鉄釉 鉄釉 - (4.1) - 3436

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 26 表　遺物観察表 (26)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

1614 B1 ⅰ層 土師器 内耳鍋 古瀬戸後Ⅳ新～大窯

第１段階併行

－ － - (3.1) - 外面煤付着 3437

1615 C1 ﾄﾚﾝﾁ 土師器 Ｓ字甕 Ｄ１類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ (13.6) (5.0) - 6118

1616 19 C1 ﾄﾚﾝﾁ 土師器 Ｓ字甕 Ｄ１類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ナデ (15.0) (5.2) - 6119

1617 C1 ﾄﾚﾝﾁ 土師器 屈折脚高杯 フォーラムⅣ～Ⅴ期 口：横ナデ 口：横ナデ (15.8) (6.1) - 6120

1618 C1 ﾄﾚﾝﾁ 磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線 - (2.1) - 6121

1619 C1 ⅱ層 須恵器(美濃須衛) 無台杯 ８ｃ後葉 底：ヘラ記号 － (12.0) (3.4) (7.6) 6113

1620 C1 ⅱ層 須恵器(美濃須衛) 甕 ８ｃ後葉 － － - (5.4) - 6116

1621 C1 ⅱ層 土師器 皿(かわらけ) Ｃ１類 指頭圧痕 － (6.3) (1.3) - 6114

1622 31 C1 ⅱ層 石製品 臼 － － － 長(7.9)　幅(2.3)

厚(2.5)

玄武岩か安山岩？ 6117

1623 C1 ⅰ層 土師器 甕 － － － - (2.3) - 6110

1624 C1 ⅰ層 須恵器(美濃須衛) 甕 ９ｃ前葉 体：平行タタキ痕 体：同心円当て具 - (6.9) - 6109

1625 30 C1 ⅰ層 陶器(古瀬戸) 天目茶碗(加工円盤) 後Ⅳ期新 錆釉 鉄釉 径4.5  厚1.3 6122

1626 31 C2 ⅱ層 石製品 打製石鏃 － － － 長(2.2)　幅2.1

厚0.4

下呂石 3541

1627 C2 ⅰ層 磁器(産地不明) 碗 明治時代以降 体：平行多条沈線 － (11.0) (5.2) - 3540

1628 C2 ⅰ層 木製品 円盤状（底板？） － － － 長(11.0)　幅(5.4)

厚0.9

穿孔　ヒノキ 3001

1629 H4 ⅱ層 陶器(古瀬戸) 筒形香炉 後Ⅳ期 鉄釉　底：露胎 口：鉄釉 - (4.4) - 6112

1630 27 H4 ⅰ層 磁器(中国) 白磁碗 Ⅳ類 － － - (2.2) - 6111

1631 D1 ⅱ層 須恵器(美濃須衛) 瓶類 ７ｃ代 口：沈線 － (10.8) (7.9) - 3027

1632 27 D1 ⅱ層 磁器(中国) 白磁碗 Ⅳ類 － － - (3.0) - 3029

1633 D1 ⅰ層 須恵器(美濃須衛) 有台杯 ８ｃ代 － － - (1.8) (9.9) 内面底部使用痕 3030

1634 D1 ⅰ層 陶器(連房) ねり鉢 第11小期 灰釉 灰釉 - (2.6) - 3028

1635 D2 ⅱ層 土師器 くの字甕 － － － (14.0) (4.1) - 3073

1636 D2 ⅱ層 土師器 くの字甕 － 口：横ナデ 体：ヘラケズリ (12.6) (6.3) - 3074

1637 D2 ⅱ層 土師器 柳ヶ坪型壺 フォーラムⅢ～Ⅳ期 口：短刻線　縦ハ

ケ

口：横ナデ　羽状

刺突文

- (5.3) - 3070

1638 30 E1 ⅱ層 陶器(古瀬戸) 天目茶碗(加工円盤) 後Ⅳ期新 錆釉 鉄釉 径4.4　厚1.4 3233

1639 E1 ⅰ層 磁器(中国) 青磁碗 龍泉窯系Ⅰ－５類 － － - (2.3) - 3230

1640 29 E1 ⅰ層 陶器(古瀬戸) 平碗 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 - (4.2) - 3231

1641 30 E1 ⅰ層 陶器(古瀬戸) 天目茶碗(加工円盤) 後Ⅳ期新 錆釉 鉄釉 径4.9　厚1.0 3232

1642 H2 ﾄﾚﾝﾁ 磁器(中国) 青磁碗 龍泉窯系Ⅰ類 － 刻線文 - (2.8) - 3234

1643 H2 ﾄﾚﾝﾁ 陶器(古瀬戸) 折縁深皿 後Ⅱ期 上半：灰釉　下半：

露胎

上半：灰釉　下半：

露胎

- (8.1) - 3235

1644 H3 ﾄﾚﾝﾁ 土師器 Ｓ字甕脚台(ミニチュア) ＢＣ類 斜めハケ － - (2.6) - 台基部径3.9 3239

1645 27 H3 ⅱ層 山茶碗(東濃型) 碗 大洞東１号窯式 底：回転糸切り痕 － (12.3) (3.7) (3.4) 3241

1646 H3 ⅱ層 磁器(中国) 青磁碗 龍泉窯系Ⅰ－５類 鎬蓮弁文 － - (2.3) - 3236

1647 21 H3 ⅰ層 陶器(古瀬戸) 仏供 後Ⅲ期 底：回転糸切り痕 口：鉄釉 (10.8) (4.4) 4.7 3240

1648 H3 ⅰ層 陶器(古瀬戸) 擂鉢 後Ⅳ期新 錆釉 錆釉 - (1.9) - 3238

1649 F1 ⅱ層 磁器(中国) 白磁碗 Ⅱ類 底：露胎 底沈線 - (2.0) - 3653

1650 F1 ⅰ層 須恵器(猿投) 甕 頸：横沈線の後縦

沈線

－ - (4.3) - 3652

1651 F1 ⅰ層 陶器(古瀬戸) 腰折皿(加工円盤) 後Ⅳ期新 露胎 灰釉 径(4.5)　厚(1.2) 3651

1652 F1 ⅰ層 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (1.8) - 3650

1653 C3 ⅱ層 土師器(ロクロ) 椀形？(平底) － 底：回転糸切り痕 － - (1.9) 5.0 3837

1654 C3 ⅱ層 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (2.6) - 3839

1655 C3 ⅱ層 陶器(古瀬戸) 直縁大皿 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 - (2.2) - 3840

1656 C3 ⅱ層 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 口：一部横ナデ 体：横ナデ 9.5 1.8 - 3814

1657 C3 ⅱ層 土製品or石製品 不明 － － － 径5.4　厚1.6 3836

1658 C3 ⅱ，ⅲ層 土師器(ロクロ) 椀形(不明) － － － - (2.4) - 3838

1659 C3 ⅰ層 土師器 Ｓ字甕 ＢＣ類 体：ハケ 口：横ナデ - (2.6) - 3823

1660 C3 ⅰ層 土師器 山陰系甕 フォーラムⅣ～Ⅴ期 口：横ナデ 口：横ナデ - (4.3) - 3830

1661 C3 ⅰ層 土師器 有段高杯脚部 フォーラムⅡ～Ⅲ期 ミガキ　穿孔３方向

１段

－ - (10.0) - 脚端部径(12.4)

脚基部径(4.8)

3835

1662 C3 ⅰ層 土師器 器台 フォーラムⅢ～Ⅳ期 － － - (3.3) - 3824

1663 C3 ⅰ層 土師器(ロクロ) 椀形(柱状高台) － 底：回転糸切り痕 － - (4.8) (5.0) 3831

1664 C3 ⅰ層 陶器(古瀬戸) 筒形香炉 中Ⅳ期 灰釉 口：灰釉 - (2.5) - 3826

1665 C3 ⅰ層 陶器(古瀬戸) 甕 後期 鉄釉 鉄釉 - (2.6) - 二次被熱 3833

1666 C3 ⅰ層 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (2.6) - 3832

1667 G ⅰ層　西壁

27

土師器 皿(かわらけ) Ｍ１類？ － 体：横ナデ - (4.2) - 外面に横ナデがなく仏

鉢に近い形状　特注？

内外面タール付着

6840

1668 24 G ⅰ層　西壁 土製品 犬形 － － － 長(6.7)　幅(3.1)

高(4.2)

6836

1669 26 G ⅱ層　検出 磁器(中国) 青磁盤 元～明代 口：刻み ヘラ描き花文 - (2.9) - 6841

1670 G ⅱ層　検出 鋳造作業関連遺物 焼土塊(鋳型？) － － － 長(3.5)　幅(3.1)

厚(1.8)

6846

1671 G ⅱ層 銅製品 ？ － － － 長2.5　幅0.6

厚0.5

6872

1672 G ⅱ層 銅製品 銭 － － － 長2.7　幅2.6

厚0.9

被熱により溶解 6815

1673 25 G ⅱ層 銅製品 インゴット － － － 長3.2　幅1.6

厚1.0

6817

1674 G ⅲ層　焼土

含み層

磁器(中国) 白磁皿 Ｅ群 － － - (2.1) - 6857

1675 G ⅲ層　焼土

含み層

陶器(古瀬戸) 耳付水注 後ⅢorⅣ期古 鉄釉 鉄釉 - (4.3) - 胴部径(10.3) 6654

1676 G ⅲ層　焼土

含み層

陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉　底：錆釉 鉄釉 - (5.2) - 6634

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -

－

-- -

-- -

-- -

-- -

-- -
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第 27 表　遺物観察表 (27)

口径 器高 底径 その他
分類・時期 外面 内面

法量(cm) (　)内は復元値・残存値
備考

実測

番号
番号 写真 地区 遺構・層位 種類 器種

1677 G ⅲ層　焼土

含み層

陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (3.2) - 6675

1678 G ⅲ層　焼土

含み層

土師器 皿(かわらけ) Ｃ２類 － 線刻文 - (1.0) - 6859

1679 G ⅲ層　焼土

含み層

土師器 皿(かわらけ)

鋳造作業関連遺物

Ｂ２－b類 － － (8.7) (2.0) - 内面鉱滓付着

二次被熱による硬化

内外面降灰

6858

1680 G ⅲ-ⅴ層 土師器 伊勢型甕 Ａ２類 口：横ナデ　体：ハ

ケ

口：横ハケ - (4.9) - 6809

1681 20 G ⅲ-ⅴ層 須恵器(産地不明) 無台杯 ７ｃ後半 － － 10.2 4.4 - 内面底部使用痕 6810

1682 G ⅲ-ⅴ層 須恵器(美濃須衛) 無台杯 ８ｃ代 － － - (2.2) 5.8 6260

1683 20 G ⅲ-ⅴ層　南

北ﾄﾚ

須恵器(美濃須衛) 長頸瓶 ８ｃ後葉 － － - (10.7) (8.2) 胴部径(17.0) 降灰 6837

1684 G ⅲ-ⅴ層　北

ﾄﾚ

磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線　花文 - (1.4) - 6850

1685 26 G ⅲ-ⅴ層　東

ﾄﾚ深掘り

磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線　玉取獅子

文？

(12.6) (2.8) (7.1) 6854

1686 26 G ⅲ-ⅴ層　北

深掘りﾄﾚ

磁器(中国) 染付皿 Ｂ１群 界線　唐草文 界線　玉取獅子

文？

(12.3) (3.0) (6.6) 6861

1687 G ⅲ-ⅴ層　北

深掘りﾄﾚ

陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 上半：鉄釉　底：錆

釉

鉄釉 (12.0) (5.7) - 6862

1688 G ⅲ-ⅴ層　西

ﾄﾚ

陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉 鉄釉 (11.4) (3.5) - 6864

1689 21 G ⅲ-ⅴ層 陶器(古瀬戸) 天目茶碗 後Ⅳ期新 鉄釉　底：錆釉 鉄釉 (11.4) (5.5) - 6752

1690 G ⅲ-ⅴ層 陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 - (0.9) - 6262

1691 G ⅲ-ⅴ層　北

ﾄﾚ

陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半： 灰釉 (10.8) (2.4) (5.0) 6848

露胎

1692 G ⅲ-ⅴ層　北

深掘り

陶器(古瀬戸) 腰折皿 後Ⅳ期新 上半：灰釉　下半：

露胎

灰釉 (10.8) (2.5) 3.4 6833

1693 29 G ⅲ-ⅴ層　東

深掘りﾄﾚ

陶器(古瀬戸) 筒形香炉 中Ⅳ期 灰釉　底：露呈 口：灰釉 - (5.7) - 6849

1694 G ⅲ-ⅴ層 陶器(大窯) 擂鉢 第１段階 錆釉 錆釉 - (5.5) - 6753

1695 G ⅲ-ⅴ層 陶器(古瀬戸～大

窯)

甕 不明 鉄釉 鉄釉 - (3.9) - 6751

1696 G ⅲ-ⅴ層　東

ﾄﾚ深掘り

土師器 皿(かわらけ) Ｂ１類 口：横ナデ 体：横ナデ - (2.2) - 6855

1697 G ⅲ-ⅴ層

SK83,84ﾄﾚ

土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－ａ類 口：横ナデ 体：横ナデ 15.5 2.5 - 6421

1698 G ⅲ-ⅴ層 土師器 皿(かわらけ) Ｂ２－b類 － 体　横ナデ

円形線刻４ヶ所

- (1.9) - 6754

1699 G ⅲ-ⅴ層

SK95下深掘

り

土師器 皿(かわらけ) 体部 － 円形線刻３ヶ所 - (0.8) - 6526

1700 G ⅲ-ⅴ層　北

ﾄﾚ深掘り

瓦器 風炉 － ミガキ － - (4.2) - 6856

1701 31 G ⅲ-ⅴ層 土製品 土錘 － － － 長4.9　径2.1

孔径0.4　重16g

6261

1702 25 G ⅲ-ⅴ層

SK60の下の

土坑

銅製品 インゴット － － － 長8.3　幅1.6

厚0.7　重57g

6803

1703 G ⅲ-ⅴ層　西

ﾄﾚ

鉄製品 ？ － － － 長(4.5)　幅(2.4)

厚0.7

6852

1704 G ⅲ-ⅴ層　整

地層

土師器 皿(かわらけ) Ｃ１類 指頭圧痕 － (7.5) (1.5) - 6863

1705 31 G ⅲ-ⅴ層　北

ﾄﾚ

石製品 碁石？(白) － － － 長1.9　幅1.5

厚0.5

6860

1706 19 G ﾄﾚﾝﾁ 土師器 高杯 ７c中葉 口：横ナデ 口：ミガキ　暗文(縦

線と放射状線)

(15.2) (4.7) - 6808

1707 G ﾄﾚﾝﾁ　西壁

ﾄﾚ

須恵器(美濃須衛) 甕 ７ｃ後半 体：格子タタキ痕 体：同心円当て具

痕

(16.8) (12.1) (4.0) 胴部径(27.7) 6838

1708 G ﾄﾚﾝﾁ　西壁

ﾄﾚ

陶器(古瀬戸) 瓶子Ⅲ類 後Ⅳ期 鉄釉 鉄釉 3.9 (3.0) - 6839

灰釉 灰釉

-- -

-- -

-- -

-- -
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 28 表　遺物集計表 (1)
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2

2
9

炭
,焼

土
塊

S
B
7

G
3

1
1

1
6

S
B
9

G
1

2
3

S
B
1
0

G
5
8

3
1

1
6
3

焼
土
塊

S
B
1
1

G
1

1

S
B
1
2

G
1
0

1
1

2
2
3

S
B
1
3

G
3
4

1
3

2
1

1
2

4
2

1
3

4
1
1

1
2

1
8
2

S
B
1
4

G
1
2

2
1

1
1
6

S
B
1
5

G
1
0

2
1
2

S
B
1
6

G
2
0

1
4

2
6

9
2

1
1

1
4
7

S
B
1
7

G
3

3

S
B
1
8

G
1
3

2
2

1
7

S
B
1
9

G
3
2

8
1

4
1

S
B
2
0

G
5
0

1
6

1
1

6
8

焼
土
塊

S
B
2
1

G
2
5

7
3
2

S
B
2
2

G
1
3
1

3
4

3
1
6
8

S
B
2
3

G
1
4
2

3
2

4
1

1
2

1
8
2

焼
土
塊

S
B
2
4

G
7
3

1
0

1
4

3
1

2
2

2
7

1
1

1
0
7

S
B
2
5

G
9
2

1
9

1
1

1
1
3

焼
土
塊

S
B
2
6

G
3
8

2
0

1
4

1
6
4

S
B
2
7

G
1
5
3

3
1

2
1

5
1

1
1

1
9
5

S
B
2
8

G
3
6

1
6

1
5
3

S
B
3
0

G
4
2

1
2

1
5
5

S
B
3
1

G
2
7

4
3
1

S
B
3
2

G
2
1

1
2
2

S
B
3
3

G
3
6

8
4
4

胃
石
？

S
B
3
5

G
2
0

2
1

2
3

S
B
3
6

G
3

2
1

6

S
B
3
7

G
1
2
1

1
6

3
1

6
1
4
7

S
B
3
8

G
1
7

1
1
8

S
B
3
9

G
5
6

7
1

6
4

S
B
4
2
周

溝
G

2
2

S
B
4
3

G
2
5

4
1

1
3
1

胃
石
？

S
B
4
4

G
2
3

2
2
5

S
B
5
1

C
1

2
9
8

1
5
1

1
0

1
1

4
6
1

S
B
5
3

C
1

5
6

1
0

1
1

1
6
9

S
B
5
6

B
1

1
5
4

3
0

9
1

1
1
9
5

焼
土
塊

S
B
5
7

B
1

1
2

1
4

1
1
8

S
B
6
1

D
2

1
3
4

1
1
3
5

S
D
1

H
3

6
6

3
9

1
1

4
5

1
2

9
8

1
9

1
1

1
1

1
8
8

S
D
2

E
1
,H

3
1
0
6

5
3

1
3
3

4
3

1
4

1
2

1
6

2
7

1
1

1
3

1
5

2
1

3
2
1

8
4

1
3

2
2

5
1

1
4
2
5

焼
土
塊

S
D
3

H
3

6
3

5
3

5
3

1
1

2
1
0

1
9
4

S
D
5

E
1

4
1

2
7

S
D
6

H
3

1
7

1
1
8

S
D
8

H
2

1
0

6
1

1
2

7
2
7

S
D
9

H
2

1
8

3
1
6

2
1

9
1

1
2
2

7
3

炭

S
D
1
0

H
2

1
1

S
D
1
1

H
1

2
4

4
4

3
3

2
2

9
1

1
5
3

S
D
1
3

G
1
2

8
3

3
2

6
2

2
2
8

2
1

1
1

3
1

1
7
6

焼
土
塊

S
D
1
4

G
1
5
3

1
0
6

6
1
3

1
4

8
8

2
2
8

9
1
2
1

6
9
7

3
0
8

2
9

1
7

1
3

1
3

2
1

1
6

3
4

9
5
9

焼
土
塊
,鉱

滓

S
D
1
5

G
2
3

1
1

6
3

1
8

8
1
8

2
2

8
2

焼
土
塊

S
D
1
6

G
7
9

6
7

1
6

8
2

5
1

1
2

1
2

3
5

2
7

8
8

1
2

9
6

2
2

2
1

1
5

4
3
7
8

焼
土
塊

S
D
1
7

G
6
4

3
3

2
4

3
6

5
1
0

1
4

1
6

3
9

1
4

3
1

1
1
9
7

焼
土
塊
,銅

滓

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶



－ 207 －

第 29 表　遺物集計表 (2)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

S
D

1
8

G
5
7

3
5

4
2

1
2

2
1

8
7

5
1
6
4

1
1
1
3

2
0
9

1
1
2

1
5

1
0

1
1

2
1

6
1

4
1

6
5
7

焼
土

塊
  

S
D

1
8
,1

9
G

1
8

8
6

3
2

1
4

2
5

4
6

1
5
8

6
9

7
2

6
1

2
7

2
4
8

S
D

2
0

G
6

2
1

1
1

2
1
3

S
D

2
1

G
1
6

6
1

1
1

2
1

1
3

6
3
0

1
4
8

5
5

5
3

1
5

2
3

1
9
1

焼
土

塊
,骨

S
D

2
2

G
1

2
1

1
2
5

4
2
2

7
1

1
1

1
6
7

S
D

2
3

G
1
0

1
1

2
1

1
1

5
6

7
2

3
4
9

S
D

2
4

G
6
0
9

1
8
1

2
3

1
6

4
4

1
1

2
7

8
2
1

焼
土

塊

S
D

2
5

G
1

1
1

1
4

S
D

2
6

G
4

7
2

1
3

1
1
4

7
3
3

2
3

1
1

1
1

1
8
2

S
D

2
7

G
1
1

2
4

8
6

1
6

1
1

1
1
4

1
1

6
6

石

S
D

2
8

G
2

1
1

1
1
4

1
1

3
1

2
5

S
D

2
9

G
1
7

1
1

2
1

1
4

1
1
0

1
3

1
1

5
7

5
3

6
1
7

4
1

1
1
6
5

焼
土

塊

S
D

3
0

G
5

1
1

1
1

1
3

1
1
4

S
D

3
1

G
5

5

S
D

3
2

G
1
8

2
1

5
2

2
3

5
5
6

S
D

3
3

G
3
1

2
1

3
1

1
4

6
1

S
D

3
4

G
7

7
1

1
1

1
1
8

S
D

3
5

G
2
9

1
5

5
2

1
1

1
1

5
5

S
D

3
6

G
4

2
6

S
D

3
7

G
8
2

4
2

6
8

1
3

1
8

4
2

3
9

7
8

1
3
8

1
1
4
4

2
0
5

6
9

5
1

2
2

1
2

1
6

3
3

1
2

7
7
0

焼
土

塊
,鉱

滓

S
D

4
1

C
1

1
9

1
2

6
6

1
2
6

S
D

4
2

C
1

1
1

1
2

3
8

S
D

4
3

C
1

3
1

2
2

1
9

S
D

4
4

H
4

6
1

1
1

2
1

5
1
7

S
D

4
5

H
4

2
4

1
2

1
5

1
2

6
3

2
7

S
D

4
6
東

C
1

9
9

5
9

2
3

1
0

4
4

6
3

1
4
3

1
4
7

1
1
1
0

5
1

4
9
8

焼
土

塊

S
D

4
6
西

C
1

1
2

2
0

2
3

2
2

5
6

1
1
6

2
0

5
1

1
4
0

S
D

4
6

C
1

5
2

1
2

1
1

1
1

1
1
5

S
D

4
7

C
1

3
7

3
7

S
D

4
8

H
4

6
5

9
1

3
4

1
3

8
1

5
3

1
5
4

6
7

3
1

1
2
7
5

焼
土

塊

S
D

4
9

C
1

7
3

2
4

1
2

1
0

6
1
6

2
5
3

S
D

5
1

B
1

7
0

3
1

6
6

5
2

2
2

7
1

1
3

1
0

7
3
3

1
1

1
1

4
2

1
9
6

S
D

5
2

B
1

5
1

2
1

2
2

1
3

S
D

5
3

B
1

3
3

1
3

4
2

1
6

2
2
4

2
1

8
8

S
D

5
4

B
1

2
0

1
4

2
2

1
1

1
4
1

S
D

6
1

F
1

1
6

4
6

4
3

1
1

4
3

1
0

1
6

9
1

4
8
2

S
D

6
1

D
2

7
0

1
4

1
3

6
4

1
1
6

5
5

5
8

2
2

2
3

2
1
9

S
D

6
2

F
1

2
1

7
2

5
2

1
7

5
1

3
1

5
5

焼
土

塊

S
D

6
3

F
1

5
1

1
7

S
D

6
4

D
2

2
2

1
1

1
5

5
1

3
6

S
D

6
5

D
1

3
1

2
1

1
3
5

S
D

6
6

D
1

2
2

1
2
3

S
D

6
8

D
1

1
5

2
1

1
1
9

S
D

7
6

C
3

1
4

2
1

3
1

3
4

4
1
4

3
7

S
D

7
7

C
3

2
1

1
2

1
1

3
4

1
1
6

S
D

7
8

C
3

1
4

9
2
3

S
D

7
9

C
3

1
1

S
D

8
0

C
3

6
3

9

S
D

8
1

C
3

8
1

1
2

4
6

1
4

3
6

S
D

8
2

C
3

1
4

6
1

1
1

3
2

1
2
2

1
5
2

S
D

8
3

C
3

7
7

7
7

S
D

8
4

C
3

2
1

4
2
5

S
D

8
5

C
3

2
2

4

S
D

8
6

C
3

7
4

7
4

S
D

8
7

C
3

8
7

3
9
0

S
D

8
8

C
3

1
2
4

1
1
2
5

S
D

8
9

C
3

5
7

5
7

S
D

9
0

C
3

1
1
6

1
1
6

S
D

9
1

C
3

4
0

4
0
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 30 表　遺物集計表 (3)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

S
D
9
2

C
3

3
1

3
1

S
E
1

G
7
5

4
2

3
1

5
5
8

1
3

1
3
9

5
5

1
0
1

7
2

1
4
3

4
3
7

2
7

3
5

9
2

1
8

3
6
8
9

焼
土
塊
,銅

滓
,貝

S
E
2

G
1

1
2

3
1

8
焼
土
塊

S
E
1
o
rS
E
2
掘

り
G

1
1

S
K
1

H
3

3
7

2
6

1
4

2
2
2

1
0
1

炭

S
K
2

H
3

4
5

1
1

2
1
3

S
K
3

H
3

5
1

1
7

S
K
4

H
3

1
1

2
1

2
1

5
2
2

S
K
5

E
1

1
1

S
K
6

H
3

1
2

1
3

3
1
9

S
K
7

E
1

1
9

4
3

7
1

8
4
2

炭

S
K
8

H
3

1
0

1
0

S
K
9

H
3

8
3

8
3

S
K
1
0

E
1

1
1

S
K
1
2

E
1

2
0

4
6

2
1

8
1

4
2

S
K
1
4

E
1

3
3

5
1

1
3

1
1

3
0

1
8
5

S
K
1
5

H
3

3
2

1
6

S
K
1
6

H
3

2
2

4

S
K
1
8

E
1

1
1

1
2

3
1

7
2
5

S
K
1
9

E
1

1
1

S
K
2
0

H
3

1
1

1
3

6

S
K
2
1

H
3

1
9

1
2
0

焼
石

S
K
2
3

H
3

9
1

1
1
1

S
K
2
4

H
3

2
0

3
2

1
1

4
1

1
3
3

S
K
2
5

H
3

6
1

1
8

S
K
2
6

H
3

3
1

3
1

1
4

1
4
1

S
K
2
7

H
3

9
4

2
1
0

3
4

2
1

1
2

1
1
2
0

S
K
2
8

H
3

3
2

1
2

1
9

S
K
2
9

H
3

1
2
4

1
7

3
1

3
1

1
4
9

炭

S
K
3
0

H
3

1
7

1
1

1
2
0

炭

S
K
3
1

H
3

1
4
8

1
4

1
1

1
1

3
2

6
3

S
K
3
2

H
3

2
2

S
K
3
3

H
3

2
2

1
5

S
K
3
4

H
3

1
8

1
2

2
1

S
K
3
5

-
7

1
8

S
K
3
6

H
2

1
1

2

S
K
3
7

H
1

7
2

1
1

1
1

1
1

1
5

S
K
3
8

H
1

3
3

S
K
3
9

H
1

1
1

2

S
K
4
0

H
1

2
1

3

S
K
4
1

H
3

4
4

炭

S
K
4
2

H
3

1
0

2
1

1
3

S
K
4
4

H
3

8
1

1
2

1
2

1
5

S
K
4
7

H
2

4
5

1
4
6

S
K
5
1

G
4

1
1

1
1

1
6

1
2
5

焼
土
塊

S
K
5
2

G
7

1
1

4
1
3

S
K
5
3

G
1
2

3
2

2
3

8
3

3
6

1
2

3
1

1
4

8
1

焼
土
塊

S
K
5
4

G
4

4
2

1
2

5
1

3
0

1
5
0

S
K
5
5

G
1
0

3
4

2
3

5
3
0

4
2

1
6
4

S
K
5
6

G
9

6
1

3
7

4
5
4

1
3

7
1

9
6

S
K
5
7

G
1
1

1
1

1
7

4
2
1

2
4
8

S
K
5
8

G
1
2

1
1

1
2

2
1
1

1
3
1

S
K
5
9

G
1
8

7
2

8
4

1
7

6
2

7
3

1
6
6

S
K
6
0

G
1
4

4
7

3
1

4
2

2
4
4

1
4
5

7
4

1
1
1

7
1
7

8
1

1
6

1
2

2
6
5

焼
土
塊
,鉱

滓

S
K
6
1

G
1

3
1

2
1

1
1

1
0

S
K
6
2

G
3

5
2

5
4

2
0

3
4
2

焼
土
塊

S
K
6
3

G
2
5

1
4

3
2

2
2

6
2

2
3

1
1

1
1

8
3

銅
滓

S
K
6
4

G
1
6

1
2

1
2

4
1

1
2

3
1
3

1
1

1
5
8

S
K
6
6

G
2

2
1

7
2

3
9

2
4

1
2

1
4

1
3
5

1
3
2

1
8
8

2
6
1

4
6

4
2

2
2

1
2

1
4

2
6
9
6

焼
土
塊
,鉱

滓
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第 31 表　遺物集計表 (4)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

S
K
6
7

G
5
4

4
8

1
5

1
2

9
1

2
3

6
1
7

2
8

3
3

4
2
6

1
3

4
7
6

1
5
0
5

2
2
6

2
5

2
6

6
1

1
2

1
6

4
1

1
1

1
1
8
0
7

焼
土
塊
,鉱

滓
,雲

母
,骨

,石

S
K
6
8

G
4
0

1
6

7
6

2
1

4
1

1
2

1
6

2
4

1
1
0
3

焼
土
塊
,銅

滓

S
K
6
9

G
6
5

2
0

1
1

5
1
0

1
9

1
1

2
1

1
2
6

S
K
7
0

G
7

1
1

1
6

1
2

1
9

焼
土
塊

S
K
7
1

G
2
6

1
8

1
4

9
8

1
1

2
3
2

4
1
4

9
9

9
2

1
4
0

1
4

1
6

2
0

1
3

2
2

2
1

1
2

1
2

5
2
7

焼
土
塊
,雲

母

S
K
7
2

G
4
0

3
7

3
2

2
1

2
7

7
2
0

2
9

1
1

1
5
2

S
K
7
5

G
1
5

3
6

3
1

1
3

3
1

3
3

1
7
0

S
K
7
7

G
5

5
1

4
2

3
2
0

S
K
7
8

G
8
8

4
7

1
0

8
7
2

2
0

1
0

8
1

1
6

3
5

3
8
4

2
6
7

3
8
8

1
2

1
0
5

8
9

6
1

7
8

1
5

1
3

1
1
7
2
8

焼
土
塊

S
K
7
9

G
5

7
2

1
3

2
0

1
1

1
5

4
1

4
3

1
7
7

焼
土
塊

S
K
7
8
,7
9

G
1

4
2

1
8

S
K
8
0

G
4
4

4
7

1
2

2
4

6
3

1
1
1
0

S
K
8
1

G
1
8
7

7
2

2
8

4
5

1
1
8

9
1
4

2
6
2

1
6
3

2
9
3

1
9

2
1
1

1
5
7

1
4
5

1
2

1
1

1
9

1
1

1
5
9
6

焼
土
塊
,鉱

滓
,金

S
K
8
2

G
3
5

6
4

4
4

5
2

1
2

3
3

4
5

3
0

7
7

1
4

1
2

3
2
8
6

鉱
滓

S
K
8
3

G
4

2
2

1
1

2
2

4
3
5

3
7

1
3
4

2
5

1
5

8
2

1
5
7

焼
土
塊
,鉱

滓

S
K
8
4

G
6
3

6
1

5
7

1
3

9
4

1
3

4
6

7
7

8
6

1
2
5

3
4

3
3

1
2

2
4
8
2

焼
土
塊

S
K
8
5

G
1
8

5
3

2
1

3
2

1
2

1
3
8

焼
土
塊

S
K
8
7

G
3

9
1

6
5

2
1

6
2
7

4
5

2
0
1

1
6
9

2
4
0

2
3
4

2
3

3
3

3
3

1
1

6
3

1
2

1
2

8
0
3

焼
土
塊
,鉄

滓

S
K
8
8

G
3

1
1

1
1

1
1

3
4

1
6

2
1

2
0

1
5

9
9

1
2

1
0
0

焼
土
塊

S
K
8
9

G
3

4
1

1
1

7
1

9
1
0

2
1

4
0

S
K
9
0

G
5
6

3
9

8
7

8
1
5

2
2
1

1
0

1
9

1
2
8

8
1

1
6
2

1
3
0

3
4

1
0

1
4

3
1

4
5
2

3
3
8

1
1

7
4
8

焼
土
塊
,鉱

滓
,鋳

型
？

S
K
9
1

G
3
2

1
8

3
1
0

3
1

1
4

1
3

2
5

1
0

2
2

2
2
6

1
8
6

4
4
3

3
1

4
7

3
3

3
2

3
4

4
8

1
2

1
3

1
5

1
3

2
3

1
1

1
2
6
4

焼
土
塊
,鉱

滓
,鋳

型
？
,焼

石

S
K
9
2

G
8
5

5
6

7
2
0

1
6

2
2
1

6
2
8

2
3

2
5

2
6
1

2
8
0

4
6
9

1
1

8
6

9
1
5

2
1

1
0

1
4

2
3

5
3
0

1
1
4
4
3

銅
滓
,石

,鋳
型
？
　
焼
土
塊

S
K
9
3

G
2
5

2
3

1
9

3
1

1
4

1
7

3
4

2
5

6
1

1
1

2
1
4
5

焼
土
塊

S
K
9
4

G
9

1
7

1
1

3
1

2
5

3
8
7

1
0
1

1
2
0

1
1

4
1
0

1
3

6
3
8
5

焼
土
塊

S
K
9
5

G
1

5
1

3
2

2
7

1
0

7
3

2
2

2
1

4
8

焼
土
塊
,鋳

型
？

S
K
9
6

G
4

3
1

2
2

1
1

1
3

2
2

1
1

5
1

1
6
7

焼
土
塊

S
K
9
7

G
5
0

4
0

9
9

8
1

2
3

7
0

7
5

9
4

3
4

4
1

3
9

3
8
5

焼
土
塊

S
K
9
8

G
2

3
1

3
1
4

9
1
4

1
2

4
9

焼
土
塊

S
K
9
9

G
1
0

6
1

4
3
3

4
8

5
0

1
1

1
6

1
6
1

焼
土
塊

S
K
1
0
0

G
1

9
2

1
1
0

1
2
1

1
4

1
5
1

焼
土
塊

S
K
1
0
2

G
6

5
4

2
5

9
1

3
3
5

S
K
1
0
3

G
5

8
2

1
4

1
1

1
2

2
0

3
0

3
1

3
1

1
2

1
9
6

焼
土
塊

S
K
1
0
4

G
3

8
1

2
2

1
2

1
6

1
2
1

4
1

3
1

3
1

1
0
6

焼
土
塊

S
K
1
0
5

G
1
4

2
0

1
1
1

5
1
6

1
9

1
1

1
9

1
9
7

1
9
2

1
7
3

2
4
2

1
2
7

2
0

2
2

7
7

1
0

7
8
9

焼
土
塊
,鉱

滓

S
K
1
0
6

G
1
1

1
6

3
3

2
1

3
5

8
6
5

1
6
6

6
2

3
2

2
1

6
2
6
0

S
K
1
0
7

G
4

1
2

1
1

1
3

1
3

4
6

4
3

3
6

1
3

1
1

1
2

1
1
5
2

焼
土
塊

S
K
1
0
8

G
1

2
1

1
1

1
2

2
3

6
1

2
4

2
1

6
6

焼
土
塊

S
K
1
0
9

G
1
9

1
1

2
2

2
1

1
3

5
1
2

2
3

2
1

1
7
6

焼
土
塊
,鋳

型
？

S
K
1
1
1

G
6

5
1

1
1

1
2

1
9

2
8

2
8

1
2

1
9
6

焼
土
塊

S
K
1
1
2

G
1

1
1

1
1

4
8

1
1

1
9

S
K
1
1
3

G
8
1

3
0

2
3

4
1

4
1
0

1
0

1
1

9
2

1
1

2
4
1

焼
土
塊
,鉱

滓

S
K
1
1
4

G
6

1
0

2
1

1
9

S
K
1
1
5

G
1
9

7
1

1
1

1
3
0

S
K
1
1
6

G
2

2

S
K
1
1
7

G
4

7
6

8
1

2
6

S
K
1
2
0

G
2

2
1

5

S
K
1
2
1

G
1
6

2
1
8

S
K
1
2
3

G
3
0

4
1

2
9

9
2

5
7

1
1
4

3
5

4
2
7

2
8
3

1
5
1
2

1
9

2
7
5

1
8
1

1
2
2

1
1

2
1

2
1

1
8
8
4

焼
土
塊
,鉱

滓

S
K
1
2
4

G
5

5
2

1
2
1

1
0

1
5

1
1

1
6
2

S
K
1
2
5

G
3

3
2

1
1

4
3
1

6
3
0

1
1

1
4

8
8

S
K
1
2
6

G
7

2
2

2
3

2
1

1
9

S
K
1
2
7

G
3

3
1

1
8

S
K
1
2
8

G
3

3
6

S
K
1
2
9

G
1
1

2
1
3

S
K
1
3
0

G
1
1

1
1

S
K
1
3
2

G
5
3

6
3

2
2

6
6

S
K
1
3
3

G
1
4

3
1
7

S
K
1
3
4

G
5
6

1
3

1
1

7
1
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 32 表　遺物集計表 (5)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

S
K
1
3
5

G
5

5

S
K
1
3
6

G
3

1
4

焼
土
塊

S
K
1
3
7

G
1
6

1
1
7

S
K
1
3
8

G
8

6
1
4

S
K
1
3
9

G
4

1
1

2
3

1
1

S
K
1
4
1

G
6

7
1

4
1
8

焼
土
塊

S
K
1
4
2

G
2

1
1

4

S
K
1
4
3

G
1
9

1
2
0

焼
土
塊

S
K
1
4
4

G
5

5

S
K
1
4
6

G
7

1
8

S
K
1
4
7

G
2

2

S
K
1
4
8

G
1

2
1

4

S
K
1
4
9

G
4

4

S
K
1
5
0

G
1
1

3
1
4

焼
土
塊

S
K
1
5
1

G
4

1
1

6
1

1
3

S
K
1
5
2

G
4

1
2

1
2

4
1

2
1

1
1

3
8

焼
土
塊

S
K
1
5
3

G
4

2
1

1
1

2
9

1
1

2
2

S
K
1
5
4

G
3

2
2

2
1

1
1

1
2
2

焼
土
塊

S
K
1
5
5

G
1

6
3

1
0

S
K
1
5
6

G
1
3

5
1

1
1

1
1

4
1

2
8

S
K
1
5
7

G
1
1

1
1

1
2

2
1

1
0

2
9

焼
土
塊

S
K
1
5
8

G
1
3

1
1

1
1

8
2
5

S
K
1
5
9

G
5

1
1

3
1
0

S
K
1
6
0

G
6

4
1

1
2

1
1

1
7

1
1

3
5

焼
土
塊

S
K
1
6
1

C
1

1
1
1

2
4

6
2

1
0

6
3
1

1
1

1
3

2
4
2

1
2
6
5

1
6
8

3
2

4
1

2
2

7
8
7

焼
土
塊
,貝

,骨

S
K
1
6
2

C
1

2
7

1
6

5
5

4
1

8
1

1
3

1
4

4
2

9
7

6
0

2
9
2

3
3

1
1

2
2

2
1

4
1
1

焼
土
塊

S
K
1
6
3

C
1

2
3

1
1

5
2
1

S
K
1
6
4

C
1

1
2

3

S
K
1
6
5

C
1

4
1

1
7

1
5

1
2
0

S
K
1
6
6

C
1

6
4

5
4

1
4

9
1

5
3
9

S
K
1
6
7

C
1

6
2

1
1

1
0

S
K
1
6
9

C
1

2
5

7
焼
土
塊

S
K
1
7
0

C
1

4
4

S
K
1
7
1

C
1

5
5

S
K
1
7
2

C
1

2
1

8
1

3
0

S
K
1
7
3

C
1

1
1

2
4

S
K
1
8
0

C
1

2
1

3

S
K
1
8
1

C
1

1
1

S
K
1
8
2

C
1

1
1

2
1

5
1

1
1

S
K
1
8
3

H
4

1
2

4
5

1
4

1
1
8

S
K
1
8
4

H
4

5
5

1
9

4
1

1
2

8
4

7
1

3
4

4
6

1
2
4

2
2
5

S
K
1
8
7

C
1

6
5

4
6
9

焼
土
塊

S
K
1
8
8

C
1

1
0

8
1
8

土
塊
？
1

S
K
1
8
9

C
1

1
6

1
6

3
2

S
K
1
9
0

G
1
1

1
1

S
K
2
0
1

C
2

8
1

1
4

1
9

1
1

1
6

1
7

2
0

1
3

1
7
0

3
4
2

1
7
2
3

5
2

2
2
0

1
2
9
0

2
0

2
7
6
4

2
1
6

1
1

9
1

1
1

2
3

2
4
8

1
1

7
1

1
3

6
8
5
5

焼
土
塊
,骨

,鉱
滓

S
K
2
0
2

C
2

2
1

1
1

1
6

S
K
2
0
6

B
1

3
7

9
1

1
2

1
5

1
2

3
2
4

1
6

3
0

3
1

1
1
4
6

焼
土
塊

S
K
2
0
7

B
1

1
9

3
1

3
2

2
8

S
K
2
0
8

B
1

6
2

3
2

1
1

1
1

1
1

1
9

S
K
2
0
9

B
1

3
1

1
0

6
3
0

1
1

2
3

2
3
7

1
1

1
4
3

S
K
2
1
0

B
1

2
8
2

1
3
9

2
3

4
8

2
1

3
1
8

9
2
0

1
7
5

7
1

7
8
5

2
2

1
6
3
6

1
1
0
2
7

1
8

3
1

4
2

3
1

2
5

3
1
1
9

4
3
6
9

焼
土
塊
,種

,漆

S
K
2
1
1

B
1

7
3

1
2

2
1
5

8
1

1
1

3
5

1
7

3
6
1

7
5

1
0
5

1
3

1
1

2
3

3
3
8
7

焼
土
塊
,銅

滓

S
K
2
1
2

B
1

7
6

2
7

9
1
2

2
1

1
6

8
5

7
5

1
4
4

1
7
4

2
5
4
2

S
K
2
1
3

B
1

4
3

1
3

1
1
1

1
1

2
1

7
2

9
1

3
9
5

S
K
2
1
4

B
1

6
6

S
K
2
1
5

B
1

1
5

7
1

2
3

S
K
2
1
6

B
1

4
5

9

S
K
2
1
7

B
1

3
3
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第 33 表　遺物集計表 (6)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

S
K
2
1
8

B
1

6
1

7

S
K
2
1
9

B
1

4
6

1
1

1
9

7
6

S
K
2
2
0

B
1

1
9
8

7
1

1
5

2
8
4

S
K
2
2
2

B
1

2
2

S
K
2
2
3

B
1

5
1

2
4

3
7

1
2
3

S
K
2
2
4

B
1

2
2

S
K
2
4
3

F
1

3
2

1
2

2
3

4
1
7

S
K
2
4
4

F
1

1
0

2
1

1
2

1
6

S
K
2
4
5

F
1

2
6
2

5
6

1
0

3
7

6
8

2
8

5
1

3
0

6
0
2

8
4

1
5
6
3

7
1
7

1
1

8
2

1
2
2

1
1

1
2

1
3
4
1
4

焼
土
塊
,鉱

滓
,骨

S
K
2
4
6

F
1

2
3

1
2

2
4

4
1

1
1

4
1

1
7

1
1

1
3
5

種

S
K
2
4
8

F
1

2
1

3

S
K
2
5
1

D
2

2
1

5
1

3
1

1
1

4
3
7

S
K
2
5
2

D
2

1
5

1
5

鉱
滓

S
K
2
5
3

D
2

1
3

1
1
4

S
K
2
5
5

D
2

4
4

S
K
2
5
6

D
2

3
3

3
3

S
K
2
5
9

D
2

1
1

1
1

S
K
2
6
2

D
1

1
1

S
K
2
6
3

D
1

3
1

1
5

S
K
2
6
4

D
1

4
1

1
1

7

S
K
2
6
5

D
1

1
1

S
K
2
6
6

D
1

1
4

5

S
K
2
6
7

D
1

6
6

S
K
2
6
8

D
1

8
1

9

S
K
2
6
9

D
1

7
4

1
1

S
K
2
7
6

C
3

3
1

2
1

2
1

1
0

S
K
2
7
7

C
3

1
1

4
1

7

S
K
2
7
8

C
3

7
1

1
3

1
0

8
6
5

9
5

S
K
2
7
9

C
3

3
4

4
2

3
1

1
7

S
K
2
8
0

C
3

1
1

1
1

1
5

S
K
2
8
2

C
3

1
1

1
4

5
1
0

1
2
3

S
K
2
8
3

C
3

2
1
0

1
1
3

S
K
2
8
4

C
3

1
1

4
4

6
1

1
7

S
K
2
8
6

C
3

1
1

1
3

S
K
2
8
7

C
3

1
1

2
2

3
1

1
0

S
K
2
8
8

C
3

1
6

1
2

3
2
2

S
K
2
9
0

C
3

8
1

1
1
0

S
K
2
9
1

C
3

9
2

1
1

3
2

1
8

S
K
2
9
2

C
3

1
2

1
4

S
K
2
9
4

C
3

9
0

2
2

2
6

1
3

2
7

1
9

1
3
4

焼
土
塊

S
K
2
9
5

C
3

1
1

1
1

5
2

1
0

2
1

S
K
2
9
6

C
3

1
1

6
7

1
1

1
1
8

焼
土
塊

S
K
2
9
7

C
3

1
1

S
K
2
9
8

C
3

2
1

3

S
K
2
9
9

C
3

3
3

S
K
3
0
1

C
3

2
1

1
1

2
4

1
1
2

S
K
3
0
2

C
3

3
2

9
1

1
5

S
K
3
0
4

C
3

3
5

9
6

8
3

6
1
9

2
2

2
1

1
5
9

1
7
0

2
5
4

2
2

1
1

1
1

6
3
0

焼
土
塊

S
K
3
0
5

C
3

1
3

4

S
K
3
0
6

C
3

3
0

1
1

3
2

S
K
3
0
9

C
3

2
1

3

S
K
3
1
2

C
3

1
2

2
2

4
2

1
2
2

1
2

3
3

8
1

S
K
3
1
7

C
3

8
1

1
1
0

S
K
3
2
0

C
3

1
1

1
1

2
2

8

S
K
3
2
1

C
3

3
3

S
K
3
2
2

C
3

2
0

2
0

S
K
3
2
3

C
3

3
0

3
0

S
X
1

G
1
3
3

3
1

4
1
3

1
1

4
2

1
3
7

2
3

8
7

1
2

2
1

4
3
4
7

焼
土
塊

S
X
2

G
7
3

6
1

2
3

8
1

1
1
2

1
1

4
5

3
2

2
2

1
1

2
2
8

焼
土
塊
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 34 表　遺物集計表 (7)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

S
X
3

G
2
1

2
2

2
9

3
6

S
X
7

G
2
2

8
1

3
1

1
6

1
9

1
2

5
5

S
X
1
1

C
1

2
9

2
0

4
6

2
4

2
7

1
1

2
0

1
1

1
1
2
6

焼
土
塊

S
X
1
2

C
1
,H

4
2
4
2

8
2

1
4

2
1

8
9

4
1

1
8

1
1
2
0

8
2

1
6
7

1
1

1
1

2
2

6
1

4
1

2
1

2
7
8
5

焼
土
塊

S
X
2
1

B
1

8
5
5

1
6
4

2
3

1
1
9
5

4
8

3
1
6

2
3
0

1
4

6
0

2
7
6

2
1
4

2
1

5
2

2
7

2
4

1
3

1
2

1
5

2
3

1
7
4
6

焼
土
塊

S
X
2
2

B
1

7
0

1
3

3
1
0

1
1

5
2

1
2
4

1
2
4

3
9

1
1

1
9
6

焼
土
塊

S
X
3
1

F
1

3
7

4
1

8
1

1
1

2
1

4
1

6
1

S
X
3
2

F
1

7
3

3
1

2
2

1
1
1

1
6

1
0

1
1

1
1

1
1

1
1
6

S
X
3
3

F
1

2
6

5
4

2
2

1
1

2
2

1
4
6

S
X
3
4

D
2

2
4

2
1

3
3
0

S
X
3
5

F
1

2
2

S
X
3
6

D
2

1
7

1
7

S
X
3
7

D
1

3
4

1
1

3
6

S
X
3
8

D
1

1
8

1
4

3
2

S
X
3
9

D
2

1
5
5

1
5
5

S
X
4
0

F
1

2
1

3

S
X
4
1

C
3

1
2

6
2

1
1

1
4

6
1

4
6

1
8

1
1
6

1
1

1
1

1
2
1
9

S
X
4
2

C
3

6
1

2
6

2
4

2
1

S
X
4
3

C
3

1
3

2
1

1
1

2
1
3

7
2
5

5
6

S
X
4
4

C
3

5
8

4
4

3
3

2
1

1
1

4
1

S
X
4
5

C
3

2
4

2
0

4
3

5
1

5
2

6
1
1

4
1

2
2

7
6

1
2
2
1

銅
滓

S
X
4
6

C
3

2
8

2
2

3
3
5

S
X
4
7

C
3

2
5

1
1

1
1

1
1

3
2

2
0

1
1
2

6
0

焼
土
塊

S
X
4
9

C
3

1
1

2

S
X
5
0

C
3

7
4

1
1

S
X
5
1

C
3

1
1

S
X
5
4

C
3

1
1

2
3

1
6

S
X
5
5

C
3

1
1
9
1

2
3

1
2
1
4

S
B
1
-
P
2

H
3

1
1

S
B
1
-
P
9

H
3

1
1

1
3

S
B
1
-
P
1
0

H
3

5
2

2
2

1
1

S
B
1
-
P
1
1

H
3

2
2

焼
土
塊

P
1
,S
B
1
-
P
1

H
3

6
6

P
2
,S
B
1
-
P
2

H
3

7
1

1
9

炭

P
3
,S
B
1
-
P
3

H
3

3
1

1
3

1
5

1
1
5

P
4
,S
B
1
-
P
4

H
3

2
2

1
5

1
2

1
1

2
4

P
5
,S
B
1
-
P
5

H
3

6
1

1
1

1
1

3
1
4

P
6
(S
B
1
?
)

H
3

1
0

1
2

1
2

6
2
2

P
7
,S
B
1
-
P
7

H
3

1
2

3
3

3
2

2
3

P
8

H
3

1
1

2

P
9

H
3

1
1

2

P
1
0

H
3

1
1

P
1
1
,S
B
1
-
P
1
1

H
3

1
6

1
3

1
2
1

P
1
2
,S
B
1
-
P
1
2

H
3

7
1

2
1

7
1
8

P
1
3
,S
B
1
-
P
1
3

H
3

2
4

6
焼
土
塊

P
1
5

H
3

2
1

3

P
1
6

H
3

1
1

P
1
7

H
3

1
1

1
3

P
1
8

H
3

1
1

1
1

4
胃
石
？

P
2
1

H
3

2
1

1
4

P
2
3

H
3

1
0

1
0

P
2
6

H
3

1
1

2

P
3
1

H
3

1
0

1
1
1

P
3
4

H
3

5
5

P
3
5

H
3

2
1

3

P
3
6

H
3

1
1

P
4
5

H
3

3
3

P
4
7

H
3

3
3

P
4
8

H
3

2
3

2
3
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第 35 表　遺物集計表 (8)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
5
0

H
3

8
8

P
5
1

H
3

4
4

P
5
2

H
3

5
5

P
5
3

H
3

4
6

4
6

P
5
8

H
3

3
3

P
5
9

H
3

8
1

9

P
6
1

E
1

1
1

P
6
3

H
3

1
1

P
6
5

H
3

2
2

P
6
7

H
3

5
1

6

P
7
3

E
1

1
1

1
2

5
1
0

P
7
6

H
3

1
1

P
7
7

H
3

1
1

1
3

P
7
9

H
3

5
2

1
4

1
5

1
8

P
8
0

H
3

1
1

P
8
2

H
3

3
1

4

P
8
3

H
3

1
1

P
9
1

H
3

1
1

2
胃
石
？

P
9
2

H
3

7
1

8

P
9
3

H
3

6
6

P
9
4

H
3

6
1

1
8

P
9
5

H
3

3
3

P
9
6

H
3

2
8

1
2
9

P
9
7

H
3

6
1

7

P
9
8

H
3

6
6

P
1
0
1

H
3

3
1

1
5

P
1
0
2

H
3

5
5

P
1
0
3

H
3

2
2

P
1
0
4

H
3

1
3

1
3

P
1
0
8

H
3

2
1

3

P
1
0
9

H
3

3
1

1
5

P
1
1
2

H
3

2
2

P
1
1
4

E
1

1
1

P
1
1
6

H
3

3
3

P
1
1
8

H
3

3
3

P
1
1
9

H
3

1
1

P
1
2
0

H
3

1
2

1
4

P
1
2
1

H
3

2
1

7
1

1
1

焼
土
塊

P
1
2
3

H
3

1
1

3
3

8

P
1
2
5

H
3

1
1

2

P
1
2
7

H
3

3
1

1
1

6

P
1
2
9

H
3

4
4

P
1
3
3

H
3

5
1

1
7

P
1
3
5

H
3

4
4

2
1
0

P
1
3
6

H
3

7
1

1
9

P
1
3
9

H
3

1
1

P
1
4
2

H
3

1
1

P
1
4
4

H
3

2
1

5
8

炭

P
1
4
5

H
3

5
1

6

P
1
4
6

H
3

1
1

P
1
4
7

H
3

1
1

P
1
4
8

H
3

0

P
1
4
9

H
3

0

P
1
5
0

H
3

2
1

1
1

5

P
1
5
1

H
3

1
1

P
1
5
2

H
3

2
2

焼
土
塊

P
1
5
3

H
3

1
2

3

P
1
5
4

H
3

2
1

1
4

P
1
5
6

H
3

5
5
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 36 表　遺物集計表 (9)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
1
5
7

H
3

2
1

3

P
1
5
9

H
3

2
2

P
1
6
3

H
3

4
4

P
1
6
4

H
3

3
1

4

P
1
6
6

H
3

5
5

P
1
6
7

H
3

1
1

P
1
7
5

H
3

4
4

P
1
7
6

H
3

1
1

P
1
7
7

H
3

3
3

P
1
8
0

H
2

4
4

P
1
9
3

H
1

1
1

P
1
9
7

H
1

1
1

P
2
0
3

H
2

1
1

P
2
2
0

H
2

1
1

P
2
2
5

H
1

1
1

P
2
4
0

H
2

1
1

1
3

P
2
4
2

H
2

1
1

P
2
4
6

H
2

1
1

P
2
4
7

H
2

1
1

P
2
4
8

H
2

1
1

P
2
5
1

H
2

3
3

P
2
5
2

H
2

1
1

P
2
5
3

H
3

1
1

1
3

6
1
2

P
2
5
5

H
2

1
1

P
2
6
4

G
1

1

P
2
6
6

G
1

1

P
2
6
7

G
1

1
1

1
1

2
7

P
2
6
9

G
1

1
1

3

P
2
7
0

G
1

1
2

4

P
2
7
3

G
4

2
4

1
0

P
2
7
5

G
2

1
3

P
2
7
7

G
2

1
3

P
2
8
2

G
1

1

P
2
8
3

G
1

1
1

8
1

1
1
3

P
2
8
4

G
1

2
2

5

P
2
8
5

G
1

1
1

3

P
2
8
6

G
1

1
2

P
2
8
7

G
2

1
1

2
1

1
8

P
2
8
8

G
1

2
2

2
7

P
2
8
9

G
1

1
2

P
2
9
0

G
1

1

P
2
9
1

G
1

1

P
2
9
2

G
1

1
2

1
5

P
2
9
3

G
1

2
1

4

P
2
9
4

G
2

2
1

2
7

P
2
9
5

G
1

3
4

P
2
9
6

G
1

1
1

1
4

P
2
9
7

G
2

2

P
2
9
8

G
1

1
2

P
2
9
9

G
1

1
1

3

P
3
0
0

G
2

1
1

1
5

P
3
0
1

G
1

1
4

1
2

9

P
3
0
2

G
1

1
2

P
3
0
3

G
1

2
5

8

P
3
0
4

G
1

1
1

1
4

P
3
0
5

G
3

3

P
3
0
6

G
5

2
2

7
1

1
1
8

焼
土
塊

P
3
0
7

G
1

1
焼
土
塊

P
3
0
8

G
4

2
6

焼
土
塊
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第 37 表　遺物集計表 (10)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
3
0
9

G
1

1
1

3
6

P
3
1
0

G
1

1
2

2
2

2
1
0

P
3
1
1

G
2

2
2

6

P
3
1
2

G
1

1
3

5

P
3
1
3

G
1

1
2

1
1

6

P
3
1
5

G
1

1
1

3

P
3
1
6

G
4

1
5

2
1
2

P
3
1
7

G
1

1
3

5

P
3
1
8

G
3

2
1

1
1

1
1
8

P
3
2
0

G
4

3
1

8

P
3
2
1

G
1

1

P
3
2
2

G
1

2
1

4

P
3
2
3

G
2

2
1

1
1

7

P
3
2
5

G
7

2
1

1
1
1

P
3
2
6

G
1

1
1

3

P
3
2
7

G
1

1

P
3
2
8

G
2

1
4

1
8

P
3
2
9

G
1

3
4

P
3
3
0

G
2

2
1

1
8

1
1
5

P
3
3
1

G
2

1
1

1
5

P
3
3
2

G
3

1
4

P
3
3
3

G
3

7
1
0

P
3
3
4

G
2

2

P
3
3
5

G
3

1
2

6

P
3
3
6

G
2

2

P
3
3
7

G
9

1
2

5
2

2
2
1

P
3
3
9

G
2

5
7

P
3
4
0

G
5

1
1

1
1

1
1
0

2
0

P
3
4
3

G
2

5
2

9

P
3
4
5

G
2

1
2

5
3

1
3

P
3
4
6

G
3

3

P
3
4
7

G
4

1
1

3
2

1
1
2

P
3
4
8

G
1

1
1

3

P
3
4
9

G
2

1
3

1
7

P
3
5
0

G
1

1
1

1
1

1
6

1
2

P
3
5
1

G
3

3

P
3
5
2

G
1

1
2

1
0

2
1
6

P
3
5
3

G
8

4
1

1
1

1
2

5
2
3

P
3
5
4

G
1

5
6

銅
滓

P
3
5
5

G
4

1
1

6

P
3
5
8

G
1

3
4

P
3
6
0

G
1

1
2

2
6

P
3
6
1

G
2

1
4

5
1
2

P
3
6
2

G
2

1
1

4
1

9
焼
土
塊

P
3
6
3

G
2

1
3

P
3
6
4

G
2

2
6

1
0

P
3
6
5

G
2

1
3

P
3
6
6

G
5

1
1

1
1
0

2
2
0

P
3
6
7

G
1

1
3

1
6

P
3
6
8

G
5

1
2

8

P
3
6
9

G
1

3
1

3
1

1
1

1
1

P
3
7
0

G
1

1
3

1
4

1
1
1

P
3
7
1

G
2

2

P
3
7
2

G
1

1
2

3
7

P
3
7
3

G
2

6
3

2
1

1
4

P
3
7
4

G
1

1
2

6
1

1
1

P
3
7
5

G
3

1
1

1
6

P
3
7
6

G
4

1
1

3
1

1
8

1
2
9

P
3
7
7

G
1

2
1
0

1
3
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 38 表　遺物集計表 (11)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
3
7
9

G
2

1
3

P
3
8
0

G
3

2
4

1
1
0

P
3
8
1

G
1

1
8

1
0

P
3
8
2

G
3

3

P
3
8
4

G
1

2
3

焼
土
塊

P
3
8
6

G
3

1
1

1
1

1
8

P
3
8
7

G
1

4
1

6

P
3
8
8

G
2

2
焼
土
塊

P
3
8
9

G
1

1
1

1
4

P
3
9
0

G
2

2

P
3
9
1

G
1

5
1

7

P
3
9
3

G
4

1
1

6
1
2

焼
土
塊

P
3
9
4

G
2

1
3

焼
土
塊

P
3
9
5

G
1

1

P
3
9
6

G
1

1
1

3

P
3
9
7

G
1

5
1

7

P
3
9
8

G
1

1
2

P
4
0
0

G
1

1
1

3

P
4
0
1

G
2

2

P
4
0
2

G
1

2
2

9
1

1
5

焼
土
塊

P
4
0
3

G
1

1
1

3

P
4
0
4

G
3

1
1

1
1

1
1

1
8

P
4
0
5

G
1

1
1

3

P
4
0
6

G
3

3

P
4
0
8

G
1

1

P
4
0
9

G
2

2

P
4
1
2

G
4

4
1

1
2

8
2
0

焼
土
塊

P
4
1
3

G
2

2
1

1
3

1
1
5

1
1

2
7

鉱
滓

P
4
1
4

G
1
0

1
1
1

P
4
1
5

G
1

2
3

P
4
1
7

G
8

2
1

3
1

1
5

P
4
1
8

G
3

3

P
4
1
9

G
1

1

P
4
2
0

G
1

1

P
4
2
1

G
1

3
2

1
5

5
3

4
2

2
2

3
0

P
4
2
2

G
1

2
2

1
6

P
4
2
3

G
1

2
4

1
3

4
2

1
2
7

P
4
2
5

G
1

1
4

1
7

P
4
2
6

G
5

1
1

5
1

6
6

2
1

1
3

5
0

P
4
2
7

G
4

2
2

8
2

1
8

P
4
2
8

G
1

1
2

P
4
2
9

G
1

4
1

9
1

1
6

焼
土
塊

P
4
3
1

G
6

4
1

1
1

2
2

1
1

1
0

3
8

焼
土
塊

P
4
3
3

G
1

2
1

1
1

2
2

2
1
2

P
4
3
4

G
3

8
5

1
1

2
3

3
1

1
3
7

焼
土
塊

P
4
3
6

G
1

1
6

7
1
7

1
1

1
1

3
6

焼
土
塊

P
4
3
8

G
1

1
2

2
1

6
8

1
3

1
2

3
1

1
4
2

P
4
3
9

G
1

1
1

1
2

1
1

4
1
9

4
2

4
1

1
1

5
3

焼
土
塊

P
4
4
0

G
1

2
2

1
1
4

1
2

4
1

1
1

4
3

1
3

2
8
8

焼
土
塊

P
4
4
1

G
1

7
6

1
7

1
1

3
3

焼
土
塊

P
4
4
2

G
1

4
3

6
1
4

P
4
4
3

G
1

5
8

1
4

焼
土
塊

P
4
4
4

G
1

2
4

4
1

1
2

焼
土
塊

P
4
4
5

G
4

6
1

3
1

2
2

2
1

2
2
5

2
3

4
2

1
6

3
3

1
1

1
2
9

焼
土
塊

P
4
4
8

G
3

1
3

7

P
4
5
0

G
1

3
5

1
2

2
1

1
2
5

焼
土
塊

P
4
5
1

G
3

3
1

2
9

P
4
5
2

G
1

2
2

5

P
4
5
3

G
5

3
1

1
1
0
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第 39 表　遺物集計表 (12)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
4
5
4

G
3

1
1

2
7

焼
土
塊

P
4
5
5

G
1

1
2

4

P
4
5
7

G
1

1
2

P
4
5
8

G
1

1

P
4
5
9

G
1

1
1

3

P
4
6
0

G
2

1
2

2
1

1
9

P
4
6
1

G
1

3
1

1
1

7

P
4
6
2

G
1

3
4

P
4
6
3

G
3

2
5

P
4
6
4

G
1

1
2

P
4
6
6

G
1

1
2

1
5

P
4
6
7

G
3

2
3

4
7

1
8

2
3
9

P
4
6
9

G
1

1
1

2
5

P
4
7
0

G
1

1
3

6
5

1
1
7

P
4
7
1

G
4

3
1

8
焼
土
塊

P
4
7
2

G
1

1
1

2
5

P
4
7
4

G
1

1
2

P
4
7
5

G
2

1
2

5

P
4
7
6

G
2

1
3

P
4
7
7

G
1

1
1

3

P
4
7
8

G
1

1
2

1
2

1
8

P
4
7
9

G
1

1
2

P
4
8
0

G
1

4
1

2
2

1
0

焼
土
塊

P
4
8
1

G
3

3
6

P
4
8
2

G
1

1
2

P
4
8
3

G
3

9
5

1
3

4
1

2
6

焼
土
塊

P
4
8
5

G
4

1
1

3
2

1
1
2

P
4
8
6

G
1

2
1

3
1

8

P
4
8
8

G
3

1
1

3
1

9
焼
土
塊

P
4
8
9

G
1

1
2

P
4
9
3

G
3

1
4

P
4
9
5

G
1

1
2

P
4
9
7

G
1

1

P
4
9
8

G
3

2
6

1
1

P
4
9
9

G
1

3
1

2
7

焼
土
塊

P
5
0
0

G
2

5
2

1
3

2
9

1
2
5

焼
土
塊

P
5
0
1

G
1

1
2

P
5
0
2

G
1

1
1

3

P
5
0
3

G
2

1
1

2
2

8

P
5
0
8

G
2

2

P
5
1
0

G
1

1
1

3

P
5
1
1

G
3

1
2

6

P
5
1
2

G
1

1
1

3

P
5
1
6

G
1

1

P
5
1
9

G
1

1

P
5
2
0

G
1

1
1

1
4

P
5
2
1

G
1

1
2

P
5
2
8

G
1

1
2

焼
土
塊

P
5
3
1

G
1

1

P
5
3
3

G
3

2
1

1
2

1
1
0

P
5
3
4

G
1

2
3

P
5
3
5

G
1

1

P
5
3
7

G
1

2
1

1
1

1
7

P
5
4
0

G
3

1
4

P
5
4
1

G
3

1
1

3
1

1
1
0

P
5
4
2

G
1

1
2

3
1

8

P
5
4
8

G
2

2

P
5
4
9

G
1

1
2

4

P
5
5
0

G
1

2
2

5
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 40 表　遺物集計表 (13)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
5
5
1

G
2

2
4

P
5
5
3

G
2

4
5

7
5

1
2
4

P
5
5
5

G
6

2
8

2
3

2
1

P
5
5
8

G
1

1

P
5
6
2

G
2

3
1

1
6

1
6

1
1

3
1

P
5
6
3

G
2

2

P
5
6
5

G
2

1
2

1
6

2
1

1
2

1
8

P
5
6
6

G
2

1
3

P
5
7
1

G
1

1

P
5
7
2

G
1

1

P
5
7
4

G
1

1

P
5
7
6

G
2

3
1

2
1
0

6
1
0

2
1

6
3

6
3

5
5

鉱
滓

P
5
7
9

G
3

1
1

2
2

1
1
0

鉱
滓

P
5
8
0

G
3

2
5

P
5
8
1

G
1

2
3

P
5
8
3

G
3

1
3

4
1

2
3

1
1

1
9

P
5
8
4

G
1

3
1

5

P
5
8
6

G
3

1
4

P
5
8
7

G
1

1
2

P
5
8
8

G
4

2
1

7

P
5
8
9

G
1

1
4

6

P
5
9
0

G
3

2
4

1
5

1
1

2
2
8

P
5
9
1

G
2

1
3

6

P
5
9
4

G
1

2
2

5
鉱
滓

P
5
9
5

G
2

1
1

4

P
5
9
6

G
2

2
1

5

P
5
9
8

G
1

1

P
6
0
1

G
1

1
2

4

P
6
0
2

G
1

1
1

1
4

P
6
0
3

G
3

1
1

2
3

4
1
4

P
6
0
5

G
1

1
1

3

P
6
0
8

G
1

1
2

P
6
0
9

G
2

2
1

1
6

P
6
1
0

G
2

6
1

1
3

2
3

1
8

P
6
1
1

G
2

3
1
2

8
1
4

8
6

8
6
1

焼
土
塊

P
6
1
4

G
2

2
1

5
1

1
1

1
3

P
6
1
6

G
1

1

P
6
1
7

G
1

2
2

1
6

P
6
2
1

G
2

2

P
6
2
4

G
1

2
3

6

P
6
2
6

G
4

1
2

7

P
6
2
7

G
1

1
2

P
6
2
8

G
1

1
2

P
6
2
9

G
1

1

P
6
3
0

G
1

2
3

P
6
3
2

G
3

2
5

P
6
3
4

G
1

1

P
6
3
7

G
1

1

P
6
3
8

G
6

1
1

8

P
6
3
9

G
1

2
3

6

P
6
4
0

G
4

2
2

2
1

1
1

P
6
4
1

G
1

1
1

1
1

5

P
6
4
2

G
2

3
3

1
2

1
1

P
6
4
3

G
1

1

P
6
4
4

G
8

2
1

7
6

2
4

焼
土
塊

P
6
4
5

G
1

1
1

3

P
6
4
7

G
3

2
1

1
7

P
6
4
8

G
2

1
1

4

P
6
5
6

G
1

1
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第 41 表　遺物集計表 (14)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
6
5
8

G
1

1
2

P
6
6
0

G
1

1

P
6
6
3

G
1

1
2

P
6
6
5

G
2

1
2

1
1

3
1
0

P
6
6
7

G
1

1
2

P
6
6
9

G
1

2
3

P
6
7
3

G
1

1
1

3

P
6
7
4

G
2

1
1

6
2

7
1

2
0

P
6
7
5

G
1

3
1

1
4

1
0

P
6
7
8

G
6

6
1

1
1
4

P
6
7
9

G
1

1

P
6
8
0

G
2

2

P
6
8
5

G
4

1
5

P
6
8
8

G
1

1

P
6
9
1

G
1

1
4

1
4

1
1

1
3

P
6
9
2

G
1

1
1

2
5

P
6
9
5

G
2

1
1

2
1

1
2

3
1
3

P
6
9
7

G
1

1
1

1
4

P
6
9
9

G
3

4
1

8

P
7
0
0

G
3

3
焼
土
塊

P
7
0
1

G
4

1
2

2
5

3
3

2
0

焼
土
塊

P
7
0
3

G
9

2
1

1
2

2
3

1
1

2
2

P
7
0
4

G
6

5
1

2
2

5
2
1

P
7
0
7

G
1

1
2

1
1

6

P
7
0
8

G
3

5
1

1
3

3
5

1
2
2

焼
土
塊

P
7
0
9

G
1

2
1

4

P
7
1
0

G
1

1
6

1
5

5
2

5
1

4
3
1

焼
土
塊

P
7
1
1

G
2

1
2

1
3

1
1
0

焼
土
塊

P
7
1
2

G
1

1
1

3

P
7
1
3

G
2

3
1
3

1
1
9

P
7
1
4

G
1

1
2

P
7
1
5

G
1
0

3
3

2
1

1
2
0

P
7
1
6

G
6

2
1

2
1

1
0

4
5

4
2

2
4

2
4
5

P
7
1
7

G
4

3
1
2

1
1

2
1

P
7
1
8

G
2

2
4

3
2

1
1
4

P
7
1
9

G
1

1
2

P
7
2
0

G
9

4
6

1
1

2
1

P
7
2
1

G
1

1
2

P
7
2
2

G
3

3
1

1
3

3
2

1
6

焼
土
塊

P
7
2
3

G
1
8

2
3

5
5

1
1

5
3
2

1
6

3
5

1
2
8

2
3

8
3

1
1

3
1

2
1
0

焼
土
塊
,石

P
7
2
4

G
1

1
2

4
7

2
3

2
3
1

焼
土
塊

P
7
2
5

G
1

6
2

1
1

1
1

P
7
2
9

G
1

1
2

P
7
3
1

G
3

1
1

1
6

P
7
3
6

G
1

1
3

5

P
7
3
7

G
5

5
1
0

焼
土
塊

P
7
4
0

G
2

1
2

1
2

1
9

焼
土
塊

P
7
4
2

G
0

焼
土
塊

P
7
4
5

G
0

焼
土
塊

P
7
4
8

G
2

1
1

4

P
7
5
0

G
2

2
1

5
焼
土
塊

P
7
5
2

G
1

1

P
7
5
7

G
1

1

P
7
5
8

G
1

1

P
7
5
9

G
4

1
1

1
7

P
7
6
0

G
2

2

P
7
6
1

G
1

1
1

3

P
7
6
2

G
5

1
1

1
1

1
1
0

P
7
6
3

G
1

1
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 42 表　遺物集計表 (15)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
7
6
4

G
1

1
2

P
7
6
5

G
1

1
1

1
4

P
7
6
6

G
1

1

P
7
6
9

G
3

2
1

6
焼
土
塊

P
7
7
1

G
1

1
2

P
7
7
2

G
1

1

P
7
7
4

G
1

1
2

3
7

P
7
7
9

G
1

1

P
7
8
1

G
2

1
1

4

P
7
8
2

G
1

1

P
7
8
3

G
1

1

P
7
8
4

G
1

1

P
7
8
6

G
1

1

P
7
8
7

G
1
0

2
1

1
1

5
2
0

P
7
8
8

G
1

1

P
7
8
9

G
1

4
9

1
4

焼
土
塊

P
7
9
1

G
1
1

8
1

2
6

9
1

3
8

焼
土
塊

P
7
9
2

G
3

3
2

8

P
7
9
3

G
1

1
2

P
7
9
4

G
1

3
4

P
7
9
5

G
5

3
4

1
3

1
1

2
2
9

P
7
9
7

G
2

1
1

1
2

2
9

P
8
0
2

G
1

1
2

焼
土
塊

P
8
0
3

G
1

1
焼
土
塊

P
8
1
0

G
1

1
2

P
8
1
1

G
3

1
2

3
3

1
1
3

焼
土
塊
,石

P
8
1
3

G
2
2

9
1

3
3

1
9

1
0

8
1

3
5

1
7
6

焼
土
塊

P
8
1
4

G
1

1
1
4

4
6

5
8

1
4

1
4
5

焼
土
塊

P
8
1
5

G
1

1
5

2
2
1

3
9

P
8
1
6

G
3

1
1

3
2

4
1

1
5

焼
土
塊

P
8
1
7

G
4

2
1

1
3

9
1
1

1
2

6
3

7
2

1
6
2

焼
土
塊

P
8
1
8

G
1

1
1

1
4

P
8
1
9

G
2

1
1

4

P
8
2
0

G
3

2
1

1
7

5
1
9

5
2

3
5
7

焼
土
塊

P
8
2
1

G
1

1

P
8
2
4

G
1

1

P
8
2
6

G
3

3
焼
土
塊

P
8
2
8

G
3

7
1
0

P
8
3
1

G
1

1
1
3

7
1
4

6
1
9

8
1
8

3
1

1
9
2

焼
土
塊

P
8
3
2

G
5

2
5

4
4

3
2

2
5

P
8
3
3

G
1

6
3

4
1

1
1

1
7

焼
土
塊

P
8
3
4

G
1

1
1

1
4

P
8
3
5

G
3

2
1

1
5

3
1
5

1
1

2
3
4

焼
土
塊

P
8
3
6

G
1

2
1

1
4

1
1

1
1
2

焼
土
塊

P
8
3
8

G
2

2
4

1
1

1
0

焼
土
塊

P
8
3
9

G
1
1

8
3

1
1

2
2
3

4
0

2
7

1
1

1
1
1
9

焼
土
塊

P
8
4
1

G
2

1
2

1
1

1
2

1
8

1
1

4
8

P
8
4
2

G
1

5
3

1
1
0

焼
土
塊
,石

P
8
4
3

G
1

2
1

1
5

焼
土
塊

P
8
4
4

G
1

1
1

3
2

1
2

1
1

焼
土
塊

P
8
5
1

G
3

2
5

P
8
5
3

G
1

1
1

2
1

1
1

8

P
8
5
6

G
1

2
2

1
2

2
2

1
2

焼
土
塊

P
8
5
7

G
1
7

1
3

4
3

1
1

1
1
3

1
1

6
1

1
2

3
2

1
8
0

焼
土
塊

P
8
5
8

G
1

1
1

7
2

2
1

焼
土
塊

P
8
5
9

G
1
6

8
5

4
6

4
2

1
6

5
1
6

3
7

4
1

3
1
0
0

焼
土
塊

P
8
6
0

G
3

2
2

1
3

2
2

1
1

1
2

2
3

3
5

6
1

1
1

2
2

8
2

焼
土
塊

P
8
6
3

G
3

1
2

1
7

P
8
6
4

G
1

1
1

1
4
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第 43 表　遺物集計表 (16)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
8
6
5

G
1

1
1

1
1

1
1
7

9
2
3

3
1

5
6
4

焼
土
塊

P
8
6
6

G
1

1

P
8
6
7

G
1

3
2

2
1

9

P
8
6
8

G
4

1
1

6

P
8
7
0

G
5

2
1

8

P
8
7
1

G
1

1
2

3
7

P
8
7
2

G
7

5
1

1
7

8
1
4

3
1

4
7

P
8
7
3

G
1

1
2

P
8
7
4

G
1

2
1

4

P
8
7
5

G
1

1
2

P
8
7
7

G
2

5
1

8
焼
土
塊

P
8
8
0

G
1

1
1

3

P
8
8
1

G
1

2
5

1
9

P
8
8
5

G
4

3
5

4
2
0

2
7

3
6

4
7

3
1

1
1

1
1
6

焼
土
塊
,鉱

滓

P
8
8
6

G
3

1
1

1
6

P
8
8
7

G
2

2
4

1
9

P
8
8
8

G
9

4
2

1
4

1
2
1

P
8
8
9

G
2
6

8
1

1
3

2
3

2
4
6

焼
土
塊

P
8
9
0

G
3

1
1

1
2

8

P
8
9
1

G
3

2
1
0

1
3

1
6

1
1

2
4
8

P
8
9
2

G
5

7
1

1
2

6
2

2
4

焼
土
塊

P
8
9
3

G
7

4
1

1
6

1
1
0

2
5

4
1

1
4
3

焼
土
塊

P
8
9
4

G
1

2
2

5
1
0

P
8
9
5

G
2

1
3

6

P
8
9
6

G
7

4
1

1
1

3
2

1
2
0

焼
土
塊

P
8
9
7

G
3

1
1

1
1

9
1
0

1
2

2
3
1

焼
土
塊

P
8
9
9

G
1
5

8
1

1
1

2
6

2
3
6

P
9
0
0

G
5

2
2

1
1

1
1

焼
土
塊

P
9
0
2

G
4

1
1

6

P
9
0
3

G
2

1
1

3
1

8
焼
土
塊

P
9
0
4

G
9

2
2

1
1

7
5

6
1

3
4

焼
土
塊

P
9
0
5

G
1
8

1
8

1
4

1
4

7
1
0

1
1

5
0

1
1
1

2
1
2
9

銅
滓

P
9
0
6

G
1
0

9
1

1
1

1
1

5
2

3
1

3
2

4
0

焼
土
塊

P
9
0
7

G
2
7

8
2

1
1

1
1

4
7

3
1

3
6

1
1
0

2
3

1
7

1
2
0
7

焼
土
塊
,鉱

滓
,雲

母

P
9
0
9

G
6

1
2

3
1

1
1
4

焼
土
塊

P
9
1
0

G
1

1
5

1
7

7
2

1
1

1
3
6

P
9
1
1

G
4

1
1

3
1

2
1

2
1

3
1

3
1

2
4

P
9
1
2

G
4

4
1

7
3

1
9

焼
土
塊

P
9
1
3

G
9

1
1

2
4

4
2
1

焼
土
塊

P
9
1
4

G
2

2
1

4
4

5
6

1
1

2
6

焼
土
塊

P
9
1
6

G
5

3
1

2
3

3
5

3
2

1
2
8

焼
土
塊

P
9
1
7

G
1
6

6
1

4
5

1
0

1
1

4
4

焼
土
塊

P
9
1
8

G
5

4
1

2
8

2
0

2
4

2
1

1
8
6

P
9
1
9

G
1

3
1

1
1
5

3
1
2

1
3
7

P
9
2
0

G
1

2
1

1
1

1
4

2
1

2
1

1
1

2
1

2
6
9

P
9
2
1

G
2
4

1
0

2
4

3
5

2
1

1
5
2

P
9
2
2

G
1

2
1

4
焼
土
塊

P
9
2
4

G
3

1
1
4

1
1
3

2
5

1
1

1
2

6
2

鉱
滓

P
9
2
5

G
2

2
1

1
1

1
3

6
1
7

2
4

2
2

2
1

1
2

6
8

焼
土
塊

P
9
2
6

G
1

1
2

3
1

1
9

P
9
2
8

G
1

1

P
9
2
9

G
2

2
1

5

P
9
3
0

G
2
2

1
1

4
7

2
1

2
5

3
7

1
1

1
6
7

焼
土
塊
,銅

滓

P
9
3
1

G
2

1
1

4

P
9
3
8

G
1

1
2

鉱
滓

P
9
4
3

G
1

1

P
9
4
9

G
1

1

P
9
5
3

G
1

1

P
9
5
7

G
1

1
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 44 表　遺物集計表 (17)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
9
6
6

G
1

1
1

3

P
9
6
7

G
1

1
2

P
9
6
8

G
2

2

P
9
7
9

G
2

1
3

P
9
8
3

G
1

2
1

1
1

3
9

P
9
8
4

G
1

3
4

1
4

1
1

2
4

焼
土
塊

P
9
8
5

G
1

2
1

1
1

6

P
9
9
0

G
1

1

P
9
9
2

G
4

4

P
9
9
3

G
7

2
1

1
0

P
9
9
5

G
5

3
2

2
1
2

P
9
9
6

G
3

1
2

3
1

1
1

1
1
3

P
9
9
7

G
3

1
4

P
9
9
8

G
2

2
3

2
1

1
1
1

P
9
9
9

G
3

3

P
1
0
0
0

G
5

5

P
1
0
0
1

G
1

1

P
1
0
0
3

G
2

2
焼
土
塊

P
1
0
0
5

G
1

1

P
1
0
1
4

G
2

1
1

9
1

1
4

P
1
0
2
1

G
2

1
1

4

P
1
0
2
2

G
6

2
1

9

P
1
0
2
3

G
1

1
2

P
1
0
2
4

G
2

2

P
1
0
2
5

G
5

1
6

6
1
1

2
1

3
2

焼
土
塊

P
1
0
2
6

G
1

1

P
1
0
2
7

G
4

3
1

8

P
1
0
3
1

G
9

9
1

1
2

2
4

2
3
0

P
1
0
3
2

G
6

1
7

P
1
0
3
3

G
6

3
3

6
4

2
1

2
5

P
1
0
3
4

G
2

3
1

4
1

1
1

銅
滓

P
1
0
3
5

G
2

2
1

3
1
7

1
8

3
2

3
6

7
5

2
2

1
4

1
0
5

焼
土
塊

P
1
0
3
7

G
6

2
1

2
1

4
1

1
1
8

P
1
0
3
8

G
1

1
1

8
1

1
2

P
1
0
3
9

G
4

2
1

1
1

9

P
1
0
4
1

G
1
3

2
3

1
2

5
4

8
1

1
2

3
1

4
6

焼
土
塊

P
1
0
4
2

G
8

3
4

1
2

1
1
9

焼
土
塊

P
1
0
4
3

G
4

1
1

1
3

1
0

P
1
0
4
4

G
1

1
1

1
4

8
焼
土
塊

P
1
0
4
5

G
4

5
1

1
1

2
1

1
5

焼
土
塊

P
1
0
4
6

G
6

4
2

1
2

P
1
0
4
7

G
6

5
2

6
6

1
2

3
2

5
2

2
1

3
1

2
1
3
0

銅
滓

P
1
0
4
8

G
4

2
1

2
9

焼
土
塊

P
1
0
4
9

G
1

3
1

2
1

8
焼
土
塊

P
1
0
5
1

G
3

1
2

2
2

1
9

4
7

焼
土
塊

P
1
0
5
2

G
7

1
1

1
3

1
3

P
1
0
5
4

G
1

1
2

1
5

P
1
0
5
5

G
3

3

P
1
0
5
6

G
6

7
2

1
1
6

P
1
0
5
7

G
1

2
1

4

P
1
0
5
8

G
1

3
2

4
1
1

4
1

5
1

1
3
3

焼
土
塊

P
1
0
5
9

G
2

1
1

1
1

1
7

P
1
0
6
0

G
1
5

5
1

1
2

7
2

8
1

1
3

4
6

焼
土
塊

P
1
0
6
1

G
1

1

P
1
0
6
3

G
3

3

P
1
0
7
1

G
2

1
1

1
5

P
1
0
7
2

G
2

2

P
1
0
7
4

G
1

1

P
1
0
7
5

G
1
0

1
1
1

焼
土
塊
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第 45 表　遺物集計表 (18)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
1
0
7
7

G
4

4

P
1
0
7
8

G
4

2
1

1
1

1
1
0

P
1
0
7
9

G
3

3

P
1
0
8
2

G
1
3

4
1

1
8

P
1
0
8
6

G
2

2

P
1
0
8
7

G
1

1
1

3

P
1
0
9
1

G
1
4

8
1

2
1

3
1

3
0

焼
土
塊

P
1
0
9
3

G
4

2
1

1
1

1
4

4
1

1
9

焼
土
塊

P
1
0
9
4

G
4

1
1

3
9

P
1
0
9
5

G
4

2
1

7

P
1
0
9
6

G
2

1
3

P
1
0
9
7

G
1
9

6
1

2
1

1
3
0

焼
土
塊

P
1
0
9
8

G
1

2
1

1
5

焼
土
塊

P
1
0
9
9

G
3

1
1

5
焼
土
塊

P
1
1
0
0

G
3
5

7
1

4
1

4
5
2

P
1
1
0
1

G
2

1
1

1
5

P
1
1
0
2

G
1

1
3

2
7

焼
土
塊

P
1
1
0
3

G
1
0

5
2

1
4

2
5

2
9

焼
土
塊

P
1
1
0
4

G
2

2
1

1
6

焼
土
塊

P
1
1
0
5

G
3

3
1

7

P
1
1
0
7

G
5

4
1

2
1

5
2

3
2
3

焼
土
塊

P
1
1
0
8

G
1
3

2
1

3
5

2
2
6

焼
土
塊

P
1
1
1
0

G
1

1

P
1
1
2
3

G
5

1
1

4
2

6
2

2
1

P
1
1
2
4

G
5

7
1
2

P
1
1
2
5

G
1
2

1
2

P
1
1
2
8

G
3

3

P
1
1
2
9

G
1

1
2

P
1
1
3
0

G
2

1
1

4

P
1
1
3
2

G
1
4

3
2

1
2
0

P
1
1
3
3

G
7

3
1

1
1
2

P
1
1
3
4

G
2

2

P
1
1
3
5

G
2
0

3
1

1
2

3
2

3
2

P
1
1
3
6

G
7

1
8

P
1
1
3
9

G
2

1
1

4

P
1
1
4
1

G
1
4

7
7

7
6

2
1

1
4
5

焼
土
塊

P
1
1
4
2

G
1
2

4
1

3
4

2
2
6

焼
土
塊

P
1
1
4
3

G
1

2
3

1
7

焼
土
塊

P
1
1
4
4

G
1

1
2

4

P
1
1
4
6

G
3

1
1

3
1

9

P
1
1
4
7

G
1

1
1

1
1

5

P
1
1
4
8

G
1

1
1

3
鉱
滓

P
1
1
5
0

G
5

6
1

3
4

1
9

焼
土
塊

P
1
1
5
1

G
1

1
1

2
1

1
2

8
1
0

6
3

2
4
7

P
1
1
5
2

G
2

1
3

P
1
1
5
3

G
3

3
1

1
8

P
1
1
5
5

G
4

1
1

6
焼
土
塊

P
1
1
5
6

G
2

3
2

1
8

P
1
1
5
7

G
1

2
6

1
1
0

P
1
1
5
8

G
1

1
2

P
1
1
5
9

G
1

1
2

P
1
1
6
1

G
1
2

2
1
4

P
1
1
6
2

G
2

1
1

2
1

7

P
1
1
6
4

G
1

1

P
1
1
6
6

G
1

1
1

3
2

8

P
1
1
6
7

G
2

2

P
1
1
6
9

G
3

3
1

4
2

1
1

1
5

P
1
1
7
0

G
1

1

P
1
1
7
1

G
1

1
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 46 表　遺物集計表 (19)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
1
1
7
4

G
3

1
4

P
1
1
7
7

G
1

1
1

3

P
1
1
7
9

G
5

2
7

P
1
1
8
0

G
2

1
3

P
1
1
8
1

G
3

1
1

5

P
1
1
8
3

G
1

1

P
1
1
8
4

G
3

1
4

P
1
1
8
5

G
8

3
1
1

P
1
1
8
6

G
2

2

P
1
1
8
7

G
2

1
3

P
1
1
9
0

G
2

1
1

4

P
1
1
9
4

G
5

4
9

P
1
1
9
5

G
1

1
2

P
1
1
9
6

G
9

2
1
1

P
1
1
9
7

G
4

4

P
1
1
9
8

G
3

1
4

P
1
2
0
0

G
1

1
2

P
1
2
0
2

G
2

1
3

P
1
2
0
3

G
1

1
1

3

P
1
2
0
4

G
5

1
6

P
1
2
0
5

G
1

2
3

P
1
2
0
7

G
1

1

P
1
2
0
8

G
1

1

P
1
2
0
9

G
3

2
3

7
1
5

P
1
2
1
0

G
2

4
6

P
1
2
1
1

G
1

1

P
1
2
1
2

G
2

1
1

4

P
1
2
1
5

G
3

2
1

1
3

1
0

P
1
2
1
8

G
1
1

3
1
4

P
1
2
2
0

G
5

3
1

9

P
1
2
2
2

G
1

1

P
1
2
2
4

G
2

1
1

1
1

6

P
1
2
2
6

G
3

3

P
1
2
2
8

G
3

3

P
1
2
3
0

G
6

6

P
1
2
3
1

G
2

1
4

7

P
1
2
3
3

G
1
6

1
1
7

P
1
2
3
4

G
3

1
4

P
1
2
3
5

G
7

7

P
1
2
3
6

G
3

3

P
1
2
3
9

G
1
0

1
2

1
2

1
6

P
1
2
4
1

G
7

5
1

3
3

1
9

焼
土
塊
,鉱

滓

P
1
2
4
2

G
1
2

2
1

1
5

P
1
2
4
3

G
1
2

2
6

4
2
4

P
1
2
4
6

G
1

1
2

P
1
2
4
7

G
1

1
1

3

P
1
2
4
8

G
5

6
1
1

P
1
2
5
0

G
4

3
7

P
1
2
5
1

G
7

5
1
2

P
1
2
5
2

G
2

2

P
1
2
5
3

G
1

1
2

P
1
2
5
7

G
1

1

P
1
2
5
8

G
4

4

P
1
2
5
9

G
5

1
1

1
1

9

P
1
2
6
2

G
1

3
4

P
1
2
6
3

G
2

1
3

P
1
2
6
8

G
1

1

P
1
2
6
9

G
1
5

1
1

5
8

7
5

P
1
2
7
1

G
2

2
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第 47 表　遺物集計表 (20)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
1
2
7
5

G
1

1
2

P
1
2
7
8

G
2

2

P
1
2
8
0

G
4

8
1

1
3

P
1
2
8
2

G
2

1
3

P
1
2
8
5

G
5

2
1

1
1

1
0

焼
土
塊

P
1
2
8
8

G
5

2
1

8

P
1
2
8
9

G
4

1
5

P
1
2
9
0

G
2

1
3

P
1
2
9
1

G
4

3
7

P
1
2
9
2

G
1
4

1
4

P
1
2
9
6

G
5

3
1

1
1
0

P
1
2
9
8

G
3

1
2

2
8

P
1
2
9
9

G
2

2

P
1
3
0
1

G
1

1
2

P
1
3
0
2

G
1
0

7
1
7

P
1
3
0
4

G
1

1
2

P
1
3
0
5

G
2

1
3

P
1
3
0
7

G
1

1

P
1
3
0
8

G
1

1

P
1
3
0
9

G
3

1
4

P
1
3
1
0

G
1
3

1
1
4

P
1
3
1
2

G
3

2
1

6

P
1
3
1
3

G
1

1
2

P
1
3
1
6

G
2

2

P
1
3
1
7

G
2

2

P
1
3
1
9

G
1

1

P
1
3
2
1

G
1

1
2

P
1
3
2
2

G
1
0

1
1
1

P
1
3
2
4

G
3

3

P
1
3
2
6

G
1

1
2

P
1
3
2
8

G
8

8

P
1
3
2
9

G
1
2

1
2

P
1
3
3
0

G
1

1

P
1
4
0
1

C
1

3
3

P
1
4
0
6

C
1

3
4

7

P
1
4
0
8

C
1

1
1

P
1
4
1
2

C
1

5
5

P
1
4
1
3

C
1

1
1

P
1
4
1
4

C
1

1
1

P
1
4
1
5

C
1

1
1

P
1
4
1
8

C
1

4
4

焼
土
塊

P
1
4
2
6

C
1

7
3

9
1

1
1

2
2

P
1
4
3
1

B
1

7
3

1
1
1

P
1
4
3
2

B
1

2
4

1
1

2
1
3

6
8

3
7

P
1
4
3
3

B
1

8
1

4
3

1
6

P
1
4
3
4

B
1

1
1

2
1

5

P
1
4
3
5

B
1

1
3

9
3

3
2
8

焼
土
塊

P
1
4
3
6

B
1

1
1

1
3

P
1
4
3
7

B
1

5
1

1
7

P
1
4
3
8

B
1

3
2

1
1

7

P
1
4
3
9

B
1

1
2

2
1

1
1

3
1

1
2

P
1
4
4
0

B
1

2
2

P
1
4
4
1

B
1

5
1

3
2

1
1

P
1
4
4
2

B
1

1
1

2
1

3
1
7

P
1
4
4
3

B
1

1
4

3
1

6
1

1
3

6
2

3
7

P
1
4
4
4

B
1

2
0

4
9

2
1

1
7

1
2

5
6

P
1
4
4
5

B
1

3
3

1
1

1
1
0

1
1

1
3

8
6
0

P
1
4
4
6

B
1

5
1

2
2

1
3

1
4

焼
土
塊

P
1
4
4
7

B
1

1
1

2
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 48 表　遺物集計表 (21)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
1
4
4
8

B
1

1
3

4
1
0

1
6

1
9

5
3

P
1
4
4
9

B
1

3
3

P
1
4
5
0

B
1

2
3

7
1

4
5

4
0

P
1
4
5
1

B
1

1
0

4
2

1
1

2
1

2
2
0

4
3

P
1
4
5
2

B
1

1
1

2

P
1
4
5
5

B
1

1
1

2

P
1
4
5
7

B
1

3
1

1
4

9

P
1
4
5
9

B
1

7
1

8

P
1
4
6
1

B
1

2
1

3

P
1
4
6
2

B
1

1
2

1
1
3

P
1
4
6
3

B
1

2
3

2
1

1
9

P
1
4
6
4

B
1

1
1

2

P
1
4
6
5

B
1

1
1

P
1
4
6
7

B
1

1
1

1
1

1
5

P
1
4
7
3

B
1

1
1

P
1
4
7
5

B
1

5
1

6

P
1
4
7
6

B
1

2
1

3

P
1
4
7
7

B
1

1
1

P
1
4
8
0

B
1

1
1

P
1
4
8
4

B
1

1
1

P
1
4
8
8

B
1

1
1

P
1
4
9
0

B
1

2
1

3

P
1
4
9
6

B
1

6
1

4
1
1

P
1
4
9
8

B
1

1
1

1
1
1

5
1
9

P
1
5
0
0

B
1

2
1

3

P
1
5
0
4

B
1

5
2

1
8

P
1
5
0
5

B
1

1
1

P
1
5
0
7

B
1

1
1

P
1
5
5
1

F
1

1
1

P
1
5
5
2

F
1

1
1

P
1
5
5
3

F
1

1
1

1
3

P
1
5
5
4

F
1

1
1

P
1
5
5
5

F
1

6
6

P
1
5
5
7

F
1

5
5

P
1
5
6
2

F
1

1
1

1
1

4
焼
土
塊

P
1
5
6
5

F
1

1
1

P
1
5
6
8

F
1

2
2

P
1
5
6
9

F
1

3
1

4

P
1
5
7
1

F
1

8
1

1
1

2
6

8
1

1
2
9

焼
土
塊

P
1
5
7
7

F
1

4
1

1
4

6
1
6

P
1
5
7
8

F
1

2
1

3

P
1
5
7
9

F
1

1
2

1
2

P
1
5
8
0

F
1

1
1

P
1
5
8
1

F
1

4
4

P
1
5
8
3

F
1

3
3

P
1
5
8
4

F
1

4
4

P
1
5
8
5

F
1

1
1

P
1
5
9
1

F
1

3
3

P
1
5
9
5

F
1

1
2

3

P
1
5
9
6

F
1

2
1

1
2

2
1

9

P
1
5
9
7

F
1

1
1

1
3

P
1
5
9
8

F
1

1
1

2
4

P
1
6
0
1

D
2

1
1

P
1
6
1
1

D
2

1
1

P
1
6
1
2

D
2

1
1

P
1
6
2
6

D
2

1
1

P
1
6
2
8

D
2

4
3

1
8

P
1
6
2
9

D
2

2
2

P
1
6
4
9

D
2

3
3
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第 49 表　遺物集計表 (22)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
1
6
5
0

D
2

8
8

P
1
6
6
3

F
1

1
1

P
1
6
6
4

F
1

2
1

3

P
1
6
6
5

F
1

2
2

P
1
6
7
0

F
1

2
1

3
3

9
焼
土
塊

P
1
6
7
1

F
1

2
2

P
1
6
7
5

F
1

1
1

P
1
6
7
6

D
2

4
4

P
1
6
8
6

D
1

1
1

2

P
1
6
8
9

D
1

4
4

P
1
6
9
4

D
1

1
1

1
3

P
1
6
9
6

D
1

2
3

2
7

P
1
6
9
7

D
1

1
1

P
1
7
0
6

C
3

2
1

2
2

1
8

P
1
7
0
8

C
3

1
1

2
4

1
4

1
3

P
1
7
0
9

C
3

1
3

1
3

8

P
1
7
1
2

C
3

3
2

1
6

P
1
7
1
3

C
3

2
2

P
1
7
1
4

C
3

5
3

1
5

1
1
5

P
1
7
1
5

C
3

2
2

P
1
7
1
6

C
3

0
焼
土
塊

P
1
7
1
7

C
3

1
1

P
1
7
1
8

C
3

1
1

P
1
7
1
9

C
3

8
6

1
3

1
2
8

P
1
7
2
1

C
3

1
1

P
1
7
2
4

C
3

2
1

1
1

5

P
1
7
2
6

C
3

1
1

P
1
7
3
1

C
3

1
1

P
1
7
3
2

C
3

2
1

3
3

9

P
1
7
3
4

C
3

2
2

P
1
7
3
5

C
3

1
3

1
5

P
1
7
3
8

C
3

1
1

P
1
7
4
0

C
3

1
3

2
6

P
1
7
4
6

C
3

8
8

P
1
7
4
9

C
3

1
1

P
1
7
5
0

C
3

4
4

P
1
7
5
7

C
3

1
1

P
1
7
5
8

C
3

4
4

P
1
7
6
1

C
3

1
1

P
1
7
6
2

C
3

1
2

2
4

9

P
1
7
6
3

C
3

1
1

5
9

1
6

P
1
7
6
4

C
3

1
1

P
1
7
6
8

C
3

4
5

1
1
0

P
1
7
7
4

C
3

1
1

P
1
7
7
5

C
3

0

P
1
7
7
6

C
3

1
1

P
1
7
8
0

C
3

2
1
2

1
2
1
3

P
1
7
8
2

C
3

2
1

1
1

4
9

P
1
7
8
6

C
3

1
1

P
1
7
8
8

C
3

1
2

1
1

1
6

P
1
7
9
4

C
3

2
1

1
1

5

P
1
7
9
5

C
3

1
1

P
1
7
9
7

C
3

2
1

3

P
1
7
9
8

C
3

1
1

P
1
7
9
9

C
3

2
2

P
1
8
0
3

C
3

2
2

P
1
8
0
6

C
3

2
1

1
4

P
1
8
0
9

C
3

2
1

1
1

5

P
1
8
1
3

C
3

3
3
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 50 表　遺物集計表 (23)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

P
1
8
1
5

C
3

1
1

P
1
8
1
7

C
3

8
8

P
1
8
1
8

C
3

1
1

P
1
8
2
0

C
3

2
8

1
2
9

P
1
8
2
3

C
3

1
1

1
0

2
8

4
0

P
1
8
2
4

C
3

1
1

P
1
8
2
5

C
3

1
1

P
1
8
2
6

C
3

1
1

P
1
8
2
7

C
3

2
1

3

P
1
8
2
8

C
3

2
1

2
5

P
1
8
2
9

C
3

1
1

P
1
8
3
2

C
3

3
1

3
7

P
1
8
4
1

C
3

3
1

1
4

3
1
2

P
1
8
4
2

C
3

5
2

1
8

P
1
8
4
6

C
3

6
6

P
1
8
4
7

C
3

1
1

P
1
8
5
1

C
3

4
4

P
1
8
5
4

C
3

1
1

2

P
1
8
5
7

C
3

1
1

P
1
8
5
8

C
3

1
1

P
1
8
6
2

C
3

1
1

P
1
8
6
5

C
3

2
2

ⅰ
層

B
1

3
0
4

9
0

5
5
0

2
4

8
1

2
3

2
4

5
1
1
4

1
5
0

1
7
8

6
2

2
1

3
8

1
8

2
4

1
1

1
1
4

1
0
3
9

焼
土
塊

ⅱ
層

B
1

2
9
9

7
3

1
0

3
4

2
0

3
6

1
1
2

1
2
6

3
2

9
6

5
4

5
1

3
2

1
8

1
2

2
3

6
5
0

ｻ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾚ

B
1

1
2

1
2

1
7

ⅰ
層

C
1

1
1
2

5
6

3
6

2
4

9
2

4
1
3

2
1
2

2
8

1
3

1
0

2
3

4
2
8
5

焼
土
塊
,鉱

滓
,骨

ⅱ
層

C
1

2
4
7
4

1
5
2

3
1
2

9
1
2

2
3

9
4

6
7

3
3
4

6
8

3
4

1
0

1
1

8
9
1

焼
土
塊

ｻ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾚ

C
1

5
5

5
1

1
6

2
1

3
1

2
7
7

焼
土
塊

ⅰ
層

H
4

3
4

1
2

3
2

2
3

1
6

2
1
7

4
6

1
2
8

4
6

2
1
4

4
2

2
2
5

ⅱ
層

H
4

2
8

9
1

1
1

1
2

7
1
2

1
4

6
1

8
3

ｻ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾚ

H
4

1
4

5

ｻ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾚ

C
1
,H

4
4

2
5

3
2

1
6

ⅰ
層

C
2

2
5

4
1

2
1

2
3

2
7

5
5

1
9

2
2

7
1

5
1

1
1
2

ⅱ
層

C
2

6
5

1
3

3
3

1
2

7
4

4
8

2
1

9
2

2
5

2
1

1
4

2
7
4

ｻ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾚ

C
2

6
1

3
1

1
1

3
1

3
8

1
2
9

ⅰ
層

C
3

3
9
2

4
7

9
4

2
7

1
6

7
2

1
3
5

1
4

7
8
0

1
7
8

2
0
5

1
1

6
5

3
2

1
1

9
4
5

焼
土
塊

ⅱ
層

C
3

2
7
2

2
7

3
1

1
0

2
2

4
3

1
1
2

4
1
3
4

6
7

1
0
0

3
2
4

1
2

1
4

1
1

1
9
6
8

焼
土
塊
　
土
製
品
o
r石

製
品
1

ⅲ
層

C
3

1
4
7
2

8
7

5
2
5

1
9

8
3

3
4
8

1
2
1

1
4

1
7
3

1
2

3
1
2
2

3
4
6

3
1

2
1
1

1
9

2
4

1
1
4
0
6

焼
土
塊

ⅱ
・
ⅲ

層
C
3

2
1

3

ⅳ
層

C
3

1
7
1

3
3

2
1

8
8

1
1

1
4

9
1
8

7
3

1
3

1
7
2

1
1
4

5
2

5
4
6

焼
土
塊

ⅴ
層

C
3

1
1
6

4
2

1
5
8

ⅵ
層

C
3

4
5

1
2

1
5
8

ｻ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾚ

C
3

2
4
6

7
1

2
1

2
5
7

ⅰ
層

D
1

4
8

1
8

1
2

4
5

1
1

2
2

2
4

8
2
9

1
2

1
2
7

1
5
8

ⅱ
層

D
1

4
9
1

6
3

5
2
1

6
2

4
1

5
1

7
1
5

1
2

1
6
2
5

鉱
滓

ｻ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾚ

D
1

7
4

1
1
2

ⅰ
層

D
2

4
4

5
1

2
1
4

4
1

1
8

6
1
0

2
3
7

4
5
0

1
0

1
9
9

ⅱ
層

D
2

3
0
9

1
8

3
2
0

9
2

1
1
2

2
8

3
6

2
9

2
1

1
4

2
8

4
4
9

ｻ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾚ

D
2

8
8

ⅰ
層

F
1

8
8

1
5

3
8

1
2

3
5

2
4

2
2
9

2
5

1
1

6
1

2
1
4

焼
土
塊
,珪

化
木
？

ⅱ
層

F
1

2
4
7

3
3

2
2
2

1
1

1
7

3
7

3
0

3
7

2
5

4
1

2
2

6
3

4
3
4

焼
土
塊

ｻ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾚ

F
1

3
3

ⅰ
層

E
1

1
1

1
1

3
4

1
2

4
2

3
5

1
1

2
4

1
0

1
5
6

ⅱ
層

E
1

5
2

1
9

1
1

1
1

1
1

2
1

5
1
1

2
1
0
7

ｻ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾚ

E
1

4
1

1
1

1
8

ⅰ
層

H
1

1
1

1
3

ⅱ
層

H
1

1
8

3
1

2
1

2
1

1
2
9

ⅰ
層

H
2

2
2

1
5

1
3

6
1

3
9

ⅱ
層

H
2

5
9

8
2

1
1

1
1

1
3

1
7
8



－ 229 －

第 51 表　遺物集計表 (24)

M 1

M 2

M 3

M 4

Ａ 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 2 c

B 類

B 2 類

C 1

C 2

Ｃ 類

D 類

B 1

B 2 a

B 2 b

B 類

C 1

C 2

体 部

弥 生 土 器

土 師 器

山 ・ 東

古 瀬 戸

土 製 品
地 区

縄 文 土 器

鋳 造

土 師 器 皿

( 不 明 )

石 製 品

木 製 品

瓦
他 陶 磁

中 ・ 青

中 ・ 白

近 世 陶 磁

朝 ・ 陶 磁

中 近 土 師

瓦 質
遺

構

層
位

備
考

不 明

山 ・ 尾

焼 塩 土 器

須 恵 器

土 師 ロ ク

灰 釉 陶 器

土
師

器
皿

（
中

世
）

土
師

器
皿

（
戦

国
）

大 窯

古 ～ 大

常 滑
合 計

土
師

器
皿

（
鋳

造
）

中 ・ 染

銅 製 品

鉄 製 品

中 ・ 陶

ⅰ
・
ⅱ

層
H
2

1
2

1
1
3

ｻ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾚ

H
2

1
3

1
1

1
1

6
1

2
2
6

ⅰ
層

H
3

1
8
3

1
2

2
2
2

2
9

6
4

1
0

1
2

3
2

7
9

1
9

1
1

1
7

1
3

1
4

3
4
8

貝

ⅱ
層

H
3

1
2
6
6

1
8

6
8
7

7
9

1
1
1

1
8

3
1

1
4

6
1

4
1
4

5
1

1
1
5
9
0

焼
土
塊
,炭

ｻ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾚ

H
3

1
5
4

3
2
1

1
6

3
1

2
8

1
2
2

1
1

2
3
3

ⅰ
層

E
1
,H

1
-
3

4
5

2
1

4
1

7
1

7
6
8

炭

ⅰ
層

G
1
3
2
0

5
3
0

3
6
3

1
3
3

1
0
0

2
8

5
7

2
0

1
8
0

2
3
5

2
3

8
9
1

1
6
4
4

2
1
8
3
6

1
1

2
5
1

1
2
2

1
6
7

1
9

4
8

7
1

1
9

8
4

1
0

2
3
7

4
1

2
3

7
6
6
4
5

焼
土
塊
,鉱

滓

ⅰ
層

,輪
中

堤
G

6
3

1
6

4
4

2
3

1
0

4
5

1
3
0

8
8

2
6
7

1
1
1

4
1
3

4
8

1
6
3
8

焼
土
塊

ⅱ
層

G
5
5
0

3
1
0

3
6

7
3

4
2

1
1

2
1

5
7
9

4
3
0

3
1

9
6
1

6
8
3

1
8
1
0

2
3

2
8
7

1
2
5
4

3
2
0

2
1

3
9

3
6

3
2

1
6

1
4

5
3
9

3
1

1
5
6
5
7

焼
土
塊
,鉱

滓

ⅲ
層

G
3
4
2

2
6
1

3
3

3
9
4

8
7

5
6
0

1
5

1
5
0

1
7
6

1
1
6

1
6
5
1

1
3
9
0

2
8
8
6

2
7

1
4
3
4

3
8
5

4
4
5

4
8

1
6

1
7

4
9

2
5

7
0

9
2

5
9
9

1
0

3
3

8
7
6
4

焼
土
塊
,鉱

滓
,石

ⅳ
層

G
1
5
3

1
2
3

1
5

5
5

1
8

3
8

2
3

2
1

2
9

4
9
8

3
4
6
0

1
8
0
2

9
2

1
9
2

1
8
5

1
8
1

8
1
2

6
6

2
1
1

2
7

3
2
8
5
6

焼
土
塊
,鉱

滓

ⅴ
層

G
1
1
2
5

5
2
0

2
9

4
6
1

6
2

3
2

2
5

6
7

3
5
1

7
3

1
0
5

1
9

8
1
6

2
2

4
1
5

4
2
1
1
9

焼
土
塊

ⅳ
・
ⅴ

層
G

4
6

1
2

1
1
4

ⅲ
-
ⅴ

層
G

5
7
4

3
4
7

2
6

7
1

5
5

1
0

2
1

1
0

9
0

5
7

9
5

1
1
1
7

5
1

9
5
3

1
1
6
0
6

1
0

2
9
3

2
2
2
5

2
6
0

2
7

4
9

1
3

4
2

2
4
8

2
5

7
6

5
4

1
6
0
6
7

焼
土
塊
,鉱

滓

ｻ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾚ

G
3
3
0

1
0
9

1
3
3

2
4
3

4
8

3
1

1
1
6

2
1
9

5
2
2
2

1
1
7
5

2
9
9

7
6
2

4
5

5
2

4
1

2
2

7
9

3
1
5
0
4

焼
土
塊

G
0

1
0

1
5
5

2
6
8
3
7

7
3
7
5

7
5

7
2
9

1
1
2

2
2
1
7

1
3
7
6

4
3
9

5
8
4

1
9
3

1
8
0
4

2
6
2

5
2
6

7
6

1
0
6
0

1
4
0
4

1
6
6
2
4

4
8

1
4
4

2
8
9

2
5

1
5
8
5
7

2
3
3

2
7
2
8
7

1
8
5

7
2
9
4
4

1
3

2
2
2
7
3

2
3
3
8

3
5
3

3
6
5

1
7
1

7
3

1
0
4

1
7

1
3

5
7
3

4
9
8

8
4

1
2
6

9
7
8

1
0
9

4
4

1
5
1

1
8
7

3
0

1
1
6
6
2
3

土
師
ロ
ク
:ロ

ク
ロ
土
師
器
　
山
・
尾
：
山
茶
碗
（
尾
張
型
）
　
山
・
東
：
山

茶
碗

（
東

濃
型

）
　
古

～
大

：
古

瀬
戸

・
大

窯
　
鋳

造
：
鋳

造
関

連
遺

物
　
瓦

質
：
瓦

質
土

器
　
中

・
青

：
中

国
製

青
磁

　
中

・
白

：
中

国
製

白
磁

　
中

・
染
：
中
国
製
染
付
　
中
・
陶
：
中
国
製
陶
器
　
朝
・
陶
磁
：
朝
鮮
製
陶
磁
器
　
中
近
土
師
：
中
近

世
土
師
器
　

計
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 52 表　遺構一覧表 (1)

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

規
模

(ｍ
)

番
号

地
区

層
位

時
期

断
面

形
規

模
(ｍ

)
備

考
図

版
番

号
地

区
層

位
時

期
断

面
形

規
模

(ｍ
)

備
考

図
版

長
軸

短
軸

深
さ

長
さ

幅
深

さ
長

さ
幅

深
さ

1
H

3
地

1
9
-
2
2

長
方

形
9
.5

0
(3

.9
5
)

-
 

掘
立

柱
建

物
3
7

1
3

G
?

不
明

(5
.8

0
)

(0
.5

2
)

0
.1

5
1
2
1

8
8

C
3

ⅵ
逆

台
形

(4
.4

1
)

0
.8

3
(0

.2
7
)

2
H

3
地

7
-
8

方
形

(3
.5

4
)

3
.4

2
0
.2

6
2

1
4

G
ⅲ

2
4

緩
い

Ｖ
字

形
(9

.0
3
)

1
.3

3
0
.5

0
8
9

C
3

ⅵ
9

不
明

1.
4
7

0
.4

5

3
H

3
地

7
-
8

方
形

4
.4

3
(2

.7
5
)

0
.1

2
3

1
5

G
ⅲ

2
4

Ｕ
字

形
(6

.9
3
)

0
.2

9
0
.2

8
雨

落
ち

溝
か

9
0

C
3

ⅵ
8
-
9

不
明

(5
.0

1
)

2
.0

0
0
.1

2

4
H

3
地

5
-
8

方
形

(3
.4

0
)

(3
.3

8
)

0
.2

5
3

1
6

G
ⅲ

2
4

不
明

(0
.7

0
)

0
.4

6
6
7

9
1

C
3

ⅵ
Ⅱ

不
整

形
(4

.2
0
)

0
.7

0
0
.2

0

5
H

3
地

6
-
7

不
整

正
方

形
4
.1

7
3
.9

6
0
.5

0
4

1
7

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

Ｖ
字

形
0
.5

0
0
.2

0
9
2

C
3

ⅵ
Ⅱ

不
明

(3
.5

0
)

0
.5

0
-
 

6
H

2
地

1
0

方
形

(3
.5

5
)

3
.5

3
0
.1

7
6

1
8

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

逆
台

形
(2

.1
0
)

(0
.5

2
)

0
.2

1
元

S
K

7
3

9
3

C
3

ⅵ
不

明
(0

.6
0
)

(0
.5

5
)

-
 

7
G

地
方

形
(2

.2
8
)

(1
.3

0
)

0
.1

1
1
1
5

1
9

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

扁
平

Ｕ
字

形
(9

.5
4
)

0
.7

0
0
.2

4
5
2
,5

3
Ｓ

Ｅ

8
G

地
方

形
2
.5

0
(1

.2
7
)

0
.2

0
2
0

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
明

(2
.3

0
)

0
.4

2
0
.2

8
規

模
(ｍ

)

9
G

地
方

形
2
.9

5
(2

.8
0
)

0
.1

7
1
1
6

2
1

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
明

(4
.4

7
)

0
.5

5
0
.1

7
5
3

長
軸

短
軸

深
さ

1
0

G
地

1
2

方
形

2
.7

0
(2

.2
0
)

0
.1

2
カ

マ
ド

1
2

2
2

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

Ｖ
字

形
2
.1

5
0
.5

7
0
.4

1
5
3

1
G

ⅲ
-
ⅴ

2
4

不
整

形
(1

.8
0
)

(1
.7

0
)

(1
.5

0
)

元
S
K

7
6

6
4

1
1

G
地

方
形

？
(2

.0
7
)

(1
.3

5
)

0
.1

6
1
1
7

2
3

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
明

5
.8

0
0
.5

4
0
.1

4
2

G
ⅳ

2
3
-
2
4

不
明

(1
.1

0)
(0

.5
5
)

(1
.2

0
)

井
戸

側
径

0
.8

5
6
5

1
2

G
地

方
形

(2
.9

0
)

(2
.8

6
)

0
.1

1
1
1
6

2
4

G
地

1
3
-
1
5

逆
台

形
2
.2

9
0
.3

3
Ｓ

Ｋ

1
3

G
地

不
明

(0
.2

5
)

(2
.9

0
)

0
.1

9
6
6

2
5

G
地

緩
い

Ｖ
字

形
(1

.0
6
)

0
.3

5
0
.1

5
1
2
2

番
号

地
区

層
位

時
期

平
面

形
規

模
(ｍ

)
備

考
図

版

1
4

G
地

方
形

(2
.8

0
)
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0
.2

4
8
8

1
5
9

G
ⅲ

-
ⅴ

不
明

0
.7

5
(0

.5
0
)

0
.2

2
元

S
K

4
9

9
9

2
4
6

F
1

地
2
4

不
整

形
(1

.5
5
)

(1
.2

5
)

0
.8

0
1
0
5

9
5

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
整

形
1
.0

4
0
.8

5
0
.6

0
1
6
0

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
整

形
1
.1

5
1
.0

5
0
.1

5
元

S
K

5
0

9
9

2
4
7

F
1

地
不

整
形

1
.5

0
(1

.3
6
)

0
.1

2

9
6

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
整

形
1
.2

7
1
.0

3
0
.1

8
8
9

1
6
1

C
1

ⅲ
2
4

長
方

形
(2

.4
6
)

1
.9

5
0
.5

3
5
8

2
4
8

F
1

地
不

明
(2

.5
3
)

(1
.5

8
)

0
.2

0

9
7

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
整

楕
円

形
1
.5

0
0
.6

6
0
.1

2
9
0

1
6
2

C
1

ⅲ
?

2
4

不
整

長
方

形
2
.5

3
(1

.5
3
)

0
.8

5
5
8

2
5
1

D
2

地
方

形
1
.3

7
1
.2

8
0
.1

4

9
8

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
明

1
.2

0
(0

.7
0
)

-
 

1
6
3

C
1

ⅲ
?

2
4

不
整

楕
円

形
0
.9

6
0
.8

2
0
.2

3
5
8

2
5
2

D
2

地
7
-
8

不
整

形
0
.9

8
0
.8

3
0
.2

4

9
9

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
整

形
1
.6

6
0
.9

1
0
.3

4
9
0

1
6
4

C
1

ⅲ
?

不
整

楕
円

形
0
.6

3
(0

.4
7
)

0
.0

7
2
5
3

D
2

地
不

明
(1

.0
6
)

(0
.7

8
)

0
.1

0

1
0
0

G
ⅲ

-
ⅴ

不
整

形
(2

.2
8
)

(1
.7

5
)

-
 

1
6
5

C
1

ⅲ
不

明
0
.9

8
(0

.3
9
)

0
.3

3
2
5
4

D
2

地
不

整
形

(1
.2

2
)

(0
.9

5
)

0
.0

4

1
0
2

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
明

0
.9

0
(0

.8
1
)

0
.2

3
1
6
6

C
1

ⅲ
2
4

不
明

1
.9

5
(1

.0
0
)

0
.2

9
2
5
5

D
2

地
不

整
形

(1
.4

2)
(0

.5
7
)

0
.0

4

1
0
3

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
整

形
(1

.3
1
)

0
.8

7
-
 

1
6
7

C
1

ⅲ
不

明
1
.0

0
(0

.4
8
)

0
.0

7
2
5
6

D
2

地
7
-
8

不
整

形
1
.1

2
0.

8
2

0
.0

9

1
0
4

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
整

楕
円

形
1
.1

5
0
.4

7
(0

.2
0
)

5
3

1
6
8

C
1

ⅲ
?

不
整

楕
円

形
0
.6

2
0
.5

2
0
.1

7
2
5
9

D
2

地
不

明
(0

.8
5
)

(0
.3

8
)

0
.0

6

1
0
5

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
整

形
2
.4

0
1
.4

0
0
.6

0
9
1

1
6
9

C
1

地
?

1
3

不
整

形
1
.2

5
1
.0

7
0
.1

4
3
3

2
6
0

D
2

地
不

明
(1

.5
4
)

0
.9

5
0
.0

8

1
0
6

G
ⅲ

2
4

不
明

(1
.0

5
)

(0
.6

0
)

1
.4

1
9
2

1
7
0

C
1

地
?

不
整

楕
円

形
0
.5

7
0
.5

0
0
.3

1
2
6
1

D
1

地
不

明
0
.9

0
0
.3

0
0
.1

1

1
0
7

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
整

形
(1

.0
7
)

(0
.7

7
)

0
.4

3
9
3

1
7
1

C
1

地
不

整
楕

円
形

0
.5

1
0
.4

8
0
.2

2
2
6
2

D
1

地
不

整
形

1.
2
5

0
.2

7
0
.0

7

1
0
8

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
明

0
.8

0
0
.3

0
0
.3

4
1
7
2

C
1

地
?

1
3
-
1
4

不
明

(1
.7

3
)

(0
.4

8
)

0
.2

5
2
6
3

D
1

地
不

整
楕

円
形

0
.9

2
(0

.4
9
)

0
.1

9

1
0
9

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
整

形
1
.7

3
(1

.4
0
)

0
.1

5
9
4

1
7
3

C
1

ⅲ
不

整
円

形
0
.4

2
-
 

0
.3

4
2
6
4

D
1

地
不

明
(1

.1
2
)

(0
.4

8
)

0
.3

3

1
1
1

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
整

楕
円

形
(1

.2
5
)

0
.7

8
0
.1

8
1
7
4

C
1

ⅲ
不

整
円

形
0
.4

0
-
 

0
.1

4
2
6
5

D
1

地
不

整
形

(1
.4

5
)

0
.7

5
0
.1

0

1
1
2

G
ⅲ

-
ⅴ

不
明

(0
.5

0
)

(0
.4

4
)

-
 

1
7
5

C
1

ⅲ
不

明
0
.4

3
(0

.2
5
)

0
.1

3
2
6
6

D
1

地
不

明
(0

.9
0
)

0
.7

8
0
.1

2

1
1
3

G
ⅲ

-
ⅴ

2
4

不
整

楕
円

形
(2

.3
5
)

1
.2

4
0
.3

0
9
5

1
7
6

C
1

ⅲ
不

整
形

0
.7

0
0
.5

1
0
.1

5
2
6
7

D
1

地
不

明
(1

.2
4
)

0
.7

5
0
.0

7

1
1
4

G
ⅲ

-
ⅴ

不
明

(1
.2

0
)

(0
.5

5
)

0
.0

8
1
7
7

C
1

地
?

不
整

楕
円

形
0
.5

2
0
.4

8
0
.1

4
2
6
8

D
1

地
不

整
形

(1
.1

7)
(1

.0
8
)

0
.1

0
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 54 表　遺構一覧表 (3)

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｘ

Ｐ
it

番
号

地
区

層
位

時
期

平
面

形
規

模
(ｍ

)
備

考
図

版
規

模
(ｍ

)
規

模
(ｍ

)

長
軸

短
軸

深
さ

長
軸

短
軸

深
さ

長
軸

短
軸

深
さ

2
6
9

D
1

地
不

整
形

(1
.7

8
)

(1
.6

2
)

0
.0

6
3
3

F
1

地
2
6

不
整

形
(2

.9
3
)

(2
.0

5
)

0
.0

7
2
2

H
3

地
不

整
形

0
.3

5
0
.3

4
0
.2

2

2
7
0

D
1

地
不

明
(5

.7
1
)

(1
.7

7
)

0
.1

0
3
4

D
2

地
不

整
形

(0
.8

5
)

(0
.4

0
)

0
.1

0
2
3

H
3

地
不

整
円

形
0
.3

5
-
 

0
.2

1

2
7
6

C
3

ⅲ
－

-
 

-
 

-
 

正
確

な
位

置
プ

ラ
ン

不
明

3
5

F
1

地
不

明
7
.0

0
(4

.5
6
)

1
.3

5
2
4

H
3

地
不

整
楕

円
形

0
.3

5
0
.2

8
0
.0

9

2
7
7

C
3

ⅲ
不

整
楕

円
形

0
.7

6
0
.4

8
0
.0

2
3
6

D
2

地
-
9

不
明

(3
.0

3
)

1
.8

2
2
5

H
3

地
不

整
円

形
0
.4

4
-
 

0
.0

7

2
7
8

C
3

ⅲ
2
4

－
-
 

-
 

-
 

正
確

な
位

置
プ

ラ
ン

不
明

3
7

D
1

地
不

明
(4

.7
0
)

(2
.0

0
)

0
.1

4
2
6

H
3

地
不

整
楕

円
形

0
.6

0
0
.3

1
0
.3

0

2
7
9

C
3

ⅲ
2
4

不
整

形
1
.0

6
0
.8

5
0
.1

8
1
0
6

3
8

D
1

地
不

明
(4

.4
4
)

(1
.9

3
)

0
.0

6
2
7

H
3

地
不

整
円

形
0
.3

2
- 

0
.1

5

2
8
0

C
3

ⅲ
不

整
形

2
.3

5
0
.6

5
0
.1

3
1
2
7

3
9

D
2

地
4

不
明

(5
.6

0
)

(5
.1

4
)

0
.5

0
1

2
8

H
3

地
不

整
円

形
0
.3

2
- 

0
.1

5

2
8
1

C
3

ⅲ
－

-
 

-
 

-
 

正
確

な
位

置
プ

ラ
ン

不
明

4
0

F
1

欠
番

2
9

H
3

地
方

形
0
.3

4
0
.2

9
0
.1

5

2
8
2

C
3

地
?

2
4

不
明

(1
.8

7
)

(0
.9

4
)

0
.1

6
4
1

C
3

ⅲ
2
4

不
明

(5
.0

0
)

(2
.2

5
)

0
.3

5
3
0

-
?

－
-
 

-
 

-
 

位
置

プ
ラ

ン
不

明

2
8
3

C
3

地
?

2
4

不
整

形
1
.1

0
0
.7

8
0
.0

9
4
2

C
3

ⅲ
2
4

－
-
 

-
 

0
.3

3
プ

ラ
ン

不
明

3
1

H
3

地
不

整
円

形
0
.3

2
-
 

0
.2

1

2
8
4

C
3

地
?

2
4

不
整

形
0
.8

5
0
.7

7
0
.1

0
4
3

C
3

ⅲ
2
4

不
整

形
(4

.3
5
)

2
.0

2
0
.4

2
1
0
6

3
2

H
3

地
不

整
楕

円
形

(0
.2

1
)

0
.1

6
0
.1

1

2
8
5

C
3

地
?

不
明

(0
.8

3
)

0
.6

3
0
.0

7
4
4

C
3

地
?

2
4

不
整

形
(6

.0
7
)

3
.5

7
0
.4

0
3
3

H
3

地
不

整
形

(0
.2

6
)

0.
1
8

0
.1

0

2
8
6

C
3

地
?

2
4

不
明

(0
.9

2
)

(0
.6

2
)

0
.3

0
1
0
7
,1

0
8

4
5

C
3

地
?

2
4

不
整

形
(9

.9
7
)

(4
.7

6
)

0
.3

0
3
4

H
3

地
不

整
楕

円
形

0
.4

2
0
.2

2
0
.1

4

2
8
7

C
3

地
?

2
4

不
整

形
0
.7

3
0
.6

5
0
.4

8
1
0
7
,1

0
8

4
6

C
3

ⅳ
溝

状
(3

.4
0
)

0
.6

9
0
.1

2
3
5

H
3

地
不

整
円

形
0
.3

4
-
 

0
.1

6

2
8
8

C
3

地
?

不
明

(1
.1

0
)

(0
.4

5
)

0
.2

5
4
7

C
3

地
?

2
4

不
整

円
形

0
.7

8
-
 

0
.1

9
1
0
9

3
6

H
3

地
不

整
楕

円
形

0
.2

3
0
.1

8
0
.1

3

2
9
0

C
3

地
?

不
明

(1
.0

2
)

0
.5

9
0
.1

3
1
0
8

4
9

C
3

ⅳ
2
4

不
明

(0
.7

6
)

0
.5

4
0
.1

2
3
7
-
1

H
3

地
不

整
楕

円
形

0
.3

2
0
.2

3
0
.1

2
P
4
1
の

南

2
9
1

C
3

地
?

2
4

不
整

形
0
.6

9
(0

.6
0
)

0
.2

7
1
0
7

5
0

C
3

ⅴ
不

明
(1

.3
0
)

(1
.1

2
)

(0
.5

7
)

3
7
-
2

H
3

地
不

整
形

0
.3

0
0
.2

6
0
.2

3
S
K

2
3
内

2
9
2

C
3

ⅳ
2
4

不
整

楕
円

形
(0

.8
7
)

0
.8

0
(0

.7
0
)

石
1
0
9

5
1

C
3

ⅳ
不

明
(1

.5
0
)

(0
.7

3
)

0
.1

7
3
8

H
3

地
不

整
楕

円
形

0
.2

4
0
.1

9
0
.1

5

2
9
3

C
3

ⅳ
－

-
 

-
 

-
 

プ
ラ

ン
不

明
5
2

C
3

ⅳ
不

明
(0

.9
3
)

(0
.4

0
)

0
.2

3
3
9

H
3

地
円

形
0
.3

7
-
 

0
.1

5

2
9
4

C
3

地
?

2
4

隅
丸

方
形

1
.5

7
1
.3

5
0
.3

7
1
1
0

5
3

C
3

ⅴ
溝

状
(3

.6
5
)

(0
.8

2
)

0
.2

2
4
0

H
3

地
円

形
0
.2

2
- 

0
.1

3

2
9
5

C
3

地
?

2
4

不
整

形
(0

.8
7
)

0
.3

1
0
.0

9
5
4

C
3

ⅴ
不

明
(3

.6
0
)

(1
.2

0
)

0
.2

9
4
1

H
3

地
不

整
円

形
0
.1

9
- 

0
.1

0

2
9
6

C
3

ⅳ
不

整
形

0
.8

3
0
.8

1
0
.1

3
5
5

C
3

ⅵ
1
1
-
1
2

溝
状

(9
.3

0
)

0
.3

8
4
2

H
3

地
円

形
0
.1

3
-
 

0
.0

6

2
9
7

C
3

ⅳ
不

整
楕

円
形

0
.7

7
0
.3

6
0
.0

6
Ｐ

it
4
3

H
3

地
不

整
楕

円
形

0
.2

4
0
.1

3
0
.0

5

2
9
8

C
3

ⅲ
不

明
(0

.6
5
)

(0
.6

7
)

0
.3

5
規

模
(ｍ

)
4
4

-
?

－
-
 

-
 

-
 

位
置

プ
ラ

ン
不

明

2
9
9

C
3

ⅴ
溝

状
(4

.3
2
)

0
.8

5
0
.1

4
長

軸
短

軸
深

さ
4
5

H
3

地
不

整
円

形
0
.2

0
-
 

0
.1

2

3
0
0

C
3

ⅳ
不

整
形

(1
.2

5
)

(0
.8

5
)

0
.2

4
1

H
3

地
不

明
0
.3

5
(0

.3
1
)

0
.3

2
S
B

1
を

構
成

　
石

4
6

H
3

地
不

整
楕

円
形

0
.2

3
0
.1

5
0
.1

3

3
0
1

C
3

ⅳ
不

明
(0

.7
3
)

0
.4

0
0
.0

9
2

H
3

地
不

整
円

形
0
.4

5
-
 

0
.1

7
S
B

1
を

構
成

　
石

4
7

H
3

地
不

明
(0

.2
2
)

(0
.1

7
)

0
.1

6

3
0
2

C
3

ⅳ
2
4

不
整

楕
円

形
1
.0

0
0
.6

0
0
.2

0
3

H
3

地
不

整
円

形
0
.4

4
-
 

0
.3

0
S
B

1
を

構
成

　
石

4
8

H
3

地
不

整
楕

円
形

0
.4

5
0
.3

0
0
.2

2

3
0
4

C
3

ⅳ
2
4

不
整

形
(2

.8
2
)

2
.3

5
0
.2

9
1
1
1

4
H

3
地

不
整

円
形

0
.4

7
-
 

0
.2

2
S
B

1
を

構
成
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第 56 表　遺構一覧表 (5)
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第 58 表　遺構一覧表 (7)
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第 60 表　遺構一覧表 (9)
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第 62 表　遺構一覧表 (11)
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第７章　鷺山仙道遺跡の遺構と遺物

第 64 表　遺構一覧表 (13)
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図版１（鷺山仙道遺跡）

Ｃ３区全景（上が北）

Ｃ１・Ｈ４区全景（上が北）

Ｂ１区全景（戦国時代の遺構　上が北）

Ｂ１区全景（戦国時代以前の遺構　上が北）
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図版２（鷺山仙道遺跡）

Ｄ１区全景（左が北）

Ｄ２・Ｆ１区全景（上が北）

Ｇ区全景（上層遺構面　左が北）

Ｇ区全景（下層遺構面　左が北）
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Ｂ１区ＳＢ 56（北東から）Ｂ１区調査前（東から）

図版３（鷺山仙道遺跡）

Ｈ１区全景（左が北）

Ｈ２区全景（左が北）

Ｅ１・Ｈ３区全景（左が北）
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Ｂ１区ＳＤ 51, 柱穴列など調査状況（東から）Ｂ１区ＳＫ 213 坩堝出土状況

Ｂ１区ＳＫ 213（東から）

Ｂ１区ＳＫ 211,217（南から）Ｂ１区ＳＫ 210 北東部遺物出土状況（東から）

Ｂ１区ＳＫ 210 南西部断面（北から）Ｂ１区ＳＫ 210（北から）

図版４（鷺山仙道遺跡）
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Ｃ１区ＳＤ 46（南から）Ｃ１区ＳＢ 53 遺物出土状況（北東から）

Ｃ１区ＳＢ 53（南から）

Ｃ１区ＳＢ 51（南東から）Ｂ１区ＳＤ 54（南から）

Ｃ１，２・Ｈ４区調査前（東から）

図版５（鷺山仙道遺跡）
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Ｃ３区ＳＤ 78-80（北から）Ｃ３区調査前（西から）

Ｃ２区全景（西から）Ｃ２区ＳＫ 201 完掘状況（西から）

Ｃ２区ＳＫ 201 作業状況（東から）

Ｃ２区ＳＫ 201 遺物出土状況（西から）Ｃ１区ＳＫ 161（南から）

図版６（鷺山仙道遺跡）



－ 249 －

Ｃ３区ＳＤ 88（北から）Ｃ３区ＳＤ 84（北から）

Ｃ３区ＳＤ 83（西から）Ｃ３区ＳＤ８２（北から）

図版７（鷺山仙道遺跡）
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Ｃ３区Ｐ 1719 遺物出土状況（北から）

Ｃ３区Ｐ 1707 遺物出土状況（南から）

Ｃ３区（奥より）ＳＫ 320,286,283,311,291（南から）

Ｃ３区ＳＫ 304 小刀他遺物出土状況（北から）Ｃ３区ＳＫ 304（北東から）

Ｃ３区ＳＫ 292（北から）Ｃ３区ＳＤ 90（東から）

図版８（鷺山仙道遺跡）
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Ｄ２区ＳＸ 39 遺物出土状況（北から）Ｄ２区ＳＸ 39（西から）

Ｄ２区調査前（南から）Ｄ１区ＳＤ 65（南から）

Ｄ１区調査前（北から）Ｃ３区ＳＸ 55（西から）

Ｃ３区ＳＸ 44,45（東から）

図版９（鷺山仙道遺跡）

Ｃ３区ＳＸ 47 遺物出土状況（南から）
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Ｆ１区ＳＫ 245 掘削状況（西から）Ｆ１区ＳＤ 61（東から）

Ｄ２区ＳＤ 61（西から）Ｆ１区調査前（東から）

Ｄ２区ＳＢ 61（南西から）

図版 10（鷺山仙道遺跡）
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Ｆ１区ＳＫ 245 炭化材除去後状況（東から） Ｆ１区ＳＫ 245 完掘状況（東から）

Ｆ１区ＳＫ 245 遺物出土状況（北から）Ｆ１区ＳＫ 245 炭化材確認状況（東から）

Ｆ１区ＳＫ 245 出土炭化材（北から）

図版 11（鷺山仙道遺跡）
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Ｇ区ＳＤ 33（北から）Ｇ区ＳＤ 24（南東から）

Ｇ区ＳＢ 22,26（南東から）Ｇ区ＳＢ 19-21,28（南から）

Ｇ区調査前（中央は輪中堤　南から）Ｆ１区ＳＫ 246 遺物出土状況（西から）

図版 12（鷺山仙道遺跡）
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Ｇ区ＳＥ１掘削状況（東から）Ｇ区ＳＤ 17（南から）

Ｇ区ＳＤ 18（東から）

Ｇ区ＳＤ 14（西から）Ｇ区ＳＤ 32（西から）

図版 13（鷺山仙道遺跡）
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Ｇ区ＳＫ 78 掘削状況（東から）Ｇ区ＳＫ 71 掘削状況（西から）

Ｇ区ＳＫ 67 掘削状況（東から）Ｇ区ＳＥ１桶確認状況（西から）

Ｇ区ＳＥ２（西から）

Ｇ区ＳＥ１重機掘削状況（南西から）Ｇ区ＳＥ１掘削状況（東から）

図版 14（鷺山仙道遺跡）
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図版 15（鷺山仙道遺跡）

Ｇ区ＳＫ 90 埋土堆積状況（南から）

Ｇ区ＳＫ 90（南から）Ｇ区ＳＫ 87（南から）

Ｇ区ＳＫ 84（南から）Ｇ区ＳＫ 82（南から）

Ｇ区ＳＫ 81（西から）Ｇ区ＳＫ 78 礫確認状況（東から）

Ｇ区ＳＫ 91（西から）
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Ｈ２区ＳＢ６（南から）Ｅ１・Ｈ１-３区調査前（北から）

図版 16（鷺山仙道遺跡）

Ｇ区Ｐ 1130 他柱穴列Ｇ区Ｐ 710 遺物出土状況（北から）

Ｇ区ＳＫ 92 南北断面（西から）Ｇ区ＳＫ 92 南北断面（西から）

Ｇ区ＳＫ 123 作業状況（東から）Ｇ区ＳＫ 92（北から）
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Ｈ３区ＳＢ 4（西から）Ｈ３区ＳＢ２（北から）

Ｈ２区ＳＤ 9（東から）Ｅ１区全景（右端がＳＤ２　東から）

図版 17（鷺山仙道遺跡）

Ｈ３区ＳＢ５遺物出土状況（東から）Ｈ３区ＳＢ５（北から）
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Ｈ３区ＳＤ１,３（南から）Ｈ３区ＳＤ１（北西から）

Ｈ３区ＳＢ１－Ｐ 13（北から）Ｈ３区ＳＢ１（北から）

Ｈ３区ＳＢ１－Ｐ８（北から）

図版 18（鷺山仙道遺跡）
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図版 19（鷺山仙道遺跡）
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図版 20（鷺山仙道遺跡）
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図版 21（鷺山仙道遺跡）
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図版 22（鷺山仙道遺跡）
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図版 23（鷺山仙道遺跡）
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図版 24（鷺山仙道遺跡）
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図版 25（鷺山仙道遺跡）

1254

1254

924

714

714

369

1535

1673

1702
776

777
868



－ 268 －

図版 26（鷺山仙道遺跡）
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図版 27（鷺山仙道遺跡）
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図版 28（鷺山仙道遺跡）
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図版 29（鷺山仙道遺跡）
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図版 30（鷺山仙道遺跡）
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図版 31（鷺山仙道遺跡）
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別添図１　鷺山仙道遺跡Ｂ１、Ｇ区全体図
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別添図２　鷺山仙道遺跡Ｇ区全体図　
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別添図３　鷺山仙道遺跡Ｂ１・Ｇ区土層図　

＜Ｇ区西壁土層名＞
　１　撹乱
　２　撹乱
　３　茶褐色土　　　　　　しまりなし　　　　灰色土混じる
　４　茶褐色土　　　　　　しまりなし　　　　灰色土混じる
　５　青灰色シルト　　　　しまる　　　　　　鉄分混じる
　６　灰色土
　７　茶褐色土　　　　　　しまりなし　　　　灰色土混じる
　８　観察なし
　９　（輪中堤）
　10　淡青灰色シルト　　　しまる　　　　　　鉄分混じる
　11　黄褐色シルト　　　　しまる　　　　　　鉄分混じる
　12　青灰色シルト　　　　しまる　　　　　　鉄分混じる　　
　13　淡茶褐色砂質土　　　　　　　　　　　　灰白色砂質土まだらに混じる　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　14　（ＳＫ 67）
　15　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　黄褐色砂質土混じる
　16　暗灰色砂質土　　　　しまる　　　　　　小礫、灰白色砂質土、黄褐色砂質土混じる
　17　淡茶褐色砂質土　　　　　　　　　　　　黄褐色砂質土、灰色砂質土、小礫、粗粒砂混じる　　　　炭、焼土多量に含む
　18　淡茶褐色砂シルト　　　　　　　　　　　黄褐色砂質土、灰色砂質土混じる　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　19　淡茶褐色砂質土　　　　　　　　　　　　黄褐色砂質土、灰色砂質土混じる　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　20　淡茶褐色砂質土　　　　　　　　　　　　黄褐色砂質土、灰色砂質土混じる　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　21　淡茶褐色砂質土　　　　　　　　　　　　黄褐色砂質土、灰色砂質土混じる　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　22　観察なし
　23　灰色砂質土　　　　　非常に硬くしまる　小礫少量、鉄分混じる　
　24　灰色砂質土　　　　　非常に硬くしまる　小礫少量、鉄分、黄褐色砂質土混じる　
　25　灰色砂質土　　　　　非常に硬くしまる　小礫少量、鉄分混じる　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土含む　
　26　灰色砂質土　　　　　非常に硬くしまる　小礫少量、鉄分混じる　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土含む　
　27　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　28　灰色砂質土　　　　　非常に硬くしまる　小礫少量、鉄分、黄褐色砂質土混じる　　　　　　　　　炭、焼土含む　
　29　灰色シルト　　　　　しまる　　　　　　鉄分混じる
　30　観察なし
　31　暗茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　32　暗茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　33　暗茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　34　観察なし
　35　暗茶褐色粘性砂質土　　　　　　　　　　礫混じる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　36　淡茶色シルト　　　　　　　　　　　　　灰色シルトまだらに混じる
　37　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土まだらに、黄褐色細粒砂混じる　　　　　　　炭、焼土やや少量含む　　
　38　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土まだらに、黄褐色細粒砂混じる　　　　　　　炭、焼土やや少量含む
　39　灰色土　　　　　　　　　　　　　　　　小礫多量に混じる
　40　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土部分的に多量に含む
　41　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土部分的に多量に含む
　42　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土部分的に混じる
　43　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土、黄褐色細粒砂混じる　　　　　　　　　　　炭、焼土部分的に多量に混じる
　44　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土、黄褐色細粒砂、黄褐色粘土ブロック混じる　炭、焼土やや多量に含む
　45　暗茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　　　　　　　　炭若干混じる
　46　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土部分的に多量に含む

　47　暗茶褐色弱粘質土　　　　　　　礫、灰色粘土ブロック混じる　　　　　　　　　　　炭、焼土含む
　48　灰色細粒砂　　　　しまる　　　礫、灰色粘土ブロック混じる　　　　　　　　　　　炭やや多量に含む
　49　淡茶褐色砂質土　　しまる　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　50　暗茶褐色弱粘質土　　　　　　　礫、灰色粘土ブロック混じる　　　　　　　　　　　炭、焼土含む
　51　黒褐色粘砂質土　　　　　　　　黄褐色粘質土ブロック極少量混じる　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　52　暗茶褐色砂質土　　しまる　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　　　　　　焼土極少量含む
　53　観察なし
　54　淡茶褐色砂質土　　しまる　　　黄褐色砂質土混じる　炭、焼土若干含む
　55　淡茶褐色砂質土　　しまる　　　黄褐色砂質土多量に、灰白色砂質土ブロック混じる　炭、焼土少量含む
　56　淡茶褐色砂質土　　しまる　　　灰色砂質土まだらに、黄褐色細粒砂混じる　　　　　炭、焼土やや多量に含む
　57　観察なし
　58　黄色粘土　　　　　　　　　　　茶褐色砂質土少量、灰色砂質土混じる　　　　　　　焼土含む
　59　黄色粘土　　　　　　　　　　　茶褐色砂質土少量、灰色砂質土混じる　　　　　　　焼土含む
　60　井戸の石　　　　　　　　　　　間に黄色粘土混じる
　61　暗灰色砂質土　　　しまる　　　小礫混じる　炭、焼土多量に含む
　62　黄色粘土　　　　　　　　　　　茶褐色砂質土少量混じる　焼土含む
　63　暗灰色砂質土　　　しまる　　　小礫混じる　炭、焼土多量に含む
　64　観察なし
　65　淡茶褐色砂質土　　　　　　　　黄褐色砂質土、灰色砂質土、小礫、粗粒砂混じる　　炭、焼土多量に含む
　66　淡茶褐色砂シルト　　　　　　　黄褐色砂質土、灰色砂質土、粗粒砂混じる　　　　　炭、焼土多量に含む
　67　灰白色砂質土　　　　　　　　　茶褐色砂質土、黄褐色砂質土混じる　　　　　　　　炭、焼土部分的に含む
　68　暗茶褐色砂質土　　しまる　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　69　灰白色シルト　　　しまる　　　灰色砂質土混じる　　　　　　　　　　　　　　　　炭少量含む
　70　（ＳＤ 32）
　71　淡茶褐色砂質土　　　　　　　　灰色砂質土混じる　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　72　淡茶褐色砂質土　　　　　　　　灰色砂質土混じる　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　73　茶褐色砂質土　　　しまる　　　灰色砂質土少量混じる　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　74　淡茶褐色砂質土　　しまる　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　　　　　　炭極少量含む
　75　灰褐色砂質土
　76　暗茶褐色粘質土　　　　　　　　灰色砂質土混じる　　　　　　　　　　　　　　　　炭部分的に含む
　77　暗茶褐色粘質土　　しまる　　　灰色砂質土混じる　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　78　暗灰色粘質土　　　しまる　　　灰色砂質土混じる　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　79　暗茶褐色粘質土　　しまる　　　灰色砂質土混じる　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　80　暗茶褐色粘質土　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　81　暗茶褐色砂質土　　しまる　　　灰色砂質土部分的に、黄褐色細粒砂混じる　　　　　炭、焼土少量含む
　82　暗茶褐色粘質土　　しまる　　　礫混じる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む　
　83　暗茶褐色砂質土　　しまる　　　灰色砂質土部分的に、黄褐色細粒砂混じる　　　　　炭、焼土少量含む　
　84　灰色土　　　　　　しまりなし
　85　灰色粘質土　　　　　　　　　　黄褐色粘質土ブロック、灰色シルト混じる　　　　　炭、焼土やや多量に含む
　86　淡茶褐色砂質土　　しまる　　　やや粘質　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　87　暗茶褐色砂質土　　　　　　　　灰色砂質土混じる　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　88　淡茶褐色砂質土　　しまる　　　やや粘質　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　炭、焼土部分的に多量に含む
　89　淡茶褐色砂質土　　しまる　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　　　　　　炭、焼土部分的に多量に含む
　90　淡茶褐色砂質土　　しまる　　　灰色砂質土まだらに混じる　　　　　　　　　　　　炭、焼土部分的に多量に含む
　91　暗茶褐色砂質土　　　　　　　　灰色砂質土、黄褐色細粒砂、鉄分混じる　　　　　　炭、焼土含む
　92　黒褐色粘砂質土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土やや多量に含む

　93　茶褐色粘質土　　　　しまる　　　　　　灰色粘質土混じる
　94　暗茶褐色砂質土　　　　　　　　　　　　黄褐色砂質土、灰白色砂質土、灰色砂質土混じる　炭、焼土多量に含む
　95　暗灰色シルト　　　　しまる　　　　　　灰色シルトまだらに混じる
　96　暗茶褐色粘質シルト　しまる　　　　　　小礫、灰色シルト、鉄分混じる　　　　　　　　　炭、焼土やや多量に混じる
　97　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルトまだらに混じる
　98　暗茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　99　灰白色粘性砂質土　　しまる　　　　　　鉄分、小礫混じる　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
 100　黄褐色砂質土　　　　しまる　　　　　　鉄分混じる
 101　灰白色粘性砂質土　　しまる　　　　　　鉄分混じる
 102　暗灰色砂質土　　　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
 103　灰色粘性砂質土　　　しまる　　　　　　灰白色砂質土まだらに混じる
 104　観察なし
 105　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土まだらに、灰白色シルト混じる
 106　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土まだらに混じる
 107　淡茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土まだらに混じる
 108　暗茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　灰色砂質土、黄褐色細粒砂混じる　　　　　　　　炭、焼土少量含む
 109　黒褐色粘性砂質土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭やや多量に、焼土やや少量含む
 110　暗茶褐色粘質土　　　　　　　　　　　　黄褐色粘質土、黒褐色粘質土やや混じる
 111　暗茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
 112　暗茶褐色粘質シルト　しまる　　　　　　小礫、灰色シルト、鉄分混じる
 113　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量混じる
 114　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　鉄分混じる　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土やや多量に含む
 115　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　鉄分混じる　　　　　　　　　　　　　　　　　　角谷や多量に含む
 116　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる
 117　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる
 118　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる
 119　暗茶褐色シルト　　　　　　　　　　　　鉄分多量に、黒褐色シルト混じる
 120　暗茶褐色シルト　　　　　　　　　　　　鉄分多量に、黒褐色シルト混じる
 121　暗茶褐色シルト　　　　　　　　　　　　鉄分多量に、黒褐色シルト混じる
 122　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる
 123　淡茶褐色シルト　　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる
 124　暗茶褐色シルト　　　非常に硬くしまる　灰色シルトまだらに混じる　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
 125　暗茶褐色シルト　　　非常に硬くしまる　灰色シルトまだらに混じる
 126　暗茶褐色シルト　　　非常に硬くしまる　灰色シルトまだらに混じる　　　　　　　　　　　125 より鉄分少ない
 127　淡茶褐色シルト　　　非常に硬くしまる　灰色シルトまだらに、鉄分多量に混じる
 128　黄褐色シルト　　　　　　　　　　　　　灰色シルト、鉄分混じる
 129　観察なし
 130　暗茶褐色砂質土　　　しまる　　　　　　茶褐色砂質土、灰白色砂質土混じる　　　　　　　炭わずかに含む
 131　暗灰色砂質土　　　　しまる　　　　　　暗灰色砂質土、灰白色砂質土まだらに混じる　　　炭わずかに含む
 132　暗灰褐色砂質土
 133　灰色砂質土　　　　　しまる　　　　　　鉄分混じる　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭含む
 134　灰色砂質土　　　　　しまる　　　　　　黄褐色砂質土、鉄分混じる
 135　暗灰色砂質土　　　　しまる　　　　　　灰白色砂質土混じる　　　　　　　　　　　　　　炭わずかに含む
 136　暗灰色砂質土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
 137　灰色粘性砂質土　　　しまる　　　　　　灰白色砂質土、黄褐色砂質土まだらに混じる
 138　灰色粘性砂質土　　　しまる　　　　　　灰白色砂質土まだらに混じる

 139　灰茶黄色土　　　　粘性あり
 140　暗茶褐色シルト　　　　　　　　　　　灰色土まだらに多量に混じる
 141　灰黄茶色砂質土　　粘性あり
 142　灰色粘質土　　　　しまる　　　　　　茶褐色砂質土混じる
 143　茶灰色砂質シルト　　　　　　　　　　灰色砂質土混じる　　　　　　炭、焼土含む
 144　147 よりやや暗い
 145　暗黄茶色シルト　　　　　　　　　　　灰色シルトまだらに混じる
 146　淡黄茶色シルト　　　　　　　　　　　灰色シルト混じる
 147　観察なし
 148　淡茶褐色砂質土　　しまる　　　　　　灰色砂質土、黄褐色粘土ブロック、黄褐色細粒砂混じる
 149　観察なし
 150　淡茶褐色シルト　　しまる　　　　　　灰色シルトやや多量に混じる　炭、焼土少量含む
 151　灰色シルト　　　　非常に硬くしまる　鉄分混じる
 152　暗茶褐色シルト　　しまる　　　　　　灰色シルト、鉄分混じる
 153　淡茶褐色シルト　　しまる　　　　　　鉄分混じる　　　　　　　　　炭、焼土やや多量に含む
 154　暗茶褐色シルト　　しまる　　　　　　鉄分混じる
 155　暗茶褐色シルト　　しまる　　　　　　鉄分混じる　　　　　　　　　炭、焼土やや多量に含む
 156　（ＳＢ８）
 157　観察なし
 158　淡茶褐色シルト　　しまる　　　　　　灰色シルトまだらに混じる
 159　淡茶褐色シルト　　しまる　　　　　　灰色シルトまだらに混じる
 160　黄灰色砂質土　　粘性あり
 161　観察なし
 162　観察なし
 163　淡茶褐色砂質土　　　　　　　　　　　灰白色シルトまだらに混じる
 164　灰白色粘質土、茶褐色粘質土、暗茶褐色粘質土、灰色細粒砂の混合層
 165　青灰色細粒砂
 166　暗茶褐色シルト　　しまる　　　　　　灰色シルト混じる
 167　淡茶褐色シルト　　しまる　　　　　　灰色シルトまだらに混じる
 168　灰色シルト　　　　　　　　　　　　　やや青みがかる　　　　　　　鉄分混じる
　　　１～６：ⅰ層 ７,８：ⅱ層 ９：ⅰ層と輪中堤 10 ～ 12：ⅱ層
　　　13：遺構 14：ＳＫ 67 15：遺構 16：ＳＫ 66
　　　17 ～ 21：遺構 22 ～ 29：ＳＤ 14 30 ～ 34：遺構 35：ＳＤ 37
　　　36 ～ 45：遺構 46 ～ 48：ＳＫ 78 49 ～ 51：ＳＫ 83 52：遺構
　　　53 ～ 56：ⅲ層 57 ～ 64：ＳＥ２ 65,66：遺構 67：ⅳ層
　　　68,69：遺構 70：ＳＤ 32 71 ～ 75：遺構 76：Ｐ 1130
　　　77：遺構 78,79：Ｐ 1177 80：Ｐ 1296 81 ～ 90：遺構
　　　91：ＳＫ 129 92,93：遺構 94：Ｐ 918 95：遺構
　　　96：ＳＤ 27 97：遺構 98 ～ 115：ⅴ層 116 ～ 123：遺構
　　　124：ＳＢ 14 125 ～ 130：遺構 131：ＳＢ 28 132,133：遺構　 
　　　134：ＳＢ 19 135 ～ 137：遺構 138,139：ＳＢ 21 140：ＳＢ 23
　　　141,142：遺構 143：ＳＢ 31 144：遺構 145：ＳＢ 15
　　　146：Ｐ 1287 147 ～ 149：遺構 150：ＳＢ 11 151 ～ 154：遺構
　　　155：ＳＢ 16 156：ＳＢ８ 157：ＳＫ 117 158,159：遺構
　　　160 ～ 168：ⅳ層（地山）

＜Ｂ１区南壁土層名＞
　１　平成 13 年度調査埋め戻し土
　２　茶褐色土
　３　青灰色シルト　　ややしまる
　４　灰褐色シルト　　　　　　　　やや粘質
　５　褐色粘質シルト
　６　黄灰色シルト　　　　　　　　やや粘質あり
　７　灰色粘土　　　　しまりなし　ブロック状
　８　暗灰色粘砂質土
　９　黄褐色シルト　　ややしまる
　10　黄灰色シルト　　しまる
　11　灰褐色粘質土　　しまりなし

　12　灰褐色粘質土　　　　　しまりなし
　13　暗黄灰色シルト　　　　砂粒粗い
　14　灰褐色シルト
　15　灰褐色シルト
　16　明灰褐色シルト　　　　マンガン混じる
　17　灰褐色シルト　　　　　マンガン粒混じる
　18　黄褐色シルト
　19　灰褐色粘質シルト
　20　灰褐色シルト
　21　暗灰色シルトブロック
　22　褐色粘質シルト　　　　炭含む

　23　明灰色粘質シルト
　24　灰褐色シルト
　25　黄褐色粘質シルト
　26　暗褐色シルト　　　炭含む
　27　褐色粘質土
　28　褐色粘質シルト
　29　褐色粘質シルト
　30　茶褐色砂質シルト
　31　灰色砂質シルトと茶褐色砂質シルトの混合層
　32　黄灰褐色砂質シルト
　33　黄褐色粘質シルト

　34　褐色粘質シルト
　35　黄灰褐色シルト
　36　灰褐色シルト
　37　灰褐色シルト　黄色シルトブロック混じる
　38　灰褐色シルト
　39　暗灰色シルト
　40　黄褐色粘質土と灰褐色シルトの混合層
　41　（ＳＫ 410）
　42　暗灰色粘質土　炭多量に含む
　43　黄色粘質土　　52 より明るい
　44　暗灰色シルト　しまりなし

　45　暗灰褐色シルト　　　　　　　黄褐色砂混じる
　46　黄灰色シルト
　47　黄灰色砂質シルト　　しまる
　48　褐色砂質シルト
　49　暗灰色砂質シルト　　しまる　やや粘質　　　
　50　暗灰褐色粘質シルト　　　　　砂粒細かい
　51　暗灰色粘質シルト　　　　　　49 より砂気なし
　52　黄褐色粘質土　　　　しまる　47 より明るく砂気少ない
　53　灰黄褐色砂質シルト
　54　灰茶色砂質シルト
　55　褐色粘質シルト　　　　　　　西方でしまりなくなる

　56　灰茶褐色砂質シルト
　57　黒灰褐色粘質シルト　硬くしまる
　58　暗灰褐色シルト　　　黄色シルトブロック・黒褐色粘土ブロック混じる
　59　黄色粘質土
　60　暗黄褐色砂質シルト　しまる
　61　茶褐色砂質土　　　　ややしまる
　62　黄灰色砂質シルト
　63　茶色砂質シルト　　　しまる
　64　黄色粘質土
　65　灰白色粘質土
　66　黄褐色砂質シルト

　67　暗黄褐色シルト　粒子細かい
　68　黄褐色粘質土
　　　１～９：ⅰ層 10 ～ 21：ⅱ層 22 ～ 24：遺構
　　　36,37：ＳＤ 54 38 ～ 40：遺構 41,42：ＳＫ 210
　　　43：遺構 44：ＳＸ 21 45：ＳＫ 211
　　　46：遺構？ 47 ～ 69：ⅲ層（地山）

＜Ｇ区輪中堤北トレンチ南壁土層名＞
　１　撹乱
　２　撹乱
　３　茶色土　　　　　しまりなし　　灰色、小礫混じる
　４　茶色土　　　　　　　　　　　　小礫多量に混じる
　５　茶褐色土　　　　ややしまる　　灰色土ブロック多量に、礫混じる　焼土少量含む　
　６　茶褐色土　　　　ややしまる　　灰色土ブロック多量に、礫混じる　焼土少量含む　
　７　灰色砂質土　　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭ブロック状に含む
　８　灰色砂質土　　　しまる　　　　小礫少量混じる　　　　　　　　　炭、焼土極少量含む
　９　淡灰色砂質土　　しまる　　　　炭、焼土少量含む
　10　灰色砂質土　　　しまる　　　　黄褐色粘質土ブロック混じる　　　炭ブロック状に含む
　11　観察なし
　12　茶褐色土　　　　ややしまる　　灰色土ブロック多量に、礫混じる　焼土多量に含む　
　13　茶色土　　　　　しまりなし　　小礫多量に混じる　　　　　　　　焼土少量含む
　14　茶色土　　　　　４よりしまる　小礫多量に混じる
　15　茶褐色砂質土　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土含む
　16　暗茶褐色砂質土　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　17　淡茶褐色砂質土　しまる　　　　灰黄褐色砂質ブロック混じる

　18　灰白色粘質土　　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　19　暗灰色弱粘質土　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　20　暗黄褐色弱粘質土　しまる
　21　淡茶褐色砂質土　　硬くしまる　灰黄褐色砂質ブロック混じる
　22　暗茶褐色砂質土　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　23　淡茶褐色砂質土　　しまる　　　24 よりややしまりなし
　24　淡茶褐色砂質土　　しまる
　25　暗黄褐色弱粘質土　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　26　淡灰色砂質土　　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　27　淡茶褐色砂質土　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　炭少量含む
　28　淡茶褐色砂質土　　しまる　　　灰色砂質土まだらに混じる
　29　暗灰色砂質土　　　　　　　　　灰白色砂質土まだらに混じる　焼土極少量含む
　30　暗灰色砂質土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土極少量含む
　31　淡灰色砂質土　　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　32　淡灰色砂質土　　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　33　淡茶褐色砂質土　　しまる
　34　淡灰色砂質土　　　しまる　　　　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土極少量含む

　35　　　淡灰色砂質土　　しまる　炭、焼土やや多量に含む
　36　　　黄褐色粘質土　　しまる　暗灰色粘質土ブロック混じる
　37or46　青灰色シルト　　しまる　灰色シルトまだらに混じる
　38　　　暗灰色シルト　　しまる　小礫やや多く混じる　焼土少量含む
　39　　　暗灰色シルト　　しまる　小礫やや多く混じる　焼土少量含む
　40　　　黄褐色粘質土　　しまる　暗灰色粘質土ブロック、灰白色砂質土混じる
　41　　　黄褐色粘質土　　しまる　暗灰色粘質土ブロック、灰白色砂質土混じる
　42　　　観察なし
　43　　　茶褐色粘質土　　しまる　炭、焼土やや多量に混じる
　44　　　黒褐色粘質土　　しまる　炭、焼土極少量混じる
　45　　　暗茶褐色粘質土　しまる　黄褐色粘質土ブロック、灰色粘質土ブロック混じる
　　　　　１～６：ⅰ層 ７～ 11：ⅰ or ⅱ層 12 ～ 34：輪中堤　 
　　　　　35：ⅱ or ⅲ or ⅳ層 36 ～ 42：遺構 43：ⅳ or ⅴ層
　　　　　44：遺構 45：遺構？ 46：ⅵ層（地山） 

Ｂ１区南壁セクション

Ｇ区西壁セクション

Ｇ区輪中堤北トレンチ南壁セクション
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別添図４　鷺山仙道遺跡Ｄ１・Ｄ２・Ｆ１区全体図
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別添図５　鷺山仙道遺跡Ｄ１、Ｄ２、Ｆ１区土層図

＜Ｄ１区西壁土層名＞
　１　茶褐色土
　２　褐色砂質土
　３　褐色土　　　　　　　　　　　　　φ２～５㎝の礫多量に混じる
　４　褐色土
　５　褐色砂質シルト
　６　褐色土
　７　暗灰色粘質土　　　　　　　　　　黄色・褐色砂混じる
　８　暗灰色シルト　　　　　　　　　　小角礫混じる
　９　暗青灰色粘質土
　10　暗灰色粘質シルト
　11　黄褐色粘質土
　12　黄褐色粘質シルト　　　　　　　　11 より明るい
　13　黄褐色粘質土　　　　　　　　　　灰色粘土混じる
　14　灰色粘質土
　15　灰色粘質土と黄色粘質土の混合層
　16　黄褐色粘質土　　　　　　　　　　灰色粘質土混じる
　17　灰色粘質土　　　　　　　　　　　瓦多量に混じる　　炭含む
　18　灰色砂質シルト　　　　　　　　　砂粒やや粗い
　19　黄色粘土と灰色粘土の混合層
　20　灰色粘土
　21　褐色砂　　　　　　　　　　　　　小礫混じる
　22　暗褐色シルト　　　　　　　　　　小礫混じる
　23　褐色土
　24　暗青灰色シルト
　25　褐色シルト　　　　　　　　　　　やや粘質
　26　灰色粘質土

　53　茶色シルト　　　　　　　　　灰色シルトブロック混じる
　54　黄褐色砂　　　　　　　　　　礫混じる
　55　褐色シルト　　　　　　　　　小角礫混じる
　56　黄褐色砂と褐色シルトの互層
　57　褐灰色砂
　58　褐色シルト　　　　　　　　　小角礫混じる
　59　暗黄褐色砂
　60　褐灰色シルト
　61　褐色粘砂
　62　褐色砂質土　　　　　　　　　小角礫混じる
　63　茶褐色シルト　　　　　　　　砂粒細かい
　64　褐色シルト　　　　　　　　　小礫混じる　焼土含む
　65　褐色砂質シルト
　66　茶褐色シルト
　67　茶色シルト　　　　　　　　　粒子細かい
　68　茶褐色シルト
　69　黄茶色シルト
　70　灰茶色砂質土
　71　茶色シルト　　　　　　　　　灰色シルト混じる
　72　褐色シルト
　73　茶褐色シルト
　74　褐色砂質土　　　　　　　　　しまる
　75　褐色シルト
　76　茶褐色砂質シルト
　77　茶色砂質土　　　　　　　　　しまる
　78　褐色砂質シルト

　27　茶褐色シルト
　28　茶褐色シルト　　　　黄色土ブロック混じる
　29　暗褐色シルト　　　　しまりなし
　30　灰褐色シルト
　31　茶褐色粘砂　　　　　砂粒粗い
　32　黄褐色シルト
　33　砂利
　34　褐色砂　　　　　　　ややしまる
　35　黄色角礫
　36　暗茶色シルト　　　　砂粒粗い
　37　暗灰色シルト　　　　小角礫混じる
　38　暗青灰色粘質シルト
　39　黄色砂　　　　　　　硬くしまる
　40　褐色土　　　　　　　小礫混じる
　41　灰色土
　42　灰褐色砂質土
　43　茶灰色シルト
　44　灰色粘質土
　45　褐色シルト　　　　　小礫混じる
　46　褐色シルト　　　　　灰色シルトブロック混じる
　47　砂　小礫混じる
　48　褐色砂質シルト
　49　砂礫
　50　暗茶色粘砂　　　　　砂粒粗い
　51　茶褐色シルト　　　　砂粒粗い
　52　黄色礫

　79　褐色シルト　　　　　　　　　　　礫多く混じる
　80　暗青灰色粘質土
　81　褐色砂質シルト
　82　茶色シルト　　　　　　　　　　　小円礫多量に混じる
　83　褐色シルト
　84　茶灰色シルト
　85　灰褐色砂質土　　　　　　　　　　やや粘質
　86　茶色シルト
　87　茶褐色シルト
　88　茶褐色シルト
　89　茶色シルト　　　　　　　　　　　暗褐色・黄色シルトブロック混じる
　90　褐色シルト
　91　茶色シルト　　　　　　　　　　　南端では灰褐色になる
　92　茶褐色粘質シルト
　93　褐色シルトと灰色シルトの混合層
　94　灰色粘質土　　　　　　　　　　　しまりなし
　95　灰褐色シルト
　96　灰黄褐色粘質土
　97　灰褐色シルト　　　　　　　　　　砂粒粗い
　98　暗青灰色粘質土
　99　茶褐色シルト
 100　暗茶色シルト　　　　　　　　　　砂粒粗い
 101　褐色粘質土
 102　褐色シルト
 103　灰褐色粘質土
 104　茶色シルト　　　　　　　　　　　灰色シルト混じる

 105　茶褐色砂質シルト
 106　褐色シルト　　　　　　　　　　　　黄色シルトブロック混じる
 107　褐色粘質土　
 108　褐色シルト
 109　褐色粘質シルト
 110　暗褐色粘質土
 111　褐色シルト
 112　茶色粘質土
 113　暗褐色シルト
 114　暗黄褐色粘質土
 115　茶色シルト　　　　　　　　　　　　やや粘質　86 より明るい
 116　茶灰色粘質シルト
 117　暗黄褐色粘質土
 118　茶色粘質土
 119　暗茶色粘質土
 120　暗黄褐色シルト
 121　褐色粘質土
 122　褐色粘土
 123　黄褐色粘質シルト
 124　灰色粘質シルト　　　　　　　　　　黄褐色シルト混じる
 125　褐色シルト　　　　　　　　　　　　マンガン・灰色シルト混じる
 126　黄褐色シルト
 127　暗黄色粘質シルト　　　　　　　　　灰色シルト混じる
 128　暗灰黄色粘質土
 129　暗灰色粘質土　　　　　　　　　　　黄褐色粘質土混じる
 130　灰色粘質土と黄褐色粘質土の混合層

 131　暗灰色粘質土
 132　黄褐色粘質土と灰色粘質土の混合層
 133　灰色粘質土
 134　暗黄褐色粘質シルト
 135　灰色粘質土
 136　暗灰色粘土　　　　　　　　　　　　黄色粘土混じる
 137　暗灰褐色粘質シルト
 138　明灰色粘質シルト
 139　暗褐色シルト　　　　　　　　　　　暗灰色粘質土混じる
 140　灰色粘質シルト　　　　　　　　　　砂粒細かい
 141　明灰色粘質シルト
 142　黄褐色粘質土
 143　灰色粘質土
 144　灰色粘土
 145　暗灰色粘土
 146　暗青灰色粘土
 147　暗灰色粘質土
 148　灰色粘質土
 149　黒灰色粘土
 150　暗灰色粘質シルト
 151　灰色粘土
 152　明灰色粘土
 153　灰色粘砂層
　　　１～ 73：ⅰ層 74 ～ 134：ⅱ層　135：遺構
　　　136：ＳＤ 65　 137：遺構　 138：ＳＤ 68
　　　139：遺構　 140 ～ 153：ⅲ層（地山）

＜Ｄ２区西壁土層名＞
　１　暗褐色砂質土　　　　礫混じる
　２　黒褐色粘質土
　３　褐灰色シルト質細砂　マンガン混じる
　４　灰黄褐色砂質土　　　マンガン、鉄分混じる
　５　灰黄褐色砂質土　　　やや黄色味強い　鉄分、マンガン混じる
　６　にぶい黄褐色砂質土　しまりなし　礫混じる
　７　明黄褐色砂質土　　　礫、マンガン、鉄分混じる
　８　７より黄色味強い
　９　黄褐色砂質土　　　　マンガン、鉄分多量に混じる
　10　薄い灰色砂質土　　　黄褐色細砂、鉄分混じる
　11　褐色砂質土　　　　　マンガン混じる　　　　　炭、焼土含む
　12　黄褐色砂質土　　　　マンガン混じる　　　　　炭、焼土少量含む
　13　にぶい黄褐色粘質土　礫、マンガン混じる　　　炭、焼土少量含む
　14　灰黄褐色土　　　　　マンガン、鉄分混じる
　15　黄灰色シルト質細砂　マンガン、鉄分混じる
　16　灰褐色シルト質細砂
　17　黄灰色細砂質シルト　マンガン、鉄分混じる
　18　白灰色シルト質細砂　鉄分混じる
　19　にぶい黄褐色粘質土　礫、黄橙色シルトブロック、マンガン混じる
　20　黄灰色砂質土　　　　粒子細かい　マンガン混じる

　21　青灰色シルト質細砂　　マンガン、鉄分混じる
　22　観察なし
　23　にぶい黄褐色粘質土　　明黄褐色細砂ブロック、礫混じる
　24　暗褐色粘質土　　　　　しまりなし　礫混じる　　　炭含む
　25　灰褐色粘質土　　　　　うすい黄褐色細砂混じる
　26　にぶい黄褐色粘質土　　しまりなし　　　　　　　　炭、焼土少量含む
　27　にぶい黄褐色粘質土　　白灰色細砂ブロック混じる　炭少量含む
　28　にぶい黄褐色粘質土　　しまりなし　　　　　　　　礫、マンガン混じる
　29　青灰色シルト　　　　　礫、鉄分混じる
　30　21 と同質だが鉄分少量
　31　黄灰色砂質土　　　　　粒子細かい　　　　　　　　　　　マンガン混じる
　32　褐灰色シルト質細砂　　マンガン、鉄分混じる
　33　褐灰色シルト質細砂　　黄橙色シルトブロック、マンガン、鉄分混じる
　34　黄灰色砂質土　　　　　20,31 層より鉄分多く混じる
　35　薄い灰色シルト質細砂　マンガン粒多量に混じる
　36　灰褐色シルト　　　　　マンガン、鉄分全体に混じる
　37　観察なし
　38　（ＳＤ 61）
　39　淡い黄褐色細砂質土　　やや橙色味がかる　マンガン、鉄分混じる
　40　淡い黄褐色細砂質土　　やや橙色味がかる　マンガン、鉄分混じる

　41　淡い黄橙色シルト　　　　　　マンガン、鉄分混じる　　　　炭多量に含む
　42　淡い黄橙色シルト　　　　　　マンガン、鉄分混じる　　　　炭少量含む
　42’42 よりマンガン多量に混じる
　43　淡い黄橙色シルト　　　　　　マンガン、鉄分混じる　　　　炭少量含む
　44　淡い黄褐色シルト質細砂　　　マンガン、鉄分混じる
　45　黄灰色砂質土　　　　　　　　マンガン、鉄分混じる　　　　粒子やや粗い
　46　褐灰色シルト質細砂　　　　　マンガン、鉄分混じる
　47　46 に地山ブロック混じる
　48　（ＳＤ 64）
　49　観察なし
　50　観察なし
　51　黄褐色粘質土　　　　　　　　青灰色シルトブロック混じる　鉄分まばらに混じる
　52　灰黄褐色粘質土　　　　　　　鉄分まばらに混じる
　53　褐灰色シルト
　54　53 より灰色味強い
　55　にぶい黄褐色シルト　　　　　マンガン混じる
　56　にぶい黄褐色シルト質細砂　　マンガン混じる
　57　にぶい黄褐色細砂　　　　　　ややシルト混じる
　58　明黄褐色シルト質細砂　　　　マンガン少量混じる
　59　明黄褐色砂質土　　　　　　　マンガン少量混じる　粒子細かい

　60　黄褐色シルト砂質土　　　マンガン、鉄分混じる
　61　60 よりシルト質
　62　にぶい黄褐色細砂　　　　マンガン少量混じる
　63　62 より灰色味がかる
　64　にぶい黄褐色細砂　　　　灰色シルトブロック混じる　鉄分少量混じる
　65　薄い灰色砂質土　　　　　砂粒やや粗い
　66　黄褐色中砂
　67　にぶい黄褐色中砂
　68　67 より粒子細かい
　69　にぶい黄褐色砂質土　　　やや粘質強い　マンガン、鉄分まばらに混じる
　70　にぶい黄褐色細砂シルト　礫まばらに混じる
　71　礫
　72　灰褐色シルト　　　　　　明褐色細砂混じる
　73　黄褐色細砂
　74　暗褐灰色シルト
　75　褐灰色シルト　　　　　　細砂、マンガン混じる
　76　褐灰色細砂質土　　　　　マンガン、鉄分混じる
　77　灰褐色細砂質土
　78　褐灰色細砂質土　　　　　黄褐色細砂混じる
　79　灰黄褐色シルト　　　　　鉄分混じる

　80　褐灰色シルト　　　　　細砂、マンガン、鉄分混じる　
　81　褐灰色シルト質細砂　　黄褐色細砂混じる
　82　青灰色シルト質細砂　　やや粘質強い　鉄分少量混じる
　83　明黄褐色シルト質細砂　マンガン、鉄分多量に混じる
　84　茶褐色シルト　　　　　マンガン多量に混じる
　85　にぶい黄褐色シルト　　マンガン多量に混じる
　86　暗黄褐色細砂質土　　　マンガン混じる
　87　黄褐色シルト　　　　　マンガン多量に混じる
　88　茶褐色シルト　　　　　マンガン多量に混じる　やや細砂質
　89　黄褐色細砂　　　　　　マンガン鉄分混じる
　90　にぶい黄褐色シルト　　マンガン混じる
　91　黄褐色細砂
　　　１～３：ⅰ層 ４～ 36：ⅱ ,ⅲ層 37：遺構 38：ＳＤ 61
　　　39,40：遺構 41：Ｐ 1680 42 ～ 44：ＳＸ 39 45：遺構
　　　46,47：遺構？ 48：ＳＤ 64 49 ～ 54：遺構 55 ～ 82：ＳＸ 36
　　　83 ～ 91：ⅳ層（地山）

＜Ｆ１区南壁土層名＞
　１　表土
　２　灰色砂質土
　３　暗灰色砂質土
　４　灰色砂質土
　５　暗渠
　６　灰黄褐色砂質土　　　　　　　マンガン混じる　焼土含む
　７　灰黄褐色砂質土　６より暗い　マンガン混じる　焼土含む
　８　暗渠
　９　観察なし
　10　灰色砂質土　　　黄褐色不明瞭斑文

　21　灰黄色砂質シルト
　22　シルト質細砂
　23　砂
　24　黄褐色細砂
　25　砂とシルトの粒状まだら
　26　粗砂
　27　灰黄色細砂
　28　灰黄色砂
　29　砂
　30　黄灰色細砂

　41　黄色細砂　　　　　　　　　　　　　上方細粒化
　42　砂
　43　黄色シルト質微砂
　44　黄色細砂
　45　灰黄色微砂
　46　黄灰色粘質シルト
　47　淡灰色砂質土
　48　黄色砂質シルト～淡褐色砂質シルト
　49　黄褐色シルト質細砂
　50　黄褐色細砂

　11　灰黄褐色砂質土　　　マンガン混じる
　12　観察なし
　13　撹乱
　14　黄褐色シルト質細砂　
　15　淡茶灰色シルト
　16　黄灰色砂質シルト
　17　灰暗褐色粘質土
　18　灰黄褐色砂質土　　　マンガン斑
　19　灰黄色シルト質細砂
　20　黄色砂質土　　　　　硬くしまる

　31　黄色細砂　　　　　　　　　　　　　　　シルト小粒含む　しまる
　32　黄灰色砂質土と黄色粘土のまだら
　33　黄灰色細砂　　　　　　　　　　　　　　褐色斑
　34　黄灰色砂質シルト
　35　淡灰色シルト質細砂
　36　灰黄色砂質シルト～淡灰色シルト質細砂
　37　灰黄色シルト
　38　黄色砂
　39　砂　　　　　　　　　　　　　　　　　　シルト小粒含む
　40　細砂

　51　微砂
　52　シルト質細砂
　53　砂
　　　１～５：ⅰ層　 ６～ 13：ⅱ層
　　　14 ～ 19：遺構 20 ～ 28：ＳＸ 35
　　　29 ～ 53：ⅲ層（地山）

Ｄ１区西壁セクション

Ｄ２区西壁セクション

Ｆ１区南壁セクション
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別添図６　鷺山仙道遺跡Ｃ１、Ｃ２、Ｈ４区全体図　
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別添図７　　鷺山仙道遺跡Ｃ３区全体図

C2区

※土層図は別添図８
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別添図８　鷺山仙道遺跡Ｃ１・Ｃ２・Ｃ３区・ＳＸ 55 土層断面図

＜Ｃ１区北壁土層名＞
　１　暗渠
　２　黄褐色極細砂～細砂　　シルトわずかに混じる
　３　黄褐色シルト混細砂
　４　暗渠
　５　黄褐色シルト混極細砂　小礫わずかに混じる
　６　灰褐色シルト混細砂　　小礫混じる
　７　灰褐色シルト混細砂　　小礫混じる　炭含む

　８　　灰色シルト混細砂　　　　　鉄分沈着
　９　　オリーブ灰色シルト混細砂　鉄分沈着
　10,11（ＳＫ 166）
　12　　黄灰色シルト混細砂　　　　炭、焼土含む
　13　　黄灰色シルト混極細砂　　　焼土わずかに含む
　14　　暗灰色泥炭質シルト　　　　炭多量に含む
　15　　暗褐色シルト混極細砂

　16　オリーブ灰色シルト混細砂　　　　　　　　　　　　　　　　炭多量に含む
　17　灰色細砂混シルト　　　　　粘性あり　小礫混じる　　　　　炭わずかに含む
　18　灰褐色細砂　　　　　　　　明黄褐色シルトブロック混じる
　19　灰色シルト混極細砂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭わずかに含む
　20　暗褐色シルト混細砂
　21　褐色シルト混細砂　　　　　ややしまる　鉄分沈着
　22　（ＳＤ 47）

　23　暗褐色シルト混極細砂　　　　炭わずかに含む
　24　暗褐色シルト混極細砂　　　　炭、焼土わずかに含む
　25　暗褐色シルト混細砂　　　　　炭含む
　26　暗オリーブ灰色シルト混細砂　炭、焼土わずかに含む
　27　褐色シルト混極細砂
　28　灰色シルト混じり細砂　　　　小礫混じる
　29　黄褐色細砂混シルト　　　　　小礫わずかに混じる

　30　暗褐色極細砂混シルト
　31　褐色細砂混シルト
　32　黄褐色極細砂混シルト　小礫わずかに混じる
　33　黄褐色シルト混細砂　　鉄分沈着
　34　黄褐色シルト混細砂　　小礫わずかに含む
　35　黄褐色細砂　　　　　　シルトわずかに混じる
　36　黄褐色極細砂　　　　　シルトわずかに混じる

　37　西：黄灰色極細砂混シルト　東：黄灰色細砂～中粒砂
　　　１～４：ⅰ層	 ５～７：ⅱ層	 ８,９：ＳＤ 49
　　　10,11：遺構	 12 ～ 16：ＳＫ 161	 17,18：ＳＸ 11
　　　19：遺構？	 20：ＳＤ 42	 21：ⅲ層
　　　22：ＳＤ 47	 23 ～ 26：ＳＢ 51	 27,28：遺構
　　　29,30：ＳＤ 46 東　31：ＳＤ 46 西	 32：遺構
　　　33 ～ 37：ⅳ・ⅴ層（地山）

　14　灰色砂質シルト
　15　褐色土
　16　灰褐色シルト
　17　茶褐色土
　18　褐色シルト　　　　しまる
　19　褐色土
　20　茶褐色土　　　　　しまる
　21　茶褐色シルト
　22　灰色シルト　　　　ブロック状
　23　黄色シルト　　　　ブロック状
　24　茶褐色粘質シルト
　25　茶褐色シルト
　26　灰褐色粘質シルト

＜Ｃ２区北壁土層名＞
　１　黄色土
　２　砂礫
　３　砂礫
　４　（撹乱）
　５　（撹乱）
　６　褐色土
　７　表土層
　８　暗灰色土　　　　しまりなし
　９　褐色土
　10　（石垣の裏込め）
　11　暗黄灰色シルト　しまる
　12　明灰色シルト
　13　灰色シルト

　27　灰色粘質土
　28　黄色粘質土
　29　黄灰色粘質土　　28 の変色か
　30　黄褐色砂質土　　やや粘質　
　31　黄灰色砂質土　　しまる
　32　黄灰褐色粘質土
　33　黄色粘質土
　34　茶色砂質シルト　やや粘質
　35　茶色砂　　　　　しまりなし
　　　１～ 30：ⅰ層	 31：ⅱ層
　　　32 ～ 35：ⅲ層（地山）

＜Ｃ３区北壁土層名＞
　１　観察なし
　２　観察なし
　３　観察なし
　４　礫（チャート）
　５　暗青灰色粘質土　　硬くしまる
　６　暗渠
　７　灰色粘質土　　　　しまる
　８　灰色シルト質細砂　硬くしまる
　９　灰色粘砂質土　　　しまる　　　鉄分混じる
　10　暗灰褐色粘砂質土　しまる　　　マンガン混じる
　11　灰色粘質土　　　　しまる
　12　灰色シルト質細砂　硬くしまる
　13　灰色粘砂質土　　　しまる　　　鉄分混じる
　14　灰色粘砂質土　　　しまる
　15　灰色粘砂質土　　　しまる
　16　褐色粗砂　　　　　しまりなし
　17　灰色砂質土　　　　しまりなし

　18　暗灰褐色粘砂質土　　硬くしまる　マンガン多量に含む
　19　淡灰色シルト質細砂　硬くしまる
　20　灰色粘砂質土　　　　しまる
　21　灰色シルト質細砂　　硬くしまる
　22　灰色シルト質細砂　　硬くしまる
　23　灰褐色粘砂質土　　　硬くしまる　マンガン混じる
　24　灰色粘質土　　　　　硬くしまる
　25　灰色シルト　　　　　硬くしまる
　26　灰色粘質土　　　　　硬くしまる
　27　黄褐色粘質土　　　　硬くしまる
　28　灰褐色粘砂質土　　　しまる
　29　灰色砂質土　　　　　硬くしまる
　30　淡灰色粘砂質土　　　しまる
　31　褐色粗砂　　　　　　しまる
　32　褐色粗砂　　　　　　しまる
　33　灰色シルト質細砂　　しまる
　34　灰褐色粘質土　　　　硬くしまる

　35　灰白色粘質土　　　しまる
　36　灰色粘砂質土　　　硬くしまる
　37　灰色粘土　　　　　非常に硬くしまる
　38　灰色砂質土　　　　しまる
　39　黄褐色砂質土　　　しまる　　　　　　マンガン混じる
　40　淡灰褐色粘砂質土　硬くしまる　　　　鉄分混じる
　41　観察なし
　42　灰色細砂　　　　　しまる
　43　灰色粘砂質土　　　硬くしまる　　　　鉄分混じる
　44　灰色シルト　　　　硬くしまる
　45　灰褐色粘質土　　　硬くしまる
　46　黒褐色砂質土　　　硬くしまる　　　　鉄分混じる
　47　灰褐色粘砂質土　　しまりなし　　　　炭、焼土非常に多量に混じる
　48　灰色粘質土　　　　硬くしまる　　　　褐色細砂ブロック状に含む
　49　灰色粘質土　　　　しまる　　　　　　炭、焼土少量混じる
　50　灰色粘砂質土　　　しまりなし　　　　鉄分混じる
　51　灰色粘砂質土　　　しまる　　　　　　鉄分混じる　底部に石あり

　52　暗灰褐色粘質土　　硬くしまる　鉄分混じる
　53　淡灰褐色粘砂質土　硬くしまる　鉄分混じる
　54　灰白色細砂　　　　硬くしまる
　55　淡灰色粘砂質土　　硬くしまる　鉄分混じる
　56　淡灰色粘砂質土　　硬くしまる　鉄分混じる
　57　灰黄褐色粘質土　　硬くしまる
　58　灰褐色粘砂質土　　硬くしまる　マンガン混じる
　59　褐色粗砂　　　　　しまる
　60　灰色細砂　　　　　しまる
　61　灰褐色粘砂質土　　しまる
　62　灰色粘砂質土　　　硬くしまる　鉄分混じる
　63　灰褐色粘砂質土　　硬くしまる　細砂ブロック混じる
　64　灰色粘砂質土　　　しまる
　65　灰色粘砂質土　　　硬くしまる　鉄分混じる
　66　灰色粘土　　　　　硬くしまる
　67　暗灰色粘土　　　　硬くしまる
　68　灰色粘砂質土　　　硬くしまる

　69　灰色シルト質細砂　　　硬くしまる
　70　観察なし
　71　褐色細砂　　　　　　　しまる
　72　灰褐色粗砂　　　　　　しまる
　73　灰色粘砂質土　　　　　硬くしまる
　74　黄褐色粘質土　　　　　硬くしまる
　75　暗灰褐色粘砂質土　　　硬くしまる　鉄分多量に混じる
　76　黒色粘質土　　　　　　硬くしまる
　77　暗褐色シルト質砂質土　硬くしまる
　78　灰色粘質土　　　　　　硬くしまる　シルト質細砂帯状に混じる
　79　灰褐色粗砂　　　　　　しまる
　80　暗灰褐色粘質シルト　　硬くしまる　マンガン混じる
　81　灰褐色シルト質細砂　　しまる
　82　観察なし
　83　観察なし
　84　黒灰色粘土　　　　　　硬くしまる　シルト質細砂混じる
　85　灰白色粘質土　　　　　硬くしまる　マンガン混じる

　86　灰色粘質土　　　　しまる
　87　黒灰色粘質土　　　硬くしまる　　　　灰色シルト質細砂混じる
　88　黒灰色粘土　　　　非常に硬くしまる
　89　暗灰色粘質土　　　硬くしまる　　　　褐色粘土混じる
　90　黒色粘質土　　　　硬くしまる
　91　観察なし
　92　灰白色粘質土　　　硬くしまる
　93　灰黄褐色粘土　　　非常に硬くしまる
　94　灰黄色粘土　　　　非常に硬くしまる
　95　灰色シルト質細砂　硬くしまる
　96　淡灰色粘質土　　　非常に硬くしまる
　97　褐色細砂　　　　　しまる
　98　褐色粗砂　　　　　しまる　　　　　　細砂混じる
　　　１～７：ⅰ (ⅱ層 )	 ８, ９：ＳＸ 41	 10,11：遺構
　　　12 ～ 14：ＳＸ 42	 15 ～ 17：遺構	 18：ＳＤ 76
　　　19,20：ＳＸ 43	 21 ～ 25：遺構	 26 ～ 29：ⅲ層
　　　30,31：遺構	 32 ～ 34：ＳＸ 50	 35 ～ 39：遺構

　　
　40,41：ⅲ’層	 42：遺構	 43,44：Ｐ 1782
　45,46：Ｐ 1738	 47：ＳＸ 47	 48：ＳＫ 320
　49：Ｐ 1862	 50：Ｐ 1863	 51：Ｐ 1864
　52：ＳＸ 44	 53 ～ 56：遺構	 57,58：ⅳ層
　59：遺構	 60：ＳＸ 54	 61：ＳＤ 81
　62：ＳＤ 78	 63：遺構	 64：ＳＤ 79
　65：ＳＤ 80	 66,67：ＳＤ 80	 68：遺構
　69：ＳＸ 53	 70：遺構？	 71,72：ⅴ層
　73：遺構	 74：ＳＤ 84	 75：ＳＤ 84
　76：ＳＤ 91	 77：ＳＤ 88	 78：ＳＤ 90
　79 ～ 85：ＳＸ 55	 86：遺構	 87：ＳＫ 322
　88：ＳＤ 89	 89：ＳＤ 86	 90：ＳＤ 87
　91,92：遺構	 93 ～ 98：ⅵ・ⅶ層（地山）

＜Ｈ４区西壁土層名＞
　１　黄褐色細砂　　　　　　　　　しまりなし　シルトわずかに含む
　２　灰褐色シルト混細砂　　　　　　　　　　　小礫混じる
　３　黄褐色シルト混じり細砂　　　ややしまる
　４　灰褐色細砂混シルト
　５　灰色極細砂混シルト
　６　灰色シルト混細砂
　７　灰褐色シルト混細砂　　　　　　　　　　　鉄分沈着
　８　灰褐色シルト混細砂　　　　　　　　　　　小礫混じる
　９　黄灰色極細砂～細砂
　10　オリーブ灰色シルト混極細砂
　11　灰褐色シルト混極細砂

　12　灰色シルト混細砂　　　　　炭含む
　13　灰色シルト混細砂　　　　　鉄分沈着
　14　オリーブ灰色シルト混細砂　鉄分沈着
　15　灰色シルト　　　　　　　　黄灰色シルトブロック混じる
　16　灰色シルト　　　　　　　　黄灰色シルトブロック混じる
　17　オリーブ灰色シルト混細砂　粘性あり　鉄分沈着
　18　黄灰色細砂
　　　１,２：ⅰ層	 ３～５：ⅱ層	 ６：ＳＤ 44	 ７：ＳＤ 48
　　　８～ 11：ＳＸ 12	 12：ＳＸ 14	 13,14：ＳＤ 49	 15：Ｐ 1421
　　　16：Ｐ 1424	 17：ⅳ層	 18：ⅴ層（地山）

　７　暗灰色粘土
　８　暗灰色粘土　６や６’より暗い
　９　観察なし
　10　黄色粘土　一部明灰色に変色
　11　黄褐色粘土
　　　５,６：ＳＸ 55	 ６’：ＳＤ 86,87
　　　７：ＳＤ 84	 ８：ＳＤ 89	

＜ＳＸ 55 他土層名＞
　１　暗灰色粘質土
　２　暗灰色粘質土　黄色粘土ブロック混じる
　３　灰褐色粘質シルト
　４　灰色シルト　砂粒やや粗い
　５　暗灰色粘土
		５’暗灰色粘土　５との識別困難
　６　暗灰色粘土　ややシルト質　褐色砂少量混じる
　６’黒灰色粘土　６との識別困難

Ｃ１区北壁セクション

Ｃ２区北壁セクション

Ｃ３区北壁セクション

Ｈ４区西壁セクション

ＳＸ５５他セクション

5m0

0 2m

3
8

21
10 33 21 15

9 33
37
11 21

33

2
6

14
12

1613
17 18 37 34

21

33

5

2

37
33

6

22 1

33 37 36

5

35 33

6
2

21

37 23 37
37 25 26

4

24

5

21 19 37 33

21

生痕

27 33 32 28 31 30
29

6 7

2

33

37

5

生痕

生痕生痕
生痕

生痕生痕

15.0m

14.0m

13.0m

14.0m

13.0m

14.0m

13.0m

14.0m

15.0m

14.0m

35

13 11 7 8

31

7 9

35 31

6 7

9

12

1

35 杭

10

31 31

14

31

胴木

1 2

18
21

2322

28 29

16 17 15 19

24
26

27

3530

25

3
45

33
34

20

32

杭 杭

27 26

31 30

5 5

9
57

95
60

10 11 5
8

5994

32
33

34

72

71

5

72

27
57

93

73

71

61
95

71 63

93

57 12

62

71 56

15 14 5

64

13

57

6869

80

6566

67

94

16 27 17

18 28

35
2726

7536

378670
71

80

57

57
5 19

20

80 93

81

74

57

27

71

6 27

79 80 21

79

93
90

89
8279

88879381

84
87

78

91 83 76 84 77

71

23 272224
27

5
4
25 58 5

93

78 84

85
96 97 92

54 53

542 40

43

44

53 45

47 46 98 53

41 27 5 5 5

55 56 53

5 40

48
53

3

98
49

98

53

407 木

50

38 40 39
27

40
535153

98

69

50
53

98

27
40

98
53

29
3

4

52
98 98

98

2

1

4
5

8
3

10 17 18

6
2 3

7

12 18

1

8

10 18

9

11 15 18 14

13

16 18

6

10 7 7
6

6'

(SD86)

10 6'

4

8
(SD87)

3

5' 5

10

2
5

9
1

11

13.0m

15.0m

14.0m

13.0m

14.0m

57
98

13.0m

14.0m

13.0m

14.0m

15.0m

14.0m

A'
13.0m
A

20



別添図９　鷺山仙道遺跡Ｈ１・Ｈ２・Ｈ３・Ｅ１区全体図　
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別添図 10　鷺山仙道遺跡Ｈ１・Ｈ２・Ｈ３・Ｅ１区土層図・Ｇ区ＳＤ 14・16・19・37・17・20・29 実測図

＜Ｈ１区東壁土層名＞
　１　撹乱
　２　土管
　３　茶褐色砂質土　　　　しまる　黒褐色砂質土混じる
　４　灰色土
　５　茶褐色砂質土　　　　しまる　炭、焼土少量混じる
　６　茶褐色砂質土　　　　しまる　炭、焼土少量混じる
　７　茶褐色弱粘性砂質土

　８　茶褐色砂質土　　　　しまる　炭、焼土少量混じる
　９　茶褐色弱粘質土　　　しまる　灰色粘質土まだらに混じる
　10　茶褐色砂質土　　　　しまる　灰色砂質土まだらに混じる
　11　茶褐色砂質土　　　　　　　　青灰色砂質土混じる
　　　１,２：ⅰ層	 ３,４：ⅱ層	 ５：ＳＫ 38	 ６, ７：ＳＫ 39
　　　８：遺構	 ９：ⅲ層	 10：ＳＤ 11	 11：ⅳ層

＜Ｈ２、３区東壁土層名＞
　１　黒褐色弱粘質土　　　　　　　　　灰黄褐色砂質土まだらに混じる
　２　灰色土　　　　　　　しまる　　　小礫多量に混じる
　３　暗茶褐色土　　　　　しまる　　　茶褐色砂質土混じる　中礫混じる　炭、焼土含む
　４　観察なし
　５　灰色砂質土　　　　　しまる　　　茶褐色砂質土まだらに混じる
　６　暗渠
　７　灰色土　　　　　　　しまる　　　小礫多量に混じる　　　　　　　　炭含む
　８　灰色砂質土
　９　暗茶褐色砂質土　　　しまる　　　礫混じる
　９　淡茶褐色砂質土　　　硬くしまる　礫混じる
　10　黒褐色土　　　　　　　　　　　　小礫多量に混じる
　11　茶褐色砂質土　　　　　　　　　　黄褐色砂質土少量混じる
　12　茶褐色砂質土　　　　　　　　　　黄褐色砂質土少量混じる
　13　淡茶褐色砂質土　　　硬くしまる　小礫混じる　　　　　　　　　　　炭含む
　14　杭跡
　15　暗黄褐色細粒砂　　　しまりなし　噴砂
　16　灰色弱粘質土　　　　しまる　　　茶褐色若年質とが細かくまだらに混じる
　17　茶褐色弱粘性砂質土　しまる
　18　茶褐色弱粘質土　　　しまる

　19　暗茶褐色砂質土　　　　しまる
　20　暗茶褐色砂質土　　　　しまる
　21　茶褐色弱粘性砂質土　　　　　　　　　　　灰色砂質土部分的に混じる　　　　　　　焼土、炭多量に混じる
　22　暗茶褐色弱粘性砂質土　しまる
　23　暗茶褐色砂質土　　　　しまる
　24　茶褐色粘質土　　　　　　　　　　　　　　灰黄褐色砂質土まだらに混じる
　25　灰褐色弱粘質土　　　　しまる　　　　　　灰褐色砂質土混じる
　26　暗茶褐色弱粘質土　　　　　　　　　　　　灰色砂質土まだらに混じる　小礫混じる　炭、焼土含む
　27　黒褐色粘質土　　　　　しまる　　　　　　灰色味帯びる
　28　灰褐色弱粘質土　　　　しまる　　　　　　灰褐色砂質土混じる
　29　暗茶褐色砂質土　　　　非常に硬くしまる　灰黄褐色砂質土まだらに混じる
　30　暗茶褐色粘質土　　　　しまる　　　　　　小礫混じる　　　　　　　　　　　　　　炭、焼土含む
　31　暗茶褐色粘質土　　　　しまる　　　　　　灰白色粘質土部分的に混じる
　32　暗茶褐色弱粘質土　　　しまる　　　　　　灰色粘質土がまだらに混じる　
　33　暗茶褐色弱粘質土　　　しまる　　　　　　やや青灰色
　34　茶褐色弱粘質土　　　　　　　　　　　　　灰色弱粘質土が少量まだらに混じる　　　礫多量に混じる
　35　青灰色弱粘質土　　　　しまる　　　　　　礫、鉄分多量に混じる
　36　青灰色粘質土　　　　　しまる　　　　　　礫、鉄分多量に混じる
　37　茶褐色弱粘性砂質土　　　　　　　　　　　灰色砂質土部分的に混じる　　　　　　　炭、焼土多量に含む

　38　灰黄褐色シルト　　　　　　　　　　　　　　　　しまる　　　　　　灰色シルトがまだらに混じる
　39　茶褐色粘質土　　　　　　　　　　　　　　　　　しまる　　　　　　灰白色粘質土部分的に混じる
　40　暗茶褐色粘質土　　　　　　　　　　　　　　　　しまる　　　　　　礫少量混じる　　　　　　　　　炭含む
　41　暗茶褐色粘質土　　　　　　　　　　　　　　　　しまる　　　　　　礫少量混じる　
　42　焦げ茶色砂質土と灰褐色砂質土がまだらに混じる
　43　茶褐色粘質土　　　　　　　　　　　　　　　　　非常に硬くしまる　小礫多量に混じる　
　44　暗茶褐色粘質土　　　　　　　　　　　　　　　　しまる　　　　　　黄褐色砂質土混じる　　　　　　礫含む
　45　黒褐色粘質土　　　　　　　　　　　　　　　　　非常に硬くしまる　黄褐色砂質土部分的に混じる
　46　黒褐色粘質土　　　　　　　　　　　　　　　　　非常に硬くしまる　礫混じる
　47　暗茶褐色砂質土　　　　　　　　　　　　　　　　しまる　　　　　　礫混じる　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　48　暗茶褐色砂質土　　　　　　　　　　　　　　　　しまる　　　　　　礫混じる　　　　　　　　　　　炭、焼土多量に含む
　49　灰褐色弱粘質土　　　　　　　　　　　　　　　　しまる　　　　　　礫混じる
　50　淡茶褐色弱粘質土　　　　　　　　　　　　　　　しまる　　　　　　灰色砂質土まだらに混じる
　51　淡茶褐色弱粘質土　　　　　　　　　　　　　　　しまる　　　　　　青みがかる　　　　　　　　　　礫混じる　
　52　淡茶褐色弱粘質土　　　　　　　　　　　　　　　しまる　　　　　　灰色粘質土部分的に混じる
　53　茶褐色弱粘性砂質土　　　　　　　　　　　　　　しまる　　　　　　灰色粘質土部分的に混じる
　54　黒褐色粘質土　　　　　　　　　　　　　　　　　しまる　　　　　　灰黄褐色砂質土まだらに混じる　焼土、炭含む
　55　暗茶褐色弱粘質土　　　　　　　　　　　　　　　しまる　
　56　黒褐色粘質土　　　　　　　　　　　　　　　　　硬くしまる　　　　小礫多量に混じる	

　57　暗茶褐色弱粘性砂質土　しまる
　58　観察なし
　59　観察なし
　60　灰色砂質土　　　　　　しまる　茶褐色砂質土まだらに混じる　　　小礫混じる
　61　暗茶褐色粘質土　　　　しまる　炭、焼土含む
　62　暗茶褐色粘質土　　　　しまる　炭、焼土含む
　63　暗茶褐色弱粘性砂質土　しまる　灰黄褐色砂質土まだらに混じる
　64　茶褐色砂質土　　　　　しまる　灰黄褐色砂質土まだらに混じる　　炭含む
　65　茶褐色弱粘質土　　　　しまる　灰黄褐色弱粘質土まだらに混じる
　66　茶褐色砂質土　　　　　しまる　灰色砂質土まだらに混じる　　　　炭、焼土含む
　67　暗茶褐色粘質土　　　　しまる　灰色粘質土まだらに混じる　　　　炭、焼土含む
　68　暗茶褐色粘質土　　　　しまる　灰黄褐色粘質土まだらに混じる　　炭含む
　69　黒褐色粘質土　　　　　しまる　灰黄褐色粘質土混じる　　　　　　炭含む
　70　観察なし
　71　暗茶褐色粘質土　　　　しまる　鉄分混じる
　72　茶褐色弱粘質土　　　　しまる　灰色砂質土まだらに混じる　　　　鉄分含む
　73　暗茶褐色粘質土　　　　しまる　灰色粘質土まだらに混じる　　　　
　74　暗茶褐色砂質土　　　　しまる　灰白色砂質土部分的に混じる　
　75　茶褐色砂質土　　　　　　　　　灰色砂質土まだらに混じる

　76　茶褐色砂質土　　しまる　　　鉄分混じる　炭含む
　77　観察なし
　78　茶褐色粘質土　　しまる　　　灰色砂質土まだらに混じる
　79　黄褐色シルト　　　　　　　　灰色シルト細かくまだらに混じる
　80　茶褐色粘質土　　しまる　　　灰色粘質土がまだらに混じる
　81　茶褐色砂質土　　しまる　　　灰色砂質土まだらに混じる
　82　灰黄褐色シルト　しまる　　　灰色シルトが細かくまだらに混じる
　83　暗茶褐色細粒砂　しまりなし　礫多量に混じる
　　　１～７：ⅰ層	 ８～ 16：ⅱ層	 17 ～ 21：遺構	 22,23：ＳＤ 10
　　　24 ～ 31：遺構	 32,33：ＳＤ３	 34 ～ 36：ＳＤ１	 37 ～ 39：ⅲ層
　　　40 ～ 42：遺構	 43 ～ 46：ＳＤ２	 47：ＳＤ８	 48,49：遺構
　　　50,51：ＳＤ９	 52,53：遺構	 54：ＳＢ６	 55 ～ 62：遺構
　　　63,64：ＳＫ１	 65：遺構	 66：Ｐ 51 ？	 67,68：遺構
　　　69：ＳＫ 42	 70,71：遺構	 72：ＳＢ２	 73 ～ 76：遺構
　　　77 ～ 83：ⅳ層（地山）	

＜Ｅ１区南壁土層名＞
　１　暗茶褐色土
　２　観察なし
　３　淡茶褐色砂質土　　　茶灰色シルトブロック混じる
　４　茶灰色シルト
　５　淡茶褐色シルト　　　ややしまる
　６　茶褐色シルト　　　　ややしまる
　７　茶褐色砂質シルト　　しまりなし
　８　淡茶褐色粘質土　　　しまりなし

　９　淡茶褐色シルト　　　ややしまる
　10　茶褐色砂質シルト　　しまる
　11　淡茶褐色砂質シルト　ややしまる
　12　淡茶褐色シルト　　　ややしまる
　13　灰褐色砂
　14　砂礫
　　　１,２：ⅰ層	 ３,４：ⅱ層	 ５,６：遺構
　　　７：ＳＫ 10 ？	 ８, ９：遺構	 1O ～ 14：ⅲ層（地山）

＜ＳＤ 16 土層名＞　Ａ
　１　撹乱
　２　撹乱
　３　茶色土　　　　　　　　　　　　小石多く混じる
　４　茶色土　　　　　３よりしまる　小石多く混じる
　５　茶褐色砂質土　　しまる　　　　炭、焼土少量含む
　６　淡灰色砂質土　　しまる　　　　炭、焼土極少量含む
　７　淡灰色砂質土　　しまる　　　　炭、焼土やや多量に含む
　８　黄褐色粘質土　　しまる　　　　暗灰色粘質土ブロック状に混じる
　９　観察なし
　10　茶褐色粘質土　　しまる　　　　炭、焼土やや多量に含む
　11　暗茶褐色粘質土　しまる　　　　黄褐色粘質土、灰色粘質土ブロック状に混じる
　12　青灰色シルト　　しまる　　　　灰色シルトまだらに混じる
　　　９：ＳＤ 16

＜ＳＤ 16 土層名＞　Ｂ
　１　撹乱
　２　撹乱
　３　茶色土　　　　　　　　小石多く混じる
　４　灰色シルト　　しまる　黄褐色粘質ブロック状に混じる
　５　淡灰色砂質土　しまる　炭、焼土やや多量に含む
　６　暗灰色シルト　しまる　小石やや多量に入る　焼土少量含む
　７　暗灰色シルト　しまる　焼土極少量含む
　８　黄褐色粘質土　しまる　暗灰色粘質土ブロック状に混じる
　９　淡灰色シルト　しまる　鉄分混じる　焼土極少量含む
　10　青灰色シルト　しまる　鉄分混じる　焼土ごくわずかに含む
　11　暗灰色シルト　　　　　青灰色シルト、黄褐色シルト、鉄分混じる　炭、焼土やや多量に含む
　12　青灰色シルト　しまる　灰色シルトまだらに混じる
　　　９,10：ＳＤ 16

Ｈ１区東壁セクション

Ｈ２・３区東壁セクション

Ｅ１区南壁セクション

Ｇ区ＳＤ 14・16・19・37実測図

Ｇ区ＳＤ 17・20・29実測図
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＜ＳＤ 37 土層名＞	

１	淡茶褐色砂質土　しまる

２	暗茶色シルト　炭多く混じる　	部分的

に礫多量に混じる

＜Ｐ 914 土層名＞	

１	灰褐色砂質土　炭、焼土含む

２	灰黄褐色砂質土　炭わずかに含む

＜Ｐ 907 土層名＞	

１	灰黄褐色砂質土　炭、焼土含む

＜ＳＤ 14 土層名＞	

１	淡茶褐色砂質土　しまる　灰色砂質土部分的にまだらに混じる

２	淡茶褐色砂質土　しまる　灰色砂質土、黄褐色砂質土部分的にまだらに混じる

３	暗茶褐色砂質土　しまる　灰色砂質土まだらに混じる

４	茶褐色砂質土　しまる　灰色砂質土部分的にまだらに混じる

５	暗茶褐色砂質土　しまる　灰色砂質土部分的にまだらに混じる

６	茶褐色砂質土　しまる　灰色砂質土多量にまだらに混じる

７	灰色砂質シルト　灰白色シルトまだらに混じる

８	暗茶褐色砂質土　しまる　灰白色砂質土まだらに混じる

９	暗茶褐色砂質シルト　しまる　灰色砂質土まだらに混じる

＜Ｐ 857 土層名＞	

１	灰黄褐色シルト　しまる　炭、焼土多量

に含む

２	灰黄褐色シルト　しまる　炭、焼土やや

多量に含む

＜Ｐ 859 土層名＞	

１	灰黄褐色砂質土　しまる　炭、焼土多量

に混じる

２	灰黄褐色シルト　しまる　炭、焼土含む

＜Ｐ 859 土層名＞	

１	灰黄褐色砂質土　炭、焼土含む

２	灰黄褐色シルト　炭、焼土含む

＜Ｐ 896 土層名＞	

１	灰褐色砂質土　焼土含む

２	灰黄褐色砂質土　焼土少量含む

３	黄灰白色砂質シルト

＜Ｐ 899 土層名＞	

１	灰褐色砂質土　炭、焼土少量含む

＜Ｐ 899,900 土層名＞	

１	灰褐色砂質土　炭、焼土含む

２	黄褐色砂質土　焼土多量に含む

１：Ｐ 899　２：Ｐ 900	

＜Ｐ 905 土層名＞	

１	灰褐色砂質土　しまる　炭、焼土含む

２	灰黄褐色砂質土　しまる　炭、焼土含む

３	灰褐色シルト　炭、焼土含む

＜Ｐ 885 土層名＞	

１	灰黄褐色砂質土　しまる　炭、焼

土多量に含む

２	観察なし

３	灰黄褐色砂質土　硬くしまる　

炭、焼土含む

＜Ｐ 421 土層名＞	

１	暗茶褐色砂質土　しまる　小石少

量、黄褐色砂質土混じる　炭、焼土

多量に含む

２	暗茶褐色砂質土　しまる　小石極

少量、黄褐色砂質土混じる　炭多量

に含む

＜Ｐ 906 土層名＞	

１	灰黄褐色砂質土　炭、焼土多量に

含む

２	灰黄褐色砂質土　炭、焼土わずか

に含む

３	灰色砂質シルト　灰色シルト、黄

褐色砂ブロックまだらに混じる

４	灰黄色砂質土　粗砂混じる

＜Ｐ 710 土層名＞	

１	灰黄褐色砂質土　ややしまりなし　小石多量に混じる

　炭、焼土少量含む

＜Ｐ 860 土層名＞	

１	灰黄色砂質土

２	灰茶褐色砂質土　黄色、灰褐色ブロック、炭、焼土まだらに混じる

３	灰茶褐色砂質土　やや暗くややシルト質　黄色、灰褐色ブロック、炭、焼土

まだらに混じる

４	灰褐色砂質シルト　炭、焼土多量に含む

別添図 11　鷺山仙道遺跡Ｇ区ＳＢ 62 実測図
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